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　序章




　水がきらめきを浴あびて跳はね返った。

「オルバ！　来ないの？　冷たくて気持ちがいいわよ」

　川の浅あさ瀬せでアリスが呼んでいた。たくし上げた裾すそから白い素す足あしを覗のぞかせて、子供のようにはしゃいでいる。何しろ暑い日だった。川原に横たわったまま、オルバは気乗りのしない返事をする。

　以前もこうして、アリスは川のなかからオルバたち兄弟の名を呼んでいた。オルバほど泳ぎの得意でなかった兄ロアンは、アリスに強ごう引いんに連れていかれては、浅瀬でもおかしいくらいにうろたえていたものだった。

（結局、何も変わらないな）

　ぼんやりと空を見上げながら、オルバはそんなことを思っていた。

　メフィウスとガーベラ、両国の間でくり返されていた小こ競ぜり合あいが激げき化かしたのがひと月ほど前。オルバたちの住む村にほど近いアプター砦とりでが、ガーベラ軍に包ほう囲いされたのである。メフィウス軍は近きん隣りんの村々から兵へいを募つのった。自みずから志し願がんする者もあれば、高い税ぜい金きんをちらつかされて、半なかば強ごう引いんに取り立てられた者もあった。

　オルバの兄ロアンもそのひとりだった。剣けんを手に取るより、本を開いて子供たちに勉強を教えている姿すがたのほうがよほどしっくりくる兄だったが、彼は笑え顔がおで村を去さった。遠ざかる兄の背中をアリスといっしょに見送ったのが、およそ二週間前。

　そしてオルバに待まっていたのは、いつもの日にち常じようでしかなかった。植物のほとんどない、切り立った断だん崖がい、岩がん石せきの連なる荒野、村の外れの岩いわ畳だたみ──、乾かわいた風。楽しみといえば、こうして、近くにある崖下の川に飛び込んで泳ぎまわるくらいのものだ。

「この前、また隣となり村むらのダグと喧けん嘩かしたんでしょう？」

　髪かみにかかった雫しずくをさっと振り払はらいながらアリスが笑う。

「喧嘩じゃないよ。決けつ闘とうだ」

「そうそう。決闘、決闘」アリスは含ふくみ笑いをする。「どうして、反そりがあわないのかしら。去年の祭りのときにも会ったけど、礼れい儀ぎ正しくて、いい子よ。『オルバくんは元気にしてますか』って」

「あいつは、決闘に勝てない相あい手てには卑ひ怯きような手を使うんだ。アリスをろうらくして、おれを油ゆ断だんさせるつもりだったんじゃないか。前にも言ったろ、野や生せいの竜りゆうを見た、っておれたちを騙だましたのはあいつなんだ。おかげで歩きまわされる羽は目めになって……」

「おれたち、じゃなくって、騙されたのはオルバだけでしょ。あたしたちはオルバに無む理り矢や理りついていかされただけだもの」

「そんなことない。みんな乗り気だったじゃないか。ロアン兄さんだって」

　ふと、アリスの口もとから笑えみが消えた。オルバも口をつぐみ、立ち上がりかけていた身体からだをふたたび横たわらせる。不自然な沈ちん黙もくがややつづいたのち、また、水をばしゃばしゃと搔かきわけていく音がオルバの耳に届とどいた。

　と同時に鼻はな歌うたも聞こえてくる。アリスは歌うのが好すきだった。酒に酔ようたび、つまりは夜ごとに大声で歌う父に似にたのだろう。そのくせ、人ひと前まえでは滅めつ多たに歌わなかった。一度、村はずれの岩畳で歌っているのを聞いたことがある。年に一度の祭りのとき、女性から男性を誘さそう様よう子すを歌ったものだ。そのときオルバに気づいたアリスは、ぱっと顔を紅こう潮ちようさせると逃げるように立ち去ってしまったのだ。

（いい声だったけどな）

　見上げる視し界かいいっぱいの空。同じ空を兄も見ているのだろうか。あれからまだたったの二週間。ロアンはいつも都みやこに働はたらきに出ていたから、家を留る守すにしているのは普通のことなのに、いまは時間が過すぎ去るのがやたらと遅おそい。母と二人きりで摂とる食事の間が特にそうだった。

　そんな憂うさや心配事を忘れるように、オルバは畑仕事や数少ない家か畜ちくの世話の合間に、兄が土産みやげに持ってきてくれた本を飽あきることなく読みふけった。文字を追っている間だけなら、オルバはちっぽけな片かた田舎いなかに住む無む力りよくな少年などでなく、蛮ばん人じん王おうゲイブであり、竜殺しドラゴンスレイヤークローヴィスであり、海を越こえ、氷ひよう雪せつの世せ界かいに生きる有ゆう翼よく族ぞくの国に辿たどり着いたという冒ぼう険けん家かマーロウであった。

　そして活かつ字じを追っているうち、身体からだを駆かけ巡めぐる血の疼うずきに耐たえがたくなると、オルバはいつも自分でつくった木ぼつ剣けんを手に取り、汗あせの一いつ滴てきも身体に残さないほど夢む中ちゆうになって振りまわすのだった。

（おれも、いつかいくんだ）

　じりじりとした陽ひを掌てのひらで遮さえぎりながら、オルバはもう何度目になるかわからない決意を固める。

（おれも、いつか剣を取って、戦せん争そうに参加する。活かつ躍やくして、英えい雄ゆうになって、母さんに楽らくをさせる。そうすれば、兄さんだって似に合あわない剣を手に取らなくたって済すむんだ）

　物語の数々で読んだ、きらびやかな戦せん史しにいつか自分の名前が刻きざまれているところを想そう像ぞうして、オルバはかざした掌をぎゅっと握にぎりしめた。

　その掌に、あたたかい感かん触しよくがまだ残っている。兄が旅立つ際さいに握あく手しゆを求めてきたときのものだ。あれは何だったのだろう、といまも思い返すときがある。皆みなに挨あい拶さつをして、背せを向ける寸すん前ぜん、ふいっとオルバのほうに手を差し出してきた。照てれくさくて、握手を拒こばみかけたオルバだったが、

「いいから」ロアンは笑って、強ごう引いんに手を取った。「そのうち、おまえにいいことがあるよ」

　兄がそんな含ふくみのある言い方をするのが珍めずらしくて、以来オルバは不ふ思し議ぎに思っていた。

　と、

「アリス？」

　不意に顔を上げたのは、水の跳はねる音、それにアリスの鼻はな歌うたが急に途と絶だえたからだった。見ると、アリスの姿すがたが小さくなっている。川の幅はばは広く、なかごろ辺あたりになると大人でも背が立たない。すでにアリスは胸むね近くまで水に浸ひたっていた。

「アリス、おい」

　一度だけ振り返ったアリスは、謎なぞめいた笑みをオルバに与えた。それからまた前へと向き直って、一歩、また一歩とオルバから遠ざかっていく。あとは、何度呼んでも足を止めなかった。すっ──という具ぐ合あいに、アリスの頭が消える。

　オルバは、大声を出しながら自みずからも川へと駆け込んだ。水を足で跳ね上げ、やがては手足で搔かきわけて、ひたすら前へと進んだ。いったん川なかへと潜もぐり込んでみたが、透とう明めい度どの高いはずの水中に彼女の姿はない。息いき継つぎをするため顔を上げたそのとき、背はい後ごからいきなりしがみつかれた。あっ、とオルバが声を出す間もなく、

「驚おどろいた？」

　アリスが耳もとでくすくす笑っていた。ぐっしょり濡ぬれた衣い服ふく越ごしに、熱い、確たしかな感触の肉にく体たいが息いきづいている。言こと葉ばを失うしなったオルバは、一いつ瞬しゆん後ご、泡あわを喰くって振りほどこうとした。

「待まって」

　オルバより三つ年上の少女が囁ささやいた。オルバの耳を熱い息いきでくすぐりながら、

「このままで、いて」

　そう囁いた。




（あれは──）

　泣いていたんじゃないだろうか、とオルバはいまにして思う。あのとき、どれほど身みを寄せ合っていたのか覚えていない。確たしかなのは、かっと照てりつづける太陽に頭が焼かれていたこと、水のなかで漂ただよう二人の身体からだが絶たえず不安定だったこと、アリスの時とき折おりはなを啜すするような音、押し当てられた熱い肌はだ──。

（あれは、）

　オルバはふたたび思う。うつらうつらとした眠ねむりと現実の合間を漂いながら。

　押し当てられた肌の感かん触しよくは、いまも心のそこかしこに火傷やけどの痕あとが残っているほどに生なま々なましいのに、なぜだか実じつ像ぞうをともなわない、暑い、過か去この一日。

（あれは、何だったのだろう。アリスは、おれに何を求めていたんだろう。いいや、あれはおれにではなく──）

　オルバは寝ね返がえりを打った。それから、はっと急速に目覚めた。床ゆかに当たる鉄の感触がない。すなわち、彼の素す顔がおを隠かくしてきた、あのうっとうしい鉄の仮か面めんがないということだ。

　ベッドの上に飛び起きたオルバは、恐おそる恐る自分の顔を撫なでてみた。

　確かに生なま身みの肌だ。ついでに寝ね汗あせを拭ぬぐったオルバは、広々とした部へ屋やを横切って、カーテンを開けた。

　庭てい園えん風ふうになっているバルコニーの向こうに、帝てい都とソロンの街まち並なみがあった。

　もうここは切り立った崖がけ、赤あか茶ちやけた大地の広がる辺へん境きようの村ではない。オルバ自じ身しんもまた、あのときの少年ではなく、奴ど隷れいでも剣けん闘とう士しでもなく、いかなる運うん命めいの因いん果がか、いまやメフィウス帝てい朝ちよう第だい一いち皇おう子じギル・メフィウスの名と顔を有ゆうしていた。

　しかし、空は青い。

　照てりつける陽ひも、すでに暑かった。

　そればかりはあのときのままに──、そして、オルバの胸むねに燃えさかる、様さま々ざまな感情もまた、少年時代と何ら変わることなどなかった。

　ベッドの脇わきに立てかけてあった、鞘さや入いりの剣けんを無む意い識しきのうちに手もとへ引き寄せる。

　刀とう身しんに『オルバ』と刻こく印いんされているその剣を見つめ、彼は今日も、肌色の仮面をつける準備を心のなかで固めるのだった。










　一章　帝都出立







　　　　１




　石いし畳だたみの上に迷まよい込んできた一いち羽わの小こ鳥とりがある。

　違い和わ感かんに戸と惑まどうみたいに一、二回首を傾かしげると、あわてて羽はばたいた。

　直後、ごうっと風を蹴け立たてて、その頭上をも飛び越こえていく巨きよ大だいな影かげ。一いつ見けん、それも生き物のように見えた。すっくと伸のびた首、牙きばを剝むいた獰どう猛もうな顔、そして左右に広げた大きな翼つばさ──翼竜ワイバーンである。

　が、翼ある竜りゆうなど、この大陸には生せい息そくしていない。金属のきしるような甲かん高だかい咆ほう哮こうは、魔素エーテルエンジンの奏かなでる音であり、その体たい皮ひは、無重量金属である竜石の上に薄うすく青せい銅どうを貼はったもの。すなわち、メフィウス帝てい朝ちようの飛ひ空くう艇ていであった。

　懐ふところに操そう縦じゆう士しを抱いたそれら人じん工こうの翼竜どもが、次々と地面を飛び立っていく。

　オルバは、掌てのひらでひさしをつくりながらそれを見上げていた。

　先頭を飛んでいるのはニール・トンソンという男で、なかなかの腕うで前まえだが、それだけに他との差が目立ちすぎている。ニールが見事に翼を傾かたむけて旋せん回かいしていくのを、他の数機が、まるで親おや鳥どりからはぐれまいと必ひつ死しについていく小鳥のようにもたもたと追いかけていた。

　が、いったん帰着してきた彼らのうち、オルバが怒ど声せいを飛ばしたのはニールに対してであった。

「おまえの曲きよく芸げいを見せつける場ではない。他の者にもっと気を配くばれ。戦いくさ場ばでは、たったひとりでは何もできんぞ。さあ、もう一度だ」

　オルバに──というより、彼らにとってはメフィウス帝朝第一皇こう位い後こう継けい者しやギル・メフィウスに──急き立てられて、飛空士たちはあわてて自じ機きをもう一度空へと舞まい上げていった。

「そんなにカリカリしなくてもいいんじゃない？　うまくやっているほうだと思うよ」

　肩にしなだれかかってくる近この衛え兵へいシークを、オルバは乱らん暴ぼうに振り払った。

「『奴ど隷れいとして』どれほどうまかろうと、意味がない。そんなレベルで満足していられるか」

　近衛隊宿舎近くの練れん兵ぺい場じよう。もともとは小しよう規き模ぼな剣けん闘とう場じようであったところを改かい築ちくしたものだ。広々とした場内には、小さいながらも飛空艇の発着場が備えられ、また竜りゆう舎しやも隣りん接せつしている。

「しかしな、オルバ」と口を出したのは、赤しやく銅どう色いろの顔をしたゴーウェン。「飛空艇隊は、まだ発足してひと月にもならんのだぞ。焦あせっても仕し方かたあるまい」

「あんたに言われるとは思わなかった。おれは、剣の握にぎりを教えられて二週間もしないうちに殺し合いの場に放り込まれたぜ」

「奴ど隷れいにたとえても、意味がないのだろう？」ゴーウェンはオルバの言こと葉ばを逆さか手てに取った。「あのときといまとでは境きよう遇ぐうが違ちがうさ。ひと山いくらで買い集められる者たちとは違う」

　個々の腕うでや技術においては、正せい規きの兵へいにも劣おとらないものがある元もと奴隷たちであっても、複数で連れん携けいを取らせるとなると難むずかしい。剣けん奴隷たちで結成された歩ほ兵へい隊たいを一から鍛きたえなおしているゴーウェンが言うのだから説せつ得とく力りよくがあった。

　オルバは黙だまり込んだ。腕組みしようとして、少し痛いたそうに顔をしかめる。右腕は包ほう帯たいで吊つったままだ。

　──ザット・クォークによる謀む反ほん騒さわぎがあってから、およそ半月が経たつ。剣けん闘とう大会の連戦で痛めつけられ、なおかつザットに拳けん銃じゆうで撃うたれた身体からだは無む論ろんのことまだ癒いえていない。しかし一週間前、皇こう帝ていに呼び出されたオルバは、メフィウス南部のアプターいきを命じられた。ガーベラとの一〇年戦争で奪うばわれていた土地であり、他ならぬオルバの兄ロアンが徴ちよう収しゆうされていた城じよう塞さい都と市し。オルバに身を休めている暇ひまはなかった。自じ室しつにこもって書物の山に埋うもれているかと思うと、こうして近この衛え隊たいの訓くん練れんを熱心に指し導どうしたりもする。

「おやおや、まただんまりだよ」シークが肩をすくめ、おどけた。「こっちは、きみが黙ると妙みように不安になるのだよ。またぞろ妙なことを考えていやしないか、ってね」

　そこへ、

「壮そう観かんですね！」

　華はなやいだ声がする。殺さつ伐ばつとしたこの場には似につかわしくないその声を耳にして、なぜかオルバの面おもてにさっと緊きん張ちようの色が走った。

　それをややおかしそうに見やるゴーウェンたちから視し線せんを背そむけて、

「恥はずかしながら、姫ひめ君ぎみにお見せできる段階でもないが」

　笑え顔がおを取り繕つくろった。

　侍じ女じよのテレジアを従したがえて姿すがたを見せたのは、ガーベラ国第三王女ビリーナ・アウエル。朝の陽ひ射ざしに、白金プラチナの髪かみが透すけてしまいそうなほどに白く照てらされている。

　メフィウスに来てからずっと後こう宮きゆうに押し込められてきた彼女だったが、ザット謀反の際さいに皇おう子じとともに飛ひ空くう艇ていで活かつ躍やくしたこともあって、ここ最近は割わり合あい自由に行動できるようになったらしい。二日ほど前、朝食の席せきで、近衛隊が飛空艇の訓練をしているという話をしたら、「ぜひ見学したい」と申し出ていたのだ。

　まぶしそうに目を細め、飛空艇の動きを目で追う少女の頰ほおは軽く上じよう気きしている。それを見たオルバは、つくづく、

（変わった姫君だ）

　という思いを新あらたにする。

　アプターでの任にん務むが終われば、ギルと正式に夫ふう婦ふになる。──グール皇帝はそう明めい言げんしたが、あくまでもギルに対してそう言っただけで、公こう式しきには発表していない。婚こん礼れいに関してガーベラとの協きよう議ぎもどれほど進んでいるかわからず、相変わらずビリーナは不安定な立場にあった。

「殿でん下かは、完かん璧ぺき主しゆ義ぎ者しやでいらっしゃいますから」シークが、わざと先ほどの会話をぶり返した。「たったひと月足たらずの訓くん練れんで、ガーベラの飛ひ空くう艇てい隊たいと肩を並べるようになれ、だなんておっしゃるのですよ」

「そんなことは」

　言っていない、とつづける前に、

「何事にもはじめというのはあります。特に、飛空艇の訓練には事じ故こがつきもの。隊たい員いんの体調や、艇の整備、そうしたもの諸もろ々もろに細さい心しんの注意を払はらわねば、殿下お望みの成長を遂とげる前に隊そのものが全ぜん滅めつしてしまいかねませんよ」

　飛空艇のこととなると、ビリーナのほうが先せん達だつである。あどけない顔ながら、鋭するどい語ご調ちようでとくとくと語る。

「しかし、出しゆつ立たつまでそう時間がないのでね」

　オルバは、真まっ正面から向き合おうとするビリーナからも視し線せんを逸そらす。

「アプターでもやればよろしいんじゃありませんか、殿下」シークが言った。「まるで、着いたその日にでも、アークスと戦争をおっぱじめようとしてらっしゃるかのようです」

　ザットの謀む反ほんそのものはオルバの手によって喰くい止められたが、多くの使し節せつが招まねかれた建けん国こく祭さいでの出で来き事ごとだったため、この情報は四辺の諸国にもいき届とどいた。さらにそのときと前後して、メフィウスの南西に位置する都と市し国家タウーリアの動きが不ふ穏おんであるという情報があった。

　タウーリアはアプター地ち域いきに隣りん接せつしている。そのアプターがガーベラから返へん還かんされるタイミングを狙ねらって、タウーリア太守アークス・バズガンが軍を進めてくるのではないかというのだ。

　が、ザットのこともあって、皇こう帝ていグール・メフィウスは長年仕つかえてきた家か臣しんたちにも信を置くことができない様よう子すである。外がい敵てきに大軍を割さくのをよしとせず、そのためグールは、アプター駐ちゆう留りゆう軍ぐんの指し揮き官かんに実の息子むすこギル・メフィウスを選んだのだ。

「一日でも早くものになってくれねば困るだけだ。ザットの件けんで思い知った。いかにガーベラとの間で和わ平へいが結ばれたとはいえ、争あらそいごとの火ひ種だねなど、国こつ境きようを越えずとも常つねに足もとにあるものだとな。準備はしすぎて困るということはない」

「ザット・クォークといえば、あの件以来、イネーリさまのお顔を見ません。皇子はあれ以来お会いになられましたか？」

「イネーリ？」

　予想外の名前が出たので、オルバは半ばきょとんとなった。「いや」とかぶりを振ると、少女姫ひめはむっと眉まゆをひそめ、

「少しは、軍事以外のことにも気をお配くばりなさいませ。ザットの人ひと質じちとなって、あれほど怖い思いをなさったのです。部へ屋やにこもってらっしゃるのではないでしょうか。お見み舞まいにいこうかと思っているのですけれど、殿下もごいっしょにいかがです？」

「いや、それは」

　オルバは考えあぐねた。ビリーナの言うように、あの騒さわぎの最中イネーリはザットに人ひと質じちとされた。それを助けに向かったオルバとビリーナの前で銃じゆうを突つきつけられもしたのだ。しかしいまオルバの脳のう裏りに浮かんだのは、そのときの光景ではなく、建けん国こく祭さいで見たパーティーでの一場面。イネーリとビリーナが、噴ふん水すいを背はい景けいににらみ合っていたときのことだ。

　ガーベラ姫ひめのほうはすでにそうした確かく執しつも忘れ果はてているようだが、イネーリはというと、おそらくそこまで割わりきれる性せい格かくではあるまい。むしろ彼女の気質からして、憎にくみ、嫌きらっていたビリーナに助けられたことをこそ、もっとも屈くつ辱じよくに感じているはずだ。

「それは、やめておいたほうがいいだろう」

「まあ。なぜです？」

「それは、うん、あの事じ件けんでショックを受けているのなら、そっとしておいてやるほうがいい。おれや姫が顔を出せば、むしろあのときのことを思い出して、心しん身しんに障さわるのではないか」

「ほら、姫さま。わたしの言ったとおりでしょう」テレジアが言う。「わたしも殿でん下かと同意見。ここはイネーリ姫の身を思えばこそ、大人しくしているといたしましょう」

「何です。皇おう子じも、テレジアも、まるでわたしがものの気持ちがわからぬ子供みたいに」

　ぷっと膨ふくれるような顔をして、ビリーナは小さい足で地面を叩たたいた。実際、彼女自じ身しんの言うとおりなのだからオルバも返答に窮きゆうする。幼おさないながらもあらゆることに機き転てんの利きく姫君だが、こうした人間関係の機き微びには疎うといものらしい。オルバは思わず、姫の頭あたま越ごしに、

（大変だな）

　というような目め配くばせをテレジアにした。と、姫の侍じ女じよは一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をして、それからやや目を伏ふせがちにして微笑ほほえみ、同意を示した。

（しまった）

　動転したのはオルバも同どう様ようだ。テレジアとは、個人的に言こと葉ばを交かわした間あいだ柄がらのような気持ちがしていたのだが、それは『オルバとして』である。『ギル皇子として』ではない。だからテレジアも驚いてしまったのだろう。

「さて」オルバは取り繕つくろうように声を張った。「飛ひ空くう艇てい隊たいのほうは、ならば、焦あせらずに成せい果かを待まつとしよう。おれは、竜りゆう舎しやの様子を──」

　練れん兵ぺい場じように隣りん接せつする竜舎のほうを見やったオルバだが、ちょうどそのとき、いくつかの人ひと影かげがこちらへ向かってくる最中だった。

　先頭を跳はねるように駆かけてくるのは小こ柄がらな少女だ。オルバのもとへ近づいてくるなり、ラニー・ロルゴは足を止め、スカートの裾すそを広げてお辞じ儀ぎをした。

「ご機き嫌げんよう、皇こう太たい子し殿下」

「ああ」

　メフィウスの武ぶ将しようオーダイン・ロルゴの娘むすめで、現在一三歳。少女の身みでありながら、建国祭の折おりには、竜りゆうの背せに跨またがる『成人の儀ぎ』を行おこなっている。

「ほら、早く来なさい。ロムスったら、竜は怖くないくせに、人見知りして仕し方かたないんだから」

　彼女が声こわ高だかに呼びつけたのは、後ろからおずおずとやってきた少年ロムス。こちらは老ろう将しようローグ・サイアンの息子むすこで、同じく成人の儀に参加していた。相あい変かわらず、皇おう子じを前にしての挨あい拶さつの声は小さい。

「本当、だらしないのね」

「いや、彼がだらしないのではなく、姫ひめ君ぎみがお強くていらっしゃるのだよ」オルバが、冗じよう談だんめかして言った。「勇ゆう敢かんなのは頼たのもしいが、しかし、竜りゆう舎しやはいかにも遊び場にはふさわしくない」

「あら、遊び歩いているわけではありませんわ、皇子」いっぱしの貴き婦ふ人じんのような顔をしてラニーは唇くちびるを尖とがらせる。「ロムスが毎日、通い詰つめるものだから、年長者としては心配になったものでして」

「ほう。ロムスは、騎き竜りゆう兵へいに憧あこがれているのか」

「いいえ、殿でん下か。ねーえ、ロムス、本当は竜がお目当てじゃないのよね？　憧れているのも騎竜兵なんかじゃないでしょ？」

「な、何だよ」

　ロムスが顔を赤らめた。見ると、竜舎の方角からもうひとり歩いてくるのは皇子の近この衛え大だい隊たいつきの竜りゆう丁ちようホゥ・ランである。彼女は彼女で、隊にいる騎竜兵たちの訓くん練れんにつき添そっていたようだ。そうでないときも、日がな一日ここにいて、竜の面めん倒どうをみているらしい。

「ロムスなら、心配は要いらない」

　まるでこちらの会話を一から一〇まですべて耳にしていたかのように、ランは出し抜けに言った。

「オルバよりも竜に慣なれてきたくらいだ。あと半年もすれば、〈声〉を聞きわけられるようにもなるだろう。竜舎にいても、襲おそわれる心配はまずない」

　ほう、とテレジアが感かん嘆たんの声を洩もらしたのは、遊ゆう牧ぼく民みん出しゆつ身しんであるランの姿すがたが珍めずらしかったからだけでなく、その均きん整せいの取れた肢し体たいに、黒い肌はだ、青ざめて見える頭とう髪はつといった取り合わせが、不思議に艶いろめいていたからでもあろう。

「おまえが言うなら、そうなんだろう。騎竜隊の様よう子すはどうだ。それと、アプターに連れていく竜たちの選別は」

「ともに歩く、走るくらいなら何とか。わたしの目が届とどいていればの話だけどね。皆みな、ロムスのかけらほどの才さい能のうもない。竜の選別よりまず先に、オルバのほうで兵士の選別が必要だ」

「そ、そうか」

「あと、船を使わないにしては、連れていく竜が少し多すぎないか。オルバに言われたとおりの数では、わたしも監かん視ししきれない」

「船を使わない？」

　シークが驚おどろきの声をあげる。

「どうしてまた。アプターまでぞろぞろ列をつくっていくには、一週間はかかります。竜りゆうや武器を運ぶのにも、飛ひ空くう船せんのほうが都つ合ごうがいいでしょう」

「みんなに見送られて、手を振られたいのさ」

　オルバの返事は素そっ気けない。こういうときは、何かを考えてはいるが、いまは口にしたくない、という態度のあらわれだ。それがわかっているから、シークもゴーウェンも「またか」といった風ふ情ぜいでそれ以上抗こう弁べんしなかったが、

「オルバ、ですか」

　ビリーナ姫ひめが、別のことに気を引ひかれたらしい。あっ、という顔をする『ギル皇おう子じ』に、

「ずいぶん、あの剣けん士しを信しん頼らいされているのですね。建けん国こく祭さいでのときもそうでしたが、今回もいろいろ仕事を任まかされている様よう子す」

「ああ、うん。奴やつは、使える」

　オルバは早口で言いながら、ランのほうをこっそりにらみつけた。ビリーナのほうは少し憤ふん慨がいしたように、

「しかし、彼は剣けん闘とうで身体からだをだいぶ痛いためたようです。皇子ご自じ身しんも怪け我がを押おしていらっしゃる身みとはいえ、もう少し臣しん下かを大事になさってはいかがです」

「いや、うん、そうか」
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「ご自分がいかにお強い人間であろうとも、他人もそうだと決めつけぬことです。ことに、皇おう子じは口数が少なくていけない。何も話さず、ただ黙だまって自分の言うことに従したがえ、というのでは、いくらオルバがすぐれた剣けん士しであっても……」

「はっ」

　このとき、ホゥ・ランが鼻で笑った。その、あからさまなまでの嘲あざけりに、一いつ瞬しゆんその場にいる全員が戸と惑まどった顔をした。誰だれに対してのものかわからなかったからだが、

「オルバは、姫ひめに好すかれているな」

　当とうのランは唇くちびるに薄うすい笑えみをたたえつつ、身みを翻ひるがえして、さっさと竜りゆう舎しやのほうへ戻ってしまった。ロムスがあわてたようにそのあとを追って、さらにそのあとをラニーが駆かけていく、という光景を、オルバをはじめ、皆みながぽかんと見送った。

「あの方」ややあってから、テレジアが咳せき払ばらい混まじりに言った。「少し、礼れい儀ぎがなってないのではないですか。皇こう太たい子しさまに、ビリーナ姫もいらっしゃる場で、あのような」

「あ、いや。これは汗かん顔がんの極きわみ。娘むすめに代わって非ひ礼れいを詫わびまする」

　義ぎ理りの父であるゴーウェンが、白髪しらが頭あたまを下げる。大きい身体からだをことさらに小さくするそんな彼の姿すがたは、オルバもはじめて目にするものだ。

　が、テレジアも本気で怒おこっている様よう子すはなかった。その証しよう拠こに、

「あの方」

　と、もう一度言い、含ふくみを持たせるような間を置いたかと思うと、

「オルバどのの恋こい人びとですか？」

　そんなとんでもないことを口にしつつ、にやっと笑いかけてきたのだ。オルバは目を白黒させた。

「ば、馬ば鹿かな。──なぜそう思うのだ」

「馬鹿ということもございません。そういう気がしただけでございます」

「だから、なぜ」

「さあ、なぜでございましょう。わたしにはむしろ、皇子さまの取り乱みだしようが不ふ思し議ぎでございます。オルバどのとて、それは、恋をなさるでしょう」

　馬鹿な、とふたたびつぶやいて、オルバはそっぽを向いた。ホゥ・ランとは二年以上のつき合いだが、異い性せい間かんのそうした感情を意い識しきしたことはない。ないからか、あるいはないのにか、いきなり指し摘てきされると妙みように心が乱みだれる。

　それからしばし、オルバたちは飛ひ空くう艇てい隊たいの訓くん練れんを見るともなしに見守った。昼少し前の時間帯になって、ビリーナとテレジアはその場を辞じした。姫もアプターに同行することになる。その準備がまだあるのだと言っていた。

　ようやくこれでひと息つけるか、と思っていたオルバは、シークから意外な言こと葉ばを耳にした。

「姫は、元気がなかったね」

「そうか？　いつもと大たい差さなかったろう。あれで元気がないんだったら、普ふ段だんのビリーナは、リュカオンよりもパーシルよりもよほど手ごわい相あい手てになる」

「オルバは、それだものね。女性の機き微びがわからないのさ」

「大の女嫌ぎらいがそれを言うかよ？」

「わからないから嫌い、なんじゃないよ。わかりすぎるから嫌いなのさ」

　剣けん闘とう士し時じ代だい、女性からは抜ばつ群ぐんの人気のあったシークだ。彼のパトロンになろうと、奴ど隷れい商しよう人にんタルカスの前に大金を積つんでいった貴き婦ふ人じん方も多い。そのことごとくをシークは断ことわり、鼻であざ笑っていた。

「といって、そんな難むずかしい話じゃない。ガーベラとエンデの間に、緊きん張ちよう状じよう態たいがつづいているという噂うわさは知っているだろう。故こ郷きようの苦く難なんに、もちろん胸むねを痛いためない姫ひめじゃないさ」

「ガーベラは、先のリュカオンの謀む反ほんからいまだ完かん全ぜんに立ち直っているとは言いがたい」ゴーウェンも頷うなずいた。「メフィウスも同どう様ようだが、何しろこちらは未み然ぜんで喰くい止められた。表おもて立だっては鎮ちん火かしているといっていいだろう。しかしあちらは、国でもっとも高こう名めいな武将の裏うら切ぎりだ。尾おを引いているのは間ま違ちがいあるまい」

「他国の厄やつ介かいごとなど、おれにはどうでもいいことだよ」

　オルバはあっさり言い捨すてると、飛ひ空くう艇てい隊長のニールを呼び戻し、ひとまず訓くん練れんを終しゆう了りようさせた。

　このあとは、別の隊たいが訓練のためにここを使う予定になっている。パーシルをはじめとする、先の謀反騒さわぎにおいてオルバが兵力に加くわえた奴隷たちだ。一度はザットに乗じようじて謀反を起こそうとしたこともあって、さすがに正せい規きの兵には加くわえることはできず、近この衛え隊たいづきの戦場奴隷という位置づけになっている。

　オルバには出かける用事があった。謀反を阻はばんだことで奴隷たちには恨うらみを買っているだろうから、下へ手たに刺し激げきしないよう、いまは顔を出すつもりもなかった。

　そこで、訓練はゴーウェンに託たくすことにした。もともと剣けん奴どたちの監かん督とく役やくだった男だ。馴じゆん致ちには慣なれている。

「あとは、頼たのんだぞ」

「ああ」

　オルバは駆かけ足気ぎ味みに練れん兵ぺい場じようをあとにした。

　残されたシークは、ふと、ゴーウェンが忍しのび笑いをしているのに気づいた。

「どうしました」

「いや。『頼んだぞ』とはな。あのひよっ子の若わか僧ぞうめが、二年もしないうちにずいぶん立場が異ことなったものだ」

「それがまた、空そら恐おそろしいくらいに馴な染じんでいますからね」

「おかしいのは、奴やつだけでないさ。そうした立場に慣れてきたおれ自じ身しんにもだ」

「ああ」シークもおかしそうに相そう好ごうを崩くずした。「ぼくはもう、彼の言うこと為なすことにいちいち驚おどろかないことにしましたよ。それこそ慣なれておかないと、具ぐ合あいを悪くするだけなのでね」

　笑えみで同意を示しながら、しかしゴーウェンは、オルバの駆かけ去さったあたりを遠い目つきで見やった。

「慣れ、だけの問題ならばいいが。このところ、奴やつは心しん身しんともに『皇こう太たい子し』になりすぎている」

　そのひと言は、誰だれにも聞かれることなく、埃ほこりっぽい風のなかに消えた。

　ソロンは昼を迎むかえようとしている。




　　　　２




　皇こう帝ていグール・メフィウスは笑わなくなった、と宮きゆう殿でん内ないで囁ささやかれているのを、オルバはいく度どとなく耳にしている。

　かつての皇帝は、よく家か臣しんの前でも冗じよう談だんを口にして、闊かつ達たつな笑い声を響ひびかせていた──という。オルバ自じ身しんは、実の息子むすこをよそおっていながらも数えるくらいしか顔を合わせたことがないので、『かつての』皇帝を知らない。

　特に、ザットの謀む反ほん以降、皇帝はくすりともしなくなった。への字に唇くちびるを曲まげて、いつも不ふ機き嫌げんそうに頰ほお杖づえをついている。

（あの方に見られると、震ふるえが走る）

　そんな言こと葉ばとて何度も聞いた。

　皇帝は、ますます皇族の──というより、皇帝自じ身しんの権けん威いを強めることに身みを砕くだくようになった。メフィウスが政情不安定なのを知った諸しよ国こくから、各かく貴き族ぞく、武ぶ将しようへ働はたらきかけがあるのではないかと勘かんぐり、少しでもその動きを見せた者を呼びつけては、真しん意いを正すようなことを何度となく行おこなっている。

「もはや、陛へい下かにひと言でも意見を口にできるものはおらぬ」

　いつだったか、フェドム・オーリンも身み震ぶるいしそうな顔でこぼしていた。

「唯い々い諾だく々だくと従したがっておればそれで満足なような、コーラインのごとき臣しん下かならばそれでもよいが……、メフィウスの未来を少しでも案じる、わたしのような誇ほこりを抱いだいた貴族たちは、その誇りとて邪じや魔まだといわんばかりに、皇帝からいつ弾だん劾がいされるか、生きた心ここ地ちがせんだろうよ」

（たとえば、シモン・ロドルーム）

　オルバはその名を真っ先に思い浮かべていた。祭りのときにオルバが皇帝とともにした朝食の席せきでも、皇帝に恐れることなくおのが意見を申もうし述のべていた。それも、ザットが身み柄がらを拘こう束そくされた直後のことである。

（あの男なら、保ほ身しんも損そん得とくも考えず、いざとなれば皇帝に歯は向むかうことさえ恐れないのじゃないか）

（ふん──？）

　奇き怪かいな思いにとらわれて、オルバは唇くちびるを歪ゆがめた。まさか自分が、メフィウス貴き族ぞくをわずかばかりでも人物として認めようとは、剣けん闘とう士し時じ代だいならば信じられないことだ。

　そして、いまオルバが向かう先に、長年仕つかえてきた家か臣しんさえ恐れ、頭こうべを垂たらして、視し線せんが合わぬように祈いのりつづける当とうの相あい手て──皇こう帝ていグール・メフィウスがいる。

　帝てい都とソロン中心部、黒の塔とう。

　見張りに当たっていた兵へい士しが、オルバの姿すがたを認みとめて敬けい礼れいした。彼の案内で、塔の地下へと向かう。大おお勢ぜいの人間たちとすれ違ちがった。半はん裸らの男たちで、切り出した岩や砂じや利りを運んでいる。ほとんどは奴ど隷れいか、罪ざい人にんであった。

　この地下にある竜りゆう神じん廟びようは、現在、工事の真っ最中である。宮きゆう殿でんにより近い場所に竜神神しん殿でんが築きずかれつつあり、そちらへ廟そのものを移動させようというのである。

　辿たどり着いた先に、皇帝がいた。竜神の姿が描えがかれた巨きよ大だいな壁へき画がの前に立っている。祭りの直前に五ご穀こく豊ほう穣じようを祈る儀ぎ式しきを行おこなった場所だ。この壁画もいずれは切り出され、神殿に設置されるのだという。

　オルバは挨あい拶さつの言こと葉ばを述べたが、グール皇帝は「ん」と頷うなずいたきりで、周しゆう囲いの人々に命令を下すのに忙いそがしかった。

　しばし──というには、長い時間を待まった。

　一〇分以上経たったろうか、人の列から皇帝が進み出てくる。オルバは改あらためて頭を下げた。

「明後日あさつて、ここを発ちます」

「そうか」

　皇帝は歩みを止めようとせずにそのまますれ違いかけたが、ふと足を止めてオルバの顔を覗のぞき込んだ。オルバがぎくりとする間もなく、

「ほう」

　重たげな瞼まぶたの下からじっくりと顔をねめつけてきた。距きよ離りが近い。オルバの心しん臓ぞうが跳はね上がり、その場から飛び退のきたい思いがしたとき、

「ますます母親に似にてきおったか」

「は、ははっ。そ、そうでありますか」

　さしもの名剣闘士も、服の下にびっしょりと冷たい汗あせを搔かいている。皇帝はふたたび歩きはじめたので、オルバもその背中を追う足取りとなった。

「顔立ちだけではない。人そのものが変わったようだと言う者も多数ある。わしの血を引いているからだと歯はの浮くような世せ辞じを添そえてな」

「家臣に助じよ言げんを得えているだけでございます」

　前後に、皇帝直ちよく属ぞくの近この衛え兵へいが警けい護ごに当たっているが、距離は遠い。ひんやりとした天てん然ねんの洞どう窟くつ内ない、奴隷たちの声や姿が遠くなると、辺あたりは不ぶ気き味みなくらいに静しずまり返った。

「ザットのこともそうか？　誰だれに、助じよ言げんを得えたというのだ。わしでないのは確たしかだな？　ひと言の情じよう報ほうも知らされなんだ」

「はっ。い、いえ──計画を立てたのは自分です。ただ、自分の考えだけではいささか心もとなかったので、フェドムに知ち恵えを授さずかりました。ただし、ザットの名前は出さず、差し迫せまった事じ態たいであることも告つげず、あくまでも仮か定ていの話として、相そう談だんを持ちかけただけでありましたが」

　オルバは早はや口くちで答えた。

「わざわざザットが蜂ほう起きするタイミングを狙ねらったのも誰かの入れ知恵か？　いち早く知っておれば、他国からの使し節せつや客きやくに気取られぬよう、ひそかにザットを抑おさえ込んでおくことができたものを」

　皇こう帝ていは歩あゆみを止めた。先に道はなく、高さ五メートルほどの崖がけになっている。壁かべに燭しよく台だいがひとつきり飾かざられてあるのみで、その淡あわい光の輪わが、皇帝の顔にかかった陰いん影えいをゆらゆらと揺らめかしていた。

「言い訳わけのしようもございません。自分は、大おお勢ぜいの人に認められるような手て柄がらが欲ほしかったのです。そこで出る兵へいの犠ぎ牲せいや、使節のことなど考えもせず──、浅あさはかなことでした。申し訳ありません」

「違ちがうな」

　きっぱりと皇帝は断じた。多量の唾つばを飲んだオルバへと向きなおる。

「いいや、違う。おまえは、わしが信用ならんのだ」

「そっ、そのような」

「手柄が欲しかっただけだと？　おまえが変わったというなら、そのような、賢さかしらな言い訳をわしに対して言えるところが、以前と何より違うところだ」

　落ち窪くぼんだ眼がん窩かの奥おく、炎ほのおのじっとりとした色を反はん射しやした双そう眸ぼうが、蛇へびのごとく心しん身しんに絡からんでくるかのようだ。オルバは何も言えず、ただ恐おそれ入るように顔を伏ふせた。

「なるほど、竜りゆうの子は竜か。竜りゆう神じんメフィウスの血を引いている我われら皇こう族ぞく、おまえとて、確たしかにいつまでも雛ひなのままではないのかもしれん」

　言こと葉ばの響ひびきに自じ負ふもなければ自じ嘲ちようもない。皇帝は顔を伏ふせたままのオルバへ歩み寄ると、

「だが、おまえはわしよりも母ラーナの血を色濃こく継ついでいるようだ。姿かたちだけでなく、その性しよう根ね。最後までメフィウス皇族の風ふう習しゆうに馴な染じめず、わし自じ身しんにさえ心の内をさらけ出すことのできなかった、あの弱さを、おまえは継いでいる」

　ふたたび顔を覗のぞき込む仕し草ぐさをしたあと、その傍かたわらを通りすぎた。

「よかろう。竜の翼つばさが生はえはじめたというのなら、アプターでも、見事、思おも惑わくを的中させて、アークス・バズガンを喰くい止めてみせよ。二週間もすれば、オーバリーの部隊を合流させる。砦とりでを守るだけなら、充じゆう分ぶんな兵力のはずだ」

（オーバリー）

　そのとき、冷え固まっていたオルバの心に、一点、熱い光が灯ともされた。

　オルバがアプターへ連れていく部隊のなかには、オーバリー麾き下かの黒くろ兜かぶと団だんから借り受けた五〇の兵士がいる。オーバリー自じ身しんはというと、兵力五〇〇の本隊を率ひいいて、メフィウス南東部に派は遣けんされていた。ザットの謀む反ほんがあって数日後、南東のキルロで奴ど隷れいたちの反はん乱らんが起こったため、その鎮ちん圧あつに名乗りを挙あげたのだ。

　大だい競きよう技ぎ場じようでの騒さわぎの際さい、オーバリーはいち早く姿すがたを消したというので、皇こう帝ていをはじめ諸しよ侯こうからの不ふ審しんと反感を買っていた。それで帝てい都とソロンにいづらくなったのと、汚お名めいを払ふつ拭しよくする意味合いもあっただろう。

「兵へいを好すきに使ってみせよ。指し揮き官かんとして思う存ぞん分ぶん、力を振るってみるがいい。その代わり、どのような状じよう況きようになっても、泣き言は聞かぬ。どのみち、わしの存そん在ざいなど歯し牙がにもかけぬおまえだ。そのような心配は無用だろうがな」

　今度は嘲あざけりの響ひびきも濃のう厚こうに、皇帝はオルバから背せを遠ざけていく。何とか正体がばれずに済すんだ、という安あん堵どの気持ちとは別に、

（こうも）

　妙みような思いが、オルバにはあった。

（こうも、実の息子むすこを嫌きらい、嘆なげいて、軽んじる──。父親というのはそういうものか。それとも、貴き族ぞくだから異い常じようだというのか）

　オルバに父の記き憶おくはほとんどない。しかし、生まれ故こ郷きようでは村の人すべてが顔見知りだった。父親のように接せつしてきた大人たちは山といる。暴あばれん坊ぼうだった彼を厳きびしく叱しかった男もあれば、「自分も昔むかしそうだった」と笑いながら言ってきた男もある。いずれも当時のオルバにはうっとうしいだけだったが、それも失われて久しいいまとなれば、多少なりとも感かん傷しよう的てきな思いがあった。

「父上」

　胸むねに灯ともった火の熱さに促うながされて、オルバは思わず皇帝を呼び止めた。

「何だ」

　振り向いた顔に、あからさまなうとましさがある。伏ふせていた目をゆっくり持ち上げて、オルバは、

「好きに使ってよい──というのであれば、その兵力で、アークスの首しゆ級きゆうを挙あげても構わぬ、ということでありましょうか」

「何？」

「そしてその暁あかつきには、アークスのいる城じよう塞さい都と市しタウーリアも、わたしにいただけましょうか」

　静せい寂じやくが、重く、オルバの両りよう肩かたにのしかかった。

　数十秒後、

「痴しれ者ものめ！」

　皇こう帝ていは喉のどの限りに叫さけんだ。そして噴ふき上がるような笑いを放った。

「痴しれ者ものめ、好すきにせよと申したぞ。やってみせよ！　翼つばさの湿しめった雛ひなの分ぶん際ざいで調ちよう子しに乗りおって、馬ば鹿かめが！」

　皇帝は笑わなくなった、と噂うわさが立っていたほどだから、その呵か呵か大たい笑しように、遠くにいた近この衛え兵へいまでもが驚おどろいた顔をして走り寄ってきた。それを手で制しつつ、なおも嘲ちよう笑しようしながら、皇帝は立ち去さっていった。




　出しゆつ立たつまで残されたわずかばかりの時間、オルバは自じ室しつに届とどけられる書類や書物、文字の洪こう水ずいに溺おぼれた。

　書類には、同行する兵士たちのうち、十人長以上の名前がリストアップされている。黒くろ兜かぶと団だんのなかに、ベインという名前があった。部隊編へん成せいの折おり、黒兜団の副団長とかけ合って、オルバがそれとなく要求した人物である。そのときにはオーバリー率ひきいる本隊の出立が迫せまっていたこともあって、意見を違たがわせるのも時間の無む駄だだと思ったのだろう、あっさりと要求は通った。

　人じん材ざいとしては大したことがない。六年以上も百人長の役やく職しよくに留とどまっているようだから、むしろガーベラとの一〇年戦争でもほとんど功こう績せきはなかったのだろう。しかしオルバには、喉のどから手が出るほど欲ほつする理由があった。

　そして戦場奴ど隷れいのなかには、当然、パーシルの名前がある。建けん国こく祭さいでの『クローヴィスの竜りゆう退たい治じ』の日以来、一度も顔を合わせたことはないが、ゴーウェンの言うところによれば、ひとまずは訓くん練れんなどでも大人しくしているようだ。戦場奴隷の世せ話わ役やくには、ソロン大競きよう技ぎ場じようでも剣奴たちの世話をみていたミラの名前もある。

　あとはざっと目を通した。リストの最後には、皇おう子じの部隊に入れてもらえるよう、もしくはアプターでの行ぎよう政せいを担になえるよう志し願がんしてきた者たちの名前が連つらなっている。そのほとんどが貴き族ぞくの血ち筋すじである。貧まずしくて名前ばかりの貴族や、家か門もんを継つげず領りよう地ちも持てない末まつ弟ていら。

「貴族とひと言でいっても、事情がおありになるらしい」

　小こ姓しようのディンが、そこへまた新あらたな書物を運び入れてくる。

「もう腕うでがぱんぱんですよ」少年は、部へ屋やに高く積つみ上げられた書物の山を辟へき易えきしたように見やった。「まさか、ぼくまで鍛きたえ上げて、戦場に出そうという心づもりじゃないでしょうね」

「言うようになったな」

　オルバは新たに届けられた本を手に取り、ぱらぱらとめくる。メフィウス近きん隣りん諸しよ国こくの歴史や、現在の情じよう勢せいなどをまとめ上げたものが大たい半はんだ。

　ノウェやザットのことがあって以来、オルバはそうしたことにまったく知ち識しきのない自分を痛つう感かんしていた。情報こそが戦たたかいの要かなめとなる。少年時代から実感してきたことだけに、あれ以来、オルバは搔かき集められるだけの情報は手もとに寄せておきたかった。無む論ろん、知識のみを蓄たくわえておけばいいというものでもないが、他人の視し点てんから与えられた情報があるのとないのとでは、考え方の幅はばそのものが変わってくる。

「あれは、どうした。肝かん心じんなものが少ない」

「タウーリアや西方都と市し国こつ家か群ぐんの現状、でしょう？　ぼくだって、可か能のうな限りいろんな方面に当たってみましたよ。でも、現げん存ぞんするのは、北方沿えん岸がん諸しよ国こく経けい由ゆでソロンに献けん本ぽんされた数すう冊さつだけです。その文ぶん献けんだって古いのは承しよう知ちの上ですけど」

「どうして」

「西方世界──つまりタウラン諸国と、メフィウスとの交こう易えきが禁きんじられているんです。旧きゆうゼル・タウランは、もともとメフィウスの家か臣しんだったバズガン家が、メフィウスを裏うら切ぎって興おこした国家ですから。そのゼル・タウランが崩ほう壊かいしたいまも、バズガン家とは小こ競ぜり合いがつづいていますし、他の都市国家もゼル・タウランの系けい譜ふを継つぐ者たちが治おさめていますので」

「だからといって……、いや、だからこそ、斥せつ候こうの一〇人や一〇〇人は送っていてもよさそうなものだ」

「皇こう帝てい陛へい下かに直じか談だん判ぱんなさってください。ぼくには、知りようがありませんもの」

「直接話してどうにかなるくらいなら、最初から教えてくれているだろうよ」

　オルバはなおもページを繰くっていたが、ふと、

（妙みようだ）

　引っかかるものを覚えて手を止めた。

　皇帝が、西方の情じよう報ほうをオルバに手て渡わたさないことが、ではない。

「西との交易が禁じられている？　それは、何年前からの話だ」

「何年、というより、何十年、下へ手たをしたら一〇〇年以上も前からでしょうね。バズガン家と休戦協定や和わ平へいを結んだことは、ゼル・タウラン時代からないはずですし」

「ふうん」

　本を閉じて、オルバはテーブルの上に足を投げ出した。「また」とディンは無ぶ作さ法ほうをとがめたが、そうなるとてこでも動かないのがオルバである。いったん考え出したが最後、自分なりの答えが出るまでその思し考こうの森から抜け出そうとしない。

　ディンも慣なれてきてはいた。

「さあ、皇おう子じ。どうせお食事はここで摂とられるのでしょう。考え込んで無む口くちになる前に、好このみのメニューをおっしゃってください。宮きゆう廷てい料理長だって、もっと手間をかけたいはずですから、何でもいい、は却きやつ下かですからね！」

　彼は彼で、自分の仕事に没ぼつ頭とうするしかないのである。




　　　　３




　ソロン西門は、ギル皇子率ひきいる軍団を見送る群ぐん衆しゆうでひしめいていた。

　先せん頭とうをいく騎き馬ば武む者しやの群むれが、槍そう旗きをはためかせながら、手を振る人々の歓かん呼この声に応こたえる。近この衛え兵へいから選せん抜ばつされた彼らのなかには、シークがいる。男にしておくには惜おしいくらいの美び貌ぼうも涼すずしげに馬を乗りこなすその姿すがたが、ことに婦ふ女じよ子したちの声せい援えんを熱く集めていた。

　オーバリー麾き下かの騎き竜りゆう隊たい、そしてオーダイン・ロルゴ麾下の鉄てつ砲ぽう隊たいがいけば、ビリーナ王女を乗せた馬車ががらがらと車輪の音を立てながら姿を見せる。窓まどから顔を出し、微笑ほほえみながら手を振る王女に、ひときわ歓かん声せいが高まった。

　そしてその後方を守るように新あらたな騎馬隊があらわれると、いままでとは別種のざわめきが街がい路ろに満ちた。

　たくましい白はく馬ばに打ち跨またがった、メフィウス帝てい朝ちよう皇こう太たい子しギル・メフィウス。白銀の鎧よろい兜かぶとは太陽の光をふんだんに反はん射しやして、文字どおり、きらびやかな威い光こうを放つかのようだ。そしてその傍かたわらには、皇おう子じのそれとは対たい照しよう的てきな黒くろ毛げの馬。騎乗しているのは鉄てつ仮か面めんの剣けん士しである。この両者に熱ねつ狂きよう的てきな喝かつ采さいが送られた。

「ギルさま！」

「皇太子さまあ」

「見て、『クローヴィス』のオルバだ！」

　国を謀む反ほんの手から救すくった若き皇太子とその忠ちゆう実じつなる仮面の勇士、という取り合わせは、いかにも物語じみていて、庶しよ民みんたちからの人気が高まりつつある。

　ギルは手た綱づなから放した片方の手を軽く挙あげるに留とどめたが、オルバのほうは、この歓呼の雨あめ嵐あらしに堪たえがたいものがあったか、両りよう腕うでを大きく振って群ぐん衆しゆうの声を煽あおり立てると、鐙あぶみの上にすっと両足で立ち上がったまま、馬に軽く跳ちよう躍やくさせてみせた。その反はん応のうがまた凄すさまじいものだから、仮面剣士は調ちよう子しに乗って何度となくやって見せ、しまいには鐙から足が外はずれて転げ落ちそうになった。

「馬ば鹿か」馬上でギル──もちろん、こちらが本物のオルバだ──が、顔を赤くして怒ど鳴なりつける。「大人しくしていろ」

　叱しかりつけられたオルバ──そしてこちらはオルバの影武者ともいえる近衛兵カイン──は、しょんぼりと肩を落とした。歓声が一転、笑い声になって降り注そそぐ。

「まあ、また派は手でに宣せん伝でんしながら出かけていくものだな」

　門を囲う城じよう壁へきの上には、フェドム・オーリンの姿もあった。

　ビラク領りよう主しゆである彼だが、オルバを皇子として扮ふん装そうさせて以来、いまだ領土には一度も帰っていない。祭まつりの時期には彼の家族もソロンに来ていたものの、妻つまたちが帰る段になっても、フェドムは「まだ仕事がある」とソロンに留とどまる意向を示していた。

「リュカオンやザットの件けんで、ギル皇子は名を上げております」傍らでそっと囁ささやいたのは、一いつ見けん、背せの高い書しよ生せい風ふうの青年だった。「このような演えん出しゆつも、民たみにはいい刺し激げきになりましょう。皇こう族ぞくの威い信しんを継けい続ぞくさせる意味でもね」

「ふん──、威い信しんを気にするなら、やりようは他にもあったろうに。見よ、あの軍ぐん勢ぜいを。何とか体てい裁さいは整ととのえてはあるが、しょせんは寄よせ集めだ。元もと剣けん奴ど隷れいの近この衛え兵へいに、先日、反はん乱らんを起こそうとしたばかりの戦場奴隷、それに正せい規きの兵が一〇〇名ばかり。本気でタウーリアから軍が押し寄せてくれば、ひと月どころか三日以上保もつかどうか」

　フェドムは、噂うわさされているほどアークス・バズガンの動向が怪あやしいとは見ていなかった。もし本当にアプターに攻せめ入ってくるという確かく信しんがあるなら、グール皇こう帝ていももう少し兵力を増ぞう強きようさせるはずだ。

（まさか、ここまであからさまに見殺しにしようというわけでもあるまいが）

　いまなおやまぬギル皇おう子じへの歓かん呼この声を耳にしながら、フェドムは憎にく々にくしげに舌した打うちする。何より、いまの彼を焦あせらせているのは、グールの後ご妻さいメリッサが懐かい妊にんしたという情じよう報ほうであった。宮きゆう殿でん内ないで囁ささやかれている噂レベルでしかないが、もしそれが本当なら、皇こう太たい子しへのこの処しよ遇ぐうもまた違ちがった観かん点てんで計はからねばならなくなる。

（グールめ。人気の出てきた皇子を、政治の中心から遠ざけておくつもりか？）

　苛いら立だちがある。フェドム・オーリンはギル・メフィウス本人の死を秘ひ匿とくし、元もと剣けん闘とう士しオルバをその代だい役やくに立てている張ちよう本ほん人にんだ。もちろん、こんなことが露ろ見けんすれば一族郎ろう党とう皆殺しにされかねない大たい罪ざいである。事を一日でも早く為なさねばならないという焦りに急せき立てられ、夜も満まん足ぞくに眠れないほどの日々がつづいていた。

　が、フェドムはもともと反はん皇こう族ぞく派はの立場を取っていたために、皇子を擁よう立りつするとなるとまた異ことなった派は閥ばつが必要となる。皇族そのものを、ではなく、現在の皇帝に不満を抱いだきながら、なおかつ皇太子ギルを新あらたに立てた新体制での躍やく進しんを夢ゆめ見る者たちを集めねばならない。いわば、一から地じ盤ばんを固めなおさねばならないのだ。先のない謀む反ほんに命をも投じた、リュカオンのようになりたくなければ。

　慎しん重ちように、そして時にひやりとするほど危ない橋を何度も渡わたりながら、ようやくのことで何とか形になりかけたいまになって、当のギル皇子が辺へん境きようにも等ひとしい場所へと遠ざけられそうになっている。

　無む論ろん、それであきらめるわけではない。フェドムにしてみれば、一回でもアプターで戦たたかいが起こってくれればいい、とすら思っている。皇子の苦く境きように、皇帝がもし増ぞう援えんを渋しぶるようなら、そこでこそ一いつ致ち団だん結けつして皇帝を弾だん劾がいすることもできよう。

（オーバリーの部隊が合流するまでの二週間が勝しよう負ぶか）

　そうなると気がかりなのが、フェドムの気き苦ぐ労ろうをまったく無む視しして、独どく断だんに走りがちなオルバの行動である。といって、兵力差があり、おまけに寄せ集めで自軍の兵の統とう率そつさえ望めない状じよう況きようでは、勝かつ手てに身動きすることもできないはずだ。

「しかし──、あ奴やつめ、妙みようなことを言いおって」

　出しゆつ立たつ直前になって、オルバはフェドムにおかしな頼たのみごとをしていた。

　部隊はこのまま陸りく路ろを辿たどってアプターへいくらしい。旗き艦かんドゥームはビラクにいったん投とう錨びようさせておいてくれ、とオルバは言った。

「飛ひ竜りゆう士し官かん数名もともに残す。船は置いてもらっているだけでいい。必要になったら、そいつらで動かせるからな」

「また、なぜそんなまだるっこしいことをする？」

「備そなえという奴やつさ。安心しろ、あんたがいないからと、そのまま影かげ武む者しやをやめるつもりなどない。どうせ本物の皇おう子じさまはソロンに残すと言うんだろう。誰だれに狙ねらわれているかは知らねえが、そいつのお守もりでもしていればいい」

「よっぽど、戦争ごっこがお気に召めされたようですな、皇子」

　フェドムはフェドムで自分の計画遂すい行こうに忙いそがしい。ひとまずは言うとおりに手配してやった。

「せいぜい策さくにおぼれぬようにすることだ。砦とりでの守りさえ固めておけばそれで問題はない。ただ、もしそこでわたしの我が慢まんの限界を超こえるような独どく断だん行こう為いに走ってみろ。そのときは……」

「わかっているさ、フェドム・オーリン公」

　オルバは薄うすく笑った。その笑えみに、正直、フェドムはぞっとしないものを感じた。

（似にている）

　と思ったのだ。本物のギル・メフィウスに、ではない。顔かたちはまったくギルと同じなのに、そのときフェドムがそっくりだと感じたのは、むしろ、その父グール・メフィウスにである。

　やがて、本隊が門を抜けていくに従したがって、歓かん呼この声も次し第だい次第にやんできた。

　フェドムもそこから立ち去さろうとしかけ、ふと、同じ場所に突つっ立ったままの青年に声をかけた。

「どうした、ヘルマン。何か気がかりなことでもあるのか」

　彼子飼いの魔ま道どう士しは、そっとかぶりを振った。

　表情ののっぺりとした、平へい素そから心の内がまるで読めない男である。若い青年に見えるときもあれば、光の当たり具ぐ合あいによっては、フェドムよりよほど年寄りのように見えるときさえある。フェドムは肉にく厚あつの肩をすくめた。

「こちらも準備は山とある。おまえの見立てに頼たよることも多かろう。しばらくは勝手に外出も許さぬぞ」

「わかっております、旦だん那なさま」

　軽く顎あごを引いたヘルマンは、しかし、立ち去り際ぎわに、もう一度、城じよう壁へきを越こえて街がい路ろをいくギル皇子の部隊に視し線せんを投げた。

（ふむう）

　フェドムにも聞き取れぬような、小さな声で囁ささやく。

（『彼』の運うん命めいは確たしかに、『風』に乗って大きく動きつつある。その速度はわたしの目にも止まらぬほどだが）

（しかし──はて）

（奇き妙みようなことだ。『風』は確たしかに吹ふいていながら、そしてその行方ゆくえも見えていながらも、肝かん心じんの『彼』のいく先──この一歩先だけが、黒く閉ざされている。これは、いったい──？）

　この時期、ソロンの空は高い。ほんの少しだけ和やわらいだ陽ひ射ざしに皇おう子じら一いつ行こうの鎧よろい兜かぶとが照てらされ、波打つ光の列となって遠ざかっていく。やがては、ソロンのどんな高い塔とうの上からも見えなくなった。




「いきおったか」

　皇こう帝ていグールはというと、見送りにも立たず、個人の執しつ務む室しつで諸もろ々もろの雑ざつ事じに明け暮くれていた。

「は」

　答えたのは、元もと評ひよう議ぎ会かい議長シモン・ロドルームだ。

「皇子が、ずいぶんと張りきっておられまして。必かならず、正せい装そうで、部隊を飾かざりつけていくのだと、準備にも余よ念ねんのないご様よう子すでした」

「まだ子供だな、あれは」

「わたしなどは好このましいように見えましたが。むしろ、そうした子供っぽいことをひとつひとつ片づけていくことで、大人へのきざはしを着実にのぼっていくものです」

「そなたは気が長い」皇帝は鼻を鳴らした。「政治にしても、子育てにしてもな。ロドルーム家の後こう継けい者しや問題はどうするのだ」

「さて」

　シモンは照てれくさそうに笑った。

　彼には娘むすめが二人ある。どちらもすでに嫁とついだ。本ほん来らいなら、どちらかの亭てい主しゆにロドルーム家の籍せきに入ってもらいたいところだが、いまだシモンは決めかねていた。双そう方ほうともに、身み分ぶんも性せい格かくも申もうし分ないものの、

「それを急いでしまえば、わたしなどは一いつ気きに年老おいてしまうのではないかという恐おそれを抱いだいておりますもので」

「シモンらしいな」

　皇帝は笑いもせず、ただ納なつ得とくしたように頷うなずいた。

（陛へい下か。疲つかれていらっしゃるか？）

　時に感情が激げきして、それこそ竜りゆう神じんのように精せい力りよくをぎらつかせることもあれば、それと同じくらいの頻ひん度どで、まるで枯かれ果はてたかのように淡たん々たんと受け答えをすることもある。

「二日前かな」グールは目を伏ふせて、もののついでのように言う。「ビリーナ王女が面めん会かいに来た。用よう件けんは何だと思う？」

「はて。……エンデとガーベラの件けん、でしょうか」

「おそらくな。しかし、それにはひと言ことも触ふれず、ただ、アプターへ発たつ前の挨あい拶さつだけを述のべて、最後に『近いうち、わたしの父上は二人になりましょう。ご自じ愛あいなさいませ』と言いおった」

（──）

　ガーベラに事が起こった場合、果はたして同どう盟めい国こくメフィウスがどう動くのか。それに関する揣し摩ま憶おく測そくが、宮きゆう廷てい内ないでも多々飛び交かっている。ビリーナとしては、そのときは力添ぞえを願ねがう、という意味で言ったのだろう。

「勇ゆう敢かんで、行動力のある姫ひめだ。ギルにあれほどの器き量りようがかけらでもあれば、とも思う」

「陛へい下か」

「ギルが、あれはあれなりに成長したのは認みとめよう。しかし、いまのままでは、とうてい国を担になうことはできん。為い政せい者しやというのは、時には黒いものをも白と認めさせねばならん。あらゆる言こと葉ばに耳を傾かたむけ、しかしあらゆる意見に対して迷まよいを見せてもならん。はなからおのが言葉のように口から出さねばならんのだ」

「最初から間ま違ちがいなく采さい配はいを振るえる者などおりませぬ。歴れき史し上じようのどんな偉い大だいな帝てい王おうであれ、英えい雄ゆうであれ。おそれながら、陛下。わたしの気が長いのではなく、陛下のお気のほうがいささか短うございます」

「わしは、いい父親ではなかったかもしれん。それも認めよう」

　皇こう帝ていは、急にシモンとの会話がいとわしくなったか、話を打ちきるように言った。

　シモンには、皇帝に面めんと向かって言わねばならないことが山とあった。竜りゆう神じん廟びようのこともそうだ。それに関連する竜神信しん仰こうのこともそうだ。が、目の前に厚あつい岩がん壁ぺきが立ちはだかったかのように、たとえどのような言葉を発したとしても跳はね返されるにちがいない、と思い知らされるだけだった。

（もはや誰だれも信じられはしないのか、グール）

　心のなかだけで、かつての旧きゆう友ゆうに呼びかける。

　なるほど、為政者とは孤こ独どくであろうと思う。深い、のみでえぐったように刻きざまれた皺しわと、真まっ白い髪かみと髭ひげを見るにつれて、長年の孤独に、老ろう皇帝は疲つかれ、しかし同時にこの椅い子すを手放してはならじと妄もう信しん的てきに固こ執しつしているように見える。

（恐おそれているのかもしれぬ）

　急に、シモンはそんな考えをひらめきのように抱いだいた。目を伏ふせて、机つくえの上の細々とした雑ざつ事じを片づけている皇帝が、いま、ひどく小さな老人のように見えたからだ。

（皇帝でなくなったあとのご自分をか、うつけであろうとそうでなかろうと、いずれにせよ、もはや愛情を抱いだけなくなったご子し息そくのことをか。あるいは──）

　シモン・ロドルームは、そう思う自分とて、国政に長年携たずさわってきた者特有の疲れを意い識しきしないわけにはいかなかった。そしてそれは潮しお時どきをも意味するのではないか、ともシモンは思うのだ。

（疲つかれた人間の手に、政治をいつまでも委ゆだねていてはいけない。古き血は新しき血にいずれ取って代わられねばならない。その時期を誤あやまれば、国は、その中ちゆう枢すうから病びよう魔まに蝕むしばまれ、やがては滅ほろびよう）










　二章　ビラクの豪商
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　ビラクは、メフィウス第二の都と市しである。峡きよう谷こくの広く開けた台地に築きずかれており、上部には白い大だい理り石せきの建たて物ものが立ち並ぶ上流階かい級きゆう層そう、下部には断だん崖がいを直接削けずり取って家々にしている平へい民みん階級層、とあざやかにわかれている。

　上流階級部の市し街がい東部には、ズィム川が直接流れ込んでいた。朝あさ夕ゆうを問とわず、はしけが多く行き来するここは、北の沿えん岸がん諸しよ国こくとの交こう易えき拠きよ点てんということもあって、商売が非常に盛さかんだ。外国の人々の姿すがたも数多く見受けられる。

　そのビラクへ、ギル皇おう子じ率ひきいる部隊がやってきた。

　ここでいったん休きゆう息そくし、すぐさまアプターへ向かうものと思われていたのだが、しかしビラク入りしてからすでに三日が経たついまも、ギルは重い腰こしを上げようとしていない。

「聞けば、配はい下かの兵らは皇子からたんまり『小こ遣づかい』をせしめて、毎夜、豪ごう遊ゆうしているとか」

「ユリアの店で兵たちが暴あばれたらしいな。好このみの女がいないとか何とかで」

「皇おう子じギルといえば、ほれ、うつけで有ゆう名めいな──。リュカオン討とう伐ばつや、ザットの謀む反ほんを止めたとかで最近名前を上げてきたが、やはり、どこか普通でないところがあるようだなあ」

　ビラクの商人ザジ・ハーマンの耳にも、そうした情じよう報ほうや噂うわさが絶たえ間ない。

「そういう人間がいちばん怖こわいのさ。常じよう識しきではかれないからね。やっと人に慣なれたかと思ったら、次の瞬しゆん間かんには嚙かみついてくる竜りゆうの子そっくりだ。とばっちりが来ないよう、祈いのっているしかないな」

　ザジは闊かつ達たつに笑い飛ばした。

　商売人の多いビラクの領民は、もともと自じ治ち意い識しきが高く、貴き族ぞくや皇こう族ぞくといったメフィウスの重じゆう臣しんたちを必要以上に恐れることがない。無む論ろん、軽けい視ししているわけでもないが、商売人としての特性なのだろう、たとえ為い政せい者しやといえども、もし自分たちに不ふ利り益えきなことばかりを押しつけてくるようならば、こちらはこちらで武ぶ装そうしておのが身みと財ざい産さんを守ってやる、くらいの気き概がいがある。

「あんたのところはそりゃ平気だろう、何があっても」

「ご冗じよう談だんを。油ゆ断だん大たい敵てき。崩くずれるときはあっという間ですよ、どんなところであってもね」

　ザジは六〇を過すぎたいまになっても、頻ひん繁ぱんに店に顔を出しては得とく意い先さきと茶飲み話をする。商しよう売ばい柄がら、別の都市や異い国こくからの客も多い。ザジはそんななかに自分の欲ほしい情報があるとにらめば、たとえ初しよ対たい面めんでも長く引き止めて話を聞く。

　豪ごう商しようザジ・ハーマン。

　ビラクでその名を知らぬ者はない。交こう易えき盛さかんなビラクにおいて、輸送事業の実に四割以上を手に担になっている男であり、ビラク港の飛ひ空くう船せん発着場では今日も、ハーマン商会のエンブレムをつけた船が多数、ひっきりなしに飛び立っていく。

　メフィウスでは、そもそも飛空船を使った事業そのものが稀まれだ。飛空船のエネルギー源げんであるエーテルは、古代文明の遺跡物アーテイフアクトを用いて、気き化かした海水から得る。海と隣りん接せつしていないメフィウスでは、エーテルの確かく保ほは──特に民間では──難むずかしい。よほど急用でない限り、飛空船での物資運うん搬ぱんは割わりに合わないといわれるほどだ。

　が、若い頃ころにガーベラへ留りゆう学がくし、そこで飛空船運営のノウハウを学んだザジ・ハーマンは、沿えん岸がん諸しよ国こくを中ちゆう継けい地ちとした、北方のザビニア海上都市との商売ルートを独どく自じ開発していた。ザビニアの周辺海はいまなおエーテル含がん有ゆう量りようが高いことで知られており、このエーテルの売買だけで一国の経済すべてを賄まかなっているとさえ言われている。

　ザビニアの統とう治ち者しやカー・ライトヘル将軍は気き難むずかしい性せい格かくでとみに有ゆう名めいだったが、ザジは、三度にわたる来らい訪ほうで、彼との個人的友情をも獲かく得とくしている。

　また、民間商売だけでなく、戦時下ともなると、ザジは軍への補ほ給きゆう事業も率そつ先せんして行ってきた。今年の建けん国こく祭さいの折おりにも、観かん艦かん式しきで使う船の数が少ないというので──船を多数出せるというのはステータスである──、多くの貴族たちに小しよう額がくで船を貸し与えもした。

　つまりは貴き族ぞくたちとのパイプも深い。

　ザジはそして、人を雇やとうのに、その出しゆつ自じや国こく籍せきを問とわないことでも有ゆう名めいだった。店で多た国籍の人間を働はたらかせ、また多くの人間の出入りを許すことで、情じよう報ほうを集めやすくしている。また、その情報を買いに多くの商人や貴族の使いが店に訪おとずれる、といった具ぐ合あいなので、ザジ・ハーマンはひょっとして、ビラクでは領りよう主しゆフェドム・オーリンよりも権限があるのではないかと噂うわさされるほどだ。

「そのギル皇おう子じ」

　二階の部へ屋やで遅おそい昼食を摂とりながら、ザジは使用人のひとりに訊きいた。

「皇子ご自じ身しんは、ビラクで何をされているのだ。気に入った女でもできて、長なが逗とう留りゆうしているのか」

「そういえば、はて」使用人が首を傾かしげる。「兵士のほうはよく見かけるし、噂も耳にしますが、皇子ご自身を見た、という方はいませんな。オーリン公こうの居きよ館かんでごろごろされているのではありませんか？」

「ふん」

　ザジにしてみても、正直、ギル・メフィウスは摑つかみどころがない。兵たちの統とう率そつを保たもてないところや、用のないはずのビラクで長なが居いしているところはいかにも噂のうつけらしいが、しかしそうなると、リュカオンを討うった初うい陣じんでの活かつ躍やくや、帝てい都とソロンでザットの乱らんを抑おさえ込んだ手しゆ腕わんとは果はたして何なのかという疑問が浮かんでくる。

　ザジは、ハーマン商会をほぼ一いち代だいで興おこした叩たたき上げである。そんな彼にしてみれば、愚おろか者がいきなり英えい傑けつに変へん貌ぼうするという夢ゆめ物語などにわかには信じがたい。皇子ギルを後こう継けい者しやにふさわしくするため、いかにもそれらしいエピソードを皇室がでっち上げた、と考えるほうがまだしっくり来る。

（ビラク領りよう主しゆのフェドムが、このところ唐とう突とつにギル皇子へ接近しているという情報もある。あの御ご仁じんならば、無む能のうの皇子を擁よう立りつして、自分が背はい後ごから糸を引いてやろうと画かく策さくしても不思議ではないが、しかしそれをやるにはいささか時じ機きが遅おそすぎる。たとえば皇帝が急激に体調を崩くずしただとか、たとえばフェドムにそれを持ちかけた別の有力者がいるだとか、何か、時じ節せつの変わるような原因があるはずだ）

　ザジにしても興きよう味み深い話ではあるものの、しょせんは商人の身み。皇こう族ぞくの後継者問題に深く首を突つっ込むつもりも、またその機会も、金こん輪りん際ざいあるはずもなかった。

　その夕ゆう刻こく、

「だ、旦だん那なさま！」

　使用人のひとりが息いきせき切って飛び込んでくるまでは。

「何だ、騒そう々ぞうしい」

　白髪しらが頭あたまを上げて、ザジは眉み間けんを揉もんだ。日々忙ぼう殺さつされている彼だ。いまも、アプターが返へん還かんされるとあって、ビラクとアプターをつなぐ街かい道どう沿ぞいの村に、ハーマン商会用の飛ひ空くう船せん中ちゆう継けい基き地ちを新あらたに設もうけようと計画中である。

「お、お客さまです。ぜひ、旦だん那なさまに直接お会いしたいと」

「バートでは駄だ目めなのか」

　バートはザジの次男。輸入雑ざつ貨かなどを扱あつかう店が一階にあり、そこは息子むすこ夫ふう婦ふに任まかせてある。使用人はかぶりを振った。

「いったいどなただね、その客というのは」

　よもや、ビラク警備隊の手入れでも入ったか、と眉まゆをひそめかけたザジの耳に、予想外の名前が鳴り響ひびいた。




「これは、ようこそおいでなさいました。まさか、このような場所に足を運んでいただけるとは思いもせず。前もってご連絡のひとつでもあれば、皇こう太たい子しさまをお迎むかえするにふさわしい体てい裁さいを大急ぎで取り繕つくろいましたものを」

　揉もみ手てをしながらザジは笑う。内心の動どう揺ようなど、決して面おもてに出さない彼である。

　その『客』は、雑貨屋の商品をものめずらしげに見み渡わたしたり、手に取ったりしていた。ザジが近づいてくると、

「歓かん待たいなど期き待たいしていない、構うな」

　鷹おう揚ように頷うなずいた。

「いま、お茶のひとつも運ばせますので」

　ザジはにこにこしながらも、相あい手ての観察に余よ念ねんがない。

　メフィウス帝てい朝ちよう皇太子ギル。

　それほど背せ丈たけのある男ではないが、浅あさ黒ぐろい肌はだにスマートな体型はメフィウス武ぶ人じんの典てん型けいとも見えるし、何より、ちらりとこちらに投げた目線が意外に鋭するどい。噂うわさされるほど愚ぐ鈍どんな男とも見えないが、しかし人間、見た目の印いん象しようと中なか身みが異ことなることなどざらにある。

（これは──しかし、皇太子自じ身しんが、何用だ？）

　女と見まがう容よう貌ぼうをした近この衛え兵へいひとりを供に、突とつ然ぜんやってきた。買いものをするつもりだけなら、応対は息子のバートで事足たりるはず。おかしな気まぐれを起こしたのでなければいいが、と彼はそれこそ『とばっちり』を恐れた。

「少々話をしたいと思って来た。ここでは、諸しよ国こくの情じよう報ほうも金で買えると聞いたのでね」

「ものといわず情報といわず、何でも扱あつかわせていただいております。商人の性さがといいますか、意い地じみたいなものでしてね、『あるのか』と訊きかれて、『ございません』とはなかなか答えられません。ですから、日にち夜や、四し方ほう手を尽つくしてあれこれと探さがしまわってはおりますが、果はたして一国の皇太子さまのご期待に応こたえられるほどのものがうちにありますかどうか」

「大たいしたことではないさ」ギルは、棚たなから懐かい中ちゆう時計を出してひとしきり眺ながめていた。「おれがこれから向かう先は、知っているな」

「アプター城じよう砦さい」

「さよう。そこで対するは、西方のアークス・バズガンだ。単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう、バズガンの情じよう報ほうが欲ほしい。旧きゆうゼル・タウラン全域、すなわちタウラン諸しよ国こくの情じよう勢せいも含めてだ」

「ギルさま」

　ザジは表情を崩くずさず、

「メフィウスでは西方との交こう易えきそのものが禁きんじられております。直接情報を仕入れるのはいささか難むずかしい。ちょうど明日、北の沿えん岸がん国こくより客きやく人じんが訪おとずれる予定ですので、そちらの線からいろいろ当たってはみますが、いま現げん在ざい、わたしの手もとには」

「ないのか」

「いまは。──はい」

　ちょっとした間があった。ギルは相あい変かわらず時計を眺ながめている。周しゆう囲いの奴ど隷れいや使用人たちが、ちらちらと緊きん張ちよう気ぎ味みにこのやり取りを見守っているなか、

（しょせんは、気まぐれ）

　ザジは胸きよう中ちゆうにそんな思いを抱いだいていた。ハーマン商会の噂うわさを聞きつけて、ではものは試ためし、とばかりにやってきただけではないのか。それならば適てき当とうに相あい手てをして、せいぜいこちらに失望させて、帰っていただこう──、

　と、

「噓うそを言え」

「はっ？」

　ギルも表情を変えない。薄うすく笑ったまま、時計から顔を上げた。

「おれがなぜわざわざここへ足を運んだと思っている。ザジ・ハーマン、おまえはその禁じられている西方との商取引をしているはずだ」

「これは、異いなことを申もうされる──」

「駆かけ引きはいらない」ギル・メフィウスはきっぱりと言った。「おれがそれを真しん実じつだと確信している。それで問題はない。これ以上それを立りつ証しようする必ひつ要よう性せいも、ことさらにそれを公こう言げんするつもりもない。わかるな？」

「…………」

　ザジはにこやかな顔を維い持じさせながら、うっすらとした寒さむ気けを覚えた。

　使用人がそこへ飲みものを運んできたが、ザジはそれを断ことわると、ゆっくりした口く調ちようで言った。

「時間がおありでしたら、外へごいっしょしていただけませんかな」




　ザジとギル・メフィウス主しゆ従じゆうが向かった先は、ハーマン商会が港こう湾わんに所有する倉庫のひとつだ。

　その道中、ザジはギル皇おう子じの赫かつ々かくたる武ぶ勲くんに触ふれて誉ほめそやしたが、皇子は「ああ」とも言わない。港と川面を青せい銅どうのはしけが行き来しているのを横目に、彼らは人ひと目めのほとんどつかない倉庫へと入った。

「ご足そく労ろうをおかけします」

　三階へいくと、簡かん単たんな事じ務む室しつになっている。ザジは手ずからテーブルの上に杯さかずきを並べ、なかに果か実じつ酒しゆを満たした。

（壁かべのひとつが回転して、ここに武ぶ装そうした兵士が飛び込んできても、おれは驚おどろかねえな）

　くすりとギル・メフィウス──もちろん、その正体はオルバ──は笑う。

　豪ごう商しようザジ・ハーマンの名は知っていても、メフィウスを発たつ少し前までは、彼のもとを訪たずねる予定などなかった。しかし、西方との交こう易えきが禁止されていると知って、オルバは、（おかしい）と思った。その理由を記き憶おくのなかから探さがすうちに、

（そうだ）

　と思い当たる節ふしがあった。

　オルバは、他ならぬこのビラクにいた経けい験けんがある。アプターが陥かん落らくしてすぐ、オーバリーの部隊によって逃げ込んだ先の村をも焼かれ、ほうほうの体ていで辿たどり着いたのがこのビラクだった。そこで少年たちのリーダー格となって、強ごう盗とうをしたり、違い法ほう賭と博ばく店てんを経けい営えいしたりして過すごすこと四年。

　いまのオルバがソロンでそうしているように、当時の彼も、ビラク各地に、目となり耳となる少年たちを飛ばしていたのだが、そこでとある情じよう報ほうを嗅かぎつけた。金きん塊かいと物資を積つんだ飛ひ空くう船せん団だんが、港で数すう隻せき準じゆん備びされているという。ところが港こう湾わん局きよくの飛行計画表にこれら船団の記き載さいがない。ハーマン商しよう会かいが当局の人間に金を握にぎらせており、深しん夜や、こっそり飛び立つ計画であるらしかった。

（これならば、襲おそってもビラク警けい備び隊たいに通つう報ほうがいかないはずだ）

　オルバはそう考えて、その商しよう船せん襲しゆう撃げき計画を立てた。そして準備を進めているその間に、配はい下かにもぐりこんでいた敵てき対たいグループの少年らに通報され、

（そして投とう獄ごくされた）

　そう、ここビラクでこそ、オルバは他ならぬ商船襲撃計画をあかるみにされたことで、その他諸もろ々もろの罪つみも白はく日じつのもとに暴あばき立てられ、奴ど隷れいの烙らく印いんを背せに押されることとなったのだし、鉄の仮か面めんをつけさせられる羽は目めにもなったのだ。

（おかしな巡めぐり会わせだ）

　オルバは背中を警けい戒かいしながらも、吞のん気きな振りをして窓まど際ぎわへと寄った。投獄されるきっかけとなったハーマン商会のそのトップに、今度は皇子ギルとして会っている。そしていまの彼が何より欲ほつしている情報を、ザジは手にしているのだ。

　と、窓まど辺べに一いち羽わの小鳥が舞まい降りた。茶色い羽根をしており、嘴くちばしで繕つくろっている。

「かつては黄色い、あざやかな色の羽根をしていたそうですよ」

「ん？」

　背はい後ごに立ったハーマンが恭うやうやしく差し出す酒しゆ盃はいを、オルバは受け取った。

「地球から持ち込んできた品種だそうですが、世代を重ねるにつれて色が変わってしまったとか。しかしその澄すんだ歌声だけは、少しも変わることがないのだそうです。姿すがたは変われども歌は故郷ふるさとを忘れない──と、風ふう流りゆう人じんたちがよく申してますな」

「ほう」

　オルバは耳を澄ませた。鳴き声自体は何度か耳にしたことがあるが、特別に感かん慨がいを抱いだいたこともない。しかしそうした知ち識しきがあれば、悠ゆう久きゆうの、時の流れといったものを感じられるような思いがする。が、

「肝かん心じんなときに鳴かないな」

「あ。──」

　ぱたぱたと軽やかな羽は音おとを立てて、小鳥は飛び去さってしまった。

「それで」ザジは気を取りなおして口を開いた。「わたしに何用です」

「くり返させたところで変わらないさ。情じよう報ほうだ」

「皇こう太たい子し殿でん下か。ここは宮きゆう殿でんでもなければ、皇おう子じの兵が多数いらっしゃる場所でもない。ビラクの、特にこういった場所においては、フェドムさまやあなたさまよりよほどわたしのほうが影えい響きよう力りよくを持っている。お若い皇子には理解しがたいかもしれませんが、世よのなかにはそういう場とてあるのです」

「脅きよう迫はくの意い趣しゆ返しか」

「たとえばの話です。ここでわたしが皇子をかどわかして、他国へ土産みやげとして持っていくことさえできる。メフィウスで商売をつづけるよりよほど高い金きん額がくを他国が用意してくださるならね」

　オルバは渡わたされた酒盃に口はつけなかった。シークも同どう様ようで、こちらはより率そつ直ちよくに警けい戒かいの色を露あらわにしている。少しの間があったのち、オルバはぽつりと言った。

「それは、割わりに合わないな」

「割に？」

「アークス・バズガンは長いこと、メフィウスにとっては目の上の瘤こぶだった。その脅きよう威いをもし取り除のぞくことができれば、おまえだっていまよりおおっぴらに商売ができる。そうだな、西方との交こう易えきルートの五割以上をおまえに一いち任にんするといったら？」

「な、何を」

　思わずザジは咳せき込んだ。一いつ瞬しゆん、笑おうかとも思ったが、ギル・メフィウスは真ま顔がおだ。

（こいつ）

　真しん剣けんに言っているのだとしたら、これは、後こう継けい者しやにふさわしくないうつけどころの話ではない。稀まれに見るほどの愚おろか者だ。

「……おそれながら、殿でん下かの手もとにあるのは寡か兵へいにすぎませぬ。一〇年以上も前ですが、皇こう帝てい陛へい下かはその一〇倍ほどの兵力をもってタウーリアへ攻せめ込んだことがあります。結果は、もちろんご存じでしょう。アークスとてそれほど多くの兵は持っていません。しかし、旧きゆうゼル・タウランの勢力は、たとえ内うち輪わ揉もめの小こ競ぜり合いをつづけている最中であれ、外がい敵てきに対しては異い様ようなほどの連れん携けいを見せます。メフィウス一国に匹ひつ敵てきするほどの力を前に、いまの殿下に何ができましょう？」

「饒じよう舌ぜつになってきたな」

　本ほん音ねの証あかしだ、とオルバは言いたいのである。

「殿下」

「確たしかにおれの手持ちは少ない。だから、おまえの情じよう報ほうが欲ほしいのさ。かび臭くさい、死んだ知ち識しきなどではない、おまえの持つ、生きた情報がな」

「それさえあれば、タウーリアを落とせるとでも？」

「おまえがメフィウス貴き族ぞくの目を盗ぬすんで、西方と商売してどれくらいになる？」

　オルバは逆ぎやくに訊きいた。ザジのほうは、ペースを取られまいとしても、立場上、率直にならざるを得ない。

「……七年にはなりましょう」

「七年で終わりにするか、それともより効こう率りつのいい商売をこの先一〇年、二〇年とつづけていきたいか」

　あっ、と声を出したのはシークだ。オルバはその瞬しゆん間かん、酒しゆ盃はいの中なか身みをすべて飲み干ほしていた。

「もう一度訊こう、ビラクの商人」オルバは口もとを手の甲こうで拭ぬぐった。「おれの欲しい情報、おまえの店にあるのか？」
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　ザジは、めまいのする思いで目の前の皇おう子じを見つめた。愚か者、という印いん象しようは変わらない。しかし、『愚か』という言こと葉ばに含ふくまれる意味合いそのものは──。

「ございます」

　ザジは頷うなずいて、そして自分も酒を飲み干した。酒盃の底でテーブルを叩たたきつつ、

「いえ、お代だいは結けつ構こう。まだ皇子のお役に立てる情報かどうかはわかりかねます。成せい果かが挙あがりましたら、そのときにこそ」




　　　　２




　ザジは、倉庫番と思われる奴ど隷れいに命じて地図を持ってこさせると、テーブルの上に広げた。

　西方、旧きゆうゼル・タウランの辺あたりを指差しながら、古い歴史を語りはじめる。ゼルド人たちの歴史物語に関しては、オルバにも出しゆつ立たつ前に読んだ本である程てい度どの知識はあった。

　その後、アプター周辺の拡かく大だい地図を広げる。

　アプターとタウーリアとは、南北を走るユノス川で陸路を断たたれている。流れの早い、幅はば広ひろのその川こそが国こつ境きよう線せんだ。アプター城じよう砦さいは、その川沿ぞいの崖がけの上に築きずかれている。したがって、アークス・バズガンの陸上部隊がそのまま東進してくることはまずあり得ない。

「崖をのぼる道がないでもありませんが、その間、砦とりでからの射しや線せんを遮さえぎるものはなく、完全に無む防ぼう備びになってしまう。加くわえて、タウーリアは、わたしの推すい察さつによれば、おそらく戦せん艦かん級きゆうの飛ひ空くう船せんは所有しておりません。二、三〇〇の兵を運べる巡じゆん洋よう艦かんクラスがかろうじて一いつ隻せき程度かと。しかし、見晴らしのいい空からまっすぐ襲しゆう撃げきをかけてくるとも思えません」

「ここは──ツァーガ鉱こう山ざんか」

　オルバが指差した箇か所しよを見て、ザジがにっと笑う。アプターの南方、およそ一〇キロ地点で川が山々で途と切ぎれている。以前は、数多くの奴ど隷れいや罪ざい人にんが強制的に働はたらかされていた場所でも知られており、

「悲ひ惨さんで苛か酷こく極きわまりない労ろう働どうに、毒どくの霧きり、野や生せいの竜りゆうに、ゲブリンの人狩かり族──」

　オルバも何度となく、奴隷商人タルカスの口からそんな言こと葉ばを聞かされたことがある。おれの言うことを聞かなければここへ放り込むぞ、という脅おどし文もん句くとともに。すなわち、殺し合いで短い命を買わされる剣けん闘とう士したちですら、尻しり込ごみするような場所であった。

（確たしか、パーシルが働いていたのもこの鉱山だな）

　アプターが奪うばわれていたこともあり、いまは閉へい鎖さされているはずだ。かつては豊富な鉱こう物ざん資し源げんがあるという話だったが、ガーベラ側も手をつけなかったことを考えると、現在は危険を冒おかしてまで採さい掘くつするほどの規き模ぼではないのだろう。

「ということは、ハーマン。商会の船が通るのはここだな」

「そのとおりです」ザジは白い眉まゆを下げて微笑ほほえんだ。「地上には竜りゆうもゲブリンもおりましょうが、空は関係ありませんのでね。まあ、アプターの監かん視し網もうに引っかからないよう、低空飛行をつづける必ひつ要ようはありますから、まったく危険がないわけでもありませんが」

「陸路はあるのか。兵隊が移い動どうできるような」

「わたしは、実際に見たことがないので具ぐ体たい的てきにはわかりかねますが──」

　ザジはしばらく考えたのち、

「いいでしょう。奴ど隷れいをひとり、殿でん下かに同行させまする」

「奴隷を？」

「以前、西方へ向かう商船の操そう縦じゆうをやっておりました。辺あたりの地形にも詳くわしい」

「奴隷に、操そう船せんを任まかしていたのですか？」

　シークが、心しん底そこから驚おどろいたような顔をする。ザジは笑うときの癖くせなのだろう、何度も頷うなずくような仕し草ぐさをしながら、

「目と、勘かんがよいものでしてね。一からわたしが叩たたき込みました。──おい、クラウをここへ呼んできておくれ」

　倉庫番の奴隷にそう頼たのんだ。

　クラウとやらが到着するまでの間、ザジは、ここ最近アプター近きん隣りんも不ふ穏おんになってきたことを伝つたえた。

「物資を積つんだ船や馬車が、山さん賊ぞくの集団に襲おそわれているのです。西方は、アークスをはじめ、小勢力の乱らん立りつする王なき世せ界かい。政情不安定のため、そこから流れてきた可か能のう性せいもあります。ガーベラも、アプターと本国領土との交こう易えきルートこそ守っていますが、無む論ろん、メフィウス側とのルートは放っておかれているのが現状。皇おう子じがアプターの守しゆ将しようになられるのでしたら、まずは周辺を平定していただきたいものです」

「旦だん那なさま、お呼びでございますか」

「おお、クラウ。来たか」

　部へ屋やの入り口にあらわれたクラウをひと目見て、オルバは一いつ瞬しゆん、何ともいえないような表情になった。想そう像ぞうとまるで違ちがっていたからである。その反はん応のうを面おも白しろそうに見やってから、

「奴隷を肥こえ太らせるのが美び徳とくかどうか、メフィウス貴き族ぞくたちの間でも意見がわかれるところでしょうな」

「まさかそんな、悪わる口ぐちをお客さまの前で言うために呼び出したわけじゃないでしょうね。こちとら、忙いそがしい身みなんだ。ご用よう件けんをさっさとおっしゃってくださいませんかね！」

　クラウは、四〇がらみの女性だった。体格は丸々としており、早口で、声は甲かん高だかい。おまけにその態度もいかにもぞんざいで、オルバの見てきたどんな奴ど隷れいともタイプが違ちがっていた。

「まあ落ち着いて聞きなさい、クラウ。おまえにとっておきの仕事を任まかせることにしたんだ」

「飛ひ空くう船せんの掃そう除じ係がかりなら、ごめんです」やや、ぎくりとしたようにクラウはたるんだ顎あごを引いた。「旦だん那なさまの壺つぼを割わったのは、あれは、あたしの責せき任にんではありませんからね。あれは、旦那さまのお孫まごさんが街まち角かどから拾ってきた小こ汚ぎたない猫ねこのせいです。あの意い地じの悪いクソ猫ときたら、台所は荒あらすわ、そこらじゅうを引っ搔かいて、あたしのへそくりまで見つけるわ……」

「まあ、まあ、まあ。聞けというのに。壺のことだってわたしは初はつ耳みみだ」

　ザジは、ごく簡かん単たんに事の経けい緯いを説明した。

「この方が？　メフィウス皇おう子じ？」

　突とつ然ぜん皇こう太たい子しに仕つかえよとの命を受け、さぞ驚きよう天てん動どう地ちの思いがするだろうに、クラウは目を丸くするに留とどめた。

「聞いてくれるな」

「奴ど隷れいの身みにございます。旦那さまの仰おおせのままに」

　口く調ちようこそしおらしいが、皇子を見つめる目はあきらかに値ね踏ぶみしている。さて、この新しいご主人は腹はらをいっぱいに満たしてくれるか人物か否いなか、といった具ぐ合あいに。

（主人も、奴隷も、どうにも喰くえねえ）

　どことはなしに苦にがいユーモアを感じる。自分が機き先せんを制するつもりでハーマン家に乗り込んだのだが、めまぐるしい展開に息いきもつけないのはオルバとて同どう様ようである。

（ともあれ、欲ほしいものは得えた）

「もうひとつ、頼たのみがある」

「はい。何でございましょう？」

　頭を慇いん懃ぎんに下げるザジの顔は、もはや商人のそれに戻っている。

「船を貸してくれ。動かせる人間も数名」

「船を。──さて、いかほどばかり」

　予よ測そくのついていた顔で、ザジは上うわ目め遣づかいをする。オルバの部隊が寡か兵へいなのは承しよう知ちしているからだろうが、

「商船を、一〇ばかり」

「商船を？　軍用に換かん装そうすることもできますが」

「いいや。商売用の船でなければ意味がない。それと、あとでビラクにおれたちの旗き艦かんドゥームが来る手はずになっている。それと合流してくれ。あとの細かい指さし図ずは、話のわかる奴やつをここに残しておく。そいつに従したがってくれればいい」

「はっ」

　すでに計算を頭の中で済すませたと見えて、ザジはそれ以上詳くわしいことを訊きこうとはしなかった。




　ビラクに逗とう留りゆうして五日目。

　そろそろ陽ひも暮くれようかという頃ころ合あいになって、オルバ麾き下かの兵士ら──主おもに、オーバリーやオーダイン・ロルゴから借り受けた正せい規き兵へいたち──は、どこそこの店にいこう、今日はあそこへくり出そう、などと相そう談だんをはじめる。

「やれやれ、皇おう子じがのんびりしているおかげで、有ゆう名めいな店にはあらかたいってしまった」

「しかし、口やましくないのがいい。うちのラルゴ将軍だったら、こうはいかなかったろう」

「ずっとアプターに詰つめていられるといいがな。いまになってタウーリアと戦争なんて、あり得ないだろうし」

　いま話題のギル・メフィウス皇子に率ひきいられる兵士とあって、その肩かた書がきだけでも商売女たちに持ち上げられることの多い彼らだ。「皇子に乾かん杯ぱい！」と赤ら顔で酒しゆ盃はいを掲かかげる彼らに、果はたして死地を前にしても同じことを言えるかどうかははなはだ疑問である。そうした統とう率そつのなさを露ろ呈ていさせつつ遊びに出かける彼らを、遠とお目めに見やるビリーナ・アウエルは歯はがゆくてならない。

「ただでさえ与えられた兵は数少ないというのに。これでは、タウーリアのほうから大たい挙きよして押し寄せてきたら、どいつもこいつもあっさり逃げ帰ってしまう」

「どいつもこいつもは、おやめなさい、姫ひめさま」

　主しゆ君くんの苛いら立だちがわからぬでもないテレジアだが、立場上たしなめる以外にない。言こと葉ば遣づかいだけでなく、心しん底そこテレジアがやめてほしいと思うのは、先ほどからビリーナがやっている『抜ぬき撃うち』の鍛たん錬れんだ。

　腰こしに一度下げた拳けん銃じゆうを、振り向きざまに構える。ドアに自分でつくった円形の標ひよう的てき物ぶつをぶら下げていて、振り向いた瞬しゆん間かん、視し線せんと銃じゆう口こうの先とがその中央にぴったり直線で結ばれていなければならないのだという。

　ビリーナが飛ひ空くう艇てい以外に磨みがいた技術のひとつで、護ご身しんのために祖そ父ふから教わったものだ。もう一度、ビリーナはドアに背せを向けた。精神を研とぎ澄すますために目を閉じて、息いきを細く、長く吐はく。

「やっ」

　とひと声あげて、振り向きざまに銃口と視線とを投げたビリーナだったが、ちょうどドアががちゃりと開いて、

「姫さま。お約やく束そくのお召めしものです──きゃああっ」

「わあっ」

　入ってきた侍じ女じよと目が合って、お互たがい悲鳴をあげた。ひとしきり狼ろう狽ばいと動転、謝しや罪ざいの応おう酬しゆうがあったのち、用事を済すませた侍女が一いち目もく散さんに逃げていくと、テレジアはくすくす笑った。それにビリーナはにらみをくれて、

「知っていたな」

「さあ、何のことでしょう。あら、このドレス、いいですわね。詰つめ襟えり風ふうなところがガーベラの文化を取り入れていて。さすがに貿ぼう易えき都と市しビラク、ソロンよりもよほどいいものが揃そろってますわ」

　テレジアは素そ知しらぬ顔で、侍じ女じよが持ってきた衣服の山をあれこれ見ている。ビラク領りよう主しゆフェドムの妻つまが何かと姫ひめを気にかけてくれていて、今日も侍女に服を持っていかせると約やく束そくしていたのだ。テレジアはその時間を指定して、ドアの外で警けい護ごをしている兵には、服を山と持ってくるのでいちいち応おう対たいの手間はかけなくていい、と伝つたえていたのである。

「仕返しのつもりかな」

　ビリーナは、拳けん銃じゆうのシリンダーを指で弾はじいた。練習とはいえ、緊きん張ちよう感かんを保たもつために実は銃じゆう弾だんを一発入れてあった。

「この前から、テレジアは、ご機き嫌げんが悪いからな」

「それはそうでしょう。断ことわりもなく、皇こう帝てい陛へい下かに直じか談だん判ぱんに参まいられるなど。あとで聞いて、卒そつ倒とうする思いがしましたわ」

「同どう盟めいがなくなれば、わたしがここにいる意味もなくなる。差し出がましい姫君だ、なんて陰かげ口ぐちを恐れてもしょうがないじゃないか」

　ぶすっとした様よう子すで、ビリーナは手のなかで拳銃をくるくると回転させた。

　アプターへの同行を承しよう諾だくはしたものの、もちろん彼女とて、これが、皇おう子じを政治の中心から外はずすための皇帝の方ほう便べんではないか、という疑ぎ念ねんは抱いだいている。さらには、ここにきて皇帝がエンデからの使者と頻ひん繁ぱんに会っているという噂うわさも表面化していた。

（グール皇帝は、エンデとガーベラの間をうまく立ちまわる気でいるのではないか）

　ただでさえ成せい婚こん前まえの中ちゆう途と半はん端ぱな立場だったビリーナだが、これによって、ますますその立ち位置は不安定になる一方だ。

　もともと故こ国こくガーベラのためになら、と輿こし入いれを決意した姫だった。それが何の役にも立たないとなれば、ビリーナのほうから飛ひ空くう艇ていで国を飛び立つくらいの覚かく悟ごはある。

「しかし、当面はまずタウーリア。ここでメフィウスまでも戦いくさとなれば、それこそガーベラへ援えん軍ぐんを出す余よ裕ゆうがなくなる。──というより、まさにそれが皇帝の思おも惑わくなのじゃないかという気がする。だからこそ、皇子にはあえてタウーリアを上まわる兵力を与えられなかったのだ。ここでのんびりしてらっしゃる皇子にそれがわかっているのかどうか」

「何か、お考えがあるのですよ。いままでだってそうでしたでしょう」

「そうなのだ」どっかと室内の椅い子すに腰こしを落として、ビリーナはぷらぷらと膝ひざから下を揺らす。「わたしもそう思うから、ビラクに長なが居いしても、我が慢まんして何も言わずにいた。兵を補ほ強きようする策さくでもあるのか、と思っていたら、しかし、この体ていたらくじゃないか」

「まあ、姫ひめさま。そんなはしたないお姿すがた、皇おう子じに見られでもしたら、一〇〇年の恋こいでも覚さめてしまいますでしょう」

　とはいえ、

（皇子ギルを軽んじると火傷やけどをする）

　英えい傑けつリュカオン、そしてメフィウス重じゆう臣しんザット・クォーク。皇子と敵てき対たいしたこの二人が同じ運うん命めいを辿たどるのを、ビリーナはおのが目で見てきた。さすがに凡ぼん庸ようではない、とビリーナも感ずるところはあるものの、どうにも素す直なおにそれを受け入れがたい面もある。

「要ようするに、あれだ、幼おさないのだ。オルバも言っていた。秘ひ密みつ主しゆ義ぎ者しやで、準じゆん備び周しゆう到とうなくせにとことん周まわりには何も知らせず、そしてクライマックスとなれば、『ほれ見たことか』とばかりにみんなを驚おどろかせるしかけを披ひ露ろうする。子供というのは、本当に厄やつ介かいなものだな」

「まことに」

　テレジアが心しん底そこからの同意を示した意味に、ビリーナは気づかず、

「皇子を焚たきつけて、ガーベラへ援えん軍ぐんをまわさせてみる、という手もあるのだけど。さて、いったいどうすれば、男子を意いのままに操あやつれるものかなあ」

「少なくとも、拳けん銃じゆうの練習をしていて身みにつく技術ではございませんでしょう」

　そこへ、ドアをノックする音がした。ドア越ごしに伝つたえられた名は、他ならぬギル・メフィウスである。

　さすがにビリーナ、顔を赤くして、拳銃を長なが椅い子すの下に隠かくしながらぱっと席せきを立った。

　室内に入ってきたギルが一いち礼れいする。

「明日、出しゆつ立たつします。準備を怠おこたらぬよう」

「明日？　皇子は、済すまされたのでしょうか。ビラクでのご用よう件けんを」

「済んだ」

「それを事こと細こまかにお訊ききしてはいけないのでしょうね。はしたない姫君に見えるでしょうから」

　能のう面めんのごとき無表情で言えばまだ迫はく力りよくはあるが、ビリーナはあきらかにふくれっ面つらだ。

「いや」一方のギルは、苦にがりきった顔。「ビラクの豪ごう商しように船を借かりたまでのこと。少し手間取ってしまったが」

「船を？　しかし、そもそも運用する兵員が不足しているのではないですか」

「それは、まあ──、数があるに越こしたことはないでしょう」

「皇子」

　真ま顔がおになって、ビリーナはギルの顔を見上げた。存ぞん外がいに距きよ離りが近いこともあって、皇子の顔が奇き妙みようなほどに緊きん迫ぱくした。

「な、何だろうか」

「いえ。何でもありません」

　ビリーナは白い面おもてを伏ふせた。その肩がだらりと落ちて力がない。

　ギルは、ほんの少しためらうような仕し草ぐさを見せたのち、

「……ガーベラが心配か、姫ひめ」

　そう言った。いままさに、皇おう子じに援えん軍ぐんを出させる手段はないか、という話をテレジアとしていたところだというのに、直接口にされると、ビリーナはかっとするものを覚えた。内ない心しんの痛いた手でを、いちばん知られたくない相あい手てに衝つかれた思いがしたのだ。

「皇子には、関係のないことです」

「関係のないことはないだろう」

　皇子もむっとしかける。ビリーナはわざと大おお仰ぎように肩をすくめて、

「ギル皇子のほうこそ、いつも、わたしにはご自分の作戦を明かしてはくださらないでしょう。それと同じこと。わたしにも作戦があるのです」

「作戦？」

「たとえば」

　と言うなり、ビリーナが隠かくしたばかりの拳けん銃じゆうを手に取ったので、テレジアが仰ぎよう天てんした。同じく、さすがに目を丸くした皇子に突つきつけつつ、

「いざとなれば、これで皇子を人ひと質じちにして、兵を借かり受けます」

「人質に？　それで兵を借りて、どうするのだ」

「知れたこと。わたし自みずから先せん陣じんを切って、ガーベラへ駆かけつけるのです」

　胸むねを張ってそう言ってから、さすがに稚ち拙せつな策さくだと気づいて、

「……もっとうまい手も考えてはいますけれど。たとえばの話です」

　やや間があった。くっ、とギルが喉のどの奥おくで笑ったので、「まあ」とビリーナは眉まゆを跳はね上げた。

「何がおかしいのです」

（何もかも、ですわ。姫さま）

　テレジアは小こ声ごえで言ったが、ギルは手を打ち振って、

「いや。そうか、では姫のその必ひつ殺さつの策が発動しないよう、おれはおれで自分の作戦を遂すい行こうするとしよう」

「必殺などと馬ば鹿かにして。他にも考えているのです。本当です」

　むきになって言い張るのだが、なぜかギルの態度がこちらを馬鹿にしたようなものには感じられず、いつしかビリーナも噴ふき出してしまった。二人、互たがいに笑いを押し殺しつつ、

「では、準備を急がれよ、姫」

「わたしのほうはとっくにできています」

　最後まで言い争う振りをした。立ち去る皇子を見送る姫の背中を見やって、テレジアはこっそりと、

（まあ、何とも奇き妙みようなご関係）

　小声で囁ささやいていた。

（戦争ごっこをしている幼おさないご兄妹のようでいらっしゃる。それが楽しいうちはいいのでしょうけど、何だかあのお二人、ロマンチックな関係になるにはもっともっと時間がかかるようだわねえ）
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　翌よく日じつ、朝早くにギルは出しゆつ立たつの触ふれを出した。

　近この衛え隊たい、そしてパーシルら戦場奴ど隷れい隊たい以外の兵士たちは、当然大おお慌あわてだ。二ふつ日か酔よいに痛いたむ頭を押さえつつ、急いで鎧よろい兜かぶとを身みにつけて馬に跨またがる。

「くそっ、うつけどのめ」

　焦あせっているため、なかなか鎧の紐ひもを結べずにいる兵士がこぼした。

「前もって教えてくれればいいものを」

「どうせ、ガーベラの勇いさましい姫ひめ御ごに尻しりを蹴けっ飛ばされたのであろう」

　全員がかろうじて時間ぎりぎりに整列を終え、ビラクの門から出立する。今回は皇おう子じ自じ身しんの意向で民みん衆しゆうの見送りはなかった。

　先頭を小こ型がた竜りゆうテンゴに乗った騎き竜りゆう兵へいが駆かけていく。近衛隊から選よりすぐりの戦士で守られた馬車──王女ビリーナを乗せている──を中ちゆう央おうに配し、その前後を騎馬隊が蹄ひづめの音を鳴り響ひびかせれば、さらにその四し方ほうを歩ほ兵へい隊たいが固める。バイアンを数頭入れた檻おりを牽けん引いんするのは、大型竜ホーバン。平べったい胴どうに、八本の長い足。見た目、鱗うろこを有ゆうした巨きよ大だいな蜘く蛛もといった風ふ情ぜいだ。

　ビラクを発たって約一時間後、

「妙みようだな」

　ひとり、列の最さい後こう尾びでぼそりとつぶやいた男があった。両りよう腕うでを鎖くさりにつながれており、その鎖は前方をいく竜の檻にかけられている。隣となりを歩く男は疲ひ労ろうのためか、竜車が巻き上げる砂すな埃ぼこりに閉へい口こうしてか、口を利かず、目だけでその意い図とをうかがった。

「兵の数が減へっている。ただでさえ少ない手て勢ぜいを、なぜビラクで割さいた？」

「よく見ているなあ」後ろを走らされている別の男が言った。「そんな余よ裕ゆう、ぼくにはないよ。どうせ逃げ出したんだろうぜ。この忌いま々いましい鎖さえなければ、ぼくもそうしたいところだ」

「それなら、ビラクでむしろ兵員の補ほ強きようをしそうなものだが──」

「パーシル！」

　そこへ、白はく馬ばを駆ってわざわざ列の前方から戻ってきた者がある。

「まだ無む駄だ口ぐちを叩たたける余よ裕ゆうがあるようだな。もう少し急いでみるか？」

「ギル」

　オルバは馬上から、竜車に引かれて歩かされているパーシルの姿すがたを見下ろした。汗あせと砂埃にまみれた顔のなかで、目が白々とした光を放っている。戦場奴ど隷れいの数は二〇〇余よ名めい。四つの竜りゆう車に引かれており、なかにはもう半なかば引きずられていくような格かつ好こうの者とてある。

「急いだところで、何になる？　どうせこの兵数では、砦とりでの防ぼう衛えいさえままなるまい。その邪じや悪あくな頭で、今度は何を企たくらんでいるんだ？」

「奴隷に心配されるようなことじゃない」オルバはせせら笑った。「それより、その態度は何だ。おれがせっかく拾ってやった命だぞ。おれの機き嫌げんを損そこねて、せいぜい無む駄だ遣づかいしないようにしておけ」

「では、皇こう太たい子し殿でん下か。お頼たのみしたいことがひとつあるのですが」

　口く調ちようを皮ひ肉にくそうに改あらため、パーシルは言った。彼だけは、このままひと月でも一年中でも歩けそうな顔をしている。

「何だ。言ってみろ」

「砦に着いたら、あのオルバという剣けん闘とう士しと、勝しよう負ぶをさせてはもらえないだろうか。ともに長剣で、一対一。いや、何だったら、おれは素す手ででも構わん。さぞ、あんたたちの酒しゆ宴えんを盛もり上げるいい余よ興きようになるだろう」

「何を言うかと思えば。おまえたち二人はソロンでもうじゅうぶん戦たたかったろう」

（──こいつ）

　ついつい浮かびそうになる獰どう猛もうな笑えみを押し隠かくして、オルバは素そっ気けない。パーシルは目を剝むいて、

「どちらの命もまだある。勝負はついていない！」

「向こうもそう思っているなら、いずれ機会を与えよう」

　オルバは笑い飛ばして、ふたたび馬を前方に駆けさせた。

　一いち面めん、いろどりもない平野──ドゥーミック平。しかし馬の足が大地を踏ふむたび、オルバは何とはなしに高こう揚よう感かんを覚えていた。何といってもアプターは故こ郷きようにほど近く、そこには凄せい惨さんな思い出もあったけれど、六年以上の歳さい月げつを経へて、いまそこへと近づきつつある、という感かん慨がいもまた深い。

　やがて、二回ほどの休きゆう憩けいを挟はさんで、陽ひが翳かげりだした頃ころ合あい、岩山と砂地のひろがっていた光景に変化が見えはじめた。ぽつぽつといく手に緑があらわれ、のぼり勾こう配ばいの丘きゆう陵りよう地ちに差しかかる。そこをさらに数キロほどいって、あらかじめ伝でん令れいを飛ばしてあった村に辿たどり着くと、戸数二〇〇にもならないその村で分ぶん宿しゆくして一いち夜やを明かした。

　翌よく日じつ、部隊は森へと入った。木々の枝えだが屋根のように密集しており、昼なお薄うす暗ぐらい。まるで洞どう窟くつのなかを進んでいるような錯さつ覚かくにも陥おちいった。

　アプターは、メフィウスでは貴き重ちような森林資し源げんの豊富な地ち域いきである。ガーベラに奪うばわれたのは相そう当とうな痛いた手でだったろう。それがようやく返へん還かんされたばかりだというのに、少数の兵力のみを送り込んだ皇こう帝ていの意い図とはオルバにもよくわからない。

（もはや、自分の周しゆう囲い以外、何も見えていないのではないか）

　そういう思いさえする。

　馬を進めながら、しかしオルバはすぐに違ちがうことを考えはじめた。皇こう帝ていの意い図とや企たくらみがどうあれ、手もとにあるもののみで事態に当たらねばならないのがいまのオルバだ。彼は豪ごう商しようザジ・ハーマンから聞いた西方の歴史や情じよう報ほうを頭のなかでまとめ上げていた。




　メフィウス西方、俗ぞくにタウラン諸しよ国こくともいわれる、都と市し国こつ家か群ぐん。

　そこに住まうゼルド人たちは、いまもメフィウス国こつ境きよう近くの高地を放ほう浪ろうする、竜りゆう神じん信しん仰こうの遊ゆう牧ぼく民みんらと始し祖そを同じくするという。

　いまから二〇〇年以上も前の話。砂さ漠ばくを囲かこうように広がる牧ぼく草そう地ちに住まう民たみたちは、もともと遊牧民だったその気き質しつゆえか、同どう種しゆ族ぞくだからと互たがいに信しん頼らいを置かず、むしろ紛ふん争そうに明け暮くれていた。

　そしてそこに目をつけたのが、ヤッシュ・バズガンという男だった。メフィウスの騎き兵へい隊たい長ちようだった彼は、おのが部隊を率ひきいて、ゼルド人たちから強ごう引いんに領りよう土どを切りわけた。無む論ろんゼルド人たちの逆ぎやく襲しゆうも凄すさまじく、そのときはメフィウス本国から援えん軍ぐんを受けて守り抜いている。その際さい、遊牧民の長ちよう老ろう衆しゆうから、『竜神の爪つめ』なる古こ代だい魔ま道どう王おう国こくから伝つたわる玉ぎよく璽じを、二本一対、貰もらい受けたという。

　ヤッシュはそれを機きに、竜神の名である『ゼル・タウラン』を国名とし、自みずからも『王』と名乗りはじめる。さらに、牧草地一帯の、ゼルド人部族が築きずいていた諸しよ砦とりでを配はい下かに収おさめると、その中心部から発はつ掘くつされた古代遺い跡せきを大だい規き模ぼな神しん殿でんへと改かい築ちくした。竜神信仰を利用して部族の意い思し統とう一いつを計はかったのである。

　そのときになってヤッシュは、メフィウス皇帝へ対等な立場での書しよ状じようを送っている。これに激げきしたメフィウス本国はヤッシュ討とう伐ばつのために軍を進めたが、遅おそきに失した感があり、撃げき退たいされた上に、西方の領土をいくらか失ってしまう羽は目めになった。

　が、ヤッシュ・バズガンの怒ど涛とうの勢いきおいもそこまでだった。玉ぎよく座ざについてたった四年後、新年の祝いわいを終えたばかりの夜に突とつ然ぜん死ししたのである。ヤッシュの独どく善ぜんぶりに怒った竜神の祟たたりが降りかかったのだという者もあれば、ヤッシュの勢いに恐おそれをなした長老衆が呪のろいをかけたのだという説せつもある。

　バズガン家は大急ぎで後こう継けい者しやを立てたが、そのときにはもうゼル・タウラン全土にふたたび内ない紛ふんが続出していた。求心力を失ったバズガン家は、かつて栄えい華がを極きわめた首しゆ都とゼル・イリアスからこそこそと逃とう亡ぼう。このとき、ゼル・タウランの象しよう徴ちようともいえる二本の『爪』のうち、ひとつはバズガンの手もとにあったが、対ついとなるもうひとつのほうは神殿に奉ほう納のうされていたので取り返す間もなかったという。

　やがてバズガン家は最小限の兵力のみで、東、現在の城じよう塞さい都市タウーリアへと辿たどり着いた。

　メフィウスもここぞとばかりに領りよう土どを取り返そうとしたが、そのときのメフィウスは南東の豪ごう族ぞく（現在はガーベラ配はい下かである）とも戦いくさをくり返しており、西方へ割さける余よ力りよくがなかったことがバズガンに幸さいわいした。

　そのとき、ゼル・タウランの首しゆ都とにして、神しん殿でんのあった都と市しゼル・イリアスでは、竜りゆう神じん教きようの祭さい司し、呪じゆ術じゆつ長ちようガルダなる人物が、一〇〇人の帰き依え者しやとともに軍人や略りやく奪だつ者しやの手から神しん殿でんを守り抜こうとしていた。彼がそのとき用いた恐おそるべき呪じゆ法ほうの数々は、現在もゼルド人たちの眠りを悪あく夢むで脅おびやかす、といわれるほどに凄すさまじい力を発はつ揮きしたという。

　が、さしもの魔ま道どう士しも、数百数千からなる兵馬の群むれを退しりぞけきれず、ついにはゼル・イリアスも炎ほのおの海に包つつまれた。が、鋼こう鉄てつの剣けんが司し祭さいたちの首を跳はね飛ばし、攻こう城じよう槌つちが神殿の門もん扉ぴを破は壊かいしている間に、ガルダは、

「竜神の爪つめだけは、誰だれにも、決して渡わたしはせぬ。たとえこの身みが滅ほろび、灰はいとなって草原地に消えようとも」

　と言い残すと、忽こつ然ぜんと姿すがたを消した。侵しん略りやく者しやたちは信者たちの大たい半はんを殺害し、神殿から数多くの財ざい宝ほうや神しん像ぞうを奪うばいはしたものの、肝かん心じんの『爪』だけは決して見つけられなかった。

　ゼル・タウランはそうして統とう治ち者しやの名を変えながら、しばらくは国として持続していたが、相あい次つぐ内ない紛ふんの末、結局は三年と保もたずに瓦が解かい。各地に都市ひとつずつを治おさめる小国家が群ぐん立りつし、彼らは同どう盟めいや分ぶん裂れつを交こう互ごにくり返しつつの紛ふん争そうを飽あきることなくくり返した。その間、北の沿えん岸がん諸しよ国こく、そしてメフィウスからの襲しゆう撃げきを受けることも度たび々たびあったが、ゼルド人たちは外がい敵てきに対しては奇き妙みようなほどに連れん携けいした。昨日きのうまで親兄弟を殺された憎にくしみを晴はらすべく刃やいばを交かわしていた相あい手てと一いつ致ち団だん結けつして肩を並べ、「玉ぎよく璽じを守るための聖せい戦せん」と称しようして、北や西からの侵略者たちを迎むかえ撃うった──。




　血と戦たたかいにいろどられた長い時が流れて、現在。

　現タウーリア領りよう主しゆアークス・バズガンは、四一歳。当然、その姓せいが指し示すとおり、かつてはメフィウス家家か臣しんであり、一時は西方に覇はを唱となえたバズガン家の末まつ裔えいである。

　現げんメフィウス皇こう帝ていグールとも刃を交まじえたことがあり、いまなおメフィウスとの確かく執しつは絶えない。

（ガーベラとの一〇年戦争のときには、ガーベラに接近したこともあったと言っていたな）

　馬上で揺られながら、オルバはザジの語っていた内容を事こと細こまかに思い出している。手を結んでともにメフィウスを討うとう、とガーベラ側に持ちかけたのだが、その交こう渉しよう相手がビリーナの祖そ父ふにあたるジオルグ・アウエルであった。当然、そのときはすでに王の座ざを退しりぞいている。それなのにわざわざジオルグを交渉相手に選んだのは、いまだにジオルグの影えい響きよう力りよくがガーベラで大きいと踏ふんだのと、彼さえ味み方かたにつければ父に頭が上がらないと噂うわさの国王も言いなりになるだろう、という計算があったからだ。

「その性しよう根ね、気に喰くわぬ」

　ジオルグはそれを見抜いて激げき怒どした。もちろん交こう渉しようは決けつ裂れつ。

（さすがに、ビリーナ王女がいちばん影えい響きようを受けている人物だけのことはある）

　アークスはいまでも、時とき折おり思い出したように「あのジジイ」とジオルグの悪口をつぶやいているらしい。オルバの口もとに笑えみが浮かびかけた瞬しゆん間かん。

　風が立った、とオルバは感じた。

　しかし目に見えて[image: こずえ]こずえや枝えだ葉はに変化はない。錯さつ覚かくだったかと首をひねりかけた。と、そのときオルバから離はなれてわずかに四、五メートル横合いを走っていた騎き馬ば兵へいが、突とつ如じよとして馬もろとも前方へ転がった。あとにつづきかけた馬が棹さお立だちになり、別の騎馬兵が数名、振り落とされかける。

　タタン、タン、という銃じゆう声せいがオルバの前後を駆かけ抜ける。マントに土ど砂しやが跳はね上がるのも構わず、オルバは手た綱づなを思いきり引いた。

「駆けろ、駆けろ、駆けろ！」

　横合いは、峰みね状じように小高く盛り上がっている。木々も密集しており、そこに隠かくれての狙そ撃げきだ、とオルバは見た。先せん遣けんの騎き竜りゆう隊たいが通りすぎたのを見み越こした上で、ギルのいる本隊を狙ねらったのだ。

　色めいた兵たちが馬を必ひつ死しに走らせていく傍かたわら、ちらりと視し線せんを後方に投げると、シークをはじめとする近この衛え兵へいが馬車を守しゆ護ごしつつ、こちらに駆けてくる。銃声はなおも絶たえ間ない。

　オルバは逃げていく本隊とはあえて逆ぎやく走そうした。目当ては、身みを半なかば屈かがめて駆けていた鉄てつ砲ぽう隊たいだ。短く命令を下した。そこへ馬車がやってくる。

「皇おう子じ！」

　馬車から顔を出したビリーナと、一いつ瞬しゆん、視し線せんが絡からみ合う。

「アプターで、また」

　ひと声投げた直後に、ゴーウェンら近衛の騎馬隊と肩が触ふれ合った。

「ゴーウェン、つづけ」

「承しよう知ちした」

　馬首を次々と翻ひるがえす近衛隊を背はい後ごに連れて、オルバは馬を駆けに駆けさせ、丘おかの入り口となったなだらかな斜しや面めんへと進んだ。銃声が頭上で連続するのを、ただ馬に身を伏ふせるのみで、絶対に当たらないのだと根こん拠きよもなく確かく信しんしながら進む、進む、進む。

　ソロンの剣けん闘とうで傷きずついた身体からだには荷にが重く、銃じゆう弾だんに割わられた右の鎖さ骨こつをはじめとして節ふし々ぶしに痛いたみが走るのだが、そんなことは気にもしていられない。

　木々の向こうに、密みつ集しゆうした敵てきの姿が垣かい間ま見えた。敵のひとりが膝ひざ立だちになって銃を構え──その銃口と、まっすぐに目が合った。

「撃うて」

　叫さけびながらオルバが手を打ち振ったそのとき、丘の下から鉄砲隊が火を噴ふいた。自分を囮おとりにして敵てきをひきつけているその間、鉄てつ砲ぽう隊たいに木々をカモフラージュにして陣じん形けいをととのえさせていたのだ。彼らの銃じゆう火かのほとんどは樹じゆ木もくに穴あなを穿うがつか、枝えだを吹ふき飛ばすだけだったが、数人の敵が血を噴ふいて倒たおれた。

「斬きり込め」

　オルバは馬の上で背せ筋すじを伸のばして、左手に剣けんを握にぎって振りまわした。丘おかの上へと鬨ときの声をあげながら殺さつ到とうする。

　しかし敵もすばやかった。

「退ひけえっ」

　駆かけ上がったときには、すでにその背中が遠い。四、五〇人ほどの集団で、木々が迷めい路ろのように林立して急きゆう峻しゆんな下り坂になったところを、すいすいと馬で駆けていく。甲かつ冑ちゆうはつけていなかった。どころか、衣服もぼろぼろの者が多い。

　馬首を並べたゴーウェンが、

「例の山さん賊ぞくらしいな。しかし一国の軍隊にしかけてこようとは、まあ、何とも大だい胆たんな連中だ。どうする、追うか」

　そう言ったが、オルバはかぶりを振った。敵には土地勘かんもあるようだし、何より敵の数がわからない以上、本隊と合流するのを急いだほうがいい。しかしそれだけでなく──、

「どうした」年長者らしい目ざとさで、ゴーウェンはオルバの顔を覗のぞき込んだ。「まるで、誰だれかが知らないところでつくっていた自分の墓はかと出くわしたみたいな顔をしているぞ」

「おかしな言いまわしだな。シーク辺あたりが言いそうだ」

「もっとスマートなほうがいいか？　顔色が悪い」

「突とつ然ぜんだったからな──いくぞ！」

　おまえがそんなタマか、という顔をするゴーウェンを無む視しして、オルバは部下を従したがえてふたたび来た道をもとに戻った。

（あの声は、）

　退け、という敵の指し揮き官かんらしい男が鋭するどく叫さけんだその声が、いまも脳のう裏りにこだまする。

　故郷ふるさとのなまりに似にていた。




　突とつ然ぜんの銃火に驚おどろき、怯おびえたのは、人じん馬ばの群むれもそうだが、何よりもっとも混こん乱らんしかけたのは竜りゆうたちだった。

　竜車を牽けん引いんするホーバンが、森中にこだまするような声をあげてのしのしと巨きよ体たいを運びにかかってくるものだから、馬車にいたテレジアなどは踏ふみ潰つぶされる思いがして、山賊の襲しゆう撃げきよりもそちらのほうにいっそう怯えたくらいだ。

　檻おりのなかのバイアンも跳はね回り、あわや竜車ごと横よこ倒だおしになるところを、恐おそれもせずに接近していった一いつ騎きの影かげがあった。

　ホゥ・ランだ。乗じよう馬ば姿すがたの少女は、大の男数名を丸ごと踏ふみ潰つぶせそうなホーバンの足に近づくと、馬から身みを乗り出してその足に軽く触ふれた。あとはもうもうと湧わき起こる土つち煙けむりにまぎれてよく見えなかったが、次に視し界かいが晴はれたときには、少女はホーバンの平べったい背中に乗っており、そこから檻おりのなかへと手を差し伸べていたのである。

「まるでサーカスの猛もう獣じゆう使つかいを見ているよう。すごいものですわね。あんなふうに竜りゆうが人に馴なれるものなら、小さいサイズのものなら家で飼かえるのではないでしょうか」

　ようやく人じん馬ばも竜も平へい静せいさを取り戻したいま、テレジアは興こう奮ふんしきりで主しゆ人じんのビリーナにしゃべりかけていた。

「落ち着きなさい、テレジア。それより、殿でん下かは──」

「あっ、いま見えました。こちらに向かっております」

　ビリーナはテレジアの顔を押しのけて、自分も窓まど枠わくから顔を出した。

　見ると、確たしかに皇おう子じを先頭にした一いち団だんが合流するところだった。ビリーナはほうと安あん堵どの息いきをついた。まったく、皇子といっしょにいると、退たい屈くつするということがないようだ。

「皇子」

　ビリーナは半はん身しんを外に出し、そう呼びかけようとした。

　ギル皇子が馬の足をゆるめる。竜車の後ろで、奴ど隷れいたちに声をかけているらしい。ホーバンに引きずられた挙あげ句く、もう少しのところで檻の下した敷じきになるところだったのだ。それから竜車の前へとやってきた。

　何やら、笑顔で呼びかけている。ホーバンの背に乗っていたホゥ・ランが手を振って応こたえた。

　斑まだら模も様ように降り注そそぐ陽ひが、ホゥ・ランの薄うすく浮かべた笑えみを柔やわらかく照てらしている。ひどく大人びたような、それでいて年とし相そう応おうの少女のような、不ふ可か思し議ぎな笑顔だ。何事か言こと葉ばを交かわしたあと、また、ギル皇子が笑った。

「いかがしました？」

「い、いや」

　ビリーナは、ぱっと馬車のなかへと身を引っ込めた。自分でも整理のつかない感情が、彼女の胸むねに動どう揺ようを招まねいた。その後、

「無事だったか」

　ギル皇子が馬車へと馬を近づけてきたが、

「おかげさまで」

　としか答えられなかった。皇子は、むしろその素そっ気けなさが、勇いさましい姫ひめ君ぎみらしい、と解かい釈しやくしたようで、そのまま馬を進めて一団の先頭へと戻った。

　あとはもう休きゆう憩けいも取らず、二時間の距きよ離りを駆かける。

　森が開けると同時に、アプター砦とりでが目の前にあらわれた。










　三章　テリトリー・マーキング
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　一団がそろってアプター砦とりでの正面へと辿たどり着いたときには、陽ひも暮くれかけていた。

　城じよう壁へきが、まるでこちらを威い圧あつするような高さでそびえている。

　その合間から突つき出て見えるいくつかの尖せん塔とうのうち中央からは、メフィウスとガーベラの国こつ旗きがそれぞれ掲かかげられていた。銃じゆう眼がんの合間からこちらの接近を見つけてか、オルバが見つめるその先でガーベラの国旗が降ろされていく。移い譲じようの証あかしであろう。

「やれやれ。ちょっとした冒険だったね」

　シークが冗じよう談だんめかして、轡くつわを並べたオルバに笑いかけたが、オルバは何も言い返さなかった。

（ここが、アプター）

　風雨にさらされつづけたであろう城壁、薄うす暗くらがりのなか黒い魔ま物ものの頭部のように浮き上がる尖塔の影かげ、兵たちのしゃべり声に混じって、遠く聞こえてくる気がする獣けものや鳥たちの声──。

　兄ロアンがいた砦である。そしていつか、自分も剣けんをひと振り携たずさえて、いこうと思っていた場所である。

　と、オルバの抱いだいた感かん慨がいを吹き飛ばすような音を立てて正門が開いた。可か動どう橋きようが下ろされ、深く掘ほられた壕ほりと砦とをつなぐその道に、ガーベラの騎き士したちが居い並ならんだ。その先頭に立って、恭うやうやしくオルバに一いち礼れいを送ったのは、ローブをまとった長ちよう髪はつの男性──ガーベラのノウェ・サウザンテス。

　オルバは馬から降りて、ノウェと挨あい拶さつを交かわした。

「お待まちしておりました、殿でん下か。道中、変わったことはございませんでしたか」

「森に住む獣に襲おそわれた。最近は獣も進歩して、鉄てつ砲ぽうをうまく使う」

「それは」

　と、ノウェが目を丸くする。芝しば居いかどうか、顔色を読んでやろうかと思ったが、こうした駆かけ引きは相手のほうが長たけている。すぐにオルバはあきらめた。

（こちらを殺すつもりなら、他にやりようはあったろう）

　それに、いまギル・メフィウスに倒たおれられてはノウェのほうこそ困るのではないか、という予よ測そくがあった。道中、あらゆる情じよう報ほうをもとに考えを巡めぐらし、その末すえに得た結論である。ノウェがなぜソロンに大だい混こん乱らんを招まねこうとしたのか──それも、ビリーナの命を犠ぎ牲せいにしてまで──、彼なりに出した答えが、ノウェが今後取るであろう行動も示し唆さしてくれている。

（それが思おも惑わくどおりにいくか、どうか）

　ソロンでの謀む反ほん騒さわぎで、自分が、経けい験けん、知ち識しき、ともに不足していることは痛つう感かんしている。だからこそ慎しん重ちようになった。情じよう報ほうを数多く求めた。あとは、野や生せいの勘かんに頼たよるしかない。勘、というといかにも頼りないようだが、

（これでも死地をくぐり抜けた勘だ。馬ば鹿かにしたものじゃない）

　しょせん、オルバが最後にたのみにする寄る辺べは、剣けんで生きてきたという実感でしかない。




　アプターの市民たちは、街がい路ろをいくギル皇おう子じの部隊を歓かん呼この波なみをもって出で迎むかえた。ガーベラから移い住じゆうしてきた者たちはすでに本国領りよう土どへ戻っており、市民たちのすべては、六年以上も前にメフィウス領民だった者たちだ。治おさめるべき国の名や国こく主しゆの名が変わろうと、彼らの生活に大差ない。現に、アプター近きん隣りんの村が故郷ふるさとだったオルバも、ことさらに『メフィウス』の名を意い識しきしたことなどなかった。

　街まちの中ちゆう央おうを突つっ切ると、丘おかの道をのぼり、城じよう壁へきと一体になった城じよう館かんへと入る。通路内のあちこちを人が走りまわり、兵隊や砦とりで仕づかえの職しよく人にん、使用人たちががやがやと騒さわいでいる。

　館やかたのホールにはすでに宴えん席せきが用意され、酒も食べものもたっぷりとあった。

　兵たちがこの歓かん待たいパーティーに興きようじているのを横目に、オルバはノウェと差し向かいで杯さかずきを交かわした。

「まさか、姫ひめまでここへ来られるとは思いもしませんでしたが」

「父上の粋いきな計はからいだ。いずれおれの居きよ城じようとなる。慣なれておいたほうがよかろう、というわけだ」

「ここが」ノウェはやや慎しん重ちように言こと葉ばを選んだようだ。「それも長くはありますまい。何せ、殿でん下かは第一皇こう位い継けい承しよう者しやであらせられます」

「この田舎いなかで、しばらくのんびりするのも悪くはないさ。それに、ここで一いち城じようの主あるじの身分に慣れ親しんでおけということだろう」

「で、ありましょうが」

　雑ざつ談だんの途と中ちゆう、ノウェは本国ガーベラとエンデ間のことは話題に出さなかった。オルバもいろんなところから情報を集めている。先日、ガーベラからの使者がソロンを訪ねたが、グールは多た忙ぼうを理由に面めん会かいすらしなかったという。

　これを耳にしたとき、オルバの胸きよう中ちゆうに、ビラクで見た、うなだれたような少女の姿すがたがよぎった。怒いかりという感情をともなって。しかしオルバはノウェと同どう様ように、あえてこのことを口に出すことはしなかった。

「ノウェ卿きようは、いつここを発たたれる」

「引ひき継つぎに際さいし、皆さまには諸もろ々もろのご用よう件けんがあります。それが済すむまで──そうですね、五日後には」

　ザジにしても、ノウェにしても、無論差し向かいに話しただけではその内ない心しんをうかがい知ることはできない。ひとかどの人物である。

（五日後か）

　そのときに、機きは動く──オルバは、そう読んでいた。




　翌よく朝あさ、オルバはアプターの砦とりで内ないをうろつきまわった。

　城じよう塞さい都と市しである。オルバたちの住まいであり司し令れい所じよともなる城じよう館かんは、丘きゆう陵りようの上、全体の北東端に配置されており、そこから厚い城じよう壁へきが、人口五千人規き模ぼの都市部を取り巻くように伸のびている。唯ゆい一いつ城壁の低い西方は、五〇メートルほどの断だん崖がいに突つき出ている。その真ま下したを、国こつ境きよう線せんにもあたるユノス川が南北に流れていた。

　天てん然ねんの城壁ともいえる断崖は川からほぼ垂すい直ちよくにそびえ立ってはいるが、北にわずか数百メートルの地点で傾けい斜しや角かく度どはなだらかになる。その岸がん壁ぺきに、短たん剣けんで刻きざみ込まれたような道があって、うねうね曲まがりくねった末にアプターの北門に通じていた。

「ユノス川を通じての、物資運うん搬ぱん路ろです」

　案内役をおおせつかった兵が言った。

　西方以外のすべての門は、塔とうや望ぼう楼ろうなどに守られ、北と南、各門の近くには、段だん々だん状じように丘を切り取って、砲ほう兵へい陣じん地ちが設もうけられていた。万が一西の空から敵てきが侵しん入にゆうした場合に備え、北側のそれは断崖側に接している。さらに、都市部を挟はさんだ東西の城壁には、それぞれ飛ひ空くう船せんの発着場がさらに高い位置に備えつけてあり、対空防衛もそれなりに整ととのってはいた。

　要よう害がい堅けん固こな砦である。

（ザジ・ハーマンの情じよう報ほうを信しん頼らいするなら、）

　アークス・バズガンはあまり規模の大きな空中部隊を所有していない。となると、アークスが直接攻せめ入るには、北か南に回り込んでくるしかないはずだ。

　あるいは敵がユノス川を渡と河かしてくる可か能のう性せいもあり得なくはないが、川の流れは速く、遮しや蔽へい物ぶつもほとんど存そん在ざいしないため、渡わたりきるまでの間に矢や銃じゆう弾だんの雨あめ嵐あらしを浴びる危険が高い。

（こちらが常じよう時じ、あらゆる場所にじゅうぶんな兵を配はいせられればの話だが）

　そもそも、二〇〇や三〇〇の手て勢ぜいで、満足のいく防ぼう衛えい線せんを敷しける場所ではないのである。砲台にも、望楼にも、城門にも、人数を常つねに揃そろえておくとなると、打って出る歩兵隊の人数が足たりなくなる。

（まあ、見晴らしはいい。敵が接近してくる前に、準備を整えることはできる）

　砦にいるのはもちろん戦士たちのみにあらず、大勢の従じゆう者しやや奴ど隷れい、各種さまざまな職しよく人にんたちも詰つめていて、特に武ぶ具ぐ職人や料理人、鍛か冶じ屋やといった人々は、そのほとんどが、ガーベラに領土が奪うばわれるそれ以前から砦で働はたらいていた者たちである。彼らは特に国家に対する忠ちゆう誠せい心しんという概がい念ねんが薄うすく、ガーベラでもそのまま引きつづき雇やとわれていたらしかった。

「ここでも、メフィウス製のパンがそのまま食べられる、ってわけ」

「うまくもない、あんなもの」

　オルバは、『オルバの振りをさせた』カインと連れ立って歩きながら、軽かる口ぐちを叩たたいていた。牙きばを剝むき出した虎とらの仮か面めんが、最近はカインも馴な染じんできたように見える。

「特に、南方のパンはいがいがするんだよねえ」

　もっとも、性格は相あい変かわらず子供っぽい。

　一日かけて、それぞれの塔とうにのぼって銃じゆう眼がんから顔を出したり、軍ぐん馬ばの入れられている厩うまやや、銃じゆう弾だんや剣けんが鋳ちゆう造ぞうされている鍛か冶じ職しよく人にんたちの現場を見学したり、火か薬やくの調ちよう合ごうにまで立ち合いもした。

　そこへ、近この衛え隊たいの元もと奴ど隷れいのひとりが駆かけ寄ってきて、ひざまずいた。おっと、といった具ぐ合あいにカインも態度を改あらためる。無む論ろん、近衛隊といってもほとんどの人間が皇おう子じとオルバが同一人物だとは知らないため、カインが時とき折おりオルバに扮ふんしている事実も隠かくさねばならない。

「どうだった」

「は。──皇子の見立てられたとおり、一週間ほど前、ガーベラ本国より増ぞう援えんの部隊が到着しているようです」

　近衛隊のなかから、それぞれの分野の情報収しゆう集しゆうに適てきした人じん材ざいを選び出しては、変へん装そうさせて、あちこちに送り込む。オルバがこれまで何度となく行ってきたことだ。たとえすでに味み方かたの陣じん地ちとなっているアプターにおいても、オルバは油ゆ断だんなくこれを行った。

「はてな、増援？」近衛兵が立ち去ったあと、カインが首を傾かしげた。「何でメフィウスに移い譲じようが決まったいまごろ。まさか、このまま砦とりでを乗っ取って、皇子を人ひと質じちにしようっていうんじゃあ」

「昨日きのう飲んだ酒にも、毒どくが混こん入にゆうされていたかもな」

「うええ」

　本気で具ぐ合あいが悪くなってきたらしいカインを、オルバは笑い飛ばした。

　城じよう門もんのすぐ近くの中庭は、芝生しばふがきれいに刈かり込まれ、花か壇だんや生いけ垣がきで見み目めもあざやかに整えられてある。そこで、オルバは噴ふん水すい近くに腰こしかけたシークを発見した。砦仕づかえの女使用人だろう、数名の若い娘むすめと談だん笑しように興きようじている。あまりに華はなやいだ雰ふん囲い気きなので、カインがこっそり毒づいた。

「何だ、あいつ。女嫌ぎらいなくせして」

「だから、あいつにとっては地じ獄ごくだろうな」

　オルバは含ふくみ笑いをした。シークがこちらに気づいたらしく、女たちに気取られないよう、オルバに凄すさまじいにらみをくれる。

「情報を集めるのに適した相あい手ては、女だよ、オルバ」

　昨日、酒に酔よったシークが得意げに語ったのだ。

「男だって、大たい概がい色じかけに弱いものだが、それなりに『裏うら』を読もうとする嗅きゆう覚かくがある。しかし、女は、自分以外の女がそうされていることに関しては異い様ようなくらい勘かんも働はたらくし冷れい静せいに判断できるけど、こと自分に関しては、捧ささげられた愛あいに噓うそ偽いつわりなどないと思い込みたがるのだね。だけど、もちろんただ無む償しようの愛を捧げてみせればいいというのではないよ。時に冷たく突つき放すくらいがいい。この人に嫌きらわれたくない、この人の愛を失うしないたくない、だから自分の持てる全部を注そそぎ込みたい、と思わせなくては」

「そういうものか」

「といって、オルバには無理だろうね。婚こん約やく者しやの王女さまおひとりを持て余あましている。きみに弱点があるとするなら、まさにここだな」

「では」とオルバは笑いを押し殺しながら言った。「そっちの方面はおまえに任まかせよう、シーク」

　薮やぶ蛇へびを突ついたシークは、酔よいがいっぺんに吹き飛んだような顔になって、

「時々思うのだけれど」最後までぶつぶつ文もん句くをつぶやいていた。「ぼくはどうしてこう、お人好よしなのだろう。それこそきみに無償の愛を捧げているようなものだな。もう少し見返りを望んでもいいんじゃないかしら」

（さて）

　あちこちを見まわったあと、オルバはおそらく、いま同じ立場で、メフィウス陣じん容ようを見定めているはずのノウェのことを思った。

（あちらも、メフィウス陣の兵力がいかに弱小か見て取ったところだろう。グールがこの戦たたかいをわざと長引かせ、エンデ、ガーベラ間に手出ししない意い図とであるのも見抜いているはず。となれば）

　顔色の読み合い、駆かけ引きなどを介さず、腹はらを割わって話し合う日もそう遠くはない、ということだ。

　それからオルバは、陽ひが沈しずむとともにふたたび設もうけた宴えん席せきに顔を出した。これから三日三晩ばんはパーティーをつづけさせる予定だ。一いち城じようの主あるじとなって、いかにも浮かれているふうに、オルバは誰だれ彼かれとなく声をかけては、親しげに肩を叩たたいた。

　ビリーナはこうした席せきには馴な染じめないらしくて早々と退席し、ノウェも一いち応おうは顔を出したものの、こちらも挨あい拶さつのみで去さっていった。オルバはそれも気にせず、陽よう気きに振る舞まいながらあちこちに目を配くばる。前もって徹てつ底ていしたとおり近この衛え兵へいの大たい半はんは顔を見せていなかった。

　と、

「おお、皇こう太たい子し殿でん下か。どうでしょう、こちらでご一いつ献こん」

　ホールの片かた隅すみで、ウオールが声をかけてきた。彼は、オルバがオーバリーの傭よう兵へい団だんに送り込んだ元もと剣けん奴ど隷れいであり、中年の、一いつ見けん風ふう采さいの上がらない男である。そちらのテーブルに近づくと同じくオーバリー配はい下かの兵らがかしこまったように席を立った。

「いい、いい。楽らくにしろ」

　オルバはにやけ顔でテーブル上の杯さかずきから酒を飲み干ほす。決して酒には強くないが、ここは芝しば居いのためにも仕し方かたがない。ウオールも笑いかけながら、

「殿でん下か、こちらがオーバリー将軍麾き下かの、歴れき戦せんの勇ゆう士しベインどのであります」

（こいつか）

　紹しよう介かいされた赤ら顔の男をちらりと見やる。一いつ瞬しゆん、笑えみがこばわりそうになったが、かろうじて耐たえた。すでにウオールからの情じよう報ほうで、この男がアプターにいたことがあるのを知っている。ということはすなわち、兄ロアンを見捨てて砦とりでからいち早く逃げ、オルバたちのいた村を焼いた一いち味みのひとりである。脂あぶらぎった、小太りの男で、目め尻じりの垂たれ下がった顔つき。なるほど、ウオールに負けず劣おとらず風ふう体ていが冴さえず、長年百人長の身分に甘あまんじているというのもわかる気がする。

「いや、お見事でございましたな、殿下」ベインはさすがに緊きん張ちようを隠かくせなかったが、それでもにこにこしながら言った。「道中、襲しゆう撃げきを受けた際さいの判断、まことにあざやかで、実に恐れ入りましてございます」

「そうか。ほれ、一いつ杯ぱい、どうだ」

　有う頂ちよう天てんをよそおいつつ酒を差し出す。ベインは恐きよう縮しゆくしきりだ。ウオールがタイミングを計はかって言った。

「ベイン百人長どのは、以前もアプターにいらっしゃったことがあるとか」

「ほう、ここでガーベラ軍と戦たたかっていたか」

「は」

「ここに関しては、おまえのほうが詳くわしいこともあろう。後日、領内検分に立ち合ってもらえんか」

「えっ」

　ベインは、息いきが止まるような顔をして、それから目を輝かがやかせた。

「わ、わたしなどでよろしければ、いつでも、どこへなりともお供させていただきます」

「ああ、頼たのんだ」

　握にぎりしめた拳こぶしの内側で、爪つめがいまにも皮ひ膚ふを喰くい破やぶりそうだ。長なが居いすると感情が激げき化かしかねないので、そのまま適てき当とうに他の兵らの挨あい拶さつに応こたえつつホールから外に出た。

　帝てい都とソロンの辺あたりに比くらべると、ここは夜風がそれなりに涼すずしい。

　暗く沈しずんだ森の遠景を眺ながめながら、

（さあて、）

　笑みも酔よいも顔からは消え去さって、オルバは、握りしめた拳から苦労して指の一本一本を引き剝はがした。じっとりと湿しめった掌てのひら。多くの死と血とが、その手から生み出された。ともなうべき感情も、時には意い識しきして捨てた。奪うばわれたものすべてを取り返すためにこそ。

（布ふ石せきはまだまだ必ひつ要ようだ。時間が間に合えばいいが）




　　　　２




　三日目の宴うたげの際さいに、オルバは戦場奴ど隷れいらもホールに招いた。足首は鎖くさりで固定されたままだが、わずかばかりの酒も許ゆるした。表情はどれも固く、群むれのなかに放り込まれたよそ者の犬いぬみたいな態度だった。

　反はん乱らんの計画が頓とん挫ざしたときには、今日首を斬きられるか、あるいは明日竜りゆうの餌えさになるか、戦せん々せん恐きよう々きようとしていた彼らである。皇おう子じが戦場奴隷として部隊に組み込んだあとも、しょせんは権力者の気まぐれ、いつ運命が最悪の方向に転がるかわからなかった。

　ひとまず命はある。ゴーウェンからは毎日のように訓くん練れんを受けていたし、さすがにただの気まぐれや酔すい狂きようのためにそのような手間をかけまい、と思えるようにもなってきている。とはいえ、戦場奴隷といえば、戦争においてもっとも危険な任にん務むにつかされることで知られていた。しょせんは使い捨ての兵隊。仲なか間まの軍から背中を銃じゆうで脅おどされつつ、誰だれひとり帰らないであろう特とつ攻こうを無む理り矢や理りしかけさせられるといった例は数多い。

　食事も酒も、鬱うつ々うつと進んだ。給きゆう仕じにまわった女奴隷のなかにミラの姿もあった。ソロンの大競きよう技ぎ場じようで働はたらいていた娘むすめで、パーシルらが反はん乱らんを起こそうとしたとき、オルバは他ならぬ彼女を人ひと質じちにしている。

　ともすれば暗あん雲うんの立ち込めそうなその場において、ミラだけは明るく振る舞まっていた。奴隷たちも、彼女に声をかけられては笑顔で返すしかなく、彼女のいる一点だけがぱっと灯あかりのついた思いがする。

　そしてそのミラを発ほつ端たんに、騒さわぎが起こった。

「おい、そんな奴隷どもを相手にしても面おも白しろくなかろう。こっちに来い」

　オーバリー麾き下かの黒くろ兜かぶと団だん、そのひとりが彼女の肩を抱いて言った。ミラは非ひ礼れいにならないよう何とか断りきろうとしたが、別の兵士たちがやってきて、野や卑ひな笑い声をあげつつ彼女を強ごう引いんに抱かかえ上げた。

「待まて、おれのだ」

　最初の兵士もはしゃいだ声をあげて、ミラをその手に奪うばい返そうとする。揉もみくちゃにされたミラが悲鳴をあげたのも一いつ瞬しゆん。近くにいたパーシルが立ち上がるなり、丸まる太たのような腕うででその兵士の首くび根ねっこを摑つかみ上げたのである。集まりかけていた黒兜団めがけて放り投げる。数人がもんどり打って倒たおれた。

「お、おっ」

「この、奴隷風ふ情ぜいめ。やる気か」

　酒の余よ興きようだ、といわんばかりに黒兜団がどっと押し寄せてくれば、奴隷たちも歯はを剝むいて、めいめい立ち上がってこれを迎むかえ撃うつ。当然奴隷たちの足首は鎖でつながれていたが、摑み合い、揉もみ合いとなると、もうあとは力任まかせの乱らん闘とうである。

「く、くそっ」

　黒くろ兜かぶと団だんのひとりが、壁かべに立てかけてあった槍やりを手にした。味み方かたであろうと、相あい手てが奴ど隷れいならば遠えん慮りよがない。最初は柄えのほうで突つきかかっていたが、軽かる業わざ師しのように身み軽がるな奴隷が、ひょいとテーブル上に尻しりを落として、むしろ足首の鎖くさりを利用してこれを二度、三度と退しりぞけると、頭に血ののぼった兵士が槍の先せん端たん部ぶを構えた。

　それで突きかかった瞬しゆん間かん、兵士は前のめりに昏こん倒とうした。酒の壺つぼを右手にしたゴーウェンが背はい後ごにいる。

「もうよせ！」

　ずかずかとその場に割わって入ってきたのはギルだ。さすがに黒兜団も動きを止めた。

「おれの晴れの場を台だい無なしにするつもりか。騒さわぎに加くわわった奴やつは全員、鞭むち打うちだ！」

　酔すい漢かんのように罵ば倒とうの言こと葉ばをわめき散らして、ギルは近くにいた兵士の膝ひざを蹴けり飛ばし、戦場奴隷の頭を殴なぐった。その左右から、シークとゴーウェンが抱き止めにかかる。

「放せっ、無ぶ礼れい者ものめが」

「殿でん下か、殿下。お気を静しずめなさいませ」

「ささ、寝しん室しつに参まいりましょう。もう夜も遅おそうございます」

　なおも口汚ぎたなく罵ののしるギルを、二人の近この衛え兵へいは半なかば引きずるようにしてホールから退たい去きよさせた。

　そしてその出で来き事ごとは、翌よく日じつにはアプター中の噂うわさになって、都と市し部ぶにも広まってしまった。

　噂を囁ささやき交かわす人々の顔には、呆あきれと、そして未来への不安とが色いろ濃こい。

「皇おう子じご自じ身しんも喧けん嘩か騒ぎに参加したらしいぞ」

「こんなことで大だい丈じよう夫ぶか。ただでさえ兵が少ないのに、内うち輪わ揉めしているようじゃな」

「これでガーベラ軍がアプターから去さったら、わたしたち、どうなるの？」

「大丈夫だ、戦争なんて起きないよ。ほら、子供たちの前でそんな顔をするんじゃない」

　統とう治ち者しやの名が変わろうと、国の仕組みが変わろうと、領りよう民みんたちはそれが自分たちを守ってくれる盾たてとしてきちんと機能してくれるのかどうか、生活の安あん寧ねいを保ほ障しようしてくれるかどうか、それだけが気がかりだ。

　動どう揺ようや不満は領民たちのみならず、当とうの兵士たちも同どう様ようだったが、しかしギル皇子は酔よいに任まかせて宣せん言げんしたとおりに、「全員を鞭打ち」にすることはできなかった。彼らはギルの私兵ではない。オーバリーやオーダインから借り受けた兵に過すぎず、いかに皇太子といえど、好すきに扱あつかってはのちのちに支し障しようがある。

　そんな事情を読み取った彼らだから、むしろ大きな顔をして、

「殿下に伝つたえてくれないか」

　近衛兵らを捕まえては、説教するように言うのである。

「あの奴隷どもは、メフィウスに歯は向むかった者たちだ。それは、皇子のご寛かん大だいなる処しよ置ちにまで文もん句くを言うつもりはないが、しかしおれたち正せい規き兵へいと同じ場所で食事をさせるのは、少しいきすぎではないだろうか」

「獣けものはきちんと飼かい慣ならしておいてこそ役に立つ。野や生せいのままでは、敵てき味み方かたの区別なく牙きばを剝むくものさ」

「──だ、そうだ」

　そうした兵士たちの不満の声を、オルバは、他ならぬパーシルらを呼び集めて彼らの前で口にした。

　砦とりでの庭に、石造りの壁かべで仕切られた武ぶ芸げい訓くん練れん場じようである。奴ど隷れいたちは全員、両りよう膝ひざを地面に着かされており、周しゆう囲いには近この衛え兵へいらの銃じゆう口こうが光っている。ゴーウェンから受けた訓練を終え、汗あせと土まみれになった顔を眺ながめ回しながら、

「ずいぶん嫌きらわれたものだな。これでひと戦いくさ起こった日には、同どう士し討うちが起こりかねない」

「何が言いたい？」パーシルがいまにも嚙かみついてきそうな顔で言う。「おれたちの首を撥はねるのが、そろそろ頃ころ合あいだとでも言いたいのか」
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「口の利きき方に気をつけろと言ったぞ、パーシル」

　オルバは奴隷に近づき、ぐいとその顎あごを指で持ち上げた。ぎらぎらとした双そう眸ぼうが間近にある。内ない心しんに吞のんだ殺意が、熱気とともに吹きつけてくるかのようだ。もし、この場にいるのがパーシルひとりきりなら、たとえ剣けんのひと振り、矢の一本も手もとになく、さらには足を鎖くさりでつながれていようとも、その歯でオルバの首くび筋すじに嚙かみつくか、万力のような手で首を絞しめ上げにかかったに違ちがいない。

　しかし、ここには大おお勢ぜいの奴ど隷れいたちがいる。パーシルの性格から考えて、彼らを道連れにしてまで感情に身みを任まかせることはあるまい、とオルバは読んだ。

「……では、おれたちにどうせよと言われるのだ」

「ただひとつだ。おれの言うとおりにしろ。その上で成果のひとつも挙あげれば、金もやる。女も抱かせる。これ以上従したがうのが嫌いやだと言うなら、自由の身にもしてやる」

「馬ば鹿かな」

「おれの近この衛え兵へいのことを知らないわけはない。彼らは、全員が、元もと剣けん奴隷だ」

　奴隷たちは顔を見合わせた。近衛兵の事実は効こう果かがあった。表情に動どう揺ようがある。迷まよいもある。

　一時は、パーシルとともにメフィウスに叛はん旗きを翻ひるがえそうとした彼ら。無む論ろん、その訳わけは奴隷の境きよう遇ぐうに耐たえかねたからだ。それこそ獣けもののように扱あつかわれ、明日をも知れぬ日々を生きていくのならば、死ぬ可か能のう性せいが高くとも自由のための闘とう争そうにいっそ身を投げ出そうと決意した。

　その自由が目の前にあるのだという。

　オルバは、順ぐりに彼らの顔を見み渡わたした。なかに、建けん国こく祭さいで剣を交まじえたミゲル・テスの顔があった。乱らん闘とう騒さわぎのとき、軽かる業わざ師しのように見事な技わざを披ひ露ろうした男でもある。二十歳そこそこの、端たん正せいな顔をした剣けん士しで、もともとは剣奴隷ではなかったが、反はん乱らん未み遂すいの罪つみで奴隷の身に落とされている。パーシルとミゲルなら、いますぐに兵を与えてもそれなりの働はたらきをするだろう、というゴーウェンのお墨すみつきだ。

「パーシル、立て」

　オルバが命じると、前もって言い含ふくめていたとおりに兵が近づいてパーシルの鎖くさりを外はずした。不ふ審しんげな顔をしながら立ち上がったパーシルの足もとへ、さらに別の兵が、メフィウス製の装そう具ぐを一いつ式しき、運んできた。軽けい装そうの鎧よろいに、鉄てつ兜かぶと、それにブーツ。

「それをおまえにやる」

「何？」

「おまえを奴隷隊の隊長に任にんずる。奴隷隊、という呼び方が悪ければ、近衛隊監かん視し下かの独どく立りつ歩ほ兵へい隊たいだ。おまえだけはアプター内の自由を許す。全員をよく監かん督とくせよ」

「ちょっと待まて。いや、お、お待ちあれ。おれだけが、なぜ……」

「言ったぞ。おまえはもう奴隷ではない、歩兵隊隊長だ。禄ろくもある。ただし、おれの命令に従う義務もある。逆さからった場合は、メフィウスの法ほう律りつと、おれがおまえを裁さばくこととなる」

　オルバはカツカツと足音を立ててパーシルの前を行き来した。奴隷たちは皆みな、この成なりゆきを呆ぼう然ぜんと見守っている。

　オルバ──いや、パーシルにとってはギルが、言げん外がいに込めた意味を読み取ってか、パーシルは顔色を赤く、そして青く変えた。

　奴ど隷れいたちの命はパーシルの双そう肩けんにかかっている。自由を許ゆるされたからといって、もちろんアプターから脱だつ走そうするようなことをすれば、他の奴隷たちは責せき任にんを押しつけられて処しよ刑けいされてしまう。それに、もはや反はん乱らんを企たくらむこともあるまい。パーシルがいかにギルを、そしてオルバを憎にくんでいようとも、他の奴隷たちは目の前にぶら下げられた自由をむざむざと捨すてる真ま似ねはしないだろうし、パーシルもそんな彼らを巻まき込んでまで行動を起こすほどの愚ぐは犯おかすまい。

「ミラ」

　オルバはそこへミラを呼び寄せ、パーシルが装そう具ぐをつけるのを手て伝つだわせた。不ふ思し議ぎな沈ちん黙もくが支配するなか、パーシルが剣けん士し装しよう束ぞくとなると、オルバは自分の腰こしから剣を引き抜いた。ひゅっと軽やかな音とともに弧こを描えがいた剣けん先さきが、パーシルの首くび筋すじにぴたりと押し当てられる。

「この剣をやる」オルバは、パーシルに囁ささやくように言った。「自分の身みを守るためと、おれの命令があったときのみに振るえ。この剣は敵てきを殺す。しかし、使いようによってはおまえを殺す。おまえの命、人格、尊そん厳げんすべてを」

「──」

　パーシルは黙だまったままだ。それこそ獣けもののように鋭するどい目をオルバに当てながら、動どう揺ようと不ふ審しんの念ねんは表情から拭ぬぐい去されずにいる。しかし必ひつ要よう以上に取り乱みだしもしなかった。

（得えがたい男だ）

　とオルバは感じていた。腕うでが立ち、そして同じ目的を抱いだいているならば、大おお勢ぜいの中心に立てる人物である。

「ミラに、おまえの自じ室しつに案内させる。専せん用ようのベッドもある。ちょっと固いがな」

「皇おう子じ、わざわざベッドを試ためされたのですか？」

　一部始し終じゆうを見守っていたシークが、混まぜっ返した。オルバは笑い、

「野の宿じゆくよりましな程てい度どだ。女を連れ込む場所じゃない」

　ミラが顔を赤くするのをよそに、あとは兵らに任まかせて、訓くん練れん場じようから出た。




　街まちや城じよう砦さい内ないで囁ささやかれている噂うわさも知らぬげに、オルバは自分の仕事に没ぼつ頭とうしていた。

　翌よく日じつは朝早くから城砦を出た。近この衛え兵へい数名とベインを供に、アプター領りよう土ど内ないを検けん分ぶんにまわる。皇子自みずからが出向くとあって、近きん隣りんの村々は対たい応おうに追われた。なお一団には、アプター行ぎよう政せい官かんに任にんじられ、ソロンからオルバたちに同行してきた貴き族ぞくのひとりもいた。森林資し源げんを管かん轄かつする役目をおおせつかっている。名をカーガンといい、イドロ領主ユリウスの三男にあたる。カーガンは、木々を伐ばつ採さいし、製せい材ざいにまで精せい通つうした、いわゆる杣そま人びと集団と村々で会った。

「殿でん下か、すべての村から彼らのリーダー格を集めて、秩ちつ序じよだった組そ織しきを一からつくろうと考えていますが」

「任せよう」

　カーガンは二年前までは老ろう将しようローグ・サイアンに仕つかえる補ほ給きゆう隊たいの隊長をしていたが、ガーベラとの戦いくさにおいて右足を負ふ傷しようし、以来戦線を退しりぞいている。家か督とくを継つげぬ貴き族ぞくたちは兵士になるか、親兄弟の補ほ佐さ役やくをするしかない。ろくな仕事もなく鬱うつ々うつとしているところへ、皇おう子じから直じき々じきの指名があって、この役やく職しよくについた。今回、アプターの様さま々ざまな行ぎよう政せいを担になう人物のなかには、カーガンと同じような境きよう遇ぐうにあった貴族たちが多い。

　それも無む論ろん、オルバが王宮内で集めていた情じよう報ほうによる。そうした境遇でも腐くさらず、仕事に対する意い欲よくのある者たちを集めた。特に、皇子に認みとめられるかもしれないとあっては、家督を継いだ兄弟を押し退のけて出しゆつ世せするチャンスである。それぞれがさらなる情熱を燃やした。

「笛ふえ吹ふきのピーウィー、という奴やつがいたんだ」

　アプター領に同行させる貴族の子し息そくや士し官かんらをリストアップしていたときに、オルバはゴーウェンにそう言った。

「剣けんも銃じゆうもからっきしで、ただ弁べん舌ぜつの立つ奴だった。誰だれにも相あい手てにされなかったが、そいつの噓うそはある種しゆ天才的だった。おれはそいつを敵てき対たいグループに派は遣けんして、噓の情報を流させまくった。ピーウィーはとにかく張りきって、よくやってくれたよ。誰にも認められなかった奴こそ、自分を見てくれる人がいる、と思えば、ここ一番の仕事に強い」

「わかる話だ。そこに、長年の経けい験けんがサポートすれば間ま違ちがいない」

　ゴーウェンからの助じよ言げんも受けて、すでに一線を退きかけた年長者たちも数名、リストのなかに入れておいた。

　表おもて向むき、オルバはあくまでものんびりとしたうつけをよそおい、村々での歓かん待たいを楽しんでいるように見せかけた。

（顔見知りはいないか）

　もう少し足を伸のばせば、故郷ふるさとの村がある。もちろん、いまとなっては存そん在ざいしないか、あるとしてもオルバの知り合いはひとりとしていないだろうが、この目で見たい、ふたたび足を踏ふみ入れてみたいという欲よつ求きゆうはある。

（最後に見たのは、母さんを連れ戻しにいったときか──）

　そこでガーベラの雑ぞう兵ひように襲おそわれ、リュカオンに助けられたのだ。そして母の手を引いて逃げ込んだ先の隣となり村むらで、オーバリーの部隊に火をかけられた。

　オルバは、同行させていたベインのほうを横目で一いち瞥べつした。村人たちから酒を勧すすめられ、相そう好ごうを崩くずしている。一度は自分の手で焼いた領りよう民みんたち相手に、何ひとつ感情を波なみ立だたせるものはないらしい。

「ところでオルバ」ゴーウェンがこっそりと耳打ちした。「シークたちをなぜわざわざ同どう時じ刻こくに別の場所へいかせた？　辺あたりは山さん賊ぞくが出しゆつ没ぼつして危険だ。いっしょにまわればよかったものを」

　オルバたちが出発するのとほぼ同時に、シークたち別の近この衛え隊たいは南へ向かわせている。ザジから借り受けたクラウという奴ど隷れい女おんなに、パーシルもいっしょだ。

「派は手でなこちらのほうが目立ってくれるからな。あちらの目的は気取られたくない」

「まるで、味み方かたのなかに間かん者じやがいるような口振りだな」

「いても不ふ思し議ぎじゃねえさ。ガーベラの住民引き上げで、ここ数日、アプターは人の出入りが激はげしかったはずだ」

「機き転てんが働はたらくことだ」

「よせ。──それと、気づいたか」

「何だ」

「村人たちから、山さん賊ぞくの話が出ない」

　あっ、という顔をしてから、いよいよゴーウェンは恐おそろしいものを見るような目でオルバをうかがった。

「……確たしかに、商しよう船せんを襲おそうほど規き模ぼの大きな山賊が出しゆつ没ぼつしているなら、村々も被ひ害がいに遭あっている可か能のう性せいは高い。あるいは、たとえ実際には襲われていなくとも、それほどの武ぶ装そう集団が領内にいるとなれば、不安に駆かられよう。それなのに、アプターの新領主である皇おう子じにその話をひと言もしないのは奇き妙みようだ」

「となると、ザジの予よ想そうは外はずれだな。西方から流れ着いたごろつき集団じゃない。おそらくは、メフィウス人だ」

　一いつ行こうは日にち没ぼつ前まえに城じよう砦さいへと引き上げた。

　城じよう門もん前で、同じく帰き還かんしてきたらしいシークらと鉢はち合あわせする。

「どうだった」

「旦だん那なさま、わたしはもうへとへとでございますよ」

　クラウが、確かに疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体ていで言った。しかしその手から今日の成せい果かを渡わたされると、オルバの目が輝かがやいた。

「よくやってくれた。たらふくご馳ち走そうしよう。パーシル、おまえもご苦労だった」

「……いいえ」

　オルバはそのとき、城門脇わきの庭に奇き妙みようなものを発見した。何本かの剣けんが地面に突つき刺ささっている。鍛か冶じ師しが、出で来き損そこないの剣でも埋うめているのだろうかと思った。が、それほど気がかりなものでもない。オルバにはまだまだやらねばならないことがいくらもある。

　そしてそんな彼らの様よう子すを、塔とうの窓まどからノウェ・サウザンテスがじっと見下ろしていた。




　　　　３




　翌よく日じつ、ノウェ率ひきいるガーベラの駐ちゆう留りゆう隊たいが引き揚あげることとなった。ビリーナと並んでその見送りに立ったオルバは、直後、砦とりでの防ぼう壁へきまで赴おもむいて、そこかしこから突き出た塔のひとつにのぼり、長い列をつくった隊の全ぜん容ようを見下ろした。

　荷に馬ば車しやの数がやたらと多い。砦での生活に必ひつ要ような品々なら、前もってガーベラに送り返しているはずで、その大たい半はんは食しよく糧りようであろうと思われる。オルバの顔に、知らず、笑えみが浮かんでいた。それら輜し重ちよう隊たいの数こそが、オルバの予よ測そくを確信に変える決定的な証しよう拠ことなったのだ。

「オルバ」

　そこへ、固い表情をしたゴーウェンが声をかけてくる。オルバは振り向きもせず、

「準じゆん備びはできたか」

「一いち応おう、言われたとおりにはな。しかし、これほどおまえの予測が間ま違ちがっていればいいと思ったことはない。手順のひとつにでもミスがあってみろ、アプターは……」

「もともと、分ぶの悪い賭かけなのさ」オルバは腰こしに吊つった剣けんの鞘さやを叩たたいた。「さあ、もっと景けい気きのいい顔をしろよ、ゴーウェン。殺し合いの場へ、奴ど隷れいたちの背せを送り出していたときみたいにな」

　そう言ってようやく振り向いたオルバの顔は紅こう潮ちようし、目は獰どう猛もうに輝かがやいていた。ゴーウェンは苦にが々にがしそうな顔になって、

「動かせる全部隊が、奇き策さく、陽よう動どうに回れば、こちらの主しゆ力りよくはない。狡こう猾かつも結構だが、それを成なし遂とげるためにはやはり主力が要いるものだ。敵てきの目をひきつけるためにもな。おまえの作戦には『芯しん』がないのさ」

　今日、明日あしたにでも戦争がはじまるようなことを言い、オルバもまたごく当然のようにそれを受け止めた。

「主力ならば、来るさ」

　空は晴せい天てん。森の涼すずしげな風がそよそよと頰ほおを撫なでるなかにあって、オルバの魂たましいははや、戦場に飛んでいた。




　その日は何事もなく過すぎ去さった。

　もはやオルバは率そつ先せんして宴うたげを催もよおしてはいなかったが、彼の楽らく天てん的てきな気分はじゅうぶんに伝つたわっていて、兵士たちはここでも毎夜のように遊びにくり出した。おまけに態度は傲ごう岸がんそのもので、アプターの住民たちにとっては、むしろ統とう率そつの保たもたれていたガーベラ兵のほうがいくらもマシだったのではないかという有あり様さまであり、いよいよ市民たちの間に不安が蔓まん延えんしつつあった、次の日の晩ばん。

　黒くろ兜かぶと団だんから派は遣けんされたリーナスとブラン、二人の若者が城じよう門もんから外へ出ようとしていた。どちらも砲ほう兵へいである。今夜は非ひ番ばんだったが、陣じん地ちに詰つめるべき当とう直ちよくの同どう僚りようもとうに出かけてしまっていた。が、どうせ敵てき襲しゆうなどないとたかをくくっていたので、それも大たいして気に留とめず、これから飲みに出るところだった。

「そこのお二人さん、ちょっといいかい」

　声をかけてきたのは、門もん脇わきの庭でテーブルと椅い子すを出し、カード遊びに興きようじていた近この衛え兵へいたちである。

「何のご用でしょう」

　リーナスは立場上、慇いん懃ぎんに応おう対たいしたが、相あい手てが元もと奴ど隷れいの身み分ぶんであることは当然知っている。表情からは蔑さげすみを隠かくそうともしなかったが、

「ちょっと面めん子つが足たりなくてね。こっちに混まざらないか？」

「いえ、我われ々われは──」

「皇おう子じからたんまり軍ぐん資し金きんはいただいているんだ。どうだい、一回くらい」

　近この衛え兵へいがテーブルの下から皮かわ袋ぶくろを取り出し、テーブルに置いた。ずしりと重そうな音を立てる。リーナスはブランと顔を見合わせた。遊びに出るのも、もちろん金は要いる。

「面おも白しろそうだ」

　ブランが頷うなずいたので、リーナスもつき合うことにした。

「そうこなくっちゃ」

　近衛兵のアイソンは破は顔がんし、椅い子すを引いて二人に勧すすめた。




　アプター南方、ツァーガ鉱こう山ざん。迷めい路ろのように峡きよう谷こくの入り組んだその辺あたりに、一いつ隻せきの飛ひ空くう竜りゆう石せき船せんが進行していた。巡じゆん洋よう艦かんクラスの船で、地面からせいぜい一〇メートルいくかいかないかの低空飛行である。

　空と地上とが、日にち没ぼつ直後の鉛なまり色いろに溶とけ合うなか、怯おびえた鳥が近くを飛び立っていく以外に物音もしないその静せい謐ひつの空間に、しかし実際は大おお勢ぜいの人々が隠れていた。岩と岩の合間から顔を出して眼がん下か数メートル先をいく船を見守っている。彼らの手には銃じゆうがあった。傍かたわらにはいつでも飛び乗れるように準備してあると見える小型飛ひ空くう艇ていの姿すがたもある。誰だれがどう見ても船に襲しゆう撃げきをかける山さん賊ぞくのような一団だったが、しかし彼らは、結局何もしないままに、ただじっと息いきを殺して、船が視し界かいを横切っていくのを見下ろしているだけだった。

　そして、そこからアプターを挟はさんで北方、横長に広がる森。普ふ段だんは人の気け配はいさえしないその場所にも、今夜はなぜか大勢の人ひと影かげが蠢うごめいている。彼らの腰こしにも剣けんや銃のきらめきがあった。彼らは夕ゆう餉げの支し度たくをしていたが、煙けむりが立たないよう、火を使わずに乾かん燥そう食しよくのみの質しつ素そなものである。灯あかりも取らず、ただ寄り集まっては、ぼそぼそとしゃべり声を交かわす彼らのシルエットがいかにも不ぶ気き味みで、おそらく旅人が偶ぐう然ぜんにその光こう景けいを垣かい間ま見ることがあったとしたら、森の怨おん霊りようが集団で声なき宴うたげをくり広げているように見えて、肝きもを冷やしたことだろう。

　そして──、




　ビリーナ・アウエルは、そのとき城じよう砦さいにあてがわれた自じ室しつの露ろ台だいに出ていた。星ほし灯りのもと、都と市し部ぶの輪りん郭かくの向こうに南の森がかすかに見える。風に髪かみを遊ばせつつ、小さくため息いきをついた。

（皇子殿でん下かと、ホゥ・ラン──）

　アプターへ来る途と中ちゆう、山さん賊ぞくに襲おそわれた際さいに見た光こう景けいが忘れられない。ギル・メフィウスが彼女に差し向けたあの笑え顔がお。ビリーナは見たことがない。聞けば、ホゥ・ランが近この衛え隊たいづきの士し官かんになったのは聖せい臨りんの谷での儀ぎ式しき以降だ。それなのに、まるではるか以前から顔見知りのようにも見える。

（テレジアに言えば、きっと、男と女の嫉しつ妬とかと勘かんぐるのだろうけど）

　皇おう子じは、あのときホゥ・ランを心の底から信しん頼らいしていた。山賊に鉄てつ砲ぽうを撃うち込まれたとき、たとえ竜りゆうが暴あばれても、きっと彼女がいるなら何とかしてくれる──そう思い、自みずからは隊たいを率ひきいて山賊を追った。果はたして、ランは期き待たいどおりにやった。だから皆みなと合流した際にギルはあんな笑顔をしてみせたのではないか。

　そのつながりが、ビリーナにはほんの少しまぶしく思えるのだ。何をしでかすかわからない、まるで印いん象しようの定まらない、あの不ふ思し議ぎな皇子が、ランに対しては全ぜん幅ぷくの信頼を置いている。

　いまの自分が果はたして彼女と同じ存そん在ざいになれるだろうか、とビリーナは思うのだ。そしてもしそうなることができれば、今度こそ皇子を意いのままに動かすことができるのではないか、と。

　現げん在ざい、皇子ギル・メフィウスは、またも不ふ可か解かいな行動を取っている。浮かれ騒さわいでいるような態たい度どでいるのはしかし、見せかけではないか、とビリーナは判断していた。さすがにこう何度も驚おどろかされてばかりいると、ギルに対する見方も変わってくる。

（油ゆ断だんのできぬ方）

　と、彼女自じ身しん、祖そ父ふへの手紙に記しるしたばかりだ。都と市しには多くの人間の出入りがあったため、アークス・バズガンの手の者が何食くわぬ顔をして生活していても不思議ではない。彼らを油断させる手ではないか、と想そう像ぞうはつくものの、

（油断をさせて、しかしそれでどうするのだ？　こちらに敵てきを倍ばいする兵力があるのならともかく。むしろ、虚きよ勢せいを張ってでも、こちらの陣じん容ようは磐ばん石じやくだと知らしめるべきではないのか？）

　疑問は数限りない。今回は皇子を信じてみようとは思うものの、しかし、そもそもそう思おうとすること自体、ビリーナの内側に矛む盾じゆんを生しようじさせることにもつながる。

（わたしはガーベラから放たれた毒どく蛇へびなのか、メフィウスに馴な染じんだ皇こう太たい子しの妻つまなのか）

　不安定に揺ゆらぐ足もとが、ビリーナの心そのものを常つねに揺らめかしてやまない。ならばいっそ皇子が本当に暗あん愚ぐで、意のままに躾しつけられるような男であればよかったのか。迷まよいはいったいどこから生じるのか。

（ああ、嫌いやだ。こんなめそめそ思い悩なやむビリーナ・アウエルなんて。これでは、お爺じいさまに叱しかられてしまう）

　もしも男として生まれていたならばどんな騎き士しよりも剣けんをうまく使い、どんな将しようよりもうまく策さくを巡めぐらして、祖父をサポートし、父の期き待たいにそれ以上の成せい果かで報むくいて、ガーベラを大陸一の国家とすることもできたのに、と幼おさないときにそう思っていたビリーナだった。

（それが、ガーベラのためにと思って輿こし入いれした国では、うつけと噂うわさの皇子ひとり躾けることもできず、それどころか振りまわされてばかりの日々）

　彼女の小さな胸むねを蝕むしばんだ不安と焦あせりは、ますます募つのっていくばかり。

　無む性しように、ガーベラへ帰りたい、と思った。飛ひ空くう艇ていを駆かって、この夜空をも飛び越こえて会いにいけたなら。きっと祖そ父ふは怒おこるに違ちがいない。なぜおめおめと逃げ帰ってきた、と。それでも構わなかった。ただひと目、祖父や父、母の姿すがたを見て、ひと声でも叱しかってほしかった。

（わたしは、こうも──）

　脆ぜい弱じやくで、寂さびしがり屋の甘あまえん坊ぼうだったのか。

「そうしておられると」と、後ろからテレジアが声をかけてきた。「一四、五歳の、どうということはない、思し春しゆん期きの悩なやみに身みを焦こがす乙女おとめのようでいらっしゃいますね」

「わたしは、どうということはない小こ娘むすめだ。言われるまでもなく」

「また、らしくないことをおっしゃる。さあさ、姫ひめさま、お茶の準じゆん備びができましたよ」

「テレジア、わたしは、いったいどうしたいのだろう」

　星ほしを見つめ、少女はぽつりとそんな疑ぎ問もんを投げかけた。

「さあ。それは、姫さま以外には決してわからぬことですわ」

「自分の気持ちは、自分でわかるつもり。でも、その『自分』が、内側に何人もいるみたいで気持ちが悪いんだ。ひとりひとり言うことが違うから、どれが本当の『自分』かわからない」

「それが、大人になるということではないでしょうか。おそれながら、生きのままの『自分』でいられる幼よう年ねん期きを終おえた、ということです」

「生のままの──」

　おうむ返しにしようとしたビリーナは、はたと口をつぐんだ。

「いかがなさいました？」

「いや。……以前、お爺じいさまとも、そんな風ふうなことを話したような覚えがある。人は生まれたままの自分ではいられない、いずれ『別の自分』がひとりや二人、時には一〇人以上も誕たん生じようすることがあるからだ、と。その時々に負おった責せき務むや、公こう的てきな立場というものによって」

　そのときはビリーナも幼おさなすぎて、祖父の言こと葉ばをよく理解できなかったように記き憶おくしている。が、いま思うに、それは、王族としての心構えを教えてくださったものではなかったか。

　会話の詳しよう細さいを思い出そうとしたビリーナは、そのとき、足もとを微び震しんにすくわれた。

　あっ、とよろめいた直後に、遠く、砂すな煙けむりが立つのを目もく撃げきする。都と市し部ぶを挟はさんだ門の前だ。

「姫？」

　何かを感じ取ったのだろう、テレジアが駆け寄ってくる。ビリーナは身動きせず、ただ目を瞠みはっていた。

「あれは──」

　門よりさらに南、薄うす暗ぐらく広がっていた森のなか、次々と小さな火の玉があらわれ出でてくる。

（敵てき！）

　はっとビリーナは直感した。あれはおそらく人間ひとりひとりが手にした松明たいまつの火。それら火の列れつが、あたかも大だい蛇じやのように巨きよ体たいをうねらせて森から這はい出てくる。森をひそかに行こう軍ぐんしてきたのだ、とビリーナが感じるより早く、砲ほう声せいが二度、三度と夜空に咆ほう哮こうした。

「て、敵てき襲しゆう！　敵襲、敵襲っ」

　夜や気きを切り裂さいた叫さけびが起こったのは、その直後。

「門もんが砲ほう撃げきを受けているぞ」

「馬を回せえっ」

　数多くの叫びが城じよう砦さい内ないを飛び交かった。都と市し部ぶも大騒ぎに包まれ、ここからでも雪崩なだれを打って城砦のほうへと駆かけてくる人の列が見える。穏おだやかな夜が一いつ転てんして、ゆるやかだった風さえも、肌はだをささくれ立たせる剣けん吞のんなものへと表情を変えた。

「姫ひめさま、ご無ぶ事じですか！」

　そこへ駆け込んできたのは、近この衛え兵へいシークである。ビリーナは我わが身みを案あんずるより、まず、

「メフィウス軍はどうしたのか」

　ほとんど敵てき兵へいへ詰つめ寄らんばかりの勢いきおいでシークに問とうた。

「ひ、姫さま」

　とテレジアが止めるのにも構わず、

「なぜ、こうもやすやすと敵の接近を許したのです。守しゆ衛えいに当たっている兵士は。見まわりの飛ひ空くう艇てい隊たいはどうしたのだ」

「と、とりあえずこちらへ。姫を、無事な場所へ案内するのがわたしの役やく目めです」

「わたしはいい。それより、飛空艇の発着場へいく。味み方かたの兵を叩たたき起こさねば──」

　シークの手をも振りきる勢いで叫びかけ、それから、「ん？」と秀しゆう麗れいな眉まゆを寄せた。背はい後ごの露ろ台だいからはなおも砲声。

「シーク、ここへ来るのが早すぎはしませんか」

「──」

「まさか」

　ビリーナ・アウエルがはっと振り向いたとき、炎ほのおでかたどられた大だい蛇じやの先せん端たん部ぶが、外がい壁へきのすぐ近くまで迫せまりつつあった。




　森から姿すがたをあらわしたのは、先の尖とがった兜かぶとで顔を覆おおい、ゼルド人特有の金ざね鎧よろいを身につけた戦せん士したちの集団だった。森の小山状になったところへ砲ほうを据すえ、南門と、アプターの東南側に迫り出した砲台陣じん地ちとに同時砲撃をかける。

　街まちと砦とりではいかにも蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎに陥おちいっているようだが、敵の部隊はなかなか出てこない。

　襲しゆう撃げき者しやたちの指し揮き官かんナトークが、兜の下でにやりと唇くちびるを歪ゆがめた。浅あさ黒ぐろい肌はだに鷹たかのような顔、というゼルド人の典てん型けいともいえる容よう姿しをしている。

「情じよう報ほうどおりだ。メフィウスの間ま抜ぬけどもめ、酒をかっくらって、まだ惰だ眠みんを貪むさぼっておる」

　迎げい撃げき態たい勢せいを整ととのえてはいたが、これでは襲しゆう撃げきを急いだほうが話は早そうだ。

　ナトークは砲ほう撃げきを連続させた。彼の鋭するどい目が見つめる先で、外がい壁へきに穴あなが穿うがたれ、門の左右を固める櫓やぐらが横倒だおしになる。住民たちの悲鳴が、城じよう壁へきをも飛び越こえてナトークの耳に響ひびいた。

　鞘さやの紐ひもを取っ払ぱらって、ナトークはわずかに湾わん曲きよくした剣けんを引き抜いた。

「南の大おお手て門もんには、我われ々われ主力部隊が当たる。シャダムは鉄てつ砲ぽう隊たい、歩ほ兵へい隊たいを率ひきいて東側に待たい機き。出てくる敵てきを相あい手てせよ」

「はっ」

　炎ほのおの色にあぶられた副ふく官かんシャダムの顔が近くにある。ナトークは笑いかけ、

「敵が押し出してきたら、適当に相手をして森へ退しりぞけ」

　アプター城じよう砦さいにろくな兵力がないのはすでにわかっている。都と市し部ぶに潜もぐり込ませておいた斥せつ候こうが功こうを奏そうした。ガーベラの部隊が引き揚あげた以上、アプターにある軍は五〇〇にも満たないだろう。ナトークが率いてきた兵も三〇〇と少数だが、彼らを運うん搬ぱんしてきた巡じゆん洋よう艦かんはいったん引き揚げたのち、またその中身をいっぱいにしてこちらへ向かってきている。船は森の端で部隊を降ろし、その後続部隊は森を北進、ナトークらの東側を通って、アプターを北から攻せめる手はずとなっている。敵がナトークたちのみに集中してくれれば、挟はさみ撃うちもより効こう果かがあがろうというものだ。

（さすがは、ラバン軍ぐん師しどの。このたった一いち夜やで、いよいよ念ねん願がんのアプターを手中にできるわ）

　ナトークは刃はの先せん端たんを舌したで湿しめした。

　一方、アプター内はナトークが見たとおり、混こん乱らんの極きわみにあった。砦とりでを大あわてで駆かけ抜ける兵士たちはどれも武ぶ装そう途と中ちゆうだし、市し街がい地ちに接した東門と南門に詰つめていた騎き兵へい隊たいも、逃げてくる住民たちに邪じや魔まされて、大通りを前へ進めない。

　アプターの東南側に張り出した砲ほう兵へい陣じん地ちも、ようやくのことで火を噴ふいたが、砲兵戦は長いことつづかなかった。正せい門もんを打ち崩くずした主しゆ力りよく隊たいが、丘おかをのぼり、壕ほりを越こえて内側への侵しん入にゆうを開始したからだ。

　大手門の内側に入ると、さすがに左右の階段からメフィウス兵らがおっとり刀がたなで駆かけつけてくる。しかし数においても、勢いきおいにおいても、ナトークらの敵ではなかった。銃じゆう弾だんを一発、二発と撃うっては、その一〇倍もの火力に泡あわを喰くってすぐさま逃げていく。

「これは、後こう続ぞくを待まつまでもないか」

　市街地へ通じる第二の門は力ずくでこじ開けるまでもない。ナトークはこのまま城砦の通路から砲兵陣地へと兵を向かわせ、敵砲台を抑おさえるつもりである。砲ほう座ざを回転させて、都市部へ撃ち込めば、敵の混乱は高まろう。

　少数精せい鋭えいを砲兵陣地へ向かわせたあと、ナトークら主力隊は門の内側で敵を迎撃することにした。

　しかしほどなくして、精せい鋭えい部ぶ隊たいからの伝でん令れいがナトークの眼がん前ぜんに膝ひざを着いた。どうやら敵てき飛ひ空くう艇てい部隊があらわれ、銃じゆう火かを交まじえているらしい。防ぼう壁へきの上に歩兵を次々と運び入れては、彼らも砲ほう台だいのほうへ合流しつつあるという。

　ようやく敵にも動きが出てきた。正面からは、敵歩兵隊が接近しつつあるという情じよう報ほうも届とどいた。しかしまだ余よ裕ゆうはある。本隊で力押しに迫せまれば、あるいは──という気持ちもあるにはあったが、ナトークは、欲よくに駆かられて使命を忘れるほどに無む能のうな男ではない。敵を軽んじるのは彼ではなく、むしろメフィウスでなくてはならないのだ。

「よし、応おう戦せんしつつ後こう退たい。もう一度砲ほう撃げきさせ、こちらを援えん護ごさせろ」

　すばやく決断を下すと、部隊を南門から後退させていった。

　ここを勝しよう機きと見定めてか、敵歩兵の群むれも砦とりでからあらわれ出でた。ここではじめて、敵味み方かたの抜き連れた白はく刃じん同どう士しががっしと嚙かみ合う。敵の、先頭に立った男はなかなかの使い手だった。ナトークの部下二人が襲おそいかかるのを、巧たくみな足さばきでいなして、首や胸きよう部ぶに剣けん先さきを叩たたき込む。

　ナトークは部下に白はく兵へい戦せんをさせつつ、確実に後退しながら、東側に当たらせていた味方に合流の合あい図ずを出した。

　事ことはすべて、彼らの計画どおりに進んでいた。










　四章　アプター砦を死守せよ
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　そのとき、アプターめがけて森を南進していく一団があった。

　騎き馬ばの群れである。全員、馬の背せに身みを伏ふせつつ、風を切って猛もうスピードで駆けていく。

　その数、三〇〇以上はあろう。夜、それも森を馬で駆けるとなれば、よほど地理に精せい通つうしていなければ不ふ可か能のうだ。『彼ら』は、あらかじめルートを定めてあり、邪じや魔まになるであろう木を切り倒たおす手間をかけてでも、『このとき』来きたるを予期していたのである。

「やあっ」

「せっ」

　と馬を急せき立てる声ばかりを立てて、言こと葉ばもなくただただ猛もう進しんする。馬の筋きん肉にくが躍やく動どうし、背が上下するたびに、腰こしや馬の鞍くらに下げた長ちよう剣けん、槍やりが、甲かつ冑ちゆうに当たってガチャガチャと鳴り響ひびいていた。

「む」

　と、先頭を走っていた騎き馬ばが、突とつ如じよ、ランタンを掲かかげて、

「止まれっ」

　声をあげつつ、手た綱づなを引き絞しぼった。

　木々の開けた、円形の平野となった場所である。そこに、同じく火を掲げて立ち尽つくしている数名の男たちがいた。フードを深々とかぶっているので、身みなりでは正体がわからない。

「何者だ」

　先頭の騎馬が問とう。背はい後ごの仲なか間またちは、槍やりや銃じゆうに手をかけている。馬の荒あら々あらしい呼こ吸きゆう音おんがしばし耳に障さわった。

　と、

「ガーベラの皆みなさまがたでありますな」

「何っ」

　突とつ如じよとして指し摘てきされて、騎馬集団が色めき立った。先頭の男──ノウェ・サウザンテスが、手を振って彼らの激げき情じようを制せいすると、

「そちらは？」

「サウザンテス卿きよう、お待まち申もうし上げておりました」質しつ問もんには答えず、待ち受けていた男のひとりが言った。「そちらのご用向き、理解しているつもりです」

「──」

　ノウェは口を開かない。夜間、わずかな灯あかりに浮き上がるその顔は平へい素そよりいっそう美女めいて見えるが、それだけに唇くちびるを軽く結むすんで無表情に見下ろす様さまが、不ふ思し議ぎな恐おそろしさをかもし出している。

「我われら、対するべき敵てきは同じ」フードをかぶった男は、こちらも感情のうかがい知れない声で言った。「ぜひ、ご同行させていただきたいものです」




　アプター城じよう砦さいからは、追つい撃げき戦せんの勢いきおいに乗って、次々とメフィウス兵が飛び出してきた。

　飛ひ空くう艇ていや、城じよう壁へきの上からもさかんに銃じゆう撃げきを行おこなっている。

「森へ退しりぞけ、退けば、敵は飛空艇を使えん」

　ナトークはこちらの鉄てつ砲ぽう隊たいにも援えん護ごさせながら、じりじりと部隊を後こう退たいさせた。敵歩ほ兵へい隊たいには精せい強きようの士しもあるようだが、いかんせん連れん携けいを取って戦たたかうのに慣なれていないらしく、適てき当とうに相あい手てをしながら後退するのは難むずかしくない。

（メフィウスの第一皇おう子じギル──といったか）

　敵指し揮き官かんの名をナトークは脳のう裏りに思い浮かべた。ここ最近になって、四し辺へんに名を知られるようになった男のはずだが、いざ混こん戦せんとなるとこの程てい度ど。しょせんは温おん室しつ育ちの甘あまったれにすぎない。対して、ナトークはいくたびも戦場を駆かけ回ってきた身だ。くぐり抜けてきた修しゆ羅ら場ばの数が違ちがう。

　剣けんと槍やりとが交こう錯さくし合い、血ち煙けむりが立って、銃じゆう弾だんが地面に穴あなを穿うがっていくうち、敵てきの主しゆ力りよく大半が突とつ出しゆつしてきていた。ここまでは一部の隙すきもなく計画どおり。

　そして、

（来た）

　ナトークの顔に喜き色しよくが浮いた。アプターの北方から鬨ときの声が連なって聞こえてくる。後こう続ぞく軍ぐんが砦とりでの北へと回り込み、いよいよ挟はさみ撃うちをかけようというのだ。勝利の確かく信しんに酔よいしれて、ナトークは反はん撃げきの合あい図ずに片かた手てを大きく振ろうとした。

「なにっ」

　喜色が一転、動どう揺ようの色合いとなったのは、そのわずか数秒後。

　砦の側面、北方から、どどど、と土を蹴け立たてて騎き馬ばの集団がやってくる。ナトークの味み方かたではない。彼らがかざした旗はたに翻ひるがえるのは、あろうことかガーベラの紋もん章しようであった。メフィウスの歩ほ兵へい隊たいを素すどおりして、こちらめがけて突とつ進しんをかけてくる。ナトークの頭が混こん乱らんした。

（馬ば鹿かな。奴やつらは一昨日おととい、引き揚あげたはずではなかったか）

「退ひけ！」

　驚おどろいている間はない。森の奥おくへと入ってしまえば、飛ひ空くう艇てい同どう様よう、馬も追い足は鈍にぶる。ナトークの主力隊が、それでも連れん携けいを保たもったまま森へと後こう退たいした。そこを歩兵隊が追いすがろうとする。

「隊長、ここは」

　決死の形ぎよう相そうで兵の数名が叫さけんで、敵の追い足を阻はばみにかかった。ナトークのすぐ近くで剣けん戟げき音が連続。ナトークは下した唇くちびるを嚙かんで、残る兵らに退たい却きやくの指示を出した。

（まさかガーベラとここまで結けつ託たくしていようとは──）

　メフィウスとガーベラは一〇年間も抗こう争そう状じよう態たいにあった。厭えん戦せん気分でようやく同どう盟めい関係を結んだとはいえ、結けつ束そくが固いはずもない。よもや、いったん引き揚げると見せかけてわざわざ部隊を伏ふせていようとは。読まれていた、とナトークは歯は嚙がみする。そしてその思いは、いままさに、さらなる形となって眼がん前ぜんにあらわれた。

「止まれ」

　今度は、ナトークらの退たい路ろに伏ふく兵へいがあったのである。高台になったところに鉄てつ砲ぽう隊たいがずらりと並んで、狙ねらいを定めている。止まれ、と呼びかけたのは、鉄の仮か面めんをかぶった男だった。

「おまえらに救きゆう援えんは来ない。そちらの巡じゆん洋よう艦かんは我われ々われが襲しゆう撃げきした。命からがらタウーリアへ逃げ帰ったようだが、こちらに兵を割さけないのは明めい白はくだ」

　ナトークは、何か叫ぼうと口を開きかけた。その勢いきおいに釣つられてか、副ふく官かんシャダムが拳けん銃じゆうを引き抜いて仮面の男を狙ねらおうとする。その手を叩たたき落したのは、しかしナトーク自じ身しんだった。

「隊長！」

「──よい。奴やつの言こと葉ばに、噓うそはなかろう」

　巡じゆん洋よう艦かんと後続部隊の存そん在ざいを知っている時点で、こちらの動きは完かん全ぜんに掌しよう握あくされている。勝利を確かく信しんしたのがわずか数分前だというのに、いまやこちらが袋ふくろの鼠ねずみ。

「敵てきを釣つって罠わなにかけるつもりが──」

　こちらのほうがみすみす罠にかかったわけだ。ナトークは自みずから武ぶ装そうを投げ捨てて、

「宣せん戦せん布ふ告こくをして軍ぐんを進めてきた身みではない。捕ほ虜りよの扱あつかいに多くは望めまいが、せめてわたしの部下たちには、寛かん大だいな処しよ置ちをお願いする」

「よかろう」

　仮か面めんの戦せん士しは首しゆ肯こうした。




　眼がん下かで武装を破は棄きしたゼルド人たちが捕ほ縛ばくされていくのを、オルバはじっと見守っていた。

　すべて計画どおり、とは、彼らではなく、オルバに当てはまる言こと葉ばであった。

　そこへ、飛ひ空くう艇ていに運ばれて近この衛え兵へいのゴーウェンがやってくる。東門に接近してきた敵に当たっていたのが彼である。艇ていから飛び降りるなり、

「おまえの読みどおりだったな」

「ああ。ガーベラが引き揚あげた直後が、奇き襲しゆうにはぴったりのタイミングだ。逆ぎやくにここで来ないようなら、アークス・バズガンがアプターを狙っているという噂うわさは当てにはできなかった」

「敵の増ぞう援えんも、作戦も、その上で読んだか」

　ザジ・ハーマンから得た情じよう報ほうを分ぶん析せきしたオルバは、敵が攻せめてくるなら、南のツァーガ鉱こう山ざんを経けい由ゆしてくるだろうと読んだ。巡洋艦に兵を載のせて、アプター南側の森で降ろすに違ちがいない、と。

　オルバは、辺あたりの地形に詳くわしいクラウとパーシルに改あらためて現場を視し察さつしてもらい、詳しよう細さいな地図を作成させた。そこに兵力の大たい半はんを伏ふせておく案あんもあったが、万が一、敵が別の進軍ルートを辿たどった場合は砦とりでが丸まる裸はだかになる上、そもそも大軍を伏せておくにふさわしい場所がほとんどない。

　そこでオルバは自みずからを指し揮き官かんに、銃じゆう撃げきの名めい手しゆ数十名のみを置くことにした。飛空艇を伝でん令れいに使い、敵がどうやら巡洋艦一いつ隻せきのみで兵員を運んでいると知ったオルバは、しかしそれでは敵の兵力が少ないことに気づいた。

（もう一度、兵を運んでやってくる）

　となると、自然、敵の作戦も読める。オルバは後続の部隊を運んでくるタイミングを狙っての襲しゆう撃げきを指示した。

　峡きよう谷こくの隘あい路ろをもの言わず進軍してくる飛ひ空くう船せんめがけ、オルバの号令一下、猛もう烈れつな一いつ斉せい射しや撃げきを浴あびせた。こちらの砲ほうを据すえられる場所は一いつ箇か所しよしかなかったが、巡洋艦クラスの船に兵員を満まん載さいするとなれば、重量とエーテル噴ふん射しや器きのバランス上、どうしても装そう甲こうは薄うすくなる。いかに大型船といえど、至し近きん距きよ離りであれば鉄砲でも効こう果かがあった。

　タウーリアの飛ひ空くう船せんは、敵てきの姿すがたもまともに見えぬ状じよう況きように混こん乱らんした。舷げん側そくの砲ほう門もんを開いてでたらめに応戦するのがせいぜいで、甲かん板ぱんや底辺部から火を噴ふきながら、いま来たばかりの道を退たい散さんする羽は目めになった。

　オルバはあえて追つい撃げきさせず、すぐさま部隊を率ひきいてアプターへと駆かけ戻った。

「……そして、ガーベラのノウェが援えん軍ぐんに来ると踏ふんだ上で、部隊を伏ふせさせたわけか」

　ゴーウェンがうろんげな顔をして首をひねる。

「まるで申もうし合わせたかのようだが、当とう然ぜん、ノウェとおまえは、アプターではほとんど顔も合わせちゃいまい」

「そうできれば、もっと楽らくだったんだが」オルバには珍めずらしく、くすっと少年っぽい笑い方をした。「だが、おそらく奴やつはおれに恩おんを売ろうと考えているはずだとわかっていた。ノウェほどの男なら、アークス・バズガンがアプターを狙ねらっているという動向も承しよう知ちしていたろうし、また、どのタイミングで襲しゆう撃げきをかけるかもわかっていたはずだ」

　ノウェが過分とも見える糧りよう食しよくを積んでアプターを出ていったのがその証あかしだ。彼らはガーベラ領に引き揚あげると見せて、森のなか、アークスの動きを待まってひたすら身みを潜ひそめていた。だからオルバは彼らの辿たどるであろうルートに近この衛え兵へいを配はいしておき、より挟きよう撃げきの効こう果か的てきなタイミングを待って、彼らを手引きした。

「ノウェほどの男も何も、それほど親しん密みつな仲なかでもないだろう」

「噂うわさと、情じよう報ほうと、あとは、勘かんだ」

　ゴーウェンは最後まで、理解できないという顔をしていた。

　ほどなくして、ガーベラの騎き士したちがやってきた。先頭を進んでくるのは、当とう然ぜん、ノウェ・サウザンテスだ。彼はひらりと馬から舞まい降りると、オルバに向かって一いち礼れいした。オルバもそれに倣ならいつつ、高台から降りていく。

「オルバどのか。ソロン以来になる──と言いたいが、貴き公こうはわたしを知るまいな。大だい闘とう技ぎ場じようで応おう援えんしていたものだから、ついつい知ち己きのような間あいだ柄がらだと思ってしまう」

（応援だと。呪のろっていたの間ま違ちがいじゃないのか）

　皇おう子じギル、そして仮か面めんの剣けん闘とう士しオルバ、そのどちらも、ノウェがソロンで描えがいていた策さく謀ぼうを叩たたき壊こわした張ちよう本ほん人にんである。

「しかし、これは……さすがに、脱だつ帽ぼうせざるを得えない。この兵力で何ができるのかと正直疑問であったが、まさかこれほど見事に敵てきを罠わなに陥おとしいれようとは」

「サウザンテス卿きようをはじめとした、ガーベラ騎き士しのご尽じん力りよくがあればこそであります」

「動きを気取られていたわたしとしては、皮ひ肉にくにしか聞こえんな」

「皇子は、サウザンテス卿の義ぎ俠きよう心しんと、ガーベラとの友情を信じておられたのでしょう」

　はっ、といった具ぐ合あいに、声も洩もらさず、ゴーウェンが顔だけで笑ってみせたのは、オルバが心にもないことをしゃべり立てているからだろう。

「ふむう」ノウェは、感情を隠かくしてか、どこか眠そうな顔で頷うなずいた。「まあ、よい。それより、その皇おう子じギルどのに面めん会かいを申もうし入れたいのだが」

「承しよう知ち。他の騎き士しの方々も、どうぞアプターへ。ひと晩ばん、ごゆるりとなされては」

「ご厚こう意いに甘あまえるとしよう」

　オルバは、「皇子にご報告を」と言い置いて、背はい後ごに控ひかえさせていた飛ひ空くう艇ていに乗った。操そう縦じゆう士しに命じてふわりと機体を浮き上がらせる。

　眼がん下かの森に、何人かが傷きずついてうずくまり、あるいは何人かの死体が転がっていた。城じよう砦さいの門前も同どう様ようである。死者の数でいえば、敗やぶれたゼルド人たちより、むしろメフィウス軍人のほうが多い。

「──」

　何か、ふつふつと浮き上がった感情が言こと葉ばになって表ひよう層そう化かするより早く、オルバはそれを無表情に飲み下した。

（わかっている）

　勝利のおたけびをあげる戦場奴ど隷れい──彼らこそ、正門から打って出た歩兵たちである──たちの歓かん呼こを耳にしながら、オルバは前のみをまっすぐ見み据すえた。

（わかっているんだ。だから、おれは何も言わない。言い訳わけもしねえさ）
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　いったん自じ室しつに戻ったオルバは、小こ姓しようディンの助けを借りて『皇子』としての姿すがたになると、威い風ふう堂どう々どう、マントの裾すそをはためかせて城砦内を歩いた。

「殿でん下かだ」

「ギル皇子！」

　市し街がい地ちのほうへ開けた回かい廊ろうを通りかかると、見下ろす先で市し民みんたちが手を振り、皇子の名を呼んで、この勝利を讃たたえている。

　すでに夜も深いというのに、突とつ然ぜんの砲ほう撃げき、敵てき襲しゆう、そして劇げき的てきな逆転勝利、という息いきもつかせぬ事じ態たいに遭そう遇ぐうしたことで、彼らのうち大たい半はんは目が冴さえてしまっているようだ。オルバは微笑ほほえんで彼らに手を振り返す一方で、こちらをあ然と見送る正せい規き兵へいらには鋭するどいにらみをくれた。

「戦たたかっている最中、おれは当とう直ちよく兵へいですら見かけなかったぞ」

　傍かたわらをいく近この衛え兵へいに怒いかりをぶちまける振りもしてみせる。

「腰こしに提さげている剣けんも短たん筒づつも飾かざりか。ならいっそ丸まる裸はだかにして、砦とりでの城壁に吊つるしておくがいい！」

　耳にした兵士を震ふるえ上がらせるようなことを言い捨すてて、本人は西側の塔とうに向かった。そこの頂ちよう上じよう部ぶ、塔とう屋やになった小さな部へ屋やにノウェを待またせてある。

　触ふれ係がかりに名前を告つげさせ、入っていくと、ノウェが立ち上がって迎むかえた。ギルに供とものひとりもいないので、やや驚おどろいた顔になる。

「このほうが、話しやすかろう」ノウェの意いを汲くんでそう言い、「飲まれるか、卿きよう」

「いえ、いただけるなら、お話のあとで」

　わかった、とオルバは頷うなずいて、ノウェの世話をさせていた侍じ従じゆうも下がらせ、いよいよノウェと二人きりになった。

　ともに、しばらく言こと葉ばがない。四し方ほうを囲っているのは柱はしらと背せ丈たけの低い柵さくのみなので、ここからでも灯あかりのちらちら波なみ打うつ市し街がい地ちが見下ろせる。正門近くはことに人の動きが著いちじるしい。夜を徹てつしての修しゆう復ふく作業が行われており、そこには市民たちが率そつ先せんして参加していた。

　ノウェ・サウザンテスは咳せき払ばらいしたのち、

「殿でん下かは、千せん里り眼がんをお持ちでいらっしゃるか」

「さて」オルバは笑いもせず、かぶりを振った。「それは卿の代だい名めい詞しではなかったかな」

「お恥はずかしいかぎりで。正直、わたしも多少は物事を見る力があると自じ負ふしておりましたが、殿下の前では曇くもってしまっていけない。率そつ直ちよくにお尋たずね申もうし上げるが、アプターから発たったあと、わたしの部隊を尾つけさせたのですか」

「その辺あたりは、卿も警けい戒かいを厳きびしくしておられただろう。だから、ただ勘かんに任まかせた」

「勘に」

「ノウェ・サウザンテス卿は、おれに恩おんを売りたいはずだとね。だから、アークス・バズガンのこともわざわざ話題に出さなかった」

「わたしが、あえて殿下を油ゆ断だんさせたと？」

「そうじゃないのかい」

　砕くだけた調ちよう子しでオルバは言い、それから間もおかずして、一いつ気きにノウェの懐ふところに切り込んだ。

「卿が現在危き惧ぐされているのは、エンデとの間に近い将来起こるであろう戦争だ。そして東のアリオン国がそれに加か担たんすることをこそ、もっとも恐おそれている。そしてその場合、同どう盟めい国こくであるメフィウスがいま以上に重じゆう要ような存そん在ざいとなるだろう。だが、我わが父ちち君ぎみグール・メフィウスは、エンデとの接せつ近きんも図はかっておられるご様よう子す。卿にとってみれば、これは故こ国こくの存そん亡ぼうをも左右しかねない、由ゆ々ゆしき事態だ」

「……」

　ノウェの顔から表情が消えた。肩にかかった髪かみを指で払はらう。

「腹はらの探さぐり合いをしている暇ひまなど、惜おしいだけだ。だから率直に言う。卿は、だからこそおれとの個人的友ゆう好こう関係を深めるために、アークスの襲しゆう撃げきを見み越こした上で森に部隊を伏ふせさせ、そして救きゆう援えんに戻ってきた。そうだろう？」

「……ご慧けい眼がん、恐れ入ります」

「それで？」

（え？）

　という顔をノウェはした。オルバは軽く首をひねって、

「それで？　確たしかに、ガーベラ国の救きゆう援えんのおかげで、アプターは無ぶ事じ守られた。それで、代わりにおれに何をさせたい」

「こちらにも、救援を」

　ノウェは、やや苛いら立だたしげになおも髪かみを弄いじりながら言った。本来、自分のペースに相あい手てを巻き込んで話すのが身しん上じようの彼にとって、この会話は耐たえがたいのかもしれない。
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「救援を、いただきたい。というより、いざ開戦となったときに、メフィウスが救援を送ってくださる保ほ証しようが欲ほしい。メフィウスさえ動いていただければ、アリオンも楽らくな戦いにはならないと判断して、いまは軍を退ひきましょう。そしてこれは我われらがガーベラ一国のみの問題ではありません。もしも労ろうせずしてガーベラを切り崩くずすことができれば、アリオンはそこからメフィウスや沿えん岸がん諸しよ国こく、タウラン西方地ち域いきにも必かならずや軍を進めてくるはずです」

「メフィウス、ガーベラ、二国で相手をするにしても、厳きびしい敵てきになるな。そこにエンデが加くわわるとなると」

　エンデとアリオンは統とう治ち者しやの血けつ統とうを同じくする国だが、これまで国こつ交こうはあっても軍事的に共きよう闘とうしたことは一度もない。エンデはその歴史上、前エンデ皇こう国こくと呼ばれていた時期があり、そのときにはアリオンの先せん遣けん部ぶ隊たいと剣けんを交まじえたことすらあるほどで、いかに利り害がい関係が一いつ致ちしているとはいえ一いつ気きにその同どう盟めい関係を強化することも考えにくい。が、

「昨さく年ねん、アリオンの王族がお忍しのびでエンデを訪ほう問もんしたという情じよう報ほうもあります。おそらくそのときは、エンデが我わがガーベラと同盟を結ぼうかという時期であったため、牽けん制せいする意味合いがあったかと思われますが、そのガーベラとの同盟も白はく紙しになったいま、両国が手を結ぶ準じゆん備びに入ったと考えても不ふ思し議ぎではありません」

　アリオンは歴史の長い大国であり、その軍事力も大きい。現げん国王の覇は権けんへの野や望ぼうも貪どん欲よくで、東に散ちらばっていた小しよう国こく群ぐんを平らげ、ついには長年の宿しゆく敵てきであった北東の『聖せいディティアーヌ同盟』と呼ばれる宗しゆう教きよう国家を打ち倒している。それで東とう征せいを終えた現在、さすがにしばらくは大だい規き模ぼな軍事行動は控ひかえるだろうと識しき者しやたちは見ていたが、エンデに援軍を派は遣けんするくらいならば行おこないかねない。

　ノウェ・サウザンテスが身みを揉もむのもわかろうというものだ。

「なるほど」

　オルバは頰を指で撫なでた。仮か面めんがなくなってから、ほとんど癖くせのようになっている行動で、時とき折おり、指先であたたかい肌はだに触ふれて確かく認にんしないではいられないのだ。

　そして彼は、もし多少の知恵がある者ならば、最後の最後までここぞというときのために残しておくであろう手て札ふだを、あっさりと切った。

「一国の存そん亡ぼうを賭かけた事じ態たい。ノウェ卿きようは、愛あい国こく者しやでいらっしゃる。おれが相あい対たいしたリュカオンのように」

「殿でん下か」

「それを守るためならば、いかなる犠ぎ牲せいをもいとわない。たとえそれが、国中から愛あいされ、臣しん下か皆みなが慕したっていた姫ひめ君ぎみの命であろうとも」

　ノウェが息いきを吞のむのがはっきりとわかった。オルバは席せきを立ち、彼に背せを向ける格かつ好こうで柵さくの向こうへ身を乗り出した。

「姫はいまだにガーベラ人。だが、もう間もなくすれば、おれの妻つまとなるであろう。ノウェ卿、そのときになら許さなかった。運うんがよかったな」

「で、殿下」

　振り向くと、ノウェは眉まゆをひそめており、一いつ見けん、むしろこちらのほうを非ひ難なんしているようにも見えた。いや、実際そうだったのだろう。ノウェが、帝てい都とソロンにおいて、ザットや奴ど隷れいたちを扇せん動どうしてビリーナの命を狙ねらったのは事実。そしておそらくギルがそれを知った上で喰くい止めたのだろうということも、ノウェは承しよう知ちしていたはずだ。その上で、アプター委い譲じようにわざわざ立ち合い、恩おんを売ってみせる真ま似ねもしてみせた。

（こいつは、どれほどの愚おろか者か）

　表情に、そんな気持ちがよぎっているように見える。お互たがい知った上で秘ひ匿とくすべきものを、あっさりと口こう外がいしたのだから。

「腹はらを割わって話そうと言ったはずだ、卿きよう。おれは、何というのかな、敵てきと定めた相あい手てと駆かけ引きをしたり、罠わなを張ったり、ということは好すきなほうだが、これからつき合いがあるだろう相手にそれをするのは好かない。卿がそれをまだつづけたいのなら構わないが、お互たがい、得るものは少なかろう」

「殿でん下か、どちらへ？」

　ノウェも立ち上がり、そう訊きいたのは、オルバが塔とう屋やを立ち去さろうとしたからだ。

「時間が必ひつ要ようなら、与えよう。幸こう運うんなことに、ガーベラはさほど森で夜よ露つゆを気にせずに済すんだようなので、食しよく糧りようはまだ残されているはずだ。失礼ながら、少々急ぐ身みなので」

　あとは有う無むも言わさず、オルバは塔から降りた。

　とかく日常において芝しば居いを強きよう要ようされがちないまのオルバであるが、ノウェに洩もらしたことは半なかば本ほん音ねだ。切れ者の彼相手に、ろくな準じゆん備びもないままの自分が駆かけ引きできるとも思っていない。

（ガーベラの部隊とて、もちろん、このままここに留とどまっているわけじゃない）

　階段を降りながら、考えごとは絶たえない。「殿下」とこちらに声をかけたがる人々には笑えみを見せながら、しかし胸きよう中ちゆうはまだ戦場を離はなれてはいなかった。

（次に、アークスがどう動くか。自じ力りきで退しりぞけたわけじゃねえからな、逆ぎやくに、こっちに後ご詰づめがないと悟さとられた可か能のう性せいが高い）

　もし自分がアークスの立場ならどうするか。オルバはその考えに没ぼつ頭とうしながら、しかし目先の問題として、まだ片づけねばならないこともあった。




　翌日、オルバは市し街がい地ちの視し察さつに出かけて、門や南側砲ほう台だいの修しゆう復ふく作業を見守ったのちに、主おもだった将しよう兵へいを砦とりでの中庭に集めた。

　オーバリー、オーダイン麾き下かの正せい規き兵へい、ゴーウェンら近この衛え兵へい、そしてパーシルら戦場奴ど隷れい。

　昨夜ゆうべの戦たたかいで功こうを挙あげた兵らの名前をひとりひとり呼んで、報ほう奨しようをじかに手て渡わたす。もちろん、そのほとんどは、あらかじめオルバが命令を下していた近衛兵であり、パーシルら歩兵隊である。

「あとは、誰だれかいるか」オルバは全員の顔を見渡して言った。「名乗りをあげてみよ」

　正規兵たちは視し線せんを逸そらして、居い心ごこ地ちが悪そうにしている。ほとんどが遊びに出かけていて間に合わなかったか、あるいは突とつ然ぜんの敵てき襲しゆうに恐れをなしてしまって、敵てきと剣けんを交まじえることのできた者などいない。

「殿下」

　そこで進み出たのが、近衛兵のアイソンである。

「何だ。おまえにはじゅうぶんな金きん額がくを与えたはずだが」

「いえ。こちらの、リーナスとブラン。黒くろ兜かぶと団だんの二人ですが、我われ々われと合ごう力りきして、よく働はたらいてくれました」

「そうか。おまえらの名前、覚えたぞ。オーバリー将軍にも黒兜団切っての勇ゆう士しであるおまえたちのことはよく話しておこう」

　オルバはにこにこと相そう好ごうを崩くずして、逆ぎやくにおずおずと進み出てきた二人にも、惜おしむことなく報ほう奨しようの金を渡わたした。本ほん来らいならこの二人も夜遊びに出かけようとしていたところであるのを、アイソンが呼び止めていたのである。それもオルバの指さし図ずだ。

「どうして、わざわざ」

　とシークが訊きいたのは、それから半時間後、皇おう子じの私し室しつ内ない。

「いや、わかるつもりだけどね。気き前まえのいい皇子は、働きに応おうじてきちんと評ひよう価かしてくれる、というのを見せようというんだろう。特に正せい規き兵へいの連中は、自分たちの仲なか間まが運うんよくその相しよう伴ばんに預あずかっているのを見たなら、次はきっとおれも、と思うに違ちがいない」

「そこまでわかっているなら、いいだろう」

　オルバはというと、テーブルに本を広げて猫ねこ背ぜ気ぎ味みにそれを読みながら、手づかみで遅おそい昼食を摂とっている。

「いや、もっと効こう率りつのいい方法はあったはずだよ。きみの作戦を正規兵にも授さずけていれば、もうちょっとは楽らくに戦たたかいを進められただろうし、彼らだって、皇子の有ゆう能のうぶりに胸を打たれたんじゃないか、って」

「命を賭かける以上、有能に越こしたことはないが」

　オルバがソースだらけの手でページを繰くろうとしていたので、ディンがため息いきをついて、代わりにその作業を引き受けることにした。

「それだけでは、次の戦いで、必ひつ死しになってくれるとは限らない。恥はじを搔かいて、悔くやしがって、そして次の機き会かいには自分も認められるかもしれないとなれば、剣けんを握にぎる手、引き金にかけた指にも、常以上の力が入ろうというものさ」

「もういっぱしの軍ぐん略りやく家かだな」

　ゴーウェンが皮ひ肉にくを口にしたが、

「さてね」オルバはまともに取り合わない。「こと集団での大おお喧げん嘩かとなれば、敵を警けい戒かいするのと同どう様よう、いやそれ以上に味み方かたに気を配くばることが重要になる、と思ったまでのことさ」

　オルバは鼻が利きくのだろう、と、のちのちになって、シークがゴーウェンに言ったことがある。

「鼻が？」

「何と言うんでしょうかね。一〇ある事態のうち、九のことを見たとしても、残り一のことがまったく予想のつかない人間もあれば、たった二、三のことを見ただけで、残りのことをすべて予期する人間もいます。オルバの場合、予期する、というより、本ほん能のう的てきに嗅かぎ取る、というべきでしょうか。よく見ていますよ、あの子は。ぼくたちは大だい胆たんな手を打つ彼に驚おどろかされてばかりいますが、しかしその一いつ手てを打つために、繊せん細さいすぎるほどあらゆることに気を配くばり、情じよう報ほうを仕入れようともする。それに加くわえて、野や生せい的てきな、というか、独どく特とくの、勘かんの鋭するどさがある。なまじ剣けんの腕うでが優すぐれているから見み誤あやまりがちになるが、彼は、そもそも一剣士で終わる器うつわではなかったのでしょう」

「しかしな」ゴーウェンは太い腕うでを組んで、空を仰あおいでいた。「そうして、あいつが高みからの視し点てんに固定化されるのを、おれはいい傾けい向こうだとは思わんよ。それでは、他の皇こう族ぞくや貴き族ぞくと同じになる」

「何を言っておられるんです、近この衛え隊たい隊長どの」シークは白い歯はを見せて笑った。「ぼくは逆ぎやくに、楽しみですけれどね。一いつ介かいの剣けん闘とう士しであった彼がどこまでのぼりつめていけるものなのか。それをこんな間ま近ぢかで見られる楽しみがあるだけでも、彼についていく甲か斐いがあるというものですよ。ゴーウェンどのはどうなんです？　なぜ、彼についてくる気になられたんです」

「剣けん奴ど隷れいを育てるのに飽あいたからさ」

　ゴーウェンは本ほん音ねともごまかしともつかないことを言った。それから、

「高みからの視点か。しかし、意い識しきしてでもそれを得ようとしなければ、寝ね首くびを搔かかれる世せ界かいではあるな」

　ひとり言のように、そんなつぶやきを残した。




　捕ほ虜りよとして捕とらえたゼルド人たちのうち、兵士の大たい半はんはそのまま釈しやく放ほうしたが、もちろん指し揮き官かんであったナトークや副ふく官かんシャダムなどは、地ち下か牢ろうに閉じ込めてある。オルバは特別、彼らを尋じん問もんしたり、あるいは拷ごう問もんにかけたり、といったことはしなかった。ただ一度気まぐれのようにそこを訪たずね、酒とわずかばかりの酒しゆ肴こうを振る舞まって、世せ間けん話ばなしをした。

　ナトークは警けい戒かいしながらも、いくらかタウーリアに関して差し支えのないようなことを話した。オルバはその会話でタウーリア太守アークス・バズガンの人となりを少しでも見み極きわめようとしていたのだが、成せい果かがあったのかどうかは自分でもよくわからない。

（愛あいされている男ではあるようだな）

　だが、たった二時間足らずの会話でわかったような気になるのもどうかとは思うものの、どうにも大人物の気がしない。確か、ザジ・ハーマンも言っていたはずだ。

「悪い男ではございません。民たみ草くさからも慕したわれております。ただ、ゼル・タウラン国を興おこしたヤッシュ・バズガンを神のように崇あがめており──まあ、これは代々のタウーリア領りよう主しゆがそうでしょうが──、その威い光こうはいまでも西方全域に通じるのだと信じている節ふしがある。いつかは知らねど、いずれ、そういずれは、アークス自じ身しんが新たな国を興すという野や望ぼうを抱いだいておるとか」

「他に、タウーリアの人物を知らないか。知っておいて損そんはない、というような」

「そうですな」ザジはしきりに首を上下させながら、「副ふく官かん的てきな位置にあるヒルゴ大たい公こう、これはもう年寄りですな。その養よう子しのボーワン将軍は、若く、威い勢せいもいいし、アークスの娘むすめエスメナ・バズガンといずれ結けつ婚こんするという噂うわさですが、これも風に乗って名前が伝つたわるほどの器うつわではない。ふむ。……ただ」

「ただ？」

「アークスの軍ぐん師しラバン・ドウ。竜りゆう丁ちようもつとめており、これも年寄りですが、なかなかの切れ者ということです。一〇年ほど前、メフィウスに攻せめられて一度は滅ほろびの憂うき目を見かけたタウーリアですが、そのとき、他の小国家群ぐんに檄げきを飛ばし、彼らに策さくを授さずけてメフィウス軍を追い払はらったのもラバン・ドウであるとか。竜の調ちよう教きようにかけても、天てん才さい的てきであるという話を耳にしたことがございます」

（ラバン・ドウ）

　西方タウラン諸しよ国こくは、メフィウスと同じく、竜を調教して戦たたかいに用いることが多い。アプターを攻せめてきたときは隠おん密みつ行動ゆえにつれてこなかったのだろうが、もし正面から軍を進めてくるとなれば、今度こそそのラバン・ドウ自みずからが調練した竜部隊があらわれるだろう。

　と、ザジ・ハーマンから得たそれらの情報をシークたちに話している最中、意外なところから意外な反はん応のうがあった。

　オルバたちは、騎き竜りゆう隊たいの訓くん練れんを見るともなしに見ながら話していたのだが、近くで竜の様よう子すをうかがっていたホゥ・ランが、

「ラバン・ドウなら知っている」

　とやにわに言い出したのである。

「わたしのいた部族でも、有ゆう名めいだった。野や生せいで育った気き性しようの荒あらい竜でさえ、三日とかけずに従したがわせる、というほどの男だったらしい」

　ホゥ・ランは、メフィウス西方遊ゆう牧ぼく民みん出しゆつ身しんだ。ゼルド人の血も引いているだろう。いまのいままで、彼女に情報を求める、という選せん択たく肢し自じ体たいが思い浮かばなかったことにオルバは自分でも不ふ思し議ぎな思いに駆かられながらも、

「まるでランみたいな男だな。ランと、どっちが上だ」

「上か下かはわからない」ランは歌うように言った。「ただ、そんな男のそばにいる子たちを見てみたいとは思う」

　微笑ほほえみを絶たやさず、いつになく上じよう機き嫌げんな様子だ。そのとき、騎竜隊のひとりが、テンゴから横よこ倒だおしになった。鐙あぶみに足が引っかかって、そのまま引きずられそうになるところへ、ランがぱっと駆け出していく。空をも駆けるような足取りでテンゴのそばへいくと、鳥のように口が突つき出した竜の顔に手を触ふれ、それから長い首を撫なでさすってやった。テンゴは見る間に大人しくなって歩あゆみを止める。兵士らが恐おそる恐る近づいて、騎竜兵の身体からだをその足もとから引きずり出した。

「ランめ」

「どうした？　ゴーウェン」

「敵てき愾がい心しんに燃えているようだな」

「あれが？　笑っているように見えましたけれど」

　シークが驚おどろくと、

「親子の縁えんを結んで暮くらしているうちに、おれにもようやくわかったことがある」ゴーウェンはいままでの彼に似にない、妙みように面おも映はゆそうな顔で言った。「あれは、実に表情豊かだよ。というより、感情をそもそも隠かくすすべを知らない。余よ人じんにわかりやすい形で出ないだけなんだ」

「はあ」

「目が素す直なおだ。噓うそを決してつかないのさ」

「実に、親おや馬ば鹿かですな」

　と、シークが当のゴーウェンには聞こえないような声で言ったので、オルバは笑いを嚙かみ殺すのに苦労した。

　しかし、シークは会話の流れをがらりと変えて、唐とう突とつにその鉾ほこ先さきをオルバへと向けた。

「時にオルバ、ビリーナ王女とは最近会われたかい」

「何を言い出すんだよ。最近といわず、今朝だって、いっしょに食卓を囲かこんだ。おまえもいただろう」

「ギル皇こう太たい子しどの、としてではないよ。近この衛え兵へいオルバとして、さ」

「…………」

　その必ひつ要ようがあるのか、と問とうようなオルバの沈ちん黙もくに、珍めずらしくシークは怒おこったような口振りで、

「一度は手に手を取って踊おどった間あいだ柄がらだろう。剣けん闘とう大会のときにいただいたメダルの礼れいはしたの？　それどころか、ザットの謀む反ほん以降、ご挨あい拶さつにもいってないんじゃないのか。いまから会いにいくといい。ギルとオルバ、二人が同一人物でないと悟さとられないためにも、時々は顔を出して、元もと剣けん闘とう士しオルバのほうを印いん象しようづけないといけないよ」

「待まて」

　とオルバが抗こう弁べんしようとする間にも、シークはさっさと小こ姓しようのディンを呼んで、着き替がえを持ってくるように言いつける。

「さあ、いったいった」とシークはオルバの背中をどやしつけた。「先ほど、王女は飛ひ空くう船せん発着場にいかれて、飛ひ空くう艇てい隊たいの訓くん練れんを見守っておられた。まだいらっしゃるだろう。急いで、急いで」

　こうして、シークに押し切られる形で、オルバは釈しやく然ぜんとしないまま剣けん士し装しよう束ぞくにさせられる。

　シークの指し摘てきしたようなことに、いままで気が回らなかったのは確たしかだ。メダルの礼もしていない、というのも、言われてみれば具ぐ合あいが悪い。あれは、ビリーナから贈おくられた友情の証あかしであった。

（ちっ）

　元もと剣けん奴ど隷れいと王女とでは、いまさら比ひ較かくするまでもなく身み分ぶんが異ことなる。そんな王女から示しめされた親しん愛あいの情じようを元奴隷が放っておいたままでは、要いらぬところで不信を招まねきかねない。

（シークめ、最初から段取りを決めてやがったな）

　鉄の仮か面めんで顔を覆おおい、革かわの胴どう鎧よろい姿すがたで、飛ひ空くう船せん発着場となっているところへ向かう。アプターの城じよう壁へきでもっとも高い場所から、さらに数メートル高い位置にあった。

　そこへ歩いていくうちに、シークへの恨うらみなどはあっさり消えた。オルバを取り巻く問題、難なん題だいは少しも減へることがない。個人的感情など、いまは優ゆう先せん順じゆん位いもつけられないくらいはるか下にある。

　ノウェ・サウザンテスの件けんに関しても、オルバには不安があった。いまは彼に時間を与えるべきだとは思うものの、そうそう長いこと待まっていられない現実がある。

　ゴーウェンに言われるまでもなく、オルバはノウェ個人のことなどほとんど何も知らない。しかし、おかしなところで彼に対する『信しん頼らい』のようなものがあった。

（自じ国こくの王女を殺害してでも、国の利りを優ゆう先せんしようとした奴やつだ。そこまで割わり切れる奴なら、いっときの感情を埒らち外がいにおいてでも応おうじてくれるはず）

　建けん国こく祭さいのとき、ノウェが王女の命をも利用しようとしていると知ったときには怒いかりがあった。オルバ自じ身しんの過か去こにも直ちよつ結けつする、身み勝がつ手てな権力者への怒りであった。

　と同時に、それこそが、ノウェへ『信頼』を置く何よりの根こん拠きよでもある、という矛む盾じゆんを、前ぜん述じゆつしたのと同じ理由でオルバはあえて考えないことにしていた。

（とはいったところで、）

　ノウェが本当に応じてくれるかどうかは、確かく証しようが持てない。オルバはいまの時点で、すでにアークスを退しりぞけた「先」をも考えている。そのためには、どうしてもノウェ・サウザンテスとの腹はらを割わった話し合いが必ひつ要ようになるはずだった。




　　　　３




　船を係けい留りゆうするドックにほど近い、段だん々だん状じようになった通路の上にビリーナ・アウエルは腰こしかけていた。上空を旋せん回かいする飛空艇の影かげを見上げている。ニール・トンソン率ひきいる、急ごしらえともいえる飛空艇部隊の訓くん練れんは、戦せん闘とうから日もおかずに行われていた。

（おや）

　と、姫ひめのほうも接近してくる近この衛え兵へいに気づいて、微び笑しようを浮かべた。

「最近、お見かけしませんでしたね。また、皇おう子じどののご命令で、極ごく秘ひ任にん務むの最中？」

「いや」

　なるべく、皇子とオルバとの間に人間的な差を出さなければ気取られる、と緊きん張ちようしているオルバには、素そっ気けない返事しかできない。

「わたしには言えないことなのでしょう。気にせずともよい」

　ビリーナは言って、ふたたび目を空へと転じた。足をぷらぷら揺すりながら、その顔はどこかぼんやりとしている。

（何か、妙みように）

　無む防ぼう備びな気がして、オルバはさらに落ち着かなくなった。こんな顔をする姫ひめ君ぎみを見るのははじめてだ。『皇おう子じ』として相あい対たいするときのビリーナは、大たい抵てい、切るような烈はげしさを身みにまとっているのに、いまはそのかけらも感じられず、いうなれば、それこそ相あい手ても『王女』としてでない、一四、五歳のただの娘むすめのように見える。

　メダルのことをいま切り出すのもどうにも間まが悪く思われて、オルバは会話もなしに姫の傍かたわらに立ったまま、こちらもじっと空を見上げていた。

　風が吹ふいた。

「あ」

　とオルバが声を発したのは、舞まってきた木の葉が、ビリーナの髪かみに絡からみついたからだ。ビリーナも気づいて後頭部に手をやろうとするところを、

「失礼」

　ひと声かけて、ビリーナの髪からそっと木の葉を取り除のぞいた。触ふれると、まるでその端はしから溶とけてしまいそうなほど柔やわらかで、そのくせ芯しんをも感じさせる滑なめらかな髪。その感かん触しよくにどきりとなる自分を、オルバは妙みように苦にが々にがしく思った。

（まるで、女を知らない小こ僧ぞうのようだ）

「ありがとう」

　また、ビリーナはあどけなく笑う。そんな顔を最初から『ギル皇子』にしてみせていたら、きっと王族や貴き族ぞくといった人々に詳しくないオルバなどは、あっさり（世間知らずの、たわいもなくかわいい姫だ）くらいに思わされてしまい、すっかり騙だまされていただろう、というほどの無防備さである。

「……何か、お考えごとですか」

「そう見えますか」

「その、妙に、ぼんやりとしていらっしゃるように。不ぶ躾しつけではありますが」

「よい。そのとおりでしょう。ここのところ、考えることが多すぎて、いまは、何と言うか、そのどれもあえて考えないでいる時間が、変に心ここ地ちいいのです。自分の義ぎ務むからただ逃げているだけなのでしょうけれど」

　いえ、とオルバ。

　自分にもわかる気がする。目が回るほどの忙いそがしさに追い立てられている日々は、彼も同どう様ようだ。我われをも忘れて熱中してはいるものの、しかし、時とき折おり、一日のほんのごくわずかな時間だけ、考えねばならないことからあえて目を背そむけて、あらゆる面めん倒どうごとの詰つまった頭をあえて空くう白はくにしてみせる、その一いつ瞬しゆんが、雲に浮かぶほど心ここ地ちよく思うことがある。

「考えに考えても、答えの出ないことは数多くございます。もはやどこにも道のない迷めい路ろにいき詰づまったような思いがしたとき、あえてそれを頭の片かた隅すみから放り出すのも、実は大切なことではないでしょうか。午ご睡すいからふと目が覚めたとき、改あらためて真まっ白な気持ちで迷路を眺ながめまわしてみたら、意外なところに抜ぬけ道があったものだ、と驚おどろかされるのもよくあることです。何だ、こんな簡かん単たんなことだったのか、というような」

「わかる」ビリーナは力強く頷うなずいた。「ですが、オルバ。この命めい題だいはいままでぶち当たってきたどの迷路より、果はてしなく重く、深い。たとえばあなたに答えられましょうか」

「どうぞ、おっしゃってみてください」

「では、問といましょう。わたしは『何者』か、オルバ？」

「は？」

　思わず無ぶ粋すいな声をあげた仮か面めん剣けん士しを、ビリーナはやや上うわ目め遣づかいで見やって、

「ずっと考えていたのです。アークス・バズガンの襲しゆう撃げきがあった際さいにも、皇おう子じはそれを予測していながら、わたしに打ち明けることがなかった。ただ、無ぶ事じ逃げられるようにと近この衛え兵へいのシークを近くに配はいしていたのみ。そのときは腹はらが立ったものだ。皇子にとっては、しょせんはわたしも騙だますべき『敵てき』のひとりなのかとも思ったし、皇子はわたしをいったい『何者』と思っているのだろう、と悔くやしくもあった」

「…………」
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「ですが」とビリーナはひと息いきついて、「その答えは、わたし自じ身しんにも出せないものだった。自分のなかにまるで大おお勢ぜいの他の自分がいるようで、どれが本当の自分なのか、あるいはどれも偽にせ者ものなのか、それすらもわからない。自分自身ですら摑つかみどころのない『自分』を、どうして他人に信じさせることができよう」

（兄さん）

　そのときオルバの胸むねに去きよ来らいしたのは、六年以上も前、故郷ふるさとの村で、青白い月光に濡ぬれながら、星ほし空ぞらの下、兄あにロアンと語り合っていた事こと柄がらだった。ビリーナは顔を伏ふせて、

「自分が情なさけない思いに駆かられもするのです。わたしは勇ゆう敢かんで、果か断だんで、有ゆう能のうな兵にも将しようにもなれる人物だと思っていた。敬けい愛あいするお爺じいさまのように。それが、他ならぬ自分のことすら把は握あくできずにいる。先ほどオルバは迷めい路ろにたとえたが、わたしの場合、その迷路にいき詰づまって出口がいったいどこにあるのか、というよりも、出口がいっぱいありすぎて、どこへ向かって進めばよいものやら、見当もつかずにいる──」

「皆みな、そうなのでしょう」

「皆？」

　オルバの声は、若じやつ干かん、震ふるえていた。

「本当の自分が何者であるか。皆が皆、その答えに迷まよい、あるいは答えがあるのかどうかもわからぬなか、日々を過すごしているのではないでしょうか。どのような人間も──王おう侯こう貴き族ぞくも、剣けんを取って一日の命と引き換かえに顔も合わせたことのない人間と殺し合いをさせられる奴ど隷れいたちも、哲てつ学がく者しやも、宗しゆう教きよう家かも、農民も、商しよう人にんも──、皆、己おのれの境きよう遇ぐうを嘆なげいて、自分自身を持て余あまし、どこかに別の、本当の生き方があるのではないかと夢ゆめ焦こがれもする。自分が『何者』か、『何者』になれるのか、それは、空一面の星を数え終えることなどないように、尽つきることなくいつまでもつきまといつづける悩なやみなのでしょう」

「──」

「おそれながら、それは王女ビリーナさまも、わたしのような血ちにまみれた身分の人間でも、変わることなどないのではないでしょうか」

「わたしは、恥はずかしい」

「え？」

　夢から覚めたように、はっとオルバは少女のほうを見やった。ビリーナは立てた膝ひざの合間に両手を組んで、その上に顎あごを置きながら、

「まるで、自分だけが苦く悩のうの只ただ中なかにいるような思いがしていた。だけど、言われてみれば、なるほどそうかもしれない。皆が皆、そのように迷い、惑まどっている。であるからこそ、人はいついかなるときでも指し針しんを求め、互たがいを支ささえ合うつながりを欲ほつするのでしょう。何だか、オルバにはいつも教えられてばかりいる気がする」

「いや、おれの言うことなど、そう深しん刻こくに受け止めるほどに大たい層そうなものでは」

「酔すい狂きようで言ったと申もうすか？」姫ひめは、むっと目線を上げてにらみをくれる。「そうではあるまい。オルバもまた、迷まよい、惑まどっている人間だからこそ、そのように言うのだろうけれど、これで少しは気分が晴はれた。皆みな、そうなのですね、そう、お爺じいさまも、テレジアも、あなたも、そして、ギル・メフィウスどのも」

　オルバはそれ以上何も言い返さなかった。王女に語ったことなど、しょせんは兄あにロアンの受け売りだ。が、いま改あらためてそれを口にしたとき、これ以上もない実感と、悲ひ哀あいと、少しのやましさがあった。

　と、このとき、飛ひ空くう艇てい隊たいが飛行を終えて、着陸態たい勢せいに入っていた。最初の一、二機はスムーズに着陸したが、三機目のエーテル放出量と速度とのバランスが崩くずれ、地上すれすれで横よこ倒たおしになった。

「左の操そう縦じゆう桿かんを引いて、ペダルを踏ふみ込んで！」

　オルバが驚おどろくほど大声を張り上げて、ビリーナは立ち上がった。

　艇ていはがりがりと翼竜ワイバーンの足に当たる部分で路面をこすったが、かろうじてそのまま叩たたきつけられずに済すんだ。

　王女は照てれ笑いのようなものを浮かべると、

「皇おう子じには内ない緒しよですよ」

　そう言うと、オルバの返事も待またず、一いち目もく散さんに飛空艇のほうへと駆け出していった。




「ノウェさま」

　庭の敷しき石いしを踏ふむノウェ・サウザンテスに、青せい銅どう騎き士し団だん第二騎兵隊隊長ロジェが追いついた。

「いつまでここに留とどまっておられるのです。本国では、いつエンデと戦せん端たんが開かれるかわからぬ状じよう況きよう。国こつ境きようの警備を固めねば──」

「わかっているよ」

　使用人たちが庭木の剪せん定ていをしているのを見て、歩あゆみを止める。ロジェもならいつつ、

「メフィウスの手助けなどなくとも、我われら騎士団の力のみで、エンデ、アリオンなどは退しりぞけてみせましょう」

「で、あろうが」

　ノウェとて、自じ軍ぐんの力を過か小しよう評ひよう価かはしていない。ひとたび守りに入れば、アリオンの遠えん征せい軍ぐん相あい手てにもある程てい度どは持ちこたえよう。アリオンが中ちゆう央おうにまでその版はん図とを拡かく大だいするのを快こころよく思わない勢力は他にもあるだろうから、たとえば北の沿えん岸がん諸しよ国こくに檄げきを飛ばし、連合軍を編へん制せいするのも手ではある。

（しかし）

　ガーベラはまだ一〇年戦争の、そしてリュカオンの謀む反ほんから被こうむった痛いた手でが癒いえていない。でき得るなら、アリオンが来る前に、そしてもっと言えば、エンデが軍を進めるその前に、この事態を終結に導みちびきたい思いがノウェにはある。そのためにはどうしてもメフィウスの協力が必ひつ要ようとなる。となれば、エンデとの接近を考えている皇こう帝ていグールよりは、やはり皇おう子じギル・メフィウスのほうに話をつけるべきだ。が、

（ある意味で、皇帝グールよりも、あいつは見えん男だ）

　オルバが危き惧ぐしていたとおりに、ノウェは『ギル・メフィウス』をどこまで信しん頼らいしていいものか、いまだに葛かつ藤とうのなかにあった。

（権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけていながら、正面から相あい対たいすると、変に若い、というか、青臭くさい部分を感じないわけにはいかない。そこがリュカオンと似にかよう部分もあるが、しかし理想に燃えているわけでもなければ、不ふ思し議ぎなことに愛あい国こく心しんのようなものもさほど感じられない）

（ガーベラの存そん続ぞくがかかった一いち大だい事じだ。見えんままの男にそれを託たくしてよいはずはない。さて、どこから衝ついたものか）

　強しいて言うならば、オルバはノウェを警けい戒かいさせすぎたのだろう。この辺あたりに、いまだ王おう侯こう貴き族ぞく間かんのやり取りに馴なれないオルバの弱じやく点てんがある。

「おや」

　庭にわ師したちの背中から視し線せんを上げて、ノウェは上空を見やった。砦とりで東方にある飛ひ空くう船せん発着場の方向から、数機の飛ひ空くう艇ていが編へん隊たいを組んで飛んでいる。訓くん練れんの一いつ環かんだろうが、ノウェが目を留とめたのは、その先頭にいる乗り手だ。ここから見ると、豆まめ粒つぶのような小ささでしかないが、あの影かげを見まがうはずがない。

「あれは」

　ロジェが言ってから、くすりと口もとをほころばせた。変わっていない、と言いたいのだろう。

　二人して、発着場のほうへと向かった。案あんの定じよう、帰着してきた艇ていのうち一機から降りたのはビリーナ・アウエルだ。身体からだの線が浮き上がる飛空艇乗りのつなぎは、何度見ても高こう貴きな婦ふ人じんに似につかわしい品とは思えない。若いロジェなどは赤せき面めんして目を逸そらし気ぎ味みである。が、服ふく装そうについてとやかく言う筋すじ合あいはノウェにはない。こちらに気づいて、王女が手を上あげつつ近づいてきた。

「サウザンテス卿きよう。いつまで、アプターに留とどまりあるか」

「いささか片づけねばならぬこともありまして……そうですな、明日あしたか、明後日あさつてには」

「そうか。世話をかけましたね」

　頰ほおの汗あせを拭ぬぐって、快かい活かつそうに王女は答えた。

「姫ひめは、どこへいかれても空がお好すきなようですな」

「ああ。無む理りを言って、艇を借かりた。ちょっとした気晴らしのつもりだったが、そうすると、こちらの隊士がぜひご教きよう授じゆを一いつ手て、というので、うれしくなってしまったのだ」

　メフィウスの飛ひ空くう艇てい乗りたちは、皆みな、疲ひ労ろう困こん憊ぱいでへたり込んでいる。ビリーナは、ガーベラが世せ界かいに誇ほこる精せい練れんの飛空士たちと肩を並べるほどの腕うで前まえだ。王女についていくのが精いっぱいだったのだろう。

「空はいい。地上でいくら国がわかたれようとも、世界は空ひとつでつながっている」

（おや）

　ノウェは王女と同じく空を見上げたが、心のなかでは忍しのび笑いを洩もらしていた。

（感かん傷しよう的てきでいらっしゃる）

「それで、ノウェ」王女は名前で呼んで、やや声を低めた。「エンデとは、どうなっているのです」

「正直、芳かんばしくない事態ではあります。こちらの使者も門前で追い返されました」

「ギル皇おう子じは、何とおっしゃられていた」

「これも、なかなか」

　ノウェはおどけるように言い、ビリーナは、

「すまぬ」と目を伏ふせた。「あの方は、いつもああなのだ。他人が気にかけていることにはまったく関かん心しんを払はらわないようでいて、しかし、必かならずや何かを考えている。それは信じてほしい」

「と、願ねがいたいものですが」

「大だい丈じよう夫ぶだ。いつもいつも、わたしが我が慢まんの限界を超こえて、そろそろお尻しりを蹴けっ飛ばそうかというときになると、いつもそれをかわすみたいに、ひょいと動いてみせる。そしていったんそうなると、あの方の行動は速いのです」

（ははあ）

　ノウェは微笑ほほえましい思いにとらわれた。理由は言うまでもない。そしてそれと同時に、

（もうすっかり、メフィウスの立場でいらっしゃる）

　すまぬ、という言こと葉ばも、信じてほしい、という言葉も。

　しかしノウェには、彼女自じ身しん、皇子に対しては焦あせりと苛いら立だちがあるのだろう、とはわかる。それでいながら、『他国』のノウェにはああ言わざるを得ない。先ほどは感傷的とも見えたが、それを吞のんだ上で相そう応おうの態度を維い持じできるなら、王女が大人になった証あかしでもあろう。

「何なら、本当にお尻を蹴っ飛ばしてもよいのですが。ノウェの前に無む理り矢や理り引っぱっていって、話をさせてみよう」

「い、いえ。そのようなお手間をかけるわけには」

　一度は手にかけようとも決意した王女と声をかわしながら、ノウェ・サウザンテスは、奇き妙みようなことに、心が晴はれ晴ばれとするのを感じた。

（いいだろう。腹はらを割わって話せというなら、おれもこの胸むねの内をさらけ出してみる。どこから衝つくか、などとはなから考えていては、何も進まぬのも事実だ）

　オルバはこのとき、ビリーナとノウェとのやり取りを遠とお巻まきに眺ながめていた。

　ノウェの心変わりそのものをすべて顔色から読めたわけではないにせよ、彼が、

（今夜、来る）

　という予感があった。

　そしてその功こう労ろう者しやは、改あらためて目で捜さがすまでもなく、いま、艇ていから降り立った他の飛ひ空くう士したちに声をかけている少女だった。

（メダルのことは、言いそびれてしまったな──）




　その晩ばん、予想どおりに、塔とう屋やの小こ部べ屋やにおいて、ふたたびオルバとノウェは膝ひざを交まじえて会かい談だんした。

　ノウェももはや包つつみ隠かくさない。メフィウスには一度、それとわかる形でガーベラ領りようにて旗はた印じるしを掲かかげてほしい、と頼たのみ込んだ。ある種しゆの屈くつ辱じよくを吞のんだ上でだ。

「そのために必ひつ要ような諸もろ々もろの準じゆん備びは、わたしがガーベラで済すませておきましょう」

「期き待たいしよう」

　オルバは顎あごを引いた。

　話は異い例れいなまでの速度で進んだ。ガーベラに援えん軍ぐんを出す、と確かく約やくするのはたやすいが、これは独どく断だんである。フェドムどころか、皇こう帝ていそのひとの怒いかりを買う恐おそれとてあった。

　そのため、オルバはあらかじめ飛ひ空くう艇ていを伝でん令れい代がわりにソロンへ飛ばして、ノウェ・サウザンテス率ひきいるガーベラの救きゆう援えん部隊でアプターが守られたことを広く喧けん伝でんさせている。ガーベラに援軍を送る何よりの口こう実じつとなることを期き待たいしてのことだ。

（それを皇帝が渋しぶるようなら、ますます反皇帝派の感情を煽あおることになる。それを黙だまって見ているフェドムじゃないはずだ。必かならずや好こう機きと見て、おれの後ろ盾だてになってくれる）

　そのことでメフィウスが多少ぎすぎすしようと、いま以上にきな臭くさくなろうと、ひとまずオルバには関係がない。

（が、それもこれも、）

「まずはアークス・バズガン。おれの動かせる兵へい隊たいなど、ここにいるのがすべてだ。となると、奴やつを抑おさえないかぎり、そもそもガーベラに赴おもむけはしない」

「はい」

「ガーベラとメフィウス、双そう方ほうがアークスに書しよ状じようを送れば、奴もたやすくは攻せめ入ってこないのじゃないか」

「どうでしょう。わたしはわたしで西方の情じよう報ほうを調べておりますが、ここ一年、凪なぎのように戦たたかいが収おさまりかけていたのが、またぞろ紛ふん争そうが起こりはじめているようです。それも、いままでの戦いとはあきらかに違ちがう」

「と、いうと」

「詳しよう細さいはわかりかねますが、西方に新あらたな勢力が興おこった、という情じよう報ほうもあります。それが、いくつかの都と市しや遊ゆう牧ぼく民みんたちを従したがえて、覇はを唱となえはじめたのだとか。旧きゆうゼル・タウランの神しん殿でん跡あとに陣じんを構え、他の小国家勢力に恭きよう順じゆんを呼びかけているようでもあります」

　オルバは舌したを巻まいた。いまの話はザジ・ハーマンの情報にもあったが、それをノウェはノウェで、独どく自じのルートをもって調べ上げている。

（油ゆ断だんのできねえ奴やつだ。お友達になったと気を抜いていたら、おれの毎朝する便べんの色まで筒つつ抜ぬけになりそうだな）

　思わず下らない考えが頭をかすめる。

「アークスはそれゆえ、焦あせっているのでしょう。旧ゼル・タウランは、バズガン家が興した国家。当然、ふたたび西方が統とう一いつされるとしたなら、それはバズガンの血けつ統とうこそがふさわしいと考えているはず。それを、ゼル・タウランの象しよう徴ちようであった神殿の遺い跡せきにおいて、新たに『王』を名乗る人物があらわれたのですから。アークスにしてみれば、他の都市国家に力を見せつけねばなりません」

「といって、いままでのようにゼルド人たちにその鉾ほこ先さきを向けたのでは、その新たな勢力が他の都市と結びついて排はい除じよされかねない」

「はい」

「だから、ちょうど愚おろか者の皇おう子じが守しゆ備びすることとなったアプター砦とりでを狙ねらったか」

　オルバは腕うで組ぐみする。

「逆ぎやくに言えば、西方が混こん乱らんしているいまなら、奴やつら特とく有ゆうの連れん携けいも望めない。おれのほうにもこれはチャンスといえるわけだが……。アークスも、生なま半なかなことではあきらめはつくまいな」

「ですから、ここはやはり、武力をもって、アークスを恭順させる必ひつ要ようがあります。その上で、時期が来たなら、メフィウスとガーベラ、双そう方ぼうからタウーリアに援えん軍ぐんを出して、西方の新あらたな脅きよう威いに対たい抗こうすべく協力する用意があると伝つたえれば」

「武ぶをもって」

　オルバは片かた方ほうの眉まゆを跳はね上げた。ということは、タウーリアとの全面戦争である。こちらから潰つぶしにかかるには、時間がかかる上に、明日あした、明後日あさつてにはガーベラの部隊も引き揚あげてしまう。

「それをお考えにならなかった皇子ではございますまい」

　ノウェは試ためすように言った。いや、実際、彼は皇子ギルを試していた。たった数日でタウーリアを陥かん落らくさせる作戦など、ノウェとて限られたもの、それも相そう当とうに危険を孕はらんだものしか思いつかない。果はたして皇子ギル・メフィウスはこちらの期き待たいに応こたえる、すなわち自分さえも超こえるほどの何かを持つ人物なのかどうか。

　ギル・メフィウスは、腕を組んだままぴたりとも動かなくなった。見るともなしにテーブル上に広げられた地図に視し線せんを当てて、瞬まばたきもろくにしない。

　相あい手てのこしらえたこの沈ちん黙もくを、ノウェは自分から破やぶるつもりはなかった。

（さて、傲ごう岸がん不ふ遜そん、若じやく輩はい者もののギル・メフィウスよ。おれを驚おどろかせておくれでないか。おれに、世せ界かいの広さを教えてはくれないか）

　ノウェは、むしろわくわくするような心持ちで、ギルが口を開くのを辛しん抱ぼうづよく待まった。

　夜はまだ長い。以前のアプターは、階かい下かから兵たちの騒さわいでいる声が遅おそくまで聞こえたものだが、いまは静しずまり返っている。警けい戒かいを怠おこたっていないのだろう。

　と、

「いや」

　ギル──オルバは首を横に振った。

「いまは決めかねる。一度、おれとノウェ卿きよう、双そう方ほうの署しよ名めいでもって、アークスへ書しよ状じようを送ろう。返事があるまで、アプターに逗とう留りゆうしてもらえると助かる」

「あまり長なが居いできません。先さき延のばしできたとしても、あと三日がせいぜいかと」

「構わん」

　むっつりとギルは答えた。ノウェは慇いん懃ぎんに応おう対たいしながらも、

（おれを警戒しているのか、それとも）

　疑ぎ念ねんと失意とが代かわる代がわる胸むねを染そめるのを感じていた。










　五章　会談
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　アークス・バズガンが、その知らせを受け取ったのは、タウーリア、歴れき史し記き念ねん堂どうのなかである。

「メフィウスのギル皇おう子じから会見の申し入れだと？」

「は」

「使者が来たのか？　そんな知らせは受け取っておらんぞ！」

　アークスは周しゆう囲いの兵や奴ど隷れいたちににらみをくれた。どのような物事であれ、自分抜きで何かが進行していくのが我が慢まんのならない性せい質しつである。主人の怒いかりを買うのを恐おそれた奴隷らが震ふるえ上がるより早く、

「いえ」報ほう告こくに来た兵士が青い顔をして言った。「敵てきに捕ほ虜りよとされていた兵のうち、数名が釈しやく放ほうされたのです。皇子からの書状を携たずさえて」

　早く言え、と言わんばかりに、アークスは差し出された書状を苛いら立だたしげに奪うばい取った。

　アークス・バズガン。当年とって四一の、第一七代バズガン家当とう主しゆにして、ヤッシュ・バズガンからつづく第八代ゼル・タウラン国王をもかたくなに名乗っており、また当然のことながら、この城じよう塞さい都と市し国家タウーリアの太たい守しゆでもある。

　大おお柄がらな体格で、広い額ひたいには常つねに血けつ管かんが青く浮き上がり、ゼルド人とメフィウス人の混こん血けつ児じ特有に鉄てつ灰はい色いろをした瞳ひとみは、精力的ではあってもどこか暗い光を宿やどしている。

「ガッゾーラの平野にて会かい談だん、か。ふん、こちらの襲しゆう撃げきにはひと言ことも触ふれておらん。舐なめられたな」

　初戦の敗北はまるで貴き様さまのせいだと言わんばかりに、ひざまずいた兵士をにらみつけながら、アークスは書しよ状じようをひらりと投げ捨てた。それを機き敏びんに摑つかみ取ったのが、後ろで控ひかえていた軍ぐん師しラバン・ドウである。アークスは書状の文字を目で追うその老ろう人じんをも鋭するどく一いち瞥べつし、

「おまえの作戦もあてにはならなかった。ガーベラが、まさかメフィウスと申もうし合わせてこちらを卑ひ劣れつな罠わなにかけようなどとは、おまえも読みきれておらんかったようだしな。おかげで兵を失い、貴き重ちような長ちよう距きよ離り砲ほうを二門も奪うばわれたのだぞ！」

「わしは、時じ期き尚しよう早そうだと申もうし上げたはず」主しゆ人じんの怒いかりにすこしも臆おくした様よう子すなく、ラバンは書状を読みつづける。「しかしまたとない好こう機きだからと意いを決したのはアークスどのですぞ。ガーベラが引き揚あげてから、少なくとも一週間は待まつべきだと申し上げましたのに。敵はあきらかに少数ゆえ、逆ぎやくにどこへ伏ふく兵へいを忍しのばせているかわかりませんのでね。丹たん念ねんに調べた上でなければ、罠にかかる可か能のう性せいも高いと、わしは口を酸すっぱくしたはず」

「臣しん下からの前で、おれの体面をそうも辱はずかしめて、さぞ満足だろうな」

　アークスは苛いら々いらとした様よう子すで口の端はを歪ゆがめる。が、それからやや眼がん光こうを弱めて、

「……で？　メフィウス皇おう子じの狙ねらいは何だと思う」

　もの静しずかな声こわ音ねで訊きいた。褐かつ色しよくの枯かれ木に、粗そ末まつな布ぬの切ぎれ一枚を巻まいただけのような姿すがたをした老人は、

「まさか兵を忍ばせ、奇き襲しゆう、というわけではございますまい。こちらへの牽けん制せいか、初戦を敗北した我われ々われの痛いた手でがどの程てい度どのものか、直接その目で確たしかめるためか」

「ふん、そのようなことはおれでも思いつく。たまさか、ガーベラの助けのおかげで勝利できた若わか僧ぞうめが、調ちよう子しに乗りおって」

「ガーベラ本国もエンデと事を構えようかという頃ころ合あい、これ以上長く駐ちゆう留りゆうするとも思えません。兵力の劣おとるギル皇子にしてみれば、ここの勝利でひとまず終わりにしたい考えもあるのではなかろうかと。そう考えれば、会談でこちらの襲撃を非ひ難なんするようなことはないでしょう。むしろ交こう渉しようの手を差し伸のべてくるはず」

「メフィウスの本国から救きゆう援えんはないのか？」

「こちらの襲撃を予期していたかのような動きを見せつつ、しかし助けにあらわれたのはガーベラ軍。皇こう帝ていグール・メフィウスと息子むすこの不ふ和わは確かな情じよう報ほうのようですな」

「ふうむ」

　アークスは堂内の広間を歩き回った。一歩一歩、カツカツと足音を鳴らすたびに、顔面を染そめていた苛いら立だちが消えていく。歴れき史し記き念ねん堂どう内ないには、バズガン家代々の遺い物ぶつや文書、宝ほう物ぶつが環かん状じように展てん示じされている。宝ほう石せきの山、寺院型の模も型けい、黄こ金がね色いろの武ぶ具ぐに、歴史絵え巻まきを彫ちよう刻こくされた柩ひつぎ。それらはゼル・タウランの、ひいてはバズガン家の華はな々ばなしくも短い栄えい誉よをいまに伝つたえるものばかりだ。しかしそれらは彼らの祖そ先せんが持ち出したものではなく、他の都と市し国こつ家かが保ほ管かんしていたものを強ごう奪だつしたか、金で買い戻したものが大たい半はんである。

「ギルめ、後こう援えんがないとわかっているから、ガーベラに泣きついたと見えるな」

　パチリ、とアークスが片かた方ほうの掌てのひらに打ちつけた軍ぐん配ばい。これもゼル・タウラン時じ代だいから伝えられているものであり、さらには、記念堂のなかにあるどんなものよりも重要な位置づけにある。やや太めの柄えの部分には、バズガン家がゼル・イリアスから落ちのびた際さいに唯ゆい一いつ持ち出せた、竜りゆう神じんの『爪つめ』が納おさめられているのだ。古こ代だい魔ま法ほう王おう朝ちようの玉ぎよく璽じともいわれる代しろ物ものであり、アークスはこれを肌はだ身み離はなさず身みにつけていた。

　バズガン家の栄誉を、そして権けん勢せいを、アークスは何としてでも自分の代だいで取り戻したかった。兵を鍛きたえて、北方から武器を買い、竜りゆうの調ちよう教きように日々余よ念ねんがない。長年、他のタウラン諸しよ国こくと小こ競ぜり合いをくり返しつつも、ようやく北のエイメンとともに大だい規き模ぼな軍事作戦を行う準じゆん備びが整った。エイメンはアークスの姉あねが嫁とついだ国であり、ゼル・タウランが分ぶん裂れつしたあとも、バズガン家を尊とうとんでくれる数少ない同どう志し。

　しかし、半月前、そのエイメンからの報ほう告こくが突とつ然ぜんに途と絶だえた。砂さ漠ばくや牧ぼく草そう地ち帯たいを吹ふき渡わたってきた噂うわさによると、エイメンをはじめとした三つの都市が、とある新しん興こう勢力に組み込まれたという話だった。その新興勢力の頭とう首しゆは自みずからを古代の秘ひ技ぎを操あやつる魔法使いだといい、さらには名乗るもおぞましい名を名乗り、信じるに足たらない馬ば鹿かげた力を用いて、しかし確かく実じつにその勢せい力りよく図ずを広げにかかったのである。そして魔法使いは、自らを中心にして旧きゆうゼル・タウランを復ふつ活かつさせると宣せん言げんした。過か去この盟めい約やくにのっとって、ゼルド人すべては我わがもとに集うべし、とも。

（魔法使い風ふ情ぜいが、バズガン家のものであるはずの国をふたたび興おこそうとしているだと！）

　アークスは怒いかりのあまり我われを忘れそうになり、他の城じよう砦さい国こつ家か群ぐんも動揺した。瞬またたく間に三つの都市を攻せめ滅ほろぼしたその不ふ可か思し議ぎな力に恐おそれをなす者もあれば、その力あればこそ、ふたたびゼルド人たちの国を興して群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの世に我が名を残すことができるのではないか、と功こう名みよう心しんに燃える者もある。が、アークスはそのどちらでもなかった。

　その辺あたりはノウェが読んだとおりである。アークス自じ身しんはいますぐにでも軍を動かして、この忌いまわしき魔法使いを討うちたかったのだが、

「これはまたとない好こう機きともいえますぞ、殿との」

　ラバン・ドウがそう囁ささやいたのである。

　当然、この魔法使いに抵てい抗こうしようとする都市国家も多い。しかし自分たちだけの力でかなう相あい手てなのかどうか不安を抱いだいてもいよう。そこで、バズガン家の正せい統とうなる後こう継けい者しやアークスこそが、この勢力をまとめ上げる中心人物となって、同どう盟めいを結むすび、軍を進めて魔法使いを蹴け散ちらす。その上で、このにわか同盟を永えい遠えんのものとするべく、新しん生せいゼル・タウラン建けん国こくを宣せん言げんするのだ。

「しかし、そのためには」

　と、ラバンはしかつめらしく釘くぎも刺さした。

「まずは、アークスどのご自じ身しんが力を示さねばなりません。いかに血けつ統とうが由ゆい緒しよ正しきものであろうとも、この戦せん国ごく乱らん世せ、それだけでは人はついてきません。まずは力。揺るぎないそれを示すことこそ、新しきゼル・タウラン誕たん生じようへの第一歩かと」

　だからこそアークスはアプターに狙ねらいを定めた。ここをまずは力ずくで奪うばい取り、残るゼルド人たちの都と市し国家と同盟を結ぶ。それらの力でメフィウスの反はん撃げきを喰くい止めつつ、魔法使いの軍勢と対する道を選ぶ。あるいは、そのときには魔法使いの配はい下かになったゼルド人たちも、バズガン家の気き概がいに煽あおられて反はん逆ぎやくしてくれるかもしれない、という見通しもあった。

「確たしかに、エンデとガーベラ間で戦争が起こり、大陸中ちゆう央おうが乱みだれてくれれば、それもこちらには好こう都つ合ごう。またとない時期ではある。しかしメフィウスめ、てっきりガーベラに加か担たんしてエンデに軍を進めるかと思えば、いまだに一部隊とてソロンを発たっていない。こちらを警けい戒かいさせすぎたか？」

「さて。ともあれ、アプターには皇おう子じギルの一いつ隊たいしかおりませぬ。すでに我われらと戦せん闘とうになって三日目になろうというのに、物もの見みによればこれもソロンに動きはない様よう子す。アークスどの、この会かい談だん、承しよう服ふくしなされ。敵てきの出で方かたを直接うかがうのもよろしいでしょう」

「わかった」

　苛いら立だちと怒いかりを時とき折おりぶつけこそすれ、アークスはこの老ろう人じんに大きな信しんを置いている。大きく頷うなずいたあと、

「会談の結果がどう転ぶにせよ、戦いくさの準じゆん備びだけは引きつづき整ととのえねばならぬ。ラバン、おまえが育いく成せいしてきた例の、新しん種しゆの竜りゆう、あれを──」

　とここまで話したとき、突とつ然ぜん、絹きぬを裂さくような悲鳴がこだました。はっとアークスが腰こしの剣けんに手をかけるが早いか、記き念ねん堂どうの入り口に侍じ女じよのひとりが駆かけ込んできた。

「殿とのさま。ひ、姫ひめが……エスメナさまが！」

　青白い顔をして叫さけぶのを耳にして、アークスも血けつ相そうを変えた。

「ついてこい！」

　兵士たちに命じて、記念堂を出ると、駆け足で城内の通路を急ぐ。青せい銅どうの扉とびらを二、三回こじ開けると、高い壁かべに囲まれた庭てい園えんが目の前に開けた。その庭園へ通じる天てん井じようつきの通路を、ふらふらとひとりの少女が進んでいく。異い様ようなのは、足もとや、背中に、三名の侍女たちが必ひつ死しでしがみついている様子なのに、少女はそれをまるで感じさせない足取りで、苦くもなく引きずりながら歩いていくのだ。

「エスメナ」

　アークスは鋭するどい声で娘むすめの名を呼んだ。しかしエスメナ・バズガンは応こたえず、薄うすい寝着をまとったままのしどけない姿すがたで、視し線せんを茫ぼう洋ようとさまよわせたまま、ふらふらと、前へ、ひたすら前へと進もうとする。

「殿との！」

　娘のもとへ駆かけ寄ろうとしたアークスを、兵士が背はい後ごから羽は交がい絞じめにした。

「危険です。あれは、や、奴やつめの、恐おそろしき魔ま術じゆつかと。どのような危き害がいがあるか──」

「ええい、放せ。構わん、力ずくでも取り押さえろ！」

　この命を受け、恐れ知らずの兵たちが、侍じ女じよたちに加か担たんして、エスメナを取り押さえにかかった。さすがに甲かつ冑ちゆうを着込んだ大の男たちに押さえられては、エスメナも身動き取れない。その間、アークスも兵の制止を振りきって、路面にひざまずく格かつ好こうとなった娘のもとへ駆けた。

「エスメナ、気をしっかり持て。エスメナ！」

「……さま。……さま」

　本来、薔ば薇らの蕾つぼみのようにほんのりと色づいているはずの唇くちびるは青ざめ、うわ言をくり返している。

「おお、父はここだ。エスメナ、しっかりと──」

「……ル、ダさま。ガ、ル、ダさま。ガルダさま！」

　娘の叫さけびがあがると、ほぼ同時に、侍女や兵たちの間からもどよめきに似にた悲ひ鳴めいが起こった。

（馬ば鹿かな）

　奥おく歯ばを嚙かみしめて、アークスは娘の顔を両手で包つつみ込んだ。顔色はむしろ紅こう潮ちようし、うっすらと汗あせを搔かいている。何か、その身みが絶たえず愉ゆ悦えつの波なみに揉もまれているかのように、目はうっとりと細められ、荒あら々あらしい息いきを吐はいていた。一九歳のエスメナは、普ふ段だんの年ねん齢れいにも似ないあどけなさが噓うそのように、いまや女性的な芳ほう香こうを妖あやしいまでに漂ただよわせていた。

「ガルダさま、エスメナはここです。ガルダさま、迎むかえにいらして──ガルダさま！」

「ええいっ」

　血を噴ふきそうなほどの怒いかりとある種の嫉しつ妬ととに駆られ、アークスは娘の頰ほおを平ひら手てで打った。瞬しゆん間かん、何かが弾はじけ飛んだようにエスメナははっと瞬まばたきして、それから痛いたむ頰を手で押さえながら、

「お、お父さま？　わたくし──なぜ、ここに？」

　いつもの様よう子すに戻って、自分の肩を抱かかえる父の顔をまじまじと眺ながめる。アークスは肺はいの底から絞しぼり出したような安あん堵どの息をついた。対して、エスメナの、父と同じ色の瞳ひとみが不安に揺らいだ。

「まさか、わたくし、また……？　ええ、そう、そうだったわ。またあの夢ゆめを見たのだわ。暗くら闇やみのなか、おぞましい色の渦うずが襞ひだみたいに重なり合ったその奥から、わたくしを誘さそい招まねく声。そこから、何本もの手が伸のびてきて、肩を、髪かみを、足を……」

　ああっ、と両手で顔を覆おおって泣き伏ふせる娘むすめの背中をアークスは抱いた。

「心しん配ぱいいらん。大だい丈じよう夫ぶだ。おまえは感じやすい心を持っているからな、ガルダ復ふつ活かつなどというおかしな噂うわさに少し心が乱みだれているだけのことだ」

　侍じ女じよたちに目め配くばせして、娘を部へ屋やまで送り届とどけるように命じる。

　エスメナがいなくなったあとも、しばし辺あたりは騒そう然ぜんとなっていた。ちっとアークスは舌した打うちする。

「また、妙みような噂が立たねばよいが」

「噂だけで済すむでしょうか」

　そう言ったのは、ヒルゴ・テドス大公だ。父の代からタウーリアを支えてきた男で、現在もアークスの右みぎ腕うで的てき存そん在ざいだが、重じゆう厚こうさを備えたその顔が、いまは紙のように白い。

「ガルダは、旧きゆうゼル・タウランで竜りゆう神じん司し教きようだった男。我われらが高こう祖そヤッシュ・バズガンさまが亡なくなられたあとも、恐おそろしい魔ま術じゆつで首しゆ都とゼル・イリアスを守り抜いていたと聞きます。ゼル・タウラン王の玉ぎよく璽じ、『爪つめ』の片かた割われとともに行方ゆくえが知れなくなり……」

「そして、二〇〇年の時を隔へだてたいま、復活したというのか？　下らん」

　アークスは吐はき捨てた。豪ごう胆たんなところを見せつけながらも、しかし間ま近ぢかに見た娘の恍こう惚こつとした表情を思い出すにつれ、彼とて、胸むねのどこかが凍いてつくような感情だけはどうしようもなかった。

（これで三度目だ）

　エスメナ・バズガンが、突とつ然ぜん寝ね床どこから這はい出しては、夢む遊ゆう病びよう者しやのように「ガルダ」の名を囁ささやきながらふらふらと城しろから出ていこうとする。最初の一度目などは、それを止めようとする門の守しゆ衛えいらにしなだれかかって、色いろ香かで惑まどわせようともしたらしい。

　アークスは激げき怒どし、守衛らの首を撥はねてでもこのことを外に洩もらすまいとしたが、すんでのところでラバン・ドウに止められた。

　おぞましいことに、西方各地で、このようなことが連続して起こっているらしい。高こう貴きな立場にある乙女おとめたちが、同じくガルダの名をつぶやきながらまるで旧ゼル・イリアスの神しん殿でんに参さんじようとする巡じゆん礼れい者しやのように、恍惚とした表情で夜の城や街まちをさ迷まよい歩くという。

　まさか、とは思うものの、実じつの娘が突とつ然ぜんあのような奇き行こうに出るのを、魔術以外の理由で説明できないのも事実だ。

「古こ代だいの魔術師だろうと何だろうと」

　アークスは強面こわもてをさらに引きしめて、腰こしに吊つるした軍ぐん配ばいを手で触ふれた。

「鋼はがねで断たてぬものはない。気を強く持て、ヒルゴ。噂うわさ話ばなしで浮き足立つような惰だ弱じやくな兵士など、我わが陣じん営えいにはいないと信じたいが、万が一のこともある。上の者がまずは気き概がいを示さねば」

「はっ」

「それに、当とう面めんの相あい手てはメフィウスだ。メフィウスの皇こう族ぞくは竜りゆう神じんの末まつ裔えいなどと名乗っているが、まさかこれをも信じる愚おろか者はいまい？」

　アークスはおどけてみせた。

　戦いくさの打ちつづく西方を生き抜いてきた男である。たとえ内ない心しんで恐おそれを抱いだいていたとしても、それをたやすく面おもてに出すほど、アークスも愚かではなかった。




　　　　２




　会かい談だん場所は、アプターとタウーリアから等ひとしく距きよ離りを隔へだてたガッゾーラの平野。アプターから見て、国こつ境きよう線せんのユノス川を越こえ、尾お根ね道を西に七キロほど進んだタウーリアの領土内にある。敵てきの余よ計けいな策さくが待まち受けていないかどうか、アークスは充分に調ちよう査さを行った上で、天てん幕まくを設もうけた。

　約やく束そくの正しよう午ごまでまだ少し時間がある。空は曇どん天てん模も様ようで、何とはなしに生なまぬるい風の吹く、嫌いやな気き候こうだった。

　アークスが率ひきいてきたのは兵数わずか一二名。他には、飛ひ空くう艇てい二隻せきを用意して、上空の監かん視しをやらせているきりだ。アークスの豪ごう胆たんさを示しめすものだが、しかし周しゆう囲いには人だかりがあった。

「タウーリアの殿とのさまが、メフィウスの皇おう子じさまとお会いになられるらしいぞ」

「どのような方であろう、メフィウスの後こう継けい者しやとは」

　近くの村々に住む領りよう民みんたちであり、彼らは兵へいの設けた柵さくの向こうで、首を伸のばして会談場所を覗のぞき見ようと必ひつ死しだ。

　いくつもの勢力が消えては興おこり、興っては消える西方世せ界かいにあって、バズガン家はさすがに歴れき史しが長く、領民たちの生活も守られている。その他の地方では一年に何度も統とう治ち者しやの名前が変わることも珍めずらしくなく、その度たびに政治体系が混こん沌とんとするために領民たちは生せい活かつ苦くに喘あえぎ、また、兵士や傭よう兵へいたちが夜や盗とうに転じて襲おそいかかってくることも度々あって、とても安あん寧ねいな暮くらしなど望めないことが多かった。

「民たみを追い払はらいますか」

　天幕のなかでカーテンを広げて外を見ていた兵士が訊きいたが、

「よい、よい」

　アークスは額ひたいの汗あせを拭ぬぐいながらかぶりを振った。蒸むし暑いのだ。

「我わがタウーリアの民はたくましい。追い払っても、すぐ隠かくれ忍しのんで見物しおる。知っているか、近くで戦いくさとなると、弁べん当とうを持ってきて見物するような輩やからもいるくらいだ」

　そう言い放ったアークスだったが、さしもの彼も、民のたくましさは見抜けても、血をわけた家族の行動力までは気づいていなかった。

　民みん衆しゆうが集まったのとは別の場所から、この会談場所を遠とお目めにしている人物がある。馬を引いている男と、彼に寄り添そうようにして、フードをかぶった女性の二人組。風ふう体ていが怪あやしいというので兵士のひとりが誰何すいかにいったが、あっという間に追い返されてしまった。

「父上に、言いつけられるでしょうか」

「たっぷり脅おどしはかけておいた。おれを怒おこらせたらどうなるか、あいつはよく知っていますよ」

「まあ」フードの下で、女性が鈴すずを鳴らしたような笑い声を立てる。「ボーワンは、怖こわいのですね。侍じ女じよたちには、花や鳥を愛めでる優やさしいお方、と評ひよう判ばんですのに」

「や、やめてください、姫ひめ。ええい、誰だれに見られたものか」

　顔を赤くしたのは、ヒルゴ大たい公こうの養よう子し、ボーワン・テドスである。まだ若く、童どう顔がんといっていいほどの顔をしているものの、そこはタウーリアで一軍を率ひきいる将しよう、時とき折おり辺あたりを警けい戒かいする目つきは厳きびしい。

　そして「姫」と呼ばれた女性は、アークスの娘むすめ、エスメナ・バズガンであった。眉み間けんの皺しわが絶たえない父と違ちがい、こちらはひどくおっとりとした風ふ情ぜいだ。大きな瞳ひとみはきらきらと好こう奇き心しんに輝かがやき、ふっくらとした唇くちびるからは自然と笑えみがこぼれている。

「ああ、外はやっぱりいい気持ち！　お部へ屋やにこもっていたのでは、やはり駄だ目めですね。身みも心も朽くちていくような気がして、だから、あんな夢ゆめを見てしまうのだわ」

　ボーワンは笑みを返しつつ、その実じつ、痛いたましげな思いで三つ年下の幼おさな馴な染じみを見つめていた。

（こんな、曇くもり空の、嫌いやな風が吹ふく日に、気持ちがいいとおっしゃられる）

　よほど鬱うつ屈くつしたものがあるのだろう。もともと父アークスの手で過か保ほ護ごといってもいい育てられ方をした姫だが、例の悪あく夢む騒さわぎからこっち、アークスの命令で自じ室しつに押し込められ、その上、辺りを何十もの兵士で警けい備びされている。軟なん禁きん状じよう態たいだ。部屋から一歩出るのにさえ父の許きよ可かが必ひつ要ようなほどで、これでは悪夢云うん々ぬん以前に心が参まいってしまう。

（とはいえ、そのような警けい護ごを敷しいていてさえ、この前のようなことになるのも事実。普通ではない）

　あの晩ばん、守しゆ衛えいに当たっていた兵士たちすべてに問といただしたところ、彼ら全員が部屋のなかから姫のすすり泣きを耳にしている。そしてそれからの記き憶おくがぱったりと途と絶だえてしまっていた。彼らが発見されたときには、部屋の外で、通路で、塔とうの上で、と皆みな眠ねむりこけていたのだ。全員が全員ともである。もちろんただの怠なまけ癖ぐせなはずもない。

（魔ま術じゆつが幅はばをきかしていた時じ代だいなど、二〇〇年以上も昔。それが、いまになってなぜ──）

　ボーワンが歯は嚙がみしかけたとき、民みん衆しゆうの間からどよめきが起こった。一いつ隻せきの飛ひ空くう船せんが灰はい色いろの空の下、一点の粒つぶのようになってあらわれた。それが見る間に近づいてくる。巡じゆん洋よう艦かん級きゆうの船らしい。ボーワンもアプターの情報は集めてあった。皇おう子じギルはソロンから出しゆつ立たつする際さいも船を用いなかったらしいから、あれが唯ゆい一いつ、アプターにある空船ということになる。

　そこから小こ型がたの飛空艇が滑すべり降りるようにして、地面へ乗り手たちを運んできた。

「ほう、あれが」

　ボーワンが囁ささやき、エスメナも喰くい入るように見やった。降りてきたのは、総そう勢ぜい五名。先頭の若者が、言うまでもなくメフィウス第一皇おう子じギルであろう。軽けい装そうではあったが、しきたりどおりに彼は腰こしのものを地面へ置いた。

　天てん幕まくから出たアークスのほうへ歩み寄っていき、挨あい拶さつの言こと葉ばを交かわす。

「話には聞いていたが、若い」

　ボーワンは宿しゆく敵てきメフィウスの若き後こう継けい者しやを射い抜ぬくような目でにらみつけている。一三、四歳で初うい陣じんを飾かざることも珍めずらしくない乱らん世せではあるが、一国の代表として会かい談だんの場に出るとなると、一七歳ではいささか若すぎる。

（あれが。──異い国こくの方）

　一方のエスメナは、誰だれにも聞き取れないような小声でつぶやいていた。タウーリアに異国からの商人が来ることはあっても、エスメナが会うことのできる人物はごく限られている。特にメフィウスといえば、歴れき史し上じよう何度も争あらそってきた宿敵だ。話だけならいくたびも聞かされていたものの、

（まあ。別に、わたしたちと何かが変わるわけではないのね）

　この目にして、ひとり、得とく心しんしたように頷うなずいていた。角つのや尻尾しつぽがあるわけでもなし、それほど残ざん虐ぎやくな人ひと柄がらとも見えない。メフィウス皇子は確たしかに若かったが、家か臣しんの誰もが恐れる父アークスを前に、堂どう々どうと渡わたり合っているようにも見受けられる。その証しよう拠こに、父は彼らを天幕のなかへ引き入れようとしたが、皇子はそれを断ことわって、辺あたりの地面を指し示した。

　父はいつもの苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしたあと、兵たちに命じて天幕のなかから長なが机づくえと椅い子すを用意させた。会談場所を外にするよう、申もうし入れられたのだろう。

　そのうち、父とメフィウス皇子は向かい合って腰を下ろした。

（何を話されているのかしら）

　エスメナ姫ひめにとっては、こんな些さ細さいなことでも、大だい冒ぼう険けんに等しい。胸むねが躍おどるような興こう奮ふんがあった。

　何より、敵てき国こくの皇子。エスメナの知らない風ふう土どの風を引きつれてあらわれたこの若わか武む者しやの横顔に、知らず、エスメナは引き寄せられるようなものを感じていた。それはあるいは、未み来らいへの予よ兆ちよう、であったかもしれない。




「さて。若きメフィウス皇子よ」

　アークス・バズガンが口くち火びを切った。

「我われ々われの祖そ先せんは千年とも一万年とも伝つたえられる昔むかし、母はは星ぼしを旅立ち、この大地へ降り立った。我々は彼らの開かい拓たく者しや魂だましいは受け継ついだが、彼らが聖せい臨りんの地にて宣せん言げんしたという、新人類十カ条の誓せい文もんは、結局一〇年と守られることがなかった」

「おのが利り益えきがために、あい争うこと決してならず」

「そう」アークスは首を振って、「これほど広い大地と恵めぐみが我われらの前にあるのだ。何を争あらそって切りわけることがあろう。──芝しば居いでも有ゆう名めいな台詞せりふだが、しかし結局人というのは、広ければ広いほど欲よく望ぼうもそれにあわせて膨ふくれ上がるものなのだろう。先せん住じゆう民みん、すなわち竜りゆう人じん族ぞくとの戦たたかいのさなか、同どう胞ほうである人類にはじめて銃じゆうを向けたのは、他ならぬその十カ条の誓せい文もんを定めた五賢けん人じんのうちひとり、科学者の老ろう婦ふ人じんであったという」

「博はく識しきでありますな」

「そして我々はいまもこうして互たがいに血を流してあい争っている。実じつに愚おろかしい、などと賢さかしいことは言わん。だが、無む益えきな戦いを回かい避ひできるなら、これに越こしたことはないとは思う。率そつ直ちよくに言おう、ギル皇おう子じ。アプターから手を引け」

「実に、興きよう味み深い提案です」

　皇子ギルはにこりとして、アークスの目を見つめ返す。

（若わか僧ぞうめが、調ちよう子しに乗っている）

　もちろんアークスとて、この提案が素す直なおに受け入れられるものなどと思っていない。彼はギルの出で方かたをうかがい、その人となりを知る意味でも、あくまでも大上段に構えた。

「アプターを手に入れられれば、西方の力関係は一いつ気きに変わる。二年、いや一年とかけず、統一してみせよう。その上で、皇子、そなたのメフィウスと同どう盟めいを結ぶ用意がある」

「戦いを回避したい思いは同じです、バズガンどの。なればこそ、事を先のばしする必ひつ要ようはありますまい。いま、ここで、友情を誓ちかい合えばよろしい」

「おれと皇子とがここで手をがっちり組んで誓い合ったとして、いったい誰だれがそれを信じよう？　そなたはまだ皇こう帝ていではなかろう。信しん頼らいのない人間が何かを得えようとするならば、その対たい価かとして確たしかなものを提てい示じする必要がある。それがアプターだ。お互い利り害がい関係が一いつ致ちしてこそ──」

「おれは、アプターを去さるつもりなど毛もう頭とうありませんよ」ギルの表情は変わらない。「バズガンどのこそ、虫むしのいいことをおっしゃる。西方に集中するため、我わがメフィウスとの同盟を喉のどから手が出るほど欲ほしがっているのはあなたのほうだ」

「何だと？」

「しかし、メフィウスとは長年あい争ってきた仲なか。バズガン家としては、メフィウスを宿しゆく敵てきとして家か臣しんたちを煽あおってきた弱みがある。そんな相あい手てから何も得えないままに手を結んでは、臆おく病びよう者もの、裏うら切ぎり者のそしりを受けかねない。だからまずは武ぶ力りよくでメフィウスの砦とりでを奪うばい取ろうとしたのでしょう」

（ちっ、駆かけ引きのできぬ奴やつ）

　こうもあけすけに言われたのでは、お互い逃げ道がなくなるだけだ。アークスは苛いら立だたしげに膝ひざの上で手を開かい閉へいさせた。

（それともこ奴、正面衝しよう突とつを望んでいるとでもいうのか？　いや──それなら、わざわざこうして会談を申もうし入れてくるはずがない）

　ギルにはギルの弱みがある。もちろんそれを知っているアークスだったが、それを直接口にしていいものかどうか、彼は迷まよった。それこそ退たい路ろが断たたれてしまう。

「いくらか礼れいを失しつしているのではないか、ギル皇おう子じ。この会かい談だんを提てい案あんしたのはそなたのほうだぞ。当然、こちらとしてはそちらの卑ひ劣れつな罠わなによって捕ほ虜りよにさせられた将兵たちを、手て土産みやげに帰していただけると踏ふんでいたが」

「まだおわかりになられないか、バズガンどの」

「わからぬとは、いったい何を」

「戦せん闘とうに勝利したのは我われ々われメフィウスだ。そして今後、これからもそうだろう。が、タウーリアには西方への抑おさえとなって機能してもらいたいとおれは思っている。だから力ずくで攻せめ取ることはせん。貴き公こうこそメフィウスに背はい後ごから衝つかれる恐おそれもなく、西方統とう一いつに力を尽つくすことができよう。手を差し伸のべているのだよ、こちらとしては」

「ほう──」

　荒あら々あらしい怒りがこみ上げてくるのをアークスは感じた。生まれてこの方、これほど面つら憎にくい男に相あい対たいしたことはない。歴れき史しあるバズガン家の威い光こうをも土ど足そくで踏みにじられた気分だった。だから彼も、いったんは封ふうじ込めておいた言こと葉ばをついには解放した。

「なるほど、勝利な。それは認めよう。実に雄お々おしく戦い、我わが愛あいすべき家か臣しんナトークの軍勢をやりこめたものだ。だがそれもこれも、ガーベラの援えん軍ぐんあってのものではないか！　彼き奴やつらとて、いつまでもアプターに留とどまってはおるまい。はて、そのとき、英えい雄ゆうギルどのよ、そなたらだけで、このタウーリアの総そう攻こう撃げきに耐たえられるかな？」

「それは」

　さしものギルも、いくらかその気き勢せいを削そがれて、視し線せんを逸そらした。それで多少は溜りゆう飲いんを下げたアークスだったが、この若者にはいくらか薬くすりが効ききすぎたらしい、きっとすぐに面おもてを上げると、

「総攻撃と申もうしたか。こちらの差し伸べた手を無む情じようにも振り払はらい、あくまでも血で血を洗う戦たたかいを望まれるか。よろしい、このギル・メフィウス、逃げも隠かくれもせん。ガーベラの手て勢ぜいがないとて、おまえのような卑劣漢に敗れるおれだと思うてか」

「何！」

　アークスの叫さけびが尾おを引ききらぬうちに、ギル・メフィウスは席せきを蹴けると、踵きびすを返し、待まっていた兵たちに命令を飛ばしてふたたび空へと舞まい上がっていった。

　その挙きよ措そは呆あつ気けに取られるほどあざやかで、アークス・バズガンはしばし身動きもせずに、飛ひ空くう艇ていを体内に吞のんだ巡じゆん洋よう艦かんが灰色の空へ消えていくのを見み届とどけていた。

「おのれ」パチンと掌てのひらに例の軍ぐん配ぱいを打ちつけて、アークスは唸うなりをあげた。「小こ僧ぞうめが、このおれの顔に泥どろを塗ぬりおって。ラバン！　ラバン・ドウはいるか」

「こちらに」

　天てん幕まくのなかから様よう子すをうかがっていた老ろう軍ぐん師しが姿すがたを見せた。ざわめき、どよめいている民みん衆しゆうたちを尻しり目めにアークスのほうへ近づく。

「噂うわさに聞いたとおりのうつけであったわ。話にならん！　出しゆつ陣じんの準じゆん備びをせよ。ガーベラが今度こそ砦とりでから出しゆつ立たつしたのを確かく認にんしたら、すぐに総そう攻こう撃げきだ。ひとひねりにしてくれよう！」

「お待ちなさい、殿との」

　頭から湯ゆ気げを噴ふきそうな主しゆ君くんと対たい照しよう的てきに、ラバン・ドウの態度は涼すずしいものだ。
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「あれは、罠わなですよ」

「罠？」

「あの皇おう子じ、噂に聞くほど、愚おろかでも分別のない男でもありますまい。何か策さくがあるのでしょう。こちらが総攻撃に出るのをあえて挑ちよう発はつした節ふしがある。まあ、芝しば居いはあまりうまいほうではなかったと見えて、真しんに分別のある男なら見わけもつきましょうが」

「おまえはおれを虚こ仮けにしたいのか、おれに助言をしたいのか、どっちだ」アークスは歯はを剝むきながらも、「しかし、罠だと。信じられん。あの世せ間けん知らずの若わか僧ぞうがそんな策さく謀ぼうを巡めぐらすとはな。ではやはり、メフィウスの援えん軍ぐんが来るということか」

「アプター周辺の街かい道どうを見張らせていますが、その兆ちよう候こうはない。それだけに妙みようといえば妙。ふうむ、殿よ、ここは奴やつの誘さそいに乗ってみますかな」

「罠だと言ったその口で、何を言い出すのだ」

「何も知らずに突とつ撃げきをかけるのと、罠わなだと知った上で軍ぐんを動かすのとでは、大おおいに違ちがいがあります。たとえ、相あい手てがいかに何万もの軍を潜ひそませていたとしても、わざわざ挑ちよう発はつしたとすれば、相手の出で方かたはただひとつ。こちらを待まち受けるのみ、です。それさえわかっていれば、打つ手はいくらもありましょう」

　アークスは、ラバン・ドウが顎あごに手をあてながら、自信たっぷりに言うのを眺ながめた。「よし」と彼は、腰こしにしていた軍ぐん配ぱいに手を伸のばした。その柄えについた金きん糸しの房ふさでぴしゃりと自分の腿ももを叩たたくと、

「どのみち、おれも奴やつの泣きっ面つらをこの目で拝おがまんことには、二度とやすらかな眠ねむりなど訪おとずれまい。次は、おれ自みずからが出る！」

　戦せん乱らんを駆かけ抜けてきた男にふさわしい顔つきになって、そう宣せん言げんした。

　一方、そこから離はなれた距きよ離りにいたエスメナ・バズガンは細い肩をわななかせていた。

「戦いくさになるのでしょうか」

「なりましょう」ボーワンの若い顔に、血ちの気けがのぼっている。「殿とののあのお顔。もしかすると、これが宿しゆく敵てきメフィウスとの決戦になるやもしれません」

　エスメナは押し黙だまった。身内にある不安と恐きよう怖ふとはまた別のところで、何か、いましがた見たばかりの異い国こくから来た若者の姿すがたが、重おも石しとなって胸むねの奥おく底そこへと存そん在ざい感かんを落とし込んでいた。

（ガルダ……）

　悪あく夢むの只ただ中なかに見た暗くら闇やみを吹ふき散ちらすほどに、それは、一九歳の姫ひめにとっては峻しゆん烈れつなものであったのだ。もっと俗ぞくっぽく言いかえるなら、そのときエスメナは、ひと目め惚ぼれに近い心しん境きように陥おちいっていたのである。
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　皇おう子じがタウーリアに宣せん戦せん布ふ告こくをしたという話が、アプター城じよう砦さい内ないを駆け巡めぐること半日。

　上へ下への大騒ぎになる──かと思いきや、意外にも冷静に受け止める者が多い。多少の根まわしはあったろうし、また、ギル・メフィウスがその才さい覚かくを露あらわにしはじめたいまとなっては、皇子が何の考えもなしにそんなことをするはずがない、という思いもあったろう。

（だが、）

　と、ビリーナ・アウエルは思う。

（それもこれも、皆みな、帝てい都とソロンから援えん軍ぐんが来るはずだと考えているからだ）

　彼女が思うに、その可か能のう性せいは極きわめて低い。近この衛え隊たいにそれとなく訊きいてみたが確かく証しようも得られなかった。一週間後には、奴ど隷れい反はん乱らんの鎮ちん圧あつを終えたオーバリー・ビラン将軍がアプターに駆けつけるとはいうものの、それでは遅おそすぎる。

　さらには翌よく朝あさ、ノウェ・サウザンテス率ひきいるガーベラ部隊が、いよいよ本国へ引き返すこととなった。

「何か、陛へい下かや母はは君ぎみにお言こと伝づけは」

　立ち去さる直前、ノウェはビリーナのもとへ挨あい拶さつに来た。しばし考えたが、ビリーナはかぶりを振った。

「前に、手紙を書いた。それでじゅうぶん。あまりしつこいと、きっとお叱しかりを受けてしまう」

　ノウェは微笑ほほえみながらも、神しん妙みような目つきを崩くずさなかった。言げん外がいに、（ここにおられたままで、よろしいのか）と訴うつたえている。わかっているからこそ、あえてビリーナはそれに気づかない振りをした。

「それよりも、ノウェのほうこそ、父上、母上のことを頼たのみます」

「は」

　ノウェが引き揚あげるということは、エンデとの開戦もいよいよ近い。

　前回と同じく、ノウェの見送りに立ったビリーナは、それを終えるとさっそく侍じ女じよのテレジアを従したがえ、城じよう砦さい内ないを歩きまわって目当ての人物を捕つかまえた。

「どういうことです」

「ど、どうとは──どういうことです」

　目を白黒させたのは近この衛え兵へいシーク。

「女が戦いくさのことに口を差し出すのもおこがましいが、いまのままでは我われ々われに勝しよう機きは薄うすい。皇おう子じギルどののこと、きっとお考えがあるのだろうとは思うが、それを、あなたはご存じか」

「ああ、いえ、わたしどもになど、そのお心の内を明かさないお方なので……」

「噓うそをおっしゃい」ビリーナはきっぱりと決めつける。「あのお方が何か行動を起こすとき、必かならずあなたたちがその作戦を担にないます。あの方がもっとも信しん頼らいされているのは、他ならぬあなたたちのはず」

　信頼、という言こと葉ばを口にするとき、ビリーナの胸きよう中ちゆうにやや苦にがいものが混じった。

（よく見ていらっしゃる）

　その一方で、背はい後ごに控ひかえるテレジアはおかしくてならない。

（何がおかしいって、捕まえた相あい手てがシークどのだということ）

　一見、女の扱あつかいにも手て慣なれたような剣けん士しだが、王女ビリーナを前にすると誰だれよりもかしこまるのがこの男だ。きっとビリーナは本ほん能のう的てきに察さつ知ちしているのだ。彼が、自分に対して下へ手たにごまかしたり、無む下げにしたりすることができないだろうということが。

（これを駆かけ引きの道具にできるようなら、ビリーナさまもご立りつ派ぱな『女』になられるということだけど。まあ、そこまでいくとかわいげがないかな。無む意い識しきのうちにやられているほうが、いっそビリーナさまらしい）

　案あんの定じよう、シークは言葉に窮きゆうしている。助けを求めるような視し線せんを送られたので、テレジアは一歩進み出て、

「まあ、姫ひめさま。シークどのもお困りの様よう子す。その辺にして差し上げてはいかがです」

　シークを崩くずせぬとあっては、ビリーナの向かう先は一カ所しかない。

　いよいよ決断を迫せまられる思いがして、ビリーナはいっとき立ち止まった。

　ここ数日、というよりも、メフィウスに来て以来、ずっと彼女の胸むねを蝕むしばんできた葛かつ藤とうがあった。ガーベラの姫として行動すべきか、メフィウス皇こう太たい子しギルの婚こん約やく者しやとして動くべきか。

　すなわち、自分がどうしたいのか。

　あまりにも重い、自分ひとりではどうにもならぬほどの悩なやみにも思えたが、近この衛え兵へいオルバと話してから、いくらかその荷にが軽くなった。とそのとき、

「そういうときはな、ビリーナ」

　突とつ然ぜん、耳もとで祖そ父ふの声が聞こえたような思いがして、ビリーナは目がくらむ思いがしたのだ。

（思い出した）

　人は生まれたままの自分ではいられない、と祖父が言っていた。あのときの会話が以前から引っかかっていたのだが、ビリーナはようやくのことで、一いち言ごん一いつ句く、ありありと脳のう裏りによみがえるのを感じていた。

　その時々に負おった立場が人をつくることもある。周しゆう囲いからまったく期き待たいされていないような人物であっても、相そう応おうの役やく職しよくを与えれば、自分自身を奮ふるい立たせてそれを全まつとうしようとする。全うしようとするということは、相応の責せき任にんをも負うということだ──。




「それは、芝しば居いで他人の人生を演えんじることに似にているかもしれぬ」

　祖父ジオルグ・アウエルは、神しん妙みような顔で聞き入る幼おさないビリーナに笑いかけた。

「役職という仮か面めんをつけて、精いっぱいその仮面にふさわしい人格を演じようとする。最初のうちこそ猿さる芝しば居いだと他人に笑われるかもしれない。適てき任にんではないとそしりを受けるかもしれない。しかし、どんな仮面でも、本人に全うする意思と、そしてそれなりの時間さえあれば、顔に馴な染じんでいくものさ。いつしか周囲もそれに慣なれる。慣れれば、仮面にふさわしい態たい度どを自分も、そして相手も取るようになる。ますます芝居に熱がこもるだろう。もはや仮面こそがその人間の顔の一部なのだから」

「では、生なま身みのほうの顔はどうなります」

　あれは彼女が一〇か一一だったか──確たしか、そんな年ねん齢れいだったと思う。賢さかしらに問といかける孫まご娘むすめに、ジオルグは「ん？」と微笑ほほえんだ。

「生身のほうの顔は、消えてしまうのですか。仮面に取って代かわられてしまうのですか」

「消えてしまう者もある」ごまかしもせずに、ジオルグは言った。「器き用ように生身と仮面とを使いわける者もあれば、本当の自分はいったいどっちなのだろう、と葛藤に身みを焦こがす者もある。たとえばな、ビリーナ」

「はい？」

「わしは、先せん代だいガーベラ国王である」

「はい」

「そして、アインの父であり、そなた、ビリーナ・アウエルの祖そ父ふである」

「はい」

「本当のわしはどっちかな？」

「どちらも、本当です」

「そう」ジオルグは破は顔がんして、孫まご娘むすめの肩に手を置いた。「どちらも本当だと、そう言ってもらえるのは嬉うれしいことだ。わしとて、最初から『王』という仮か面めんをかぶって生まれてきたわけではない。半なかば強制的にかぶらされることになったその仮面に、わしも最初のうちは戸と惑まどった。あいつでは似に合あわぬ、と親族から後ろ指を差されることもあった。生なま身みの顔が次し第だい次第に消えていくような思いもして、そら恐おそろしくもあった」

「はい」

　ビリーナ自身も恐ろしそうな顔をして、祖父の頰ほおに指で触ふれた。

「わしの場合はその仮面と生身とを器用に使いわけれたかどうかはわからない。いや、いつしか仮面のほうも生身になってしまっていたのだ。それが、互たがいに溶とけ合ってひとつになった、という意味なのか、それともわし自身も知らぬうちにどちらかを叩たたき壊こわしてしまっていたのか、いまとなってはわからぬことさ。なあ、ビリーナ」

「はい、お爺じいさま」

「おまえも、わしの孫であり、アインの娘むすめであり、そしてガーベラ王女である。誰だれかの親友であるかもしれぬし、誰かの敵てきであるかもしれぬ。やがては誰かの恋こい人びととなって、誰かの妻つま、いずれは誰かの母ともなるのだ。その都つ度ど増えていく自分の顔から、目を背そむけてはならんぞ。考えるのもいい、迷まようのもいい、ただ、逃げてはならん」

　厳きびしい顔をして言う祖父に、ビリーナも固い表情で頷うなずいた。それから祖父は、

「もしも自分でもどの顔が本当かわからず、悩なやんで、悩んで、苦しいとき。そういうときはな、ビリーナ。鏡かがみに向かって、こうすればいい」

　言うなり、ビリーナに向かってあかんべえをした。

「こうするとな、自然と仮面が剝はがれて、本当の自分がその向こうに見える気がするものさ」

　一いつ瞬しゆん驚おどろいたビリーナだったが、すぐに笑って、祖父の首に腕うでをまわして抱きついた──。




「姫ひめさま？」

　歩あゆみを止めた王女に、テレジアが気がかりそうな声をかける。

「仮面か」

　中ちゆう途と半はん端ぱな自分の立場が、中途半端な自分自じ身しんをつくりあげてきたのではないかと、ビリーナはずっと思ってきた。それもまた、仮か面めんのひとつだったのだろう。本人さえ望めば、いつでも取り外はずすことができたというのに、いつしか、仮面に素す顔がおを乗っ取られてしまっていた。

　ならば、あとは自じ身しんの覚かく悟ごだけだ。ガーベラの姫ひめとして、メフィウスに送り込まれた毒どく蛇へびの牙きばを打ち立てるのか、メフィウスの姫として骨ほね身みを埋うずめる覚悟を決めるのか。

「いずれも、決めかねています、ビリーナは」正直な思いで、目には見えぬ祖そ父ふに向かって語りかける。「ですが、はっきりしました。いま、わたし自身の『したい』ことはひとつ」

「姫、姫さま？　いかがなさいました」

　いよいよどうかされたのかとテレジアがさすがに不安になったとき、ビリーナは早はや足あしで歩きはじめていた。

　自じ室しつに戻ったかと思うと、大きな姿すが見たみの前で、すっと息いきを吸い込んで、

「べえ」

　片かた方ほうの目め尻じりを引っぱりながら、思いきり舌したを出す。ようやく主しゆ君くんに追いついたテレジアは、その光こう景けいを前にあわや転てん倒とうしそうになった。ビリーナのほうは頷うなずいて、

「うむ」

「何が、うむです」

「よい、わかった」

　あとは不意打ち同然にしかけた。戦いくさは速度をこそもっとも尊とうとぶ、という祖父の格かく言げんに従したがってのものだ。

　皇おう子じギルは城じよう砦さいの一階部分、西端にある書しよ斎さいにいた。当然、いきなり王女があらわれたものだから驚おどろいた顔をしていたが、

「また、お叱しかりに来られたか」

　苦にが笑いをして訊きいたところからすると、

「そんなに怖こわい顔をしていましたか」

「ああ、いえ。以前ほどは……と言うのも不ぶ躾しつけというものか」

「わたしもいくらかは学習します。皇子に感情をぶつければ、すいっといなされるだけのこと。皇子に敵てき対たいする者たちすべてがそうであるように」

「はて」

「何かお考えあってのものとお見受けします。アークス・バズガンに、勝てるのですね」

　真まっ正直な問といかけに、さしものギルも表情を改あらためた。手に取りかけていた本を棚たなに戻して、

「敵に長期戦をしかけられては、こちらが不ふ利り。援えん軍ぐんがどれだけ望めるかわからない状じよう況きようではね。だからこそ、敵を挑ちよう発はつした」

「ノウェとは今け朝さ方がた、何かを話されていたようですが」

「ん」

　ギル・メフィウス──オルバは、多少迷まよいはしたものの、仮面の剣けん士しとして接した際さい、ビリーナが数多くの悩なやみや不安を抱かかえていたことをじかに感じた。彼女がその上でここへ来た意味がわからぬオルバでもない。だから正直に答えた。

「アークスを三日のうちに恭きよう順じゆんさせる。その後、部隊を率ひきいてガーベラ領りように駆かけつける──と約やく束そくした」

「皇おう子じ」

　一いつ瞬しゆん、呼こ吸きゆうが詰つまるような思いがしてビリーナは皇子を見つめた。

「ノウェへの恩おん返がえしだ。それに、姫ひめに拳けん銃じゆうで脅おどしつけられ、人ひと質じちにされてはたまらんからな」

　以前王女が言ったことを蒸むし返しつつ、視し線せんを逸そらす。ビリーナは、

「しかし、それではお父上の不ふ興きようを買われるのではないですか。独どく断だんでそんなことをなされば」

「もとより、不ふ肖しようの息子むすこ。多少のお叱しかりは覚かく悟ごしている」

　いつしか、テレジアはビリーナの背中で一いち礼れいし、その場を辞じしていた。それにも気づかぬビリーナは、さらに皇子のもとへ歩み寄る。

「質しつ問もんを重ねるようですが、しかし三日以内にアークスを恭順させるとは、いかにも困こん難なん。策さくは、おありなのですか」

「ある」

　端たん的てきに答える皇子に、ビリーナはなおもまっすぐな視線を結びながら、

「では、それをお手て伝つだいさせていただくことはできますか」

　そう言った。オルバは意外そうな顔を隠かくせず、

「姫が？　おれの策に、疑問を抱かないのか」

（いまさら）

　というような顔で、ビリーナは少し笑った。

「リュカオンのときも、ソロンでのザット・クォークのときも、わたしは何も知りませんでした。いいえ、知っていたとしても、皇子に不ふ審しんを抱いたわたしのこと、きっとまともに取り合おうともしなかったでしょう」

「…………」

（そしていつも、あとになって、あのとき知っていればよかった、なぜ子供扱あつかいするのだとほぞを嚙かむのだ）

　思い返しつつ、ビリーナの胸きよう中ちゆうはひどく穏おだやかだった。

（だが、子供扱いされてきたのも、本当にわたしが何も知らなかったからだ、といまにして思う。皇子が、迷まよい、悩んで、ひとりで決断を下すのを、わたしはいつも知らぬところにいた。わたしが悔くやしいのは秘ひ密みつにされたからではなく、そう──きっと、力になれなかったからだ）

（だから、いま、わたしは、皇子の力になりたい。そう思う。メフィウスやガーベラのため、ということもあるが、何より、それが、いまのわたしの偽いつわらざる気持ちだ）

　ビリーナはしかし、声に出しては、

「今回は、ガーベラにも関わりのあること。今回に限っては、あなたに任まかせて差し上げます」

　胸むねを張り、顎あごをそびやかして、あくまでも尊そん大だいに言った。オルバにしてみれば苦にが笑いを禁きんじ得えない。

「ですから、もし力になれるのなら、わたしに何なりと言いつけてください。今回は、逆さからいも、叱しかりもしません。あなたの言われるとおりに動いてみましょう」

（本当に、変わった姫ひめさまだな）

　これもいまさら、オルバはそう感じていた。こうして揉もめごとに首を突つっ込もうとするとき、ビリーナ姫は頰ほおを紅こう潮ちようさせ、目を活いき活きと輝かがやかせる。

　と、その目を不意に揺らめかせ、

「やはり、駄だ目めですか」

「いや、待まて」

（おもちゃを取り上げられた子供のような顔をして）

　オルバは口の端はに笑みが浮かびそうになるのをあわてて押し殺す。姫とて、もちろん遊びで言っているわけではないだろう。むしろその背はい景けいには悲ひ壮そうな決意も覚かく悟ごも透すけて見える。

「わかった。姫にも、おれの作戦の一いつ端たんを担になってもらう」

「まことですか」ぱっとビリーナは顔を輝かせると、「では、わたしは何をすればよろしいのです。飛ひ空くう艇ていで敵てきを偵てい察さつするか、あるいは撹かく乱らんするか。それとも敵の目をひきつけるため、囮おとりに……」

「まあ、まあ、待ちなさい」

　ひとりで興こう奮ふんするビリーナを手で抑おさえつつ、オルバは言った。

「では、明朝、姫にはここアプターを発ってもらう。近この衛え隊たいを一〇名つける。それで、ビラク方面へ向かっていただきたい。……おっと、叱りも、逆らいもしないのでしょう。これがこの作戦には必ひつ要ようなことなのだ。信じていただけるかな、ビリーナ姫？」










　六章　アプター砦を陥落させよ
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　ビリーナ・アウエルが、アプター唯ゆい一いつの巡じゆん洋よう艦かんに乗って、城じよう砦さい都と市しを発たった──。

　その知らせは、アークス・バズガンに複ふく雑ざつな感情をもたらした。進しん軍ぐん準じゆん備びの真まっ只ただ中なかである。あちこちに武ぶ具ぐをまとった兵士たちの姿すがたがあり、竜りゆう舎しやからは続々と、中型竜、大型竜どもがのっそりと姿をあらわしていく。

「ガーベラからの姫ひめを安全な場所に避ひ難なんさせたか？　となると、いよいよアプターを決戦の地と定めたな」

「いや、うまい手だ」

　ラバン・ドウがやってきた。歩きながら、好こう物ぶつの芋いもを頰ほお張ばっている姿には名めい軍ぐん師しの威い厳げんもへったくれもないが、先ほどまで檻おりから竜を出すための指し揮きを執とっていた。どんな凶きよう暴ぼうな竜であれ、ラバンの手て管くだにかかっては飼かい慣ならされた犬いぬ同どう然ぜんだ、というもっぱらの評ひよう判ばんである。

「何がだ？」

「唯一の船をそうやってアプターから遠ざけることによって、こちらとしてはその船の行方ゆくえが気にかかります。援えん軍ぐんの兵をいっぱいに積んで戻ってくるかもしれず、あるいはこちらの進軍ルートに忍しのばせているかもしれず」

「もし援軍であったとしよう。それなら、船が戻ってくるまでに速そつ攻こうをかけ、叩たたき潰つぶせばよい。たかだか数時間の距きよ離りにこちらを上まわれるほどの兵力はなかろう？　そして伏ふく兵へいとして機き能のうさせるようなら、それはそれで構わん。おまえの作戦は、そもそも多面的な攻こう撃げきだ。ルートをひとつ潰されようと、本ほん丸まるさえ落とせばこちらの勝ちだ」

「ふむ」もっともらしく頷うなずいて、芋を口に放るラバン。「あるいは、そうやってこちらの進軍の足を速めさせる気かもしれませんな。こちらを挑ちよう発はつした手といい、あちらは、よほどアプターでの防ぼう衛えい策さく、それも短期決戦に自信があるようです」

「それで怖おじ気けづく我われ々われなものか。挑発に乗った上で作戦を立てたのだろう。いまさら悩なやむな。よし、諸しよ隊たい長ちようを呼び集めろ。最後の作戦確かく認にんだ！」

　ギル皇おう子じは、こちらがまっすぐにアプター攻めを行うつもりでいるだろう。兵力に上まわるタウーリア側だから、電でん撃げき作戦は至し極ごく当とう然ぜんの流れだ。だからギルとしては、懐ふところ深ふかくに敵てきを誘さそい出すことを前ぜん提ていに策さくを巡めぐらせているはずだ。

　ラバン・ドウはそれゆえ、あえて多方向からの攻撃を進言した。それも時間をずらして、多重的にしかけていく。敵がたとえ大おお口ぐちを開けて待まち構えていようとも、二度、三度目の攻撃を持ちこたえる余よ力りよくがいまのアプターにあるとは思えない。

　無む論ろん、こちらの被ひ害がいも覚かく悟ごせねばならないが、兵力を一点集中させて敵てきの思う壺つぼになるよりははるかにマシだ。ラバンはすなわちギル・メフィウスを決して過か小しよう評ひよう価かなどしていなかった。

「おお。あれが使えるか」

　アークスが、檻おりから運ばれていく竜りゆうのうち、新しん種しゆのものを発見して喜き色しよくを露あらわにした。「は」とラバン・ドウも、この老ろう人じんにしては珍めずらしくほくそ笑えんで応おうじる。

　赤あか錆さび色いろの鱗うろこをした、体長三メートルほどの中型竜で、顔の真ん中からまっすぐ突つき出た角つのが特とく徴ちよう的てきだ。一いつ角かく竜りゆうユニオン。バイアンの人じん工こう的てき変種である。四本の足は太く短いが、見かけよりもずっとすばしっこく、そしてその鱗は、剣けんや槍やりなどたとえ至し近きん距きよ離りでも弾はじき返してしまう。

　ラバンが、バイアンを中心としてあらゆる竜同士の組み合わせを試ためした末すえ、奇き跡せき的てきな確率で孵かえった卵たまごを丹たん精せい込めて育て上げ、それから数世代を経へて、ようやく使いものになった種しゆだ。剽ひよう悍かんな体質も自じ慢まんだが、何より、頭がよく、人間に対して従じゆう順じゆんである。

　メフィウスの主力はバイアンだ。あれは確たしかに成長が速く、戦力としても申もうし分ないが、一度に産うむ卵の数が少ない上に、性格が気き難むずかしく、限られた人間にしか扱あつかいきれないところがある。その弱点を補おぎなったのがユニオンともいえよう。

「まさに百人力だ。──よし、日にち没ぼつとともに進しん軍ぐんする。メフィウスの小こ僧ぞうめ、せいぜいこちらを罠わなにかけたつもりでふんぞり返っているがいいわ」

　大おお仰ぎような角のついた兜かぶとをかぶり、長い、わずかに反そりを打った大た刀ちを腰こしに佩はく。小型竜テンゴに跨またがったアークス・バズガンは、その鞍くらに横たえていた長さ六メートルの竜りゆう槍そうを掲かかげ、部下たちを鼓こ舞ぶした。

「さあ、いくぞ。悪あつ鬼きを乗り従したがえた、我わが精せい強きようなる将兵どもよ。奴やつらがいかになまくら刀を打ち振ろうと、豆まめ鉄でつ砲ぽうで撃うちかかってこようと、なあに、メフィウスの脆ぜい弱じやくなる男どもには我われ々われの飼かっている牛一匹満足に殺せはしまい。バズガン家の偉い大だいなる威い光こうは我々を太陽よりも照てらしあげ、まさに目もくらまんばかりだ！　さあ、あとは言こと葉ばは要いらぬ。突つき進め！」




　一方、アプターにおいては、市民の避ひ難なんが徹てつ底ていして行われていた。親しん縁えんを頼たよって他の都と市しへいく者もあれば、地下室が家にある者は食糧を運び込んでそこで数日間を過すごす覚悟を決め、そして残る大たい半はんの者たちは兵士たちの誘ゆう導どうに従った。

　どの顔も不安の影かげが色いろ濃こい。アプターが戦場になれば、勝ち負けにかかわらず家や田畑に被害が出る。おまけにガーベラ軍は砦とりでを去り、王女ビリーナも発った。たのみの援えん軍ぐんなど一兵たりとてやってこず、これでは誰だれの目から見ても勝ち目は薄うすい。

　オルバはその日、城じよう砦さいの広間に司し令れい部ぶを設もうけて、その中ちゆう央おうに座ざしていた。

　辺あたりでは多くの人が忙いそがしそうに立ちまわっていたが、オルバだけは座したまま動かない。腕組みをして、眼がん下かにひろげられた地図をにらみつけているかと思えば、顔を上げて、どこということはなしに、視し線せんを虚こ空くうをさまよわせる。

　そこへ、パーシルが来た。以前、オルバが与えた装そう具ぐ一式を着こなしている。

「配置は済すんだか」

「は」

　いかめしい表情だが、いつものことなので、そこに緊きん張ちようや不安の色は見受けられない。パーシルら独どく立りつ歩ほ兵へい隊たいには、南門を任まかせてある。

「……」

「何か言いたいことがあるのなら、言ってみろ。おまえも一隊を率ひきいる身みだ。隊長のおまえが不安を抱かかえたままでは、隊の士し気きにも影えい響きようがある」

「何をいまさら」パーシルは鼻の頭に皺しわを寄せた。「この戦たたかいに、不安を抱えていない者があるものか。いままさにここへ進しん軍ぐんしている敵兵のうち誰だれかが千せん里り眼がんの持ち主ぬしであったとして、そいつが『ここ』を見とおすことができたなら、さぞ驚おどろくだろう。何せ、ほとんど人の姿がないのだから！」

　オルバは唇くちびるを吊つり上げ、ちょっと笑っただけで何も答えなかった。今回はいつもと勝かつ手てが違ちがう。さしもの彼も、正直にいえば、緊張している。近この衛え隊たいのみを率いての隠おん密みつ行動とは次じ元げんが異ことなるのだ。

　何か間ま違ちがったことをしているのではないか、という不安は常つねにつきまとう。あの作戦は変へん更こうしたほうがいいのではないか、あそこの人材はあそこと交こう替たいしたほうがいいのではないか、銃じゆう弾だんは足たりているのか、大たい砲ほうは万ばん全ぜんか、竜たちの様よう子すは？

　本ほん音ねを言えば、こんなところで大たい将しよう面づらしているより、席せきを立って、城じよう砦さい内ないを駆かけまわりたい気分だった。自分の目で確たしかめたいことがごまんとある。しかし、そんなことはもう、この日を迎むかえるまでの間に何度となくくり返してきたことだ。だからオルバは自分の感情を押し殺してでも、この場に居い座すわりつづける。自身がパーシルへ口にしたように、大将は胸むねに抱えているどんな負ふの感情も──懸け念ねんも、危き惧ぐも、恐おそれも、憂うれいも──顔に出してはならない。

（指し導どう者しやの強さは、じわじわと土が地面を吸すい込むようにしか浸しん透とうしない。しかし弱さが伝つたわるのは一いつ瞬しゆんだ。導どう火か線せんに火が放たれるごとくに）

　それを、オルバは本ほん能のう的てきに熟じゆく知ちしている。

「それよりも、あの話は本当だろうな」パーシルは別のことを切り出した。「戦いで功こう績せきを挙あげれば、おれたちすべてを奴ど隷れいの身み分ぶんから解放するというのは」

「もちろんだ。であるからこそ、彼らも必ひつ死しに戦うだろう。彼らは、歩兵隊長になったおまえをその目で見てもいる」

「なるほど」諸もろ々もろの感情を吞のんで、パーシルはいきなり直立の姿し勢せいを取った。「では、持ち場に戻ります。部下たちにもいまのお言こと葉ばを伝つたえましょう」

「ああ、ただし、パーシル」

「は？」

　立ち去さりかけていたパーシルは足を止めた。そして次のオルバの言こと葉ばに、何とも言えないような、複ふく雑ざつな表情をした。

「おまえだけは身みの振り方を自由には決められぬと思え。すでに歩ほ兵へい隊長であり、おれの臣しん下かだ。おれは、おまえを手放すつもりはない」




　陽ひが没ぼつしかけた頃ころ合あい。

（来たか）

　司し令れい部ぶのオルバが席せきを立った。

　国こつ境きよう線せんのユノス川に、アークス軍の旗はた印じるしが翻ひるがえったのである。オルバにしてみれば予想どおりのタイミングだったが、その位置取りが妙みようだ。

　谷間の川を挟はさんで、アプターの対たい岸がん。森の影かげが、暗い空と同じ色に沈しずみかけたそのとき、そこに長ちよう距きよ離り砲ほう二門を並べはじめたのである。

　当然、オルバは川のほうへ接した北の砲兵陣じん地ちに命じ、対岸めがけて砲を撃うった。二度、三度と爆ばく発はつが起こった。敵てきはあわてて、砲を引きずりつつ森のほうへと退しりぞいたが、完全には撤てつ退たいせず、いまだ高い竿さおの先でタウーリアの旗はたをはためかせたまま、動こうとしない。

（長期戦をしかける気か？）

　そうも思ったが、アークス・バズガンが恐おそれるのはメフィウスの援えん軍ぐんである。もともとの国力には差があるため、この機きを逃のがしては城しろを取れないのは重じゆう々じゆう承しよう知ちのはず。

　やがて陽ひが没ぼつした。敵はかがり火のひとつも掲かかげなかったため、砲では狙ねらいが取れなくなる。それでも牽けん制せいのために、時間をおいての射しや撃げきをくり返させた。

　焦じれるような時間が過すぎる。オルバの策さくは、ラバン・ドウが見み越こしたとおりに、こちらに誘さそい込んだ上での包ほう囲い戦せんである。敵が動かなければこちらも動きようがない。オルバは何度となく深しん呼こ吸きゆうをした。身体からだの痛いたみはだいぶ引いている。いまなら、剣けんを手にして突つっ込めないこともない。しかし今回はそんな役やく目めを担になうつもりはない。いや、してはならない。

「皇おう子じ」

　ゴーウェンが駆かけ込んできた。

「南からも来るぞ。前回と同じ進軍路を辿たどったらしい。さすがに今度は峡きよう谷こくを丹たん念ねんに調べ上げた上でだから、多少手間がかかったようだが」

「数は？」

「物もの見みの報告によれば、三〇〇。速度からして、おそらく大砲はない」

（軍をわけてきたか）

　対岸の部隊は、こちらの砲火を分ぶん散さんさせる狙いがあるのだろう。そのためにわざわざ貴き重ちようである長ちよう距きよ離り砲ほうの姿すがたをさらしたのだ、とオルバは見た。

「門もん扉ぴを固めて、櫓やぐら、塔とうの上から鉄てつ砲ぽうで狙ねらい撃うて。パーシルらは待たい機きさせたままだ」

　アプター南門近辺で、東南側に据すえられた砲ほうが火を噴ふいた。土ど砂しやが水しぶきのように派は手でに跳はね上がるなかを、タウーリア兵が駆かけてくる。散さん兵ぺい戦せんである。少人数の部隊がそれぞれ規き律りつある動きを見せていた。

　退しりぞいては押し、押しては退く。パーシルは胸きよう壁へきの陰かげに屈かがみ込んで、眼がん下かの戦たたかいを見下ろしていたが、

（おっ）

　身みを伏ふせた。門のすぐそばで大たい砲ほうが炸さく裂れつした。石や木の破は片へんが火か薬やくのにおいとともに背せに降り注そそいでくる。

　大砲がない、というメフィウス側の見とおしは外はずれていた。敵の進軍速度からすればそう考えても不ふ思し議ぎはなかったが、タウーリア軍は、新しん種しゆの竜りゆうユニオン二頭に一門の大砲を引かせていたのである。

　メフィウス側の砲火もこれを狙い撃ちにしようとしたが、そうすると、ユニオンは退き、代わってふたたび鉄砲隊、弓ゆみ矢や隊たいを前面に押し出してくる。竜を思うままに操あやつる手て管くだはあるいはメフィウス以上といえよう。

「皇おう子じ、飛ひ空くう艇てい隊たいが出ますか」

　飛空艇隊長のニール・トンソンが赤ら顔をさらに赤くして勢いきおい込む。オルバは内ない心しん焦あせりを色濃こくしながらも、

「よし、三機編へん制せいで、二度にわけて飛べ。向かう先はアプター対たい岸がんのほうだ。あくまでも牽けん制せいするのが役目だ。深追いはするな！　北側の砲台が使える時間を稼かせげばいい」

「はっ」

　広間の床ゆかを蹴けるような勢いで、ニールが駆け去さっていく。

（やるな）

　その足音を耳にしながら、オルバは腕うで組ぐみの姿し勢せいに戻った。

　メフィウス側が罠わなを張って待まち構えているのは先せん刻こく承しよう知ちの上なのだろう。その上で、こちらの狙いを定めさせない作戦だ。数に任まかせて突とつ入にゆうしてきさえすれば、オルバの思おも惑わくどおりになったのだが、敵は被ひ害がいも覚かく悟ごの上で、こちらをじりじりと削けずり取ってきた。

　身体からだが疼うずいた。おそらくいまの自分の血の色は、黒い。黒くたぎったそれが全ぜん身しんを駆け巡めぐり、皮ひ膚ふを隔へだてたすぐ下で、もうひとりのオルバ自じ身しんを形成しているような思いがする。

　そのもうひとりのオルバは、腰こしの剣けんを抜いて、いますぐに戦場へ駆け出したいと、切せつに訴うつたえていた。こんなところでじっとしているのは性しように合わない。さあ、剣と銃を手に、殺し合いの場に向かおう。敵の砲火をくぐり抜け、味み方かたの屍しかばねを乗り越えて、この剣に敵の血を吸わせてやろう。それこそおまえの得とく意いとすることじゃないか──。

（ちっ）

　オルバは痛いたいほどに歯はを嚙かみしめつつ、近この衛え隊たいの小隊長に任にんじていたシークを呼んだ。

　地図上の一点を差して、

「銃じゆう兵へいを率ひきい、東の小門から出て、尾お根ねの間道を使って敵てきの後こう方ほうへまわり込め。飛ひ空くう艇てい一機を囮おとりに使う。その隙すきに一いつ斉せい射しや撃げきを浴あびせろ」

　その一方で、パーシルへも伝でん令れいを飛ばした。

「黒くろ兜かぶと団だんの増ぞう援えんをよこす。シークらが奇き襲しゆうに成功したら、打って出ろ」

　シークは銃じゆう兵へい二〇名を供にした。ちょうど都と市し部ぶから出ようかという頃ころ合あい、敵てき砲ほう弾だんが城じよう壁へきの上うえ端はし辺あたりに当たって砕くだけた。一発射しや撃げき音おんがするたびに身の凍こごえる思いをしながら、背せを屈かがめて、城じよう砦さいから走り出る。

　都市部にはいくらか秘ひ密みつの出入り口があって、そこからオルバに言われたとおりのルートを辿たどる。飛空艇一機が門の上を飛び越こえた。そこへ敵の射線が集中した隙すきを狙ねらって、

「撃うてっ」

　シークも命じた。耳が使いものにならなくなるのじゃないかと思うくらいに激はげしい射撃音が連続した。虚きよを衝つかれた敵兵が混こん乱らんするも、散さん開かいしていたために大たいした被ひ害がいはない。そこへ、門を開いてパーシルら白はく兵へい隊たいが躍おどり出た。

　パーシルはまず手近に迫せまった敵兵の胴どうを薙なぎ払はらうと、肩の上へ降りかかった斧おのを刃はで喰くい止め、ゼルド人の細ほそ面おもてに真っ向からそれを叩たたきつけた。間もおかず身を回転させ、背後にまわりかけていた兵士の槍やりを腕うでもろとも斬きり飛ばす。

　後方からつづく歩ほ兵へい隊たいも、ミゲル・テスをはじめ、それぞれ獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを見せつける。一度は処しよ刑けいを覚かく悟ごした身み、鼻先を銃じゆう弾だんがかすめようと、敵の剣を払いそこねて肩に刃が喰い込もうと、敵の矢に足の指を射い抜ぬかれようと、怯ひるむことなく前進をつづけた。

　一方のシークは、パーシルらを銃撃で援えん護ごしながらも、敵の大砲を追い込もうとした。が、散開したタウーリアの小隊が身を伏ふせつつ、こちらにも火線を浴びせてくる。シークの横よこ隣どなりで弾を込めようとしていた兵士の頭が吹き飛んだ。

　南正門前の戦たたかいは、しかし、全体的にはメフィウス有ゆう利りに動きつつあった。これを押しどきと見た黒兜団も乱らん戦せんに加くわわって、タウーリア兵はじりじりと後こう退たいを余よ儀ぎなくさせられる。

　そうしてメフィウスが正面へ戦力を集中しはじめた頃ころ合あいだった。

　司し令れい部ぶへ駆かけ込んできた兵士が、オルバに悪い知らせを運んできたのは。

「てっ、敵の新あら手てが、西側から迫せまっています！」

「西？」オルバが半はん腰ごしになった。「飛空船か。ここまで温おん存ぞんしていたらしい。ちっ、砲をまわせ──」

「飛空船だけではありません。敵の竜りゆう部ぶ隊たいです。奴やつらは竜で、ユノス川を渡と渉しようしようとしています！」




　　　　２




　アークス・バズガンはこのとき、タウーリア唯ゆい一いつの巡じゆん洋よう艦かん規き模ぼの飛ひ空くう船せんで指し揮きを執とっていた。安定して滞たい空くうするために出した上下一対の帆ほが、夜風を受けていっぱいにふくらんでいる。備砲は正面と左右舷げん側そくに一門ずつ。

　その船の下では、ラバン・ドウ自みずからが引きつれる竜りゆう部ぶ隊たいが、ユノス川の流れに逆さからって東進していた。ラバンの近くには、伝でん令れい係がかりの飛ひ空くう艇ていが一機、随ずい走そうしているのが見える。

　敵てきもまさか、直接川を渡わたってくるとは思いもしていなかったろう。ユノスの激はげしい流れも竜ならば恐おぞれることはない。ただ、身みを隠かくすところがないために敵の銃じゆう火かにさらされる危険も高かったが、ラバンはそのためにあえて部隊をわけていたのだ。

「アプターはそもそも寡か兵へい。こちらの渡と河かを計算に入れておいたはずもないから、兵も配しておらんだろう。すぐには対たい応おうできんよ」

　アークスは上空でにやりと笑う。おまけにこのタイミングで、対たい岸がんに並べておいた砲ほうがいよいよ本格的に火を噴ふいた。さらには飛空船があらわれるとなれば、アプターは竜部隊の直進を妨げることがいよいよ難むずかしくなる。
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「援えん護ご射しや撃げきを開始。狙ねらわんでいい、向こうが無む視しできない程てい度どにな！」

　あまりに接近しすぎると、こちらが砲ほう火かを喰くう恐れがある。飛ひ空くう船せんが空中からの移動砲ほう台だいとして機能すればじゅうぶんだ。

　アプター城じよう砦さいの辺あたりが赤く光り、それから白く煙けむるのと同時に砲の轟とどろきが聞こえる。双そう方ほうの砲ほう撃げきはアークスが言うようにほとんど効こう果かを挙あげなかったが、その隙すきに大型竜りゆうソゾスや中型竜ゴルに跨またがった竜騎き兵へいたちが、次々と川を越こえていった。

　川からの物資運うん搬ぱん路ろに使うなだらかな丘きゆう陵りようをも越えて、アプターへと迫せまる。それらの振るう爪つめや尻尾しつぽが、砦とりで城じよう壁へきを叩たたき壊こわしに入ったときになってようやく、

「敵てき飛ひ空くう艇てい隊たい、竜部隊へ切り込みを開始しました」

　双そう眼がん鏡きようで眼がん下かの戦せん況きようを確かく認にんしていた兵士が叫さけぶ。アークスは皮ひ肉にくそうに唇くちびるをひん曲げた。

「はン、遅おそい、遅い、遅い、遅い。メフィウスめ、こちらを罠わなにかけようとしたのが仇あだになったな。すべて、後ご手て、後手、後手だ」

　ギルは城砦内での罠には自信があったようだが、こちらを引き込もうとするあまりに進軍そのものはまったく阻はばもうとしなかった。タウーリアの布ふ陣じんを好すきにさせすぎたのだ。

「南門に第二陣を出せ。空への警けい戒かいも怠おこたるなよ。敵飛空船があらわれるやもしれん」

　アークスの命令一下、南方の森にあえて伏ふせておいた歩兵隊と、小型竜に跨った軽けい装そう騎竜兵がようやく出しゆつ陣じんする。主力戦で勝ちに移行しかけていたメフィウス隊は、目に見えて狼ろう狽ばいした。申もうしわけ程てい度どの応戦ののち、すぐに門を閉じて引っ込んでいく。

　タウーリアにあった砲はすべて敵の目をひきつけるのに使ったため、残りはなかったが、代わりに、のっそりと姿すがたをあらわす巨きよ大だいな影かげがあった。その影の傍かたわらで、第二陣じんの指し揮きを任まかされたボーワンが銃じゆう剣けんを振り上げつつ叫ぶ。

「ようし、工こう兵へいらは、戦車を援えん護ごしつつ前へ出よ。鉄てつ砲ぽう隊たいはこの布ふ陣じんのまま、援護射しや撃げき。歩兵ども、待またせたな。抜ばつ刀とうして、おれの合あい図ずを待て！」

　第一陣が敵と刃を交まじえている隙すきにあらかじめ組立作業を終えていた戦車を出した。多数の車輪で地面を蹴け立たてて前に進むその姿は、さながら長い腕うでと三本首とを備えた機き械かいじかけの竜のようだ。腕は投とう石せき器き、首は鉄てつ砲ぽう兵へい数名を乗のせた塔とうであり、砦の壁かべにかけるための梯はし子ごである。前面には鋭するどい衝しよう角かくがあり、ぶ厚い門や壁を突つき破やぶるために不ぶ気き味みに輝かがやいている。

　本来は竜に引かせるが、今回は西側から攻せめる部隊に竜のほとんどを集中させたため、工兵たちが前まえ屈かがみに走りつつ地面に敷いていくレールの上を進ませる。

　どしん、とボーワンの腹はらの底にまで響ひびき渡わたる音を立てて、一度目に角つのが門もん扉ぴにぶつかった。門の左右を固める櫓やぐらの上から銃じゆう弾だんが降るが、同じく塔の上からこちらの銃も火を噴ふく。

　南門が打ち破られるのとほぼ同時に、竜たちが西側から城壁を壊して、アプター都と市し部ぶへと雪崩なだれれ込んだ。その恐おそろしげな咆ほう哮こうと、地面をも揺るがす足音とに、いったいどれほどの市民が地下室のなかで恐きよう怖ふを味あじわったことだろう。

「よし！」

　空中でアークスが快かい哉さいをあげる。

（これで、勝ちだ）

　懐ふところに敵てきを誘さそい込もうとするのが敵の策さくだったろうが、懐どころか、もはや腹はらのなかにこちらの侵しん入にゆうを許したのでは、どのような罠わなも効こう果かは挙あげまい。敵の勢いきおいは、肉にく眼がんで確かく認にんできるほどに落ちていた。都と市し部ぶへ侵入したのとは別べつ働どう隊たいの騎き竜りゆう兵へいたちが砲ほう台だい鎮ちん圧あつに向かったために、もはや飛ひ空くう船せんを脅おびやかす火力も存在しない。見渡す星空一面、アークスひとりきりのための空であった。

「船を進ませよ。おれも城じよう砦さいへ降りるぞ。この手で、ギル・メフィウスの首くび根ねっこを捕つかまえてやるわ」

　腰こしの軍ぐん配ばいをいとおしげに撫なでさすって、アークスは前進を命じた。

　そして何ほどの障しよう害がいもなく、アークスはアプターの城じよう壁へきを、塔とうの数々を、家々の屋根を、眼がん下かにできるところまで近づいた。さすがにアプターに敵を誘い出す作戦だっただけあって、逃げまどう市民の姿すがたは見られない。避ひ難なんは完かん了りようしているのだろう。

「ふむ。これは、さほど恨うらまれんで済すむかな」

　アークスは満足げに頷うなずいた。アプターはすでに彼の領りよう土どにも等しい。家に火をかけたり、領民たちを戦せん闘とうに巻き込んだりせずに済むのなら、これ以上の戦せん果かはないと言っていいはずだ。だから彼は配はい下かの兵にも放火を命じなかった。

　石いし畳だたみの街がい路ろを竜りゆうたちがのしのしと突つき進んでいる。丘おかをのぼり、都市を挟はさんだ向かい側の城じよう塁るいへと肉にく薄はくした。塔の銃じゆう眼がんから矢や鉄てつ砲ぽうが射いかけられたが、ソゾスの背せに組んだ簡かん易い櫓やぐらから、それぞれ三名の兵士も銃で応おう射しやする。一頭のソゾスが目を射い抜ぬかれて転倒したものの、残る竜が殺さつ到とうしてこの塔を打ち壊こわした。

　飛空船は、城を構成する別の塔とう頂ちよう上じよう部ぶで停止した。そこからばらっと梯はし子ごを落とし、武ぶ装そうした兵らが降りていく。アークス・バズガンは、船にある飛空艇のうち一機を用いることにした。

「船は上空で待たい機きさせておけ。アプターから発たった飛空船の所在はいまだに知れんからな。まあ、いまさら戻ってきたところで何ができるとも思えんが」

　艦かん長ちようにそう命じると、アークス自じ身しんは塔の上へと降り立った。

「殿との！」階かい下かから駆かけ上がってきた兵が、ひざまずいた。「皇おう子じギルを発見したとの報ほうがあります。近この衛え隊たいらしき兵数名を供ともに、一階を逃げているとのこと」

「ほほう。砦とりでから逃げずに残っているのは、見事。ラバン！」

　庭園を見下ろせる回かい廊ろうのあたりで、ソゾスの背せにいる軍ぐん師しを発見して声をかける。ほとんど上じよう機き嫌げんに、

「皇子はどうするべきかな。殺すか、生いけ捕どりにするか」

「できれば、生きて捕えたほうがよろしいでしょう」ラバンがしかつめ顔で言った。「メフィウスに徹てつ底てい抗こう戦せんをやられると厄やつ介かいです。人ひと質じちにしておいて、しばしの停てい戦せん協きよう定ていとひきかえに身み柄がらを渡わたすのが理想的でしょうな」

「ふん。それまで、せいぜいおれの下した仕づかえとしてかわいがってやるか」

　アークスは鼻はな歌うた交まじりに、兵の導みちびきのままさらに階下へと降りた。

　ラバン・ドウは、火か薬やくのにおいと粉ふん塵じんの晴はれぬ周しゆう囲いを細い目で見まわす。

（さて、皇おう子じはどのような勝算があって我われらを挑ちよう発はつしたのだ？）

　ギルのしかけたであろう罠わなは、結局ひとつたりとて発動していない。進軍ルートのひとつくらいは潰つぶされるだろうと見ていたが、こうもやすやすと砦とりでに切り込めるとはある意味想定外だ。

（まさか城じよう砦さいにこもっての籠ろう城じよう戦せんをやるつもりでいたのではあるまいに）

　と、頭上で飛ひ空くう船せんが再発進する気け配はいを感じて、空を仰あおいだ。

　見ると、星の光を遮さえぎる影かげがこちらに近づきつつある。それをタウーリア側の飛空船が迎げい撃げきする構えだ。例の、王女を逃がすためにアプターを発たったという巡じゆん洋よう艦かんだろう。タウーリアの兵が砦攻ぜめに集中している最中に、後方に降り立ち、そこから兵を出して挟はさみ撃うちする計画だったにちがいない。しかし機きを逸いつした。もはや砦が陥かん落らくした現在、彼らにできることなど何もなく、事実、いかにも泡あわを喰くったようにすぐさま来たばかりの道を引き返しはじめた。タウーリアの空船が追い討うちをかけようと進んでいく──。

（いや、待まて）

　ラバンの、長年の経けい験けん、そして独どく特とくの勘かんのひらめきが、そのとき勝利の予感に緩ゆるみかかった全ぜん神しん経けいを叩たたき起こした。

「敵てき船せんの引き揚あげが早すぎる。こちらの巡洋艦を誘さそい出しているかのようだ。伝でん令れい！」

「はっ」

　竜りゆうの足もとで声がした。伝令用の飛ひ空くう艇ていは、エーテル節せつ約やくのため、部隊に動きがないときには地上で待たい機きしている。

「わがほうの飛空船へ向かえ。敵船を深追いするなと伝つたえるのだ。砲ほうの届とどかない距きよ離りにまで敵が逃げたら、すぐさまこちらへ引き返せ、とな」

「は！」

　伝令はすぐさまエンジンを始動させ、飛空艇もろとも空へと駆かけ上がる。それが夜よ闇やみに吸すい込まれていくと、

「軍ぐん師しどの、我われ々われはいかがいたします」

　櫓やぐらの上で、騎き竜りゆう隊たい隊長が振り向いた。

「おまえらは周しゆう辺へんを警けい戒かいせよ。あれが誘いの船であったなら、あるいはもう一隻せき、船が空から来るかもしれん」

「新あら手てが来るとしたなら、竜を運んでくるでしょうか」

「メフィウス式に調ちよう練れんされた竜など、恐おそれるに足たりんよ。実際、ここで竜の一頭にでも出会ったかね。この混こん乱らんで逃げてしまったのだろう──」

　そう言った瞬しゆん間かん、ラバンの身体からだが激はげしく揺さぶられた。ラバンだけではない、兵士たちが、櫓やぐらが、ソゾスが──いや、アプター全体が激げき震しんにあっていた。

「何事だ！」

　叫さけんだラバン・ドウは、ふたたび、視し線せんを空へと誘さそわれていた。城じよう砦さいを覆おおうように、夜空に浮かび上がった巨きよ大だいな影かげがあった。ラバンの予想は当たっていた。ただし、その巨大な影から降り注そそぐ破は壊かいの使者が、ただの一点、しかしある意味でもっとも重要な一点において、予測を裏うら切ぎっていたのである。




　その激震は、当然、一階部分に降りたばかりのアークスたちの足もともさらっていた。

「何事だ」

　軍ぐん師しと同じ言こと葉ばを叫さけぶ間にも、二度目、三度目の揺れが来る。天てん井じようが、壁かべが軋きしみをあげ、ばらばらと埃ほこりが舞まった。兵士たちは右う往おう左さ往おうしている。あまりの混こん乱らんぶりに、アークスはともすれば部下の兵士に肩を突つき飛ばされそうになった。

「じ、地じ震しんか？　くそう、このようなときになって」

　そこへ、よろめきかかるようにしてアークスのもとへ膝ひざをついた兵士がいた。

「敵てき襲しゆうです！」

「敵？　敵が、どこにいた？」

「じ、上空──大型の飛ひ空くう竜りゆう石せき船せんがあらわれ、アプターを爆ばく撃げきしているのです」

「アプターを？」

　こんな状じよう況きようだというのに、一いつ瞬しゆん、アークスの脳のうはその言こと葉ばの理解を拒こばんだ。

「アプターを、だと。馬ば鹿かな！　自分たちの砦とりでを攻こう撃げきする馬鹿が、どこに……」

　四度目の揺れが来た。天てん井じようを支えている柱はしらがみしりと音を立てた気がして、ぎょっとなる。もはやアークスが命令を下すまでもなく、兵たちのほとんどが砦から逃げ出そうとしていた。

　逃げるな、と吠ほえようとしたアークスだったが、そのとき四度目の揺れとともに後方の天井が一部崩ほう落らくして、多数の兵士を巻き込んだ。




「よし──、合あい図ずあるまで、滞たい空くう。帆ほを広げ、爆撃をつづけよ」

　アプターより上空、一五〇メートルほど先で、大型飛空船ドゥームは帆を広げていた。伝でん承しようにある、竜りゆう神じんメフィウス配はい下かの竜の名を冠かんしたこの船は、皇おう子じギルの旗き艦かんである。

　命令を下した若い艦かん長ちようは、ギルがビラクに残しておいた人間のひとり。彼も貴き族ぞくの末まつ弟ていであり、翼竜士し官かんだった。

　艦かん橋きようのなかには、ガーベラ王女ビリーナ・アウエルの姿もある。背せ筋すじを伸のばし、用意された椅い子すにきちんと腰こしかけながら、アプターが爆撃されている様よう子すを見下ろしている。

　昨さく日じつ、皇おう子じギルに命じられてアプターを発たつことになったビリーナは、しかし、ビラクに避ひ難なんしたわけではなかった。敵てきにそう思わせることに成功した一方で、彼女はビラクとアプター間にある飛ひ空くう船せん中ちゆう継けい基き地ちへと赴おもむいて、そこに運び込まれていたドゥームに搭とう乗じようしていた。

　ドゥームをここまで運んできたのは、ビラクの豪ごう商しようザジ・ハーマンである。敵てきに動きを気け取どられぬよう、商船に偽ぎ装そうさせ、ザジが用意した他の商船と編隊を組ませたのだ。

「ドゥームは最後の切り札ふだだ」

　ギルは、ビリーナに作戦を説明するときにそう言い添そえた。

「手数の少ないときは、そのただでさえ少ない手数のうち、とっておきのものを隠かくすに限る。これほどの大型船だ、敵は頭上にこの姿を見ただけで、『後ご詰づめ』が来た、と勝手に誤ご解かいしてくれるだろう。敵がもっとも強みにしているのが兵力の差であり、それゆえにもっとも恐おそれるのが、メフィウスからの援えん軍ぐんだからな」

　確たしかに、有ゆう効こうな策さくだとは思う。アークス・バズガンを退しりぞけることもできようが、しかし通用するのは一度きりだ。しょせん兵の数は少ないまま。それを知ったタウーリアは、さらに嵩かさにかかって進軍してきかねない。

（だからといって、まさか）

　無表情をつとめながらも、ビリーナの目からは驚おどろきの色が消えない。まさか、アプター砦とりでそのものを爆ばく撃げきするなどとは思いもしなかった。もちろん、このため、市民たちは外の森へと誘ゆう導どうしてあるという。

　眼がん下かで轟ごう音おんが連続し、まるで雲の化ばけ物のような白い煙けむりがもくもくと、石の破は片へんを巻き上げながら湧わき起こった。

「おれとて、最初から砦を『ぶっ壊こわそう』などとは思っていなかったさ。ただカードの一枚として温おん存ぞんしていたにすぎない。しかし一日も早くタウーリアの脅きよう威いを取り除のぞくには、もはやこれしかない」

　ギル・メフィウスは率そつ直ちよくに語っていた。

「おれはこの目でアークス・バズガンを見て、この耳で彼の声を聞いた。奴やつは戦場に出てくる。そうでなくとも、あのプライドの塊かたまりのような男だ、生なま意い気きなおれを討うつために大軍を編へん成せいしてくるだろう。そこが狙ねらい目だ。こちらは砦を犠ぎ牲せいにしようとしている。逆ぎやくに言えば、敵が大軍でなければ意味がないんだ」

　いま思うに、ああも面めんと向かって本ほん音ねをぶつけ合ったのはほとんどはじめてのような気がする。

「姫ひめをいったんビラクへ送り返すのも、おれがアプターでの決戦を望んでいると敵に思わせるための一いつ手てだ。……こう言うと、また叱られるかもしれないが、ビリーナ姫、姫はそのままビラクに留とどまっていても……」

「わたしが反論するとわかりきっているのなら、言わぬことです」ビリーナはにっこりとして言い返した。「きっと、予想どおりのことにしかならないでしょうから」

「そ、そうか」

　ギルは鼻の頭を搔かいた。思し春しゆん期きの少年そのものの姿すがたで、これから自軍の砦とりでを爆ばく撃げきなどしようとしている、豪ごう胆たんな指し揮き官かんと同一人物とも見えなかった。

　いま砦の頂ちよう上じよう部ぶに穴あなが穿うがたれ、階下の露ろ台だいを巻き込んで庭のほうへ瓦が解かいしていく。城じよう壁へきは石の欠片かけらとなって吹き飛び、塔とうのいくつかが醜みにくくえぐられて、その断面から火を吐はいた。

　城砦内に侵しん入にゆうした敵てき兵へいは、この爆撃にさぞ泡あわを喰くっているだろう。まったく立場の逆転したこの状じよう況きよう下か、アークスがいぶり出されるのも時間の問題だと思われた。




　ラバン・ドウはこの光こう景けいに狼ろう狽ばいし、騎き竜りゆうが暴あばれかかって、櫓やぐらから振り落とされそうになるのにさえ気づかぬ様よう子すで、目を剝むいて空を見上げていた。

　が、それも一いつ瞬しゆんのことである。タウーリアの老ろう参さん謀ぼうは、その目から驚おどろきの感情を消すと代わりに冷れい徹てつな光を宿やどらせて、周しゆう囲いの状況をすばやく読み取りにかかった。

（こちらが砲を潰つぶしたのが、仇あだになったか）

　船を砲撃でき得る武器はこちら側にない。さしもの彼とて、まさか敵が自軍の砦を潰すつもりで作戦を敢かん行こうしてくるとは想像だにしていなかった。打ちつづく爆発が、兵にも、そして竜にも動揺を招まねいている。「どう、どう」と精せいいっぱい声を張り上げ、ラバンは櫓とつながった手た綱づなを引き絞しぼった。

　騎竜兵たちには、このようなときのために彼の調ちよう合ごうした粉こな薬ぐすりを持たせている。竜の鼻に嗅かがせると、興こう奮ふんを抑おさえる作さ用ようがあった。ただし筋きん肉にくまで弛し緩かん状じよう態たいになるため、なかには使いものにならなくなる竜もある。

「者ども、あわてるな！」

　軍ぐん師しラバンは見事に騎き乗じようした竜を落ち着かせると、「見よ」とばかりに空の一点を指した。

　いままさに、ラバンの指令を受けたタウーリアの飛ひ空くう船せんが戻ってくるところだった。やはり最初にあらわれた敵船は囮おとりであったのだ。戻ってきたタウーリアの巡じゆん洋よう艦かんはさっそく艦かん砲ぼう射しや撃げきを開始して、ドゥームに急接近していく。いっとき爆撃の雨もやんだ。

「敵の巡洋艦が戻ってくる前に、中型、大型竜は退たい路ろを確保。足の速い騎竜兵は、殿とのと合流し、強引にでも連れ戻してまいれ」

「しかし、軍師どの。ここまで来ておいて」

「ここまで、来させられたのだ、愚おろか者め。さあ、さっさと言われたとおりにせい！」

（愚か者は、わしのほうだ）

　いますぐ喉のどを搔かっ切りたいくらいの恥ち辱じよくに耐たえつつ、跳とぶように駆かけていくテンゴを見送った。

　それでもなお、経けい験けんを積み重ねた観かん察さつ眼がんは、あくまでも冷れい静せいに状況をとらえている。囮の船が戻ってきて挟はさみ撃うちに遭あう可か能のう性せいもあったが、

（敵てき船から飛ひ空くう艇ていが出ぬ。余よ力りよくはないのだ。一方、こちらの船には艇がある。あれで敵旗き艦かんを空から追い払はらえれば、まだじゅうぶんに撤てつ退たいの余よ裕ゆうがあるはずだ）

　敵は自分たちの砦とりでをも潰つぶした。その引き換かえとしてこちらにも大だい損そん害がいを与えなければ吊つり合いが取れない。逆ぎやくに言えば、ここでこちらの損害を最小限に抑おさえられれば、それもまた勝利と呼ぶことができよう。

（タウーリアまで戻ったら、すぐさま部隊を再編し、この半はん壊かいしかかったアプターを取りにかかる）

　ラバン・ドウは、先の手を読みながら、上空で砲ほう撃げき戦せんを開始した飛空船を見上げた。
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　このときオルバは、城じよう館かんの地下にひそんでいた。

　倉庫や牢ろう獄ごくのあるところで、アークスをおびき出すためにいったん敵兵に姿すがたをさらしたオルバは、味み方かたの兵らとともに隠かくし通路を使っていったんこの地下へと姿を隠した。

　皇おう子じギル・メフィウスを追って城館へ敵が殺さつ到とうしたところへ、爆ばく撃げきがはじまる手はずとなっていたのだ。

　作戦は見事に的てき中ちゆうした。敵のあわてふためく声や悲鳴が、地下室にまで響ひびきわたってくる。

（よし）

　オルバは近この衛え兵へいらに目で合図し、地下通路を進んだ。

　地下牢からさらに下れば、断だん崖がいをくり貫ぬいた竪たて穴あなに通じる。断崖の下、アプターの西側を流れるユノス川に通じているのだ。もともとはここがユノス川からの水運物資を引き入れる場所だったのだが、初しよ代だいアプター城じよう主しゆが「もし事あらば、姿を隠すのにも、逃げるのにも都つ合ごうがいい」ということで、断崖の出入り口を隠してしまった。臨りん時じの避ひ難なん場所なので、洞どう窟くつは鉄で補ほ強きようされている。しばらくは爆撃にも耐たえられよう。オルバはパーシルら歩ほ兵へい隊たいにはここで伏ふせておくように命令し、自らは近衛兵隊を率ひきいて、川面に浮かんだ小船に乗り込んだ。

　夜、しかも地下ということもあって、埠ふ頭とうの下では、川の水が真まっ黒い闇やみそのもののようにぴちゃぴちゃと上下している。オルバは先頭に立ってランタンを掲かかげた。

　このまま崖がけの下へと出たあとは、現在物資運うん搬ぱんに使用している道をのぼって敵の側面を衝つく作戦である。もし敵がすでに逃とう走そうを開始しているなら、その先に回り込んで待まち伏ぶせをかければいい。水面を艪ろで搔かきわけて進むうち、しかし、頭上から伝つたわる震しん動どうがやんだ。

（早すぎる）

　崖の西側から陸に降り立ったオルバは、頭上の闇にドゥーム以外の船せん影えいを認めた。空中を砲ほう火かが飛び交かっている。そちらに気を取られてか、ドゥームの爆撃はやんでいた。囮おとり作戦が見破やぶられてしまったようだ、と気づいたオルバは、さすがに焦あせりの色を面おもてに浮かべた。

「急げっ」

　崖がけに刻きざまれた道を小走りに駆かける。

　敵てきに大きな被ひ害がいを与えられればこそ、砦とりでを犠ぎ牲せいにした甲か斐いもあるが、爆ばく撃げきが止まってしまえばアークス・バズガンに逃げられかねない。そして半はん壊かいした砦では、タウーリア三度目の攻こう撃げきは防ぎきれないだろう。ラバン・ドウが頭に描えがいたとおりに。

　部下を急せきたてながら、オルバは何度となく空を見上げた。ビリーナはおそらくあの旗き艦かんにいる。ビラクで待っていてもいい、と伝つたえてはいたが、あの姫ひめのこと、そのまま安全な場所に留とどまっていることをよしとはしないはず。

　不安があった。

　が、なぜか同時に、

（ビリーナがいるならば）

　と、一いち縷るの望みもそこにはあった。




　ドゥーム艦かん橋きよう内ないも、敵船接近の報を受けて大騒さわぎになった。

　爆撃を開始してからわずか数分後である。こちらの巡じゆん洋よう艦かんを囮おとりとして誘さそい出したはずの敵空船が、すばやく転てん針しんして舞まい戻ってきたのだ。

「罠わなを見抜かれたか」

　若い艦かん長ちようが青い顔をして言った。翼よく竜りゆう士し官かん学校は卒業したものの、実際に空の指し揮きを執とるのはこれがはじめてだ。囮に用いた巡洋艦となると、ザジ・ハーマンの紹しよう介かいでギル仕づかえとなった奴ど隷れいクラウが操そう船せんを担たん当とうしている。それくらい人ひと手でが足たりていないのだ。

　クラウは経けい験けん豊ゆたかな操そう舵だ士しだが、戦場で船を飛ばすのは彼女もはじめてだろう。予測を裏うら切ぎった行こう為いに敵が出たいま、果はたしてすぐさまこれを追いかけて合流してくれるかどうか。

「敵、飛ひ空くう艇てい隊たいが出ます！」

　双そう眼がん鏡きようを覗のぞいた士官が喉のどの限りに叫さけぶ。艦長が半はん腰ごしの姿し勢せいになった。

「数は？」

「四、いや、五機編へん制せいで、こちらめがけて飛んできます」

　その間にも、敵船が砲ほう撃げきを開始。二発、三発と、砲ほう弾だんがドゥームのすぐ手前をかすめ飛んでいった。

　こちらに飛空艇隊はない。かろうじて一機のみが地上との連絡用に搭とう載さいされていたが、他のすべてはアプター城じよう砦さい内ないの防衛にまわされていた。敵飛空艇隊はそれゆえにまったく妨ぼう害がいされぬまま、やすやすとドゥームの上を取る。爆撃が開始された。

「うあっ」

　空が一いつ瞬しゆん赤く光ったかと思うと、巨きよ人じんの手に首くび根ねっこを摑つかまれたがごとくに、艦橋が揺さぶられた。

　もちろんドゥームの銃じゆう座ざも火を吹いてこれを迎むかえ撃うとうとするのだが、艦かん長ちようを含ふくめて搭とう乗じよう員いんの全員が経けい験けんの浅い者たちばかり。船が傾かたむくごとに悲鳴があがり、床ゆかを転ころげ落ちていく者たちも多数いた。

　ビリーナ・アウエルも、必ひつ死しに座ざ席せきにしがみついていた。また窓まどの外が白く染そまる。今度は敵てき船からの砲ほう撃げきだ。

「それを」

　激げき震しんに身みを揉もまれながらも、ビリーナは手を伸ばして、士し官かんから双そう眼がん鏡きようを奪うばい取っていた。

　敵飛ひ空くう艇ていは上空でカーブを描えがいて爆ばく弾だんを落とし、その度たびにドゥームの船体を震ふるわせる。今度こそビリーナも座席から振り落とされ、したたかに腰を打ちつけた。

「このままでは、撃げき沈ちんします！」

　たまらず、士官のひとりが叫さけんだ。もうひとり、

「か、艦長、退しりぞきましょう。ドゥームまでもがやられては、皇おう子じを乗せてソロンに帰れなくなります」

　もっともらしいことを言って、艦長に撤てつ退たいを要求する。艦長自じ身しんも浮き足立っていた。ビリーナは唇くちびるの端はしを嚙かむ。ここで爆撃をやめては、皇子の作戦に支し障しようが出る。

　ことさらに声を張って、彼女は艦長に問とうた。

「飛空艇が一機、艦内にあったはずですね」

「そ、そうですが」

　退くべきかどうか、逡しゆん巡じゆんしている艦長には、姫ひめ君ぎみの相あい手てをしている暇ひまなどない。視し線せんもよこさなかったのだが、

「あれを使わせてください。巡じゆん洋よう艦かんのほうへ向かい、こちらへ誘ゆう導どうします」

　そう言われ、さすがにぎょっとなってビリーナのほうを見た。もはや返事も待またず、異い国こくの姫は足あし腰こしを踏ふんばりながら艦かん橋きようから出ていこうとしている。「危険です」と声を飛ばしたが、ビリーナは無む視ししてその場から消えた。

　残された艦長は舌した打うちし、前へと向き直る。

　ドゥームの甲かん板ぱん上じように設置された銃座が咆ほう哮こうし、何とか飛空艇隊を追い払はらおうとしているのだが、いっこうに成せい果かが挙あがらない。艦長の目からしても、正直命中するとも思えない撃ち方である。伝でん声せい管かんを通じて何度となく檄げきを飛ばしてはみるものの、飛空艇はひらりと身をかわしては空へ消えていく。

　四度目となる爆ばく撃げきが来た。船体が大きく左に傾かしぐ。このまま体たい勢せいを崩くずして真まっ逆さかさまになるかと思われた。が、多くの悲鳴をさらいながらも、かろうじて踏みとどまる。

「い、いかん」

　もはやここまでと判断して、艦長は口から泡あわを飛ばす勢いきおいで怒ど鳴なった。

「ここに留とどまっていてはやられるだけだ。退ひけ、退けえっ」

　操そう舵だ士しに命じた。混こん乱らんのただなかにあって指し針しんを求めていた人々は、艦かん長ちように提示された逃げ道に一も二もなく飛びついた。

　ドゥームの巨きよ体たいが旋せん回かいをはじめる。いよいよ砦とりで上空を敵てきの手に明け渡わたそうとしたそのとき、

「お待まちなさい」

　ぴいんとよくとおる声で撤てつ退たいを制止した人物がいた。
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「ここで踏ふみとどまらねば、アークスをいぶり出すことはできません。敵とて浮き足立っているのです。しかしここで肝かん心じんのドゥームが逃げれば、結局我われ々われのほうが兵力に劣おとっているのを気取られ、砦はこのまま占せん拠きよされ、皇おう子じもまた敵のなかに取り残されてしまいましょう」

「姫ひめ！」艦長が口を大きく開けた。「飛ひ空くう艇ていでいかれたのでは？」

「艦に待たい機きしていた飛空士に任まかせました。わたしは、ここに残ります」

　ビリーナ・アウエルは言うが早いか、ふたたび自みずからの座ざ席せきに腰こしを下ろす。

　その突とつ然ぜんの心変わりを、艦長は、どうせ外へ出る勇気がなかったのだろう、と誤ご解かいして受け止めた。

　ビリーナはなおもつづけて、

「敵の飛空艇のサイズや型からして、この高度を飛ぶとなれば、積つめる火か薬やく弾だんなど小型のものが二発程度。爆撃しては補ほ給きゆう、をくり返すしかない。となれば、こちらの巡じゆん洋よう艦かんが戻ってくるまでは耐たえられます」

「馬ば鹿かな」

「馬鹿ということもない」

　いつかテレジアの口にした台詞せりふを真ま似ねて、そう言い張る。若い艦かん長ちようは顔を赤くした。

（お姫ひめさま風ふ情ぜいが、何を言うのか）

　敵てきに向けるべき怒いかりの鉾ほこ先さきが、思わず姫君その人に転てん化かさせられそうになったが、

「ドゥームは大型装そう甲こう船せん。竜りゆう石せきの上に鉄てつ板ぱんで防ぼう御ぎよしてます。こうも船が揺れるのは、不ぶ躾しつけだが、安定して滞たい空くうできる操そう船せん技術がないため。いまのドゥームなら、強風が船体をひと撫なでするだけで同じことになりましょう。だから、この程てい度どの爆ばく撃げきで沈しずみはしません。敵てき船せんに集中すればよい。純じゆん粋すいに船との勝しよう負ぶとなれば、こちらのほうが火力も優すぐれている。見よ、その証しよう拠こに敵船は一定の距きよ離りを保たもったままだ。奴やつらはあくまでも威い嚇かくで砲ほう撃げきしているに過すぎぬ。これ以上爆撃を被こうむりたくなければ──」

　ビリーナはわざと言こと葉ばを打ち切った。視し線せんはまっすぐ艦長に向けられている。他の人々も、同じ方向を見た。

「むしろこちらから距きよ離りを詰つめ、砲撃する……」

　立場上、言葉を継ついだ艦長は、口にしながらも愕がく然ぜんとなった。愚ぐ策さくゆえにではない、自分自身が言葉にしたせいか、それが最さい良りようの手のようにも思えたからである。

　喉のど仏ぼとけが上下した。ビリーナがあえてここに残った理由も、いまはっきりとわかった。単たん身しん外そとへ飛び出る勇気がなかったのではない。及および腰ごしになった兵士らのため、むしろどっかと腰をおろして檄げきを飛ばす、そう、それは『将』の態度だ。

　改あらためてビリーナの横顔を見つめた。一四の姫君が、青い顔をしながらも、スカートの上に二つの手を折おり重ねて、背せ筋すじをぴんと伸のばしたまま前のみを見み据すえている。

（ちっ）

　艦長はその後、何事か、口のなかで呪じゆ詛そめいたことをつぶやいたのち、

「撤てつ退たい命令は取り消しだ。爆撃をつづけつつ、艦かん砲ほう射しや撃げき。伝でん令れい兵へい、各銃じゆう座ざに通達せよ──」

　伝でん声せい管かんで指示を飛ばす。腹はらを決めたのだ。

　そのとき、折おりよく、こちらの銃座からの防空射撃が、飛空艇一機を撃げき墜ついした。火の玉となって落ちる敵機を目まの当たりにした士し官かんたちが歓声をあげる。あっという間に艦橋内の空気が変わった。

　ビリーナはひとつ頷うなずいたきりで、あとは背筋を伸のばしたまま微び動どうだにしない。

　艦橋を出たときこそ、そのまま空を飛ぶ気でいたのだが、いざ離れてみると、士官たちの士し気きの低さが気にかかった。

　巡じゆん洋よう艦かんを呼び戻したところで、ドゥームがこの空くう域いきに踏ふみとどまっていなければ話にならない。彼女はすぐさま意いを決して、格かく納のう庫こで待たい機きしていた飛ひ空くう士しに、代わりに空を飛ぶよう指示した。

（新しん兵ぺいを、ここを死し地ちとしても恐おそれぬ勇ゆう者しやにするか、敵てきの姿すがたを見ただけで逃げてしまう臆おく病びよう者ものにするか、すべては指し揮き官かん次し第だい。──お爺じいさまも、そうおっしゃられていた）

　またも震しん動どうが来て、ビリーナは跳とびはねそうになる自分の心しん身しんを抑おさえ込んだ。

　自分で操そう縦じゆうするとなれば、たとえ弾だん丸がん雨う注ちゆうの只ただ中なかにあってさえ恐れはしないビリーナだ。しかしこうして他人の操あやつる翼つばさに身みをゆだねているいま、ビリーナは感じたことのない恐きよう怖ふを空に抱いだいていた。

　ともすれば手足が震ふるえそうになる。いまにも艦かん橋きようが火に包つつまれ、自分をも飲み込んでしまうのではないかと不安に駆かられる。あるいは飛行を維い持じできなくなって、そのまま真まっ逆さかさまにアプターの城じよう砦さいへ叩たたきつけられるのではないかと冷ひや汗あせがにじむ。

　が、奥おく歯ばをぎゅっと嚙かみしめて、自みずからを奮ふるい立たせた。

　高こう貴きな血ち筋すじとあがめられる人間は、相そう応おうの態度を求められる。ビリーナはそのとき自ら選んだ『将』としての仮か面めんをまとった。

　敵てき飛ひ空くう船せんが、さらに射しや撃げきをつづける──。




「ちいっ。何を手間取っている」

　ラバン・ドウは顔を上向けたまま舌した打うちした。メフィウスの旗き艦かんは意い地じでもこの空を明あけ渡わたさぬ、と言わんばかりに、あちこちに被ひ弾だんしながらも動かない。兵の練れん度どが低い、という報告もどうやら偽いつわりであったようだ。

　いずれにせよ、こちらとしては撤てつ退たいの用意を急ぐしかないのだが──、

　アークスの援えん護ごへと動き出していた竜りゆう部ぶ隊たいの横合いから、そのとき、獣けものの唸うなり声が轟とどろいた。

「何っ」

　アプター砦とりでの吐はく炎ほのおの色にあぶられて、ぬめぬめとした鱗うろこの色がラバン・ドウの目に飛び込んできた。と同時に、騎き竜りゆう兵へいがテンゴもろとも横倒しにさせられていく。竜の吠ほえ声がラバンの鼓こ膜まくを震ふるわせた。

　待まち伏ぶせである。ラバンには、いま目にしている光景が信じがたかった。中型竜バイアン七頭が、背中に乗のせたメフィウス兵の手た綱づなによって見事に操あやつられ、こちらの竜を圧あつしている。その手て管くだもそうなら、何より、城砦の一いつ角かくにいままで竜が伏せられていたことそのもののほうがラバンには驚おどろきであった。

（こちらの竜が突とつ撃げきもした、爆ばく撃げきもあった、それなのに、奴やつらの竜たちは暴あばれもせずに、人間からの指示が下るのをじっと待っていたというのか？）

　強い薬くすりで本ほん能のうを抑おさえ込んでいたにしても、それでは使いものになるまい。が、バイアンたちはよく訓くん練れんされた馬と人との関係がそうであるように、兵と一体となって、こちらの騎竜部隊を次々と切り崩くずしている。

　ラバン・ドウは驚きよう愕がくしながらも、すべての注意力を奪うばわれていたわけではなかった。ほとんど無む意い識しきのうちに右手を上げ、味み方かたにサインを送っていた。新しん種しゆの一いつ角かく竜りゆうユニオンが体たい勢せいを低くして、角つのによる突とつ進しんをしかける。一いつ匹ぴきのバイアンが後ろ倒だおしになり、兵士を巻き込んで絶ぜつ息そくした。ユニオンは速度もある。戦場を搔かき乱みだすには絶ぜつ好こうの品ひん種しゆだ。その隙すきに、ラバンはこちらの大型竜ソゾスを呼び戻して、敵てきを包ほう囲いしようとした。

　ぴぃっ、とそのとき、竜の立てる地響きをも甲かん高だかく突つき抜ける音がした。はっとラバンがそちらの方ほう角がくを見やると、砦とりで三階部分の露ろ台だいに姿すがたを見せた人ひと影かげがある。少女のそれに見えた。その少女が片かた腕うでを振り上げた。

　すると、ユニオンの突とつ撃げきに面めん食くらい、統とう率そつを失うしないかけていたバイアンが、さっと散さん開かいするや、近くにあった倉そう庫こを踏ふみ潰つぶしつつ、ユニオンの角つのをかわした。牙きばをそのまま打ちたてようとするが、ユニオンの鱗うろこは硬かたい。背中に乗った兵士が、竜りゆう槍そうを振るって、柔やわらかい首の部分を狙ねらって突き入れた。

　その間、さらに数頭のバイアンと、それに倍する数の小型竜フェイとがあらわれ、タウーリア軍所属のソゾスのほうへ駆かけ出していた。

　ラバンは脳のう細さい胞ぼうをフル回転させて、指示を下そうとするものの、当とうの騎き竜りゆう兵へいたちが動どう揺ようしてしまっていては、どのような策さくも効こう果かがない。そしてその目は、ついつい露台にある少女の影かげに奪われがちであった。

（あの娘むすめ──い、いや、もしや）

　竜の咆ほう哮こうと、竜の背せで槍やりをかち合わせる金属質の轟とどろきとが、城じよう砦さい前まえの中庭に満ち満ちた。




　アークスは炎ほのおと激げき震しんに追い立てられるようにして駆けていた。背はい後ごにつづく兵の数はおそらく半分以下になっている。大たい半はんは途と中ちゆうではぐれたのだ。ようやくのことで砦の城じよう館かん部ぶを抜けたところで、アークスは激はげしく咳せき込んだ。

「お、おのれ」

　煙けむりと粉ふん塵じんにやられ、目も喉のども痛いたんでいる。しかしいまは休んでいる暇ひまもない。いままで味わったこともない怒いかりが、城を包つつんだ炎以上に彼の胸を熱くさせていた。

（おのれ、メフィウス。おのれ、ギル！　覚えておけ、こうなった以上、もはやガルダも、タウランのその他の国など、どうでもいい。おれのこれからの生しよう涯がい、貴き様さまをずたずたの肉にく片へんに切り刻きざむためだけに捧ささげてやる）

　配はい下かの兵が先せん導どうするのに従したがって、砦を東に抜けようとした。しかし一〇メートルもいかないうちに、城館敷しき地ちの端はしにあたる庭で足を止めた。味み方かた兵へいの死し骸がいが、血だまりのなかに沈しずんでいる。

「貴様」

　ぎっと歯はを嚙かみ合わせたのは、その向こう側に、飛ひ空くう艇ていの群むれと、他ならぬ仇きゆう敵てき、メフィウス家の第一位皇こう位い継けい承しよう者しやがいたからだ。左右には銃じゆうを構えたメフィウス兵がずらりと居い並ならんでいる。

　風が、炎ほのおの熱を運んでアークスの頰ほおを舐なめた。

「よく生きておられた、アークス・バズガンどの」

「なにっ」

「死んでいたら、多少こちらも面めん倒どうになるところだった。貴き公こうの強きよう運うんに感かん謝しやする」

　ギル・メフィウス、すなわちオルバは、ぞっとするような声こわ音ねで言った。崖がけの道を駆かけのぼった彼らは、飛ひ空くう艇てい隊たいの伝でん令れいを受けてアークスの逃とう走そう路ろを確かく認にん、そして待まち伏ぶせしていたのである。

「たのみの竜りゆう部ぶ隊たいも、こちらの部隊が抑おさえている。助けはない。もはやここまでだ」

　すでに合あい図ずは飛ばしてあり、旗き艦かんドゥームからの爆ばく撃げきは絶たえている。オルバにしてみれば、

（よく持ちこたえてくれた）

　という思いがあった。クラウの操そう船せんする巡じゆん洋よう艦かんがドゥームの救きゆう援えんに駆けつけたこともあって、挟はさみ撃うちに遭あったタウーリア側飛ひ空くう船せんは、砲ほう弾だんを船体の横っ腹ぱらに浴あびて、轟ごう音おんとともに火を吐はいた。

　対するアークスは、足あし腰こしから力が抜け落ちそうになるのを必ひつ死しに堪こらえて、

「おれが死んでいたら面倒なことになるだと？　おれの首が目当てではないのか。自分の砦とりでを陥かん落らくさせてまで、いったい何が望みだというのだ？」

「アークスどのの命と引き換えにするには、いささかこちらの代だい償しようも大きすぎる」

　オルバは莞かん爾じとしてつづけた。

「あなたを失ったとて、誇ほこりあるバズガン家は降こう伏ふくなどしまい。むしろ互たがいの血けつ族ぞくが最後のひとりになるまで、と徹てつ底てい抗こう戦せんされる恐おそれもある」

「と、当然だ」

　こんなときにも、アークスはバズガン家の誇ほこりを失わず、胸むねを張った。

「だから、おれが望むのは、あくまでもタウーリアとの友ゆう好こう関係だ」

「……何だと？」

　そのとき、さらなる気け配はいを感じて、はっとして振り返ると、背はい後ごから敵の兵隊が押し寄せてくる最中だった。いったんは敵てきに押しやられたと見せかけ、実のところ地下に待たい機きしていたパーシルら歩ほ兵へい隊たいである。しばし斬きり結むすぶ音がしたが、すでにタウーリア側の戦意は低く、数分と経たたないうちに、アークスは完かん全ぜんに退たい路ろを失ってしまった。しかも、あろうことかそのパーシルが進み出てきたかと思うと、アークスの腕うでと肩を押さえ込んだ。あまりにそれがスムーズだったので、アークスは抵てい抗こうすることさえ一いつ瞬しゆん忘れたほどだ。

「き、貴き様さま。放せ！　友好関係などと、どの口がほざきおるか……あっ！」

　自分の首さえ危あやうい状じよう況きよう下かで、色を失ってアークスが叫さけんだのは、その腰から軍ぐん配ばいを奪うばわれたからだ。「返せ」と恥はじも外がい聞ぶんもなくくり返す間にも、パーシルはその軍ぐん配ぱいをギル・メフィウスの手もとに預あずけた。

「これが人ひと質じちだ、バズガンどの」

「なっ、何だと」

「ここで命を落とすことになろうとも、メフィウスに膝ひざを屈くつするあなたではありますまい。しかし、バズガン家そのものの象しよう徴ちようを失うしなっては、その誇ほこりある血ち筋すじだけでなく、歴史もまた絶たえてしまう。他ならぬ、あなたの力不足ゆえにね」

　アークスは怒いかりのあまりか、引き裂さかれんばかりに目を瞠みはっていたが、やがては声すら失って、がくりとうなだれた。確たしかに、彼はこの場での死を恐おそれなかった。しかしそれは、自分につづく血けつ統とうが、バズガン家とともにありつづけるのだと思えればこそ。そのバズガン家そのものともいえる玉ぎよく璽じを自分のせいで失うとあっては、先せん祖ぞの英えい霊れいにも、子し孫そんたちにも顔向けできない。

　ギルの言った、「死んでいたら多少面めん倒どうなことになる」とは、たとえアークスが命を失っていたとて、この玉璽を奪うばってタウーリアの権力者たちに脅おどしをかけていた、という意味だろう。つまりはここで潔いさぎよく死を選んだとしても、ギルにはただタウーリアを脅きよう迫はくする『手間』がかかるということでしかない。無む駄だ死じにだ。

「あなたにも、悪い話ではないさ」

　すでにアプター砦とりでからは戦せん闘とうの物音は絶たえつつある。それなのに、あるいは戦時以上に大勢の男たちが走りまわり、怒ど号ごうを交かわしているのは、砦の消火作業に従じゆう事じしているからだ。そのことが何より、もはや戦いが終わったという事実をアークスへ痛いたいほどに突つきつけていた。

「数日後には、おれはしばし砦を留守にするが、この軍配は手もとに置いておく。余よ計けいなことは考えぬことだ。そしてアプターに帰ってきたあと、そなたの西方統とう一いつに力を貸すことを考えてもよい。軍配もいずれは本来所有されるべき方の手もとに戻るだろう」

　風が吹き、散ちった火の粉こがひらひらと、ギルとアークスの間に振りまかれた。

　尾お羽は打ち枯からしたアークス軍は、砦のいたるところで狩かり出され、捕ほ縛ばくされた。なかには、若きボーワン将軍と、軍ぐん師しラバン・ドウの姿すがたもあった。




　やがて、オルバは自みずからアプターの飛ひ空くう船せん発着場にまで赴おもむいて、勇ゆう士したちを出で迎むかえた。

　まずは巡じゆん洋よう艦かんのほうから、クラウが降りてくる。ややオルバが唇くちびるをほころばせたのは、その太っちょの身体からだを左右にいる兵たちに支ささえられながら、ふらふらとタラップを降りてきたからだ。

「ご苦労だった」オルバはクラウを労ねぎらった。「よくぞ戻って、ドゥームを救きゆう援えんしてくれたな」

「そりゃあもう。あたしゃ、ツァーガ鉱こう山ざんで危険な低空飛行を何度だってやってますからね。年ねん季きがちがいますよ、年季が」

　銃じゆう火かや砲ほう弾だんの飛び交かう戦場で船を飛ばすのはさすがに勝かつ手てがちがったのだろう、目め尻じりには涙なみだが浮き、顔からはすっかり血ちの気けが引いている。

「よく言うぜ」隣となりで兵士がこっそり愚ぐ痴ちをこぼした。「操そう舵だ機きにしがみついて、誰だれが戻るものか、命令は聞いた、もうじゅうぶんだ、なんてぎゃあぎゃあわめきちらしやがってたくせして。伝でん令れいが報ほう奨しよう金きんを吊つり上げた途と端たん、目の色変えてあっさり舞まい戻ったんじゃないか」

　オルバは聞こえなかった振りをして、

「庭のほうで酒さか樽だるを出している。消火作業が終わったら、おまえらも存ぞん分ぶんに飲み食いしてくれ」

　船から降りてくる兵ひとりひとりの肩や背中を叩たたいて、そう言った。

　やがてドゥームも、その巨きよ体たいを発着場にゆっくりと降ろした。同じく士し官かんや兵士の肩を抱いて激げき励れいする。艦かん長ちようの顔をひと目見て、

「ほう、男の顔になった」

　とつぶやいた。若いとはいえ、オルバより六つは歳としを重ねている男だ。しかし『ギル皇おう子じ』に直接持ち上げられて、艦長は照てれ笑いを浮かべた。

「王女殿でん下かのおかげであります」

「王女の？」

「ビリーナさまは、メフィウス武ぶ人じんの心意気をお持ちでいらっしゃる。僭せん越えつながら、皇子とはお似に合あいの方のようでありますよ」

「言っていろ」

　肩を軽く叩いて艦長を送り出してから、オルバは、いまタラップを降りてきたビリーナ王女を、まぶしそうな目で見上げた。

　しっかりとした足取りはいつものとおり。ぴんと張った背せ筋すじもそうだ。オルバは安あん堵どの表情をして、

「さすがは、ガーベラ国の空に愛あいされた王女だ。今回の武ぶ勇ゆう伝でんも、あるいはおれ以上に、世へ広く喧けん伝でんされることだろう。兵もうまく手なずけられたようだな。これでは、おれを脅おどしつけるまでもなく、姫がメフィウス兵にひと声号ごう令れいすれば、皆、おれを置いてガーベラへいってしまうのじゃないか──」

　いつもの軽かる口くちを叩こうとして、おっ、と口をつぐんだ。姫が最後の一段を踏ふみ外はずすや、前のめりに倒れかかってきたのだ。オルバがあわてて支ささえると、両者の胸むね同どう士しがぶつかり合った。

「姫、怪け我がはないか、姫──姫？」

　肩を摑つかんでオルバははっとなった。少女の細い肩は小こ刻きざみに震ふるえている。

「何を言うのです」

　胸の辺あたりから聞こえてきた声に、オルバはまた別の意味で驚おどろかされた。それが、涙なみだ声ごえのようだったからだ。

「何を言うのです、皇子。約やく束そくは、守っていただきます。必かならず、必ず、ガーベラに皇子自みずからが軍を率ひきいていくのですよ、わかりましたね？」

「わ、わかっている。いまのは、ただの冗じよう談だんだろう」

「じょうだん？」

　ビリーナは顔を上げた。きょとんとしたような顔に、澄すんだ丸い瞳ひとみは、まるで童どう女じよのようでもある。「あ、ああ」と頷うなずいたオルバに、突とつ然ぜんビリーナは噴ふき出したかと思うと、堪こらえきれないように笑いはじめた。

「ひ、姫ひめ」

「ふ、ふふふ、あははは、前から思っていたのですけど、皇おう子じの冗談はひとつも面おも白しろくない。相あい手てを苛いら々いらさせることに関しては天てん才さい的てきでも、笑わせるのは、あ、ははは、に、苦にが手て、なのですね」

（笑っているじゃないか）

　憮ぶ然ぜんとしてオルバはビリーナの肩から手を放した。

　新しん米まい剣けん闘とう士しなどが、試合のあとにこうなるのを、オルバは何回か見てきた。文字どおり命を削けずり取るような恐きよう怖ふや重じゆう圧あつから解放されたはいいが、その落差に感情がついていかずに一種の躁そう状じよう態たいになるのだ。

（さすがに、怖こわい思いをさせたか）

　どれだけ勇いさましい姫ひめ御ごであろうとも、まだ年とし端はもいかない少女だ。

「おれの読みも甘あまかったようだ。敵てき船せんがああもすばやく引き返してくるとは、想像の埒らち外がいだった。姫には、おれがいたらないばかりに、心しん痛つうを──」

「ギルさま」

　ビリーナは、オルバの言うことなど少しも聞いてない様よう子すで口を挟はさんだ。見ると、その目が星ほしをちりばめたようにきらきら輝かがやいている。

「な、何だろうか」

「わたし、飛き空くう船せんの操そう縦じゆうを学びたいのです」

「なに？」

「艇ていだけでなく、大型飛空船の操そう船せんを覚えれば、もっともっと空を身近に感じられるでしょうし、これからの戦い、お役に立てる場面も多くなりましょう。さすがにいまからメフィウスの士し官かん養よう成せい学校へいくのは難むずかしいでしょうが、どなたか、教きよう示じしてくださる方はいませんでしょうか。近この衛え兵へいの方の手をわずらわせるのも迷めい惑わくがかかりましょうし、ああ、そうだ、あの、クラウという女性の方。彼女などどうでしょう」

（どうでしょう、と言われてもな）

　オルバは前まえ髪がみに手を滑すべらせて、汗あせを拭ぬぐった。

　砦とりでのほうから、修しゆう復ふく作業の号令をかける声、酒さけをあおって何度も乾かん杯ぱいの音おん頭どを取る声、こちらも躁状態にあるのか、兵士たちの獣けものの遠とお吠ぼえにも似にた勝ち鬨どき、様さま々ざまに聞こえてくる。

　タウーリアとの戦たたかいは、こうして終わりを告つげた。
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「そのような猿さる芝しば居いを、おれにやれというのか？」

　アークス・バズガンは難なん色しよくを示した。

　一軍を率ひきいて攻せめのぼってきた挙あげ句くに、敗軍の将しようとなったその翌よく日じつだというのに、彼は皇おう子じギルの食事の席せきへの呼びかけにも傲ごう然ぜんと応おうじた。無む論ろん、大きなショックはあったろうが、そこはバズガン家の誇ほこりとやらだろう、一敗地にまみれたことが噓うそのように堂々と食事を摂とって、酒を飲むばかりか、同どう席せきしたビリーナ王女の美しさを誉ほめそやし、ギルの手て管くだも認みとめた。

　が、ギル・メフィウスのある誘さそいに、さすがに三杯目の酒を遠えん慮りよしてアークスは眉まゆをひそめたのである。

「アプターに攻せめあがったおれは、砦とりでの最上部でおまえと出会い、戦たたかっているうちに互たがいを認め合って、そしてこれ以上無む駄だな血を流さぬことで男らしく同意した──と？　なるほど、それで面めん目ぼくは保たもたれるかもしらんが、はん、そのような御お伽とぎばなしを誰だれが信じるというのだ」

「そう、誰も信じはしまい」

「何い？」

「だが、その態たい度どを貫つらぬくことこそが重じゆう要ようだ。あきらかな噓でも、頑がんとしてつきとおせば、ひょっとしたら真しん実じつかもしれない、くらいには思わせられるものさ」

「馬ば鹿かな」

　横を向いて吐はき捨てるアークス。ギル──オルバはちょっと笑い、やや横目でビリーナの顔をうかがったあと、

「おれの昔むかしの知り合いが言っていた。たとえ女によう房ぼうに、別の女と裸はだかでひとつの寝ね床どこにいるところを見つかったとしてもな、決して浮うわ気きを認めてはならんそうだ」

「は？」

　と、今度はアークスとビリーナが声を揃そろえた。

「言い訳わけは何でも構わん。女が熱を出し、身体からだが冷えていたからあっためていた、でもいい。こいつは生き別れた妹いもうとだから、子供時じ代だいによくそうしていたように仲なかよくいっしょに寝ていただけだ、でもいい」

「誰が信じるのです、そんなもの」

　ビリーナまでもが反論に加くわわった。

「だから、信じないのさ。でももしそこで観かん念ねんしてしまい、浮気を認めたとしたら、それでもうしまいになる。非ひのすべてをおっかぶり、それ以降、女によう房ぼうはもう男の言うことなどひとつも耳を貸さなくなるだろう。だから、噓うそでもでたらめでもいい、とにかくこれと決めた言い訳わけを最後まで貫つらぬく。真ま顔がおで、何度も何度もな。相あい手てにひょっとしたら、と一パーセントでも思わせたら男の勝ちさ。噓だと認めてしまうのとでは、雲うん泥でいの差がある」

「何の勝ち負けでありましょう」

　ふくれっ面つらでビリーナが言うのを無む視しして、オルバはふたたびアークスに持ちかけた。

「どうだ。互たがいの面めん目ぼくも守られよう」

「長年の敵てき対たい関係がそれでやわらぐとは思えんが」

　アークスとて、ギルが口にした「互いの面目」という言こと葉ばの意いを汲くんでいる。しかし気を遣つかわれたと顔に出すのも無ぶ粋すいであろうことも、じゅうぶん熟じゆく知ちしていた。

「よかろう。どのような困こん難なんな道も、一いつ歩ぽ目めを踏ふみ出さんことにははじまらん」

「決まった」オルバは手を打った。「それなら、話は早いほうがいい。捕ほ縛ばくした臣しん下かはすべてお返ししよう。アークスどのも、準じゆん備びを整えよ」

「準備。はて、何の準備だ」

「これから──はさすがに無む理りか、それなら明日、アークスどのと主あるじだった将兵を飛ひ空くう船せんに乗せて、タウーリアに向かう。同どう盟めいの誓せい約やくはそこで取り交かわすとしよう」

「ま、待まて、ギルどの。あまりに気が急せいてはいまいか。それに、この同盟は確たしかにメフィウス皇こう帝ていグールどののご意向に沿そったものなのであろうな？」

　はっとしたようにビリーナはギルのほうを見つめた。しかしギルのほうはいたって涼すずしげに、

「いまさら問題にすることでもない。さあ、急げ、アークスどの。こちらも大だい至し急きゆう、用意をせねばならぬ」

　言い放った。

　砦とりでは修しゆう復ふく作業が行おこなわれている最中だが、さすがに破は損そんがひどく、門や城じよう壁へき、砲ほう台だいはもちろん、ギルたちが居きよ館かんとして使っていた城しろ中心部など、完かん全ぜんに使えなくなったものもある。現在彼らが食事をしているのも、東とう翼よくの兵へい舎しや部ぶだ。何とか格かつ好こうがつくのに、おそらく半年近くはかかろう。ひきかえにアークスとの同盟が得られると思えばこそ、ギルは自みずからこの砦を手にかけた。

　逆ぎやくに言えば、もし西方の別の勢力がアークスを攻せめるようなことになれば、アプターが砦として機能せず、タウーリアこそがメフィウス西南部の防ぼう衛えい拠きよ点てんともいえる現在、ギルは援えん軍ぐんを出さざるを得ない。

　その事情をアークスもわかっているゆえ、これ以上抗こう弁べんしなかった。




　そして実際、翌よく日じつには、ギルとアークス、二人は馬ば首しゆを並べてタウーリアの大通りを進んでいた。

　ともに同じ船に乗ってユノス川を越こえた彼らは、民みん衆しゆうの大だい歓かん迎げいを受けてタウーリアの城じよう門もんに入り、肩を触ふれ合わせながら手を振った。

　二〇〇年もの昔むかしから剣けんを交まじえてきたメフィウス皇こう家けとバズガン家の、歴れき史し的てき瞬しゆん間かんともいえた。

　アークス・バズガンも役者である。皇おう子じを肉にく片へんに切り刻きざんでやる、という戦場での誓ちかいもどこへやら、いかにもこの同どう盟めいを前々から望んでいたというような顔をして、花びらを降り注ぐ群ぐん集しゆうの声ににこやかに応こたえてみせる。

　メフィウスを宿しゆく敵てきと定めてきたアークス当人のこの突とつ然ぜんの心変わりに、無む論ろん、不ふ審しんを抱いだいた臣しん下かは一〇や二〇を下るまい。しかし「ガルダ」という謎なぞの新しん興こう勢せい力りよくが西方社会を脅おびやかしている現在、メフィウスとこれ以上泥どろ沼ぬま的てきに争あらそうのは得とく策さくではないと誰だれもが理解していた。それにメフィウスと同盟関係にあれば、その協力を得て、逆ぎやくに「ガルダ」を打ち倒たおすこともできるのではないかという展てん望ぼうを抱く者たちとて多かったはずだ。

　円形の塔とうが目立つタウーリアの街まち並なみを見み渡わたして、オルバもまた、皇子としてのにこやかな仮か面めんをつけて手を振りつづけていた。




　その夜には、タウーリアの宮きゆう殿でんにて、同盟成立を祝いわう宴うたげが催もよおされた。

　なにぶん突然のことで、手の混こんだ準じゆん備びなど何ひとつできなかったようだが、それでもタウーリア側は現在用意できる最上の食べもの、飲みものを所ところ狭せましと並べた。

　タウラン地ち域いき名物ともいえる、肌はだも露あらわな踊おどり子たちが、嫋じよう々じようとした笛ふえの音に乗って踊るのを見物しつつ、タウーリアの重じゆう臣しんたちに挨あい拶さつを受けていたオルバは、老ろう軍ぐん師しラバン・ドウにも声をかけられた。

「戦いくさでのあざやかなお手て並なみ、恐おそれ入りましてございます」

「いや、しょせんは邪じや道どう」オルバは白い歯はを見せた。「奇き策さくは下げ策さく、とも昔からいう。そう何度も通用する手ではない。まだ戦を学んでいる最中でしてね。いつか、ラバンどののご指し南なんも承うけたまわりたいものだ」

「はは、わしなど、竜りゆうを育てるのが唯ゆい一いつのとりえのような男。戦の段取りなど、その余よ興きようのようなものに過すぎませぬ。ところで、殿でん下か。殿下が使われている竜たちは、ずいぶんと調ちよう教きようがいきとどいておるようです。あるいは、わしの育てた竜よりもね。わしは戦に打ち負かされたことより、そちらのほうがよほど衝しよう撃げき的てきでした。どなたか、腕うでの立つ竜りゆう丁ちようを従したがわれていらっしゃるか」

「ゼルド人の、まあいささか風変わりな竜丁をね。ここへ連れてきたかったが、そなたらからゆずり受けた新種のユニオン、あれの世話に夢む中ちゆうなようだ」

「ゼルド人」ふむ、といった具ぐ合あいにラバンは首を傾かしげた。「では、わしの見み誤あやまりであったかな。あれは──」

「ギル殿下」

　元気のよい声が投げかけられ、見ると、軍ぐん服ぷくに礼れい装そうの長帯を巻いたボーワン将軍である。傍かたわらに、ひとりの女性を連れている。

「明日には発たたれるというのはまことですか。急に来られて、急に帰られるのですね。お時間があれば、こたびの戦いくさについてぜひ語り明かしたかったものですが」

　オルバを見つめる目には力がこもっている。いずれ機き会かいがあれば今度こそ勝利をもぎ取りたいという気き概がいが感じられた。とはいえ、敗北の憂うき目も、部下を多数失った痛いたみも露あらわにせず、若わか々わかしい顔には笑えみをたたえている。タウラン諸しよ国こくの武ぶ人じんというのは、性しよう根ねがさっぱりしているものらしい。オルバなどは、メフィウス貴き族ぞくよりよほどウマが合うのを感じているくらいだ。

「機会はまたあろう。おれもふたたびタウーリアには足を運びたい」オルバは、ボーワンから酒しゆ盃はいを受け取りながら、「そちらのご令れい嬢じようは？」

「アークスさまのご息そく女じよ、エスメナさまにございます」

「エ、エスメナ・バズガンと申もうします。以後、お見知りおきを」
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　その女性は、亜あ麻ま色いろの髪かみを垂たらして、お辞じ儀ぎをした。ほう、とオルバが内ない心しん感かん嘆たんするほどの美女だ。背せ丈たけはビリーナやイネーリよりあるものの、顔立ちはあどけなく、どこかしら夢ゆめ見るようなまなざしをしている。

　世よのなかの、あらゆる苛か烈れつさや悪意、苦しみや貧まずしさといったものとはまったく無む縁えんの、おおどかな温ぬくみを感じさせた。

　ボーワンと並ならぶと年ねん齢れいも背せ格かつ好こうも似に合あいのカップルに見える。そういえば、とオルバは思い出して、

「確たしか、ボーワンどのと婚こん約やくを交かわされるような噂うわさがあったが……」

「ああ」

　とはにかんだのがボーワンで、

「いいえ、噂に過すぎません」

　と勢いきおい込んだのがエスメナだった。傍かたわらで、ショックを受けたらしいボーワンを置き去ざりにして進み出る。大人しそうな風ふう貌ぼうと見えたのが噓うそのように、表情を引きしめ、頰ほおの色を朱しゆに染そめながらも、エスメナはオルバと真正面から向かい合った。

「先ほどボーワンに言われたこと、噓ではありませんわよね。また、お会いできるのですよね？　いえ、必かならずお会いできるはず。わたくし、エスメナ・バズガンが、近いうちにそちらへお訪たずねすることもありましょうから」

（こ、これは）

　オルバは、なぜかは知らねど、戦いくさとはまた別の戦せん慄りつを覚えて、思わずあとずさりしそうになった。

　いままでオルバが出会ってきたどの女性ともタイプがちがう。ホゥ・ランやイネーリとも、当然、ビリーナ・アウエルにも似ていない。聞けば、エスメナは一九歳。オルバより三つ上だ。

（アリスが、そういえば、同じ歳としになるのか）

　唐とう突とつに、そんな思いが胸むねをよぎった。幼おさな馴な染じみのその少女ともまた似ていないはずのエスメナだったが、たったそれだけの共きよう通つう点てんが、オルバにふとした親しん近きん感かんを抱いだかせた。感かん傷しようと言いかえてもよかったかもしれない。

　印いん象しようを変えてエスメナを見つめるオルバと、熱に浮かされたかのように顔を赤くしながらもそこから逃げないエスメナ。

　──それを、ホールの入り口から見守るアークス・バズガンは、ラバン・ドウを招まねき寄せた。

「あれを、どう見る」

　手の上で酒しゆ盃はいをまわしながら訊きいた。

「どうとは？」

「エスメナの奴やつ、先ほど、おれに直じか談だん判ぱんしに来おった。あちらから皇おう子じ自みずからが参まいられた以上、今度はこちらから和わ平へいの使者がアプターへいくべきだとな。その役やく目めを、自分が担になうと言って聞かん。あの大人しいエスメナがなぜ、と思っていたが、まさか」

「若さは、時にそれを失った者には理解しがたい行動と結果を招くことがございます」

「あの二人、会うのはこれではじめてのはずだぞ」

「さあ。わしも、若さを失ってずいぶん久ひさしいもので」

　ふん、とアークスは鼻はな息いきを洩もらすと、

「おれはタウラン統とう一いつのために、メフィウスに力を借かりると決めた。長年の宿しゆく敵てきではあるものの、一度決めた以上、これを最大限に利用せぬ手はない。しかし、ギル皇おう子じには婚こん約やく者しやがいる。正せい室しつならともかく、エスメナを側そく室しつに差し出すのもどうかと思うのだが」

「皇子のことを気が急せいているとおっしゃった割わりには、殿とのもじゅうぶん気の早いお方だ」

「好すきに言え。おれは、いつまでも古い因いん習しゆうにとらわれるような男ではないぞ」

「ははあ」

　皮ひ肉にくっぽい軍ぐん師しの相あい槌づちにも気づかぬ風ふうに、

「せめて、メフィウス側からも皇こう族ぞくの女性を、こちらのボーワンなり、甥おいのラスワンなりに、もらい受けられればよいのだが。そうすればこの同どう盟めいで、タウーリアが下に見られることもあるまい」

「皇族女性で、未み婚こんの──と申もうせば、イネーリ・メフィウス皇女という方がおられますな。義理とはいえ、皇こう帝てい直ちよつ系けいの娘むすめ。身分だけでいうなら、エスメナさまとも釣つり合いが取れましょう」

「よし。なら、そちらの線でメフィウスに働はたらきかけてみよう」

「ただし」と老ろうラバン師しは釘くぎを刺さした。「それもこれも、我われ々われがいまのタウーリア以上の勢力を手に入れてからです。タウラン統一のためには、これまで以上の戦たたかいが待まっていましょう。それをお忘れなきよう」

「おまえにも、これまで以上の働きが求められるぞ。メフィウスで二度までも受けた恥ち辱じよく、ガルダを打ち倒たおして、見事雪そそいでみせよ」

　ちょっとした復ふく讐しゆう心しんを満足させた主しゆ君くんに、ラバン・ドウはいやな顔をしてみせたものの、しかしすぐにかしこまって頷うなずいた。奇き妙みような主しゆ従じゆう関係といえた。




　やがて夜も明けて、昼前には、オルバはタウーリアを飛び立った。アプターに来て以来、ほとんど身体からだを休めるということがない。しかしオルバに疲つかれはなかった。むしろ身も心も軽く、まだまだ自分を酷こく使しできそうな思いがする。

　アプターに帰ってからもやるべきことは山とある。ノウェに伝でん令れいを飛ばしてガーベラともう一度協きよう議ぎの場を設もうけねばならないし、もちろん出しゆつ陣じんの準備もととのえねばならない。それに、タウーリアと同盟を結んだことによるソロンでの反はん応のうも知りたいところだ。

　前ぜん述じゆつしたように、オルバはすでにソロンへ使者を立て、ガーベラ援えん軍ぐんによってアプターを死し守しゆできたことを宣せん伝でんしている。それによって、ガーベラに恩おんを返すべく援軍を出すべしという気き運うんが高まってくれていればいい。

（そのあたりは、フェドムの采さい配はいを期き待たいしたいところだな）

　フェドム・オーリンは、当然、オルバの独どく断だんに怒いかり心しん頭とうだろうが、同時にギル・メフィウスを擁よう護ごしてもくれよう。反皇族派としきりに連絡を取り合っているようなので、数を揃そろえてギルを支ささえてくれるやもしれず、また、おそらくメフィウスでもっとも諸しよ侯こうの信しん任にんを集めているシモン・ロドルームの存そん在ざいもある。彼もまた、信しん義ぎに厚い男だとオルバは見ていた。

　アプター領内でいえば、まだ山さん賊ぞくという問題も残っている。オルバはこの前の検けん分ぶん以来、近きん隣りんの村々に元もと奴ど隷れいの人間たちを忍しのばせて、山賊の根ね城じろを探さぐらせていた。いざとなれば、食しよく糧りようや物資を積つんだ船を囮おとりに誘さそい出すという手もあり、この件けんに関してはさほどオルバも焦あせっていない。

　あとは、兵力の問題だ。

　今回の戦たたかいにおいて死者数一〇〇余名を出したタウーリア側に比くらべると、メフィウス側はその半分も損そん害がいはないが、元もと剣けん闘とう士したちのうち五〇名以上が歩ほ兵へい隊たいからの離り脱だつを望んだ。もちろん彼らに自由を与えるという約やく束そくを違たがえる気はない。

（アプターとビラクで兵を募つのってみるか）

　ガーベラへ援えん軍ぐんを率ひきいるに当たって、やはりある程てい度ど以上の数を揃そろえる必ひつ要ようがある。ビラクでの徴ちよう兵へいに関しては、ザジ・ハーマンに協力を頼たのんでみるつもりでいた。

　いろいろと抱かかえている問題とて山やま積づみなのに、オルバはむしろやりがいを感じて、活いき活きと目を輝かがやかせている。泥どろ水みずを啜すすってきた少年時代とはわけがちがう。殺し合いを強きよう要ようされてきた剣けん闘とう士し時代ともちがう。いまようやく、オルバは、自分の意い思しで何かを起こし、自分の力で何かを成し遂とげることができるような気持ちになっていた。

　水枯がれ谷で木ぼつ剣けんを引っさげ、喧けん嘩かに明け暮くれていたはな垂たれ小こ僧ぞうのオルバが！

「おや、何か幸しあわせそうな笑え顔がおですな、殿でん下か」

　ドゥームの艦かん橋きようで、シークもにこやかに言った。それから聞こえよがしに、

「タウーリアでは、アークスのご息そく女じよにおもてになったらしいですな」

「ば、馬ば鹿か」

「イネーリ姫ひめといい、姫君泣かせで何よりですが、本分を忘れては困りますなあ」

　冗じよう談だんめかしている風ふうでいて、シークの目はきらっと鋭するどい。飄ひよう々ひようとした態度でとらえどころのない男だが、ことビリーナのこととなると、たまに舅しゆうと同然の態度になることがある。

「忘れているものかよ。おまえも気を引きしめておけ。すぐに出しゆつ陣じんになる」

「ちょっと、ちょっと」シークは態度を改あらため、周まわりには聞こえないような声で言った。「きみはそれでいいかもしれんがね、兵たちは疲つかれている。休きゆう養ようを与えたほうがいいよ」

「ああ、二、三日は大だい丈じよう夫ぶだ。じゅうぶんに休めばいいさ」

　シークはいよいよ呆あきれ顔になった。それをよそに、オルバは前方に向き直った。前面窓まどに映る、青々とした空の大たい海かい。どこまでもつづくその空を駆かけて、自分もまたどこまでも飛べそうな気がした。




　　　　２




　その頃ころ、アプターの竜りゆう舎しや近くには資し材ざいが山と積つまれ、修しゆう復ふく作業の真まっ最中にあった。

　どこといわず、もう見み渡わたす限り壊こわれていないところなどないという城じよう砦さいであるが、竜舎はそのなかでも修しゆう繕ぜんの優ゆう先せん順じゆん位いが高い。もちろん竜たちの体たい調ちようを気き遣づかってのことだ。いまは移動用の檻おりに閉じ込めて何とかなだめすかしてはいるものの、苛いら立だちのあまり、檻を壊して逃げ出そうとしたり、同種族同士で喧けん嘩かをしたりしては、余よ計けいな破は損そんや負ふ傷しよう者しやを招まねきかねない。

　それでもホゥ・ランひとりがいるだけで、ずいぶんと楽らつ観かんできる状じよう況きようにはなっている。時とき折おり、練れん兵ぺい場じようで大型竜数頭を連れて運動をさせたり、中型、小型竜となると、ラン監かん視しのもと、現在でも騎き竜りゆう兵へいの訓くん練れんを行おこなわせたりしているので、必ひつ要よう以上にストレスを溜ため込むこともなさそうだ。

　その日、二ふつ日か酔よいに痛いたむ頭を押さえつつ、竜舎近くにある井い戸どから水をくみ上げていたクラウは、とある光こう景けいに啞あ然ぜんとして、ひしゃくを取り落としそうになった。

　檻のなか、竜たちのひしめき合ったなかにホゥ・ランの姿すがたがある。何をしているかと思えば、甲かん板ぱんの掃そう除じにも使う長いブラシで、竜たちの身体からだをこすっているのだ。檻の外には、それを恐々と見守っている男たちがいて、時折ランの指示どおりに桶おけの水をなかへぶちまけていた。

「およし、およし、何をしているのさ」

　クラウは二日酔いも忘れて駆かけ寄った。てっきり、誰だれかが余よ興きようのつもりで、女奴ど隷れいに命知らずのことをやらせているのだろうと思ったのだが、

「こうしてあげると、この子たちが喜ぶ」

　ランは実に涼すずしげな面おも持もちだ。

　そして実際、ランがブラシで擦こするたびに竜たちは喉のどを鳴らし、自分から背中を向けたり、尻尾しつぽを上げ下げして、少女が作業しやすいように体勢を変えたりしている。

「おやまあ」クラウは驚きよう嘆たんしきりだったが、「あんたもしかし、要よう領りようが悪いね。旦だん那なさまにもっと楽らくな仕し事ごとを頂いただいちゃどうだい」

「楽な仕事。たとえば」

「あんたは若くてきれいなんだからさ、旦那さまの横で、ただ笑ってりゃいいんだよ。あたしだって、若いときはそうしてつらい労ろう働どうから逃れたもんさね。身み分ぶんの高い低いに関係なく、男ってのは単たん純じゆんだからね、耳もとで愛あいを囁ささやいて、ちょっと恥はじらうように身を引く。『身分違ちがいなのはもちろんわかっています、それでもこの気持ちを抑おさえることができませんでした』なあんて、言い添そえりゃ完かん璧ぺきだ」

　このとき、周しゆう囲いの男たちが、あるいは竜を間近にしたとき以上にぎょっとしたのは、クラウがしなをつくって甘あまえた声を出したからではなく、ホゥ・ランがくっくっと声を発して笑ったからだ。

「歌や踊おどりはあたしが教えてあげるよ。あと、殿との方がたの興きよう味みを惹ひくような話題の数々も」

「この子たちの世せ話わをするより、難むずかしそうだ」

「簡かん単たんなもんさね。少なくとも、竜りゆうの牙きばや爪つめに引き裂さかれるのを恐おそれなくて済すむ。早く出ておいでよ。危なっかしくて、見ちゃいられない」

「いつか、教えてもらおうかな」

　ホゥ・ランはバイアンの脇わき腹ばらのあたりをブラシで擦こすっていたが、「自分も」とばかりに背中を押してきた竜に振り返ると、その首くび筋すじをやさしく撫なでてやった。




　アプターに舞まい戻ったオルバは、ひとまず兵へい舎しやのほうに移転させておいた自じ室しつに向かって仕事を片かたづけようとしたが、その前にはたと思い当たることがあった。

　周まわりに誰だれもいないことを確かく認にんしてから、胸むねもとに手を入れる。そこに、ややひしゃげたままのメダルがかかっていた。ずっと気がかりだったのだが、ここ数日の多た忙ぼうぶりにすっかり忘れ果はてていたのだ。

　オルバはそういうわけで、供とものひとりもつれず、その足で鍛か治じ師したちの工こう房ぼうを訪たずねようとした。途と中ちゆう、館やかたに通じる城じよう門もん脇わきの庭に、ひとりの老ろう人じんの後ろ姿すがたがあった。オルバが足を止めたのは、それが、以前城じよう砦さいを視し察さつしていたときに工房で見かけた鍛治師のひとりだったからだ。

　ソダンという名の、ざんばら髪かみの男である。見た感じ、かなりの年寄りのようだが齢よわいまだ六〇にもならないという。オルバは彼の名を呼んで近づいた。振り向いたソダンの目つきは鋭するどい、というよりどんよりしていて、一いつ見けん、まともに話の通じる相あい手てとも見えないほどだが、一いち応おうは皇おう子じに対する礼れい節せつを示した。

「おれに、何かご用ですかい」

　オルバはメダルを渡わたして用事を頼たのんだ。ソダンが二つ返事で引き受けたのでそのまま立ち去さろうとしたのだが、はたと庭に刺さしてある剣けんの数々に目が留とまった。確たしか、前にも見かけて気になっていたものだ。

　どうやらソダンは、爆ばく撃げきの際さいにばらばらに抜け落ちてしまった剣を拾い上げては、もとの場所に戻しているらしい。奇き妙みように思って尋たずねてみると、

「墓ぼ標ひようですよ」

　とソダンは言う。

「墓標？」

「すべて、おれが打った剣でしてね。刀とう身しんには死んだ兵士の名前が彫ほってあります。まあ、おれも全員を覚えていたわけじゃない。死体を見て、顔を覚えている奴やつの名前を彫っていっただけのことでして」

「どういう意味だ」

「ああ、おれは言こと葉ばが足たりなくていけねえ。アプターで戦せん死しした、メフィウス兵の墓はか、という意味ですよ。人生の大たい半はんをここで費ついやしているものでしてね、死んでいった顔見知りはいくらもいた。皇おう子じさまのようにお偉えらい方にはわからないかもしれないが、戦死した奴やつらはまとめて火か葬そうにされるだけで、ひとりひとりの墓もありゃしない。だから、せめておれが覚えている限りの人間の名前を彫ほって、剣にその魂たましいを込めるつもりでいるんです。ただ、ガーベラに砦とりでを奪うばわれたときの戦たたかいとなると、数が多すぎましてね、ここにあるだけのぶんしか打てなかったんですが」

　そうか、とだけつぶやいて、オルバは剣けんの数々を見やった。確たしかに、刀とう身しんには名前が刻こく印いんされている。ミーラン、シド、レファル、アンガス……顔も経けい歴れきも知らない、すなわちオルバには何の意味もなさない名前を目で追っていくうちに、はっとなった。見覚えがある。名前にではない。刻印の文字にはどこか癖くせのようなものがあり、それをオルバは身み近ぢかに知っていた。

　剣を戻し終えてその場を辞じそうとしたソダンを、あわてて呼び止める。

「こ、ここにある剣、すべておまえが打ったと言ったな」

「そうですが、何か」

「これに見覚えがあるか」

　オルバはまるで一秒でも無む駄だな時間をかけてはいられないという風ふうに、急いで腰こしに吊つるしてあった剣を抜いた。刀身六〇センチほどの小しよう剣けん。そこにも文字が刻印されてあった。他ならぬ、『オルバ』という彼自じ身しんの名が。

「ほっ」とソダンは口を尖とがらせた。「確かに、それはおれが打ったのにちがいねえ。しかし皇こう太たい子しさまの腰にあるのはいかにもふさわしくない。ここにあったのを抜きなさったか？　いや、墓ぼ標ひようとして打った剣にそのサイズのものはなかったはずだが」

「……ある男から、託たくされたものだ。覚えていないか。これを打ってくれるよう、あんたに頼たのんだ男がいたはずだ。その男がどこへいったか、アプターでどうしていたか、教えてくれないか」

　我われ知らず、オルバはソダンのほうへ歩み寄った。その形ぎよう相そうの凄すさまじさといい、手にした剣といい、よそから見たら、まるでオルバがこの老ろう人じんを手にかけようとしている風に見えただろう。

　ソダンはしかし、臆おくした様よう子すもなく、

「さあ」と首をひねった。「何せ、数えきれぬほどの武ぶ具ぐを打ってきたものでねえ。それぞれが子供のようなもんですから、剣の特とく徴ちようを見れば、自分のものか、どの時期に打ったものか、くらいはわかるが、さすがにそれらを預あずけた人間ひとりひとりのことは」

　言いながらも、剣に手を伸ばしている。オルバは息いき苦ぐるしいような顔をしながらも、老人に手渡わたした。ソダンは目を細め、剣をあらゆる角かく度どからためつすがめつする。

「そう古い剣じゃない」ぶつぶつと口のなかでつぶやいた。「一〇年、いや、そこまではいかない、五年か六年か、それくらい前だろう。はて、刀身と柄えのバランスが普通の小剣とはちがう気もする。……その男の、名前をご存じでしょうか」

「ロアンという」

「ロアン……ロアン。ふうむ。もちろん名前を彫ほったくらいだから、覚えがある気もするが、それこそ何十人といたんでね。いろいろとごっちゃになっていて、わかりませんな」

「頼たのむ、思い出してくれ。礼れいは何でもする」

「そう言われましてもね。ただ、この剣けん、おれが普ふ段だん打っている剣とはどうもちがう気がするんだが……はて、どのような経けい緯いで打ったものか」

　しばし頭をひねっていたソダンだったが、突とつ然ぜんそのどんよりした目を見開くと、「ああ」と頷うなずいた。息いきをも止めたオルバの前で、

「思い出した。妙みような依い頼らいだったんでね。確たしか、自分のためでなく、家族のために一本用立ててくれ、ということでして」

「そ、そうだ。そいつにちがいない」

「自分がもらったはずの、ほとんどの給きゆう金きんをおれの前に積つんだんじゃなかったかね。いささかそのときはおれも忙いそがしかったが、まあ、心こころ意い気きというやつかな、それにほだされて、打ってみることにしました。子供が扱あつかえるような剣、という注文で、そういう代しろ物ものはつくったことがなかったんで、ちょっと意い欲よくを刺し激げきされたところもあるが」

「それで。そ、それで、その男──ロアンは、どうなった」

　せわしなく尋たずねるオルバは、もはやいまの自分が『ギル』としての仮か面めんをまとっていることすら忘れ果はてている。

「どうなった？」ソダンが幅はばの狭せまい肩をすくめ、「砦とりでにいた一いつ般ぱん兵へいです。当然──」

　何かを言おうとしかけたときだった。

　なぜだろう、そのときソダンのみを見ていたはずのオルバだったが、視し野やの隅すみに、恐おそろしい気け配はいを感じた気がして、目め線せんを動かした。他に誰だれの姿があるわけでもない。以前と変わらず、剣の数々が突つき刺ささっているだけだ。が、

「ああ」

　オルバの見ているものに気づいてソダンが嘆たん息そくした。オルバは無む言ごんでそこへと近づき、その刻こく印いんへと喰くい入るような視し線せんを当てながら、引き抜いた。近くで見ても同じことだった。そこに刻きざまれた名前は、確かに、

『ロアン』

　であった。

「おれが生きている彼を最後に見たのは、ガーベラがしかけた包ほう囲い戦せんの只ただ中なかでした」ソダンの声が、妙みようにくぐもって聞こえた。「もうお偉えら方がたは逃げたあとでしたがね、それを知ることはなかったでしょう。砦が陥かん落らくしたあと、捕ほ虜りよとなったメフィウス兵がそう言っておりましたぜ。最後まで皆みなを鼓こ舞ぶして、味み方かたが来るのを信じて戦っていたとか。おれはその後、山と積まれてあったメフィウス兵の死体のなかに彼の姿すがたを見かけ、剣けんを墓ぼ標ひよう代がわりに打った。そう記き憶おくしております」

「馬ば鹿かな」オルバはしゃがれ声でつぶやいた。「人ちがいだ。ロアンという名は、いくらもある。そいつは、おれの知っているロアンじゃない……」

「ずいぶんと、親しん密みつな方だったようですな。少し、お待まちください」

　ソダンはいったん工こう房ぼうのなかに戻って、手に紙切れを丸めたものを持ってきた。それを手て渡わたされたオルバは、半なかば呆ぼう然ぜんとしながらも受け取り、広げてみた。

　剣の図ず柄がらが描えがかれてあった。オルバの喉のどが鳴った。兄あにロアンの手によるものであることはすぐにわかった。設せつ計けい図ずなのだろう、『オルバ』という字をどの位置に刻こく印いんするかも細かく指示してある。その下に、人間の手のスケッチもあった。

「この大きさの手で握にぎりやすいように……ということでした」

　ソダンが言い添そえる。オルバは震ふるえていた。剣を壁かべに立てかけ、ソダンが挨あい拶さつらしきものをして立ち去さったあとも、彼は長いことその場を動けずにいた。

　オルバは自分の手を、そのスケッチのなかにある手にそっと重ねた。もちろん、もう自分の手は大きくなりすぎていて、そこに重なることはない。しかし、確たしかにそこにぬくもりを感じた。六年前、

「じゃあ、オルバ」

　そう言って、なぜか握あく手しゆを求めてきた兄ロアンの手のぬくもり。

　あれは、このためだったのではないか。弟おとうとの手の大きさを、他ならぬ自分の手で測はかって、覚えていようとしたのではなかったか。

　オルバは長いこと、震えていた。




　その頃ころ、皇おう子じを出で迎むかえにあがったビリーナだったが、すでに皇子は下げ船せんしたあとで、それならと足を運んでみた自じ室しつにもまだ戻っていない。

　取り立てて用事があったわけではないのだが、そうなると意地になってしまうのがビリーナだ。といって、用事もないのに皇子を追いかけまわすとなると、それはそれで納なつ得とくできかねるので、何か、もっともらしい理由を探さがした。

（援えん軍ぐんを出す際さいにはガーベラ側とも協きよう議ぎがあるだろう。そこに同どう席せきさせていただくことはできないだろうか）

　ひとまず自分を納得させられるだけの理由ができた。ただ、あまりうるさく言うのもあの皇子には逆ぎやく効こう果かだろうから、まずは同どう盟めい成立のお祝いわいの言葉を述べて、ご機き嫌げんを取ってからにしよう、と考えを巡めぐらせる。

（子供の相あい手ても、難なん儀ぎなものだ）

　ふっと笑えみがこぼれそうになる。以前よりも、いくらかはギルという男を身近に感じる気がしていた。

　あちこちを砦とりでの修しゆう復ふく作業に従じゆう事じしている男たちが駆かけまわっていた。ほとんどが半はん裸らなので、ビリーナなどは顔が赤らむ思いがするのだが、そこは堪こらえて皇おう子じの行方ゆくえを訊きいた。

「先ほど、城じよう館かん中ちゆう央おうの階段をのぼっていかれました」

「そうか、ありがとう！」

　礼れいを言うなり、髪かみをなびかせて駆けていく。あわてて男のひとりが、

「館やかたのなかは危険です。崩ほう落らくの恐おそれもありますから、ロープを張っているところには足を踏ふみ入れませんよう！」

　そう叫さけんだ。ビリーナは手だけを振って「了りよう解かい」の意いを伝つたえたが、あとは振り向きもしない。

　何とはなしに、男たちは顔を見合わせて笑った。




　気がつくと、オルバは砦最上部にいた。

　正確に言えば、最上部のほとんどが爆ばく撃げきで壊こわされたために、階下の広間がそのまま最上部になってしまった場所である。そこもあちこちが陥かん没ぼつし、ひび割われており、黒い煤すすと瓦が礫れきに満ちていた。上半分が消し飛んだ壁かべの向こうに、夕ゆう刻こくの空がある。

　黒々とした雲が、薄うすく朱しゆを流したような空を重たげに這はっていた。

（死んだ）

　なぜだろう、いまこうして破は損そんした砦や、門もん柱ちゆうや通路に染しみついた人間の血の痕あとを見るにつれ、オルバはその言葉を生々しいまでの実感とともにとらえていた。夕ゆう暮ぐれの朱あけの色が、血のように赤くオルバの目には滲にじんで、そこにかつて転がっていた兵士たちの死し骸がいが、いまは、自分と、兄ロアンのそれだったようにも思い返されたのである。

（死んだ？）

　目を閉じるだけで、そのときの光こう景けいまでもがまざまざと浮かび上がってくるかのようだ。似合わない鎧よろい兜かぶとを身にまとった兄が、重たそうに剣を振り上げて、戦意を失いかけた仲なか間またちを励はげまし、駆けまわって、助けが来るはずだと信じながら、愚ぐ直ちよくなまでに与えられたおのが使命を果はたそうとする、その姿が。

　足もとが崩くずれる思いがして、オルバの両手両膝ががくりと落ちた。

（来るのが遅おそすぎた）

　ぽたぽたと雨あま雫しずくのような染みが床ゆかにひろがっていく。

（来るのが遅すぎたね、兄さん）

　兄あにが生きているはずはない、とどこかでか思っていた。六年も前から、そう思っていた。

　それなのに、自分自じ身しんで確かめるまでは、そう断定できずにいた。これもどこかでか、希望とも呼べないほどのかすかな願望を抱いだいていた。

　皇子の影かげ武む者しやとなって、未来へのわずかな光こう明みようを見出せるようになってからはなおのことだ。陽ひのあたる場所へと躍おどり出ていくにつれて、希望もまたふくれ上がった。自分が皇おう子じとして力をつければ、いつかロアンやアリス、母に再さい会かいできる気がしていた。

　そのすべてが幻まぼろしだったと、いまにしてオルバは思い知らされた。

（兵を募つのるだと？）

　そう考えていた自分に、ぞっとする思いさえした。権力者は、下か級きゆう兵へいをただその数でしか認にん識しきしない。ロアンはまぎれもないそのひとりだった。そして名前さえ認識されないうちに、屍しかばねとして転がった。それもまた、戦後、死者の数としていっしょくたにされるだけの存そん在ざいでしかない。

（おれは、オーバリーと同じだ。くそったれのメフィウス貴き族ぞくと同じだ）

　いつしか、声をあげて泣き崩くずれるオルバの背はい後ごに、立ち尽つくす影かげがあった。

　ビリーナ・アウエルは、血ちの色に滲にじんだ空の下、ギル・メフィウスが嗚咽おえつしている姿すがたを、ただただ驚おどろいて見つめ、それから、まるで見てはいけないものを目にしたように、はっと顔を背そむけると、階段を大急ぎで降りていった。




　　　　３




　事態は、停てい滞たいもなく流れつづける。たとえば同じ出で来き事ごとであっても、ある人間には風のように目の前を流れすぎるかと思えば、ある人間には波のように身みを吞のんで、本人が思わぬ場所へまで連れ去さってしまう。

　それを個々人の運命と呼ぶか、単たんなる時代の流れと称しようすべきか、それは、後こう世せいの人間が判断することだろう。




　ノウェ・サウザンテスは、ガーベラ領内でこの知らせを受け取った。

　ギル・メフィウスが、アプターにまで攻せめ上がってきたアークス・バズガンの軍ぐん勢ぜいを退しりぞけたばかりか、翌よく々よく日じつにはタウーリアとの同どう盟めいを成し遂とげたという。

「ふふん」

「ノウェさま、嬉うれしそうでいらっしゃいますな」

　騎き兵へい隊たい長ちようのロジェが声をかける。戦いくさの準備に追われている真まっ最中だ。いま、ガーベラ中の街かい道どうを、武ぶ装そうした騎き馬ばの群むれや歩兵隊、戦に必ひつ要ような雑ざつ貨かを山と積つんだ荷馬車の列が往おう来らいしている。

「別に。これで、こちらが動きやすくなったというだけさ」

　ノウェは薄うすく笑って、書しよ斎さいから出てまっすぐ居きよ館かんの外へと出た。そろそろガーベラ領りよう土ど一いつ帯たいに、特とく有ゆうの季き節せつ風ふうが吹く季節だ。そういえばリュカオンは、草や葦あし原はらが緑に伏ふしなびくのを見ながら馬で遠乗りするのが好すきだったな、と思い返す。

（ギル・メフィウス。リュカオンに似にているかとも思ったが、あれはまた別べつ種しゆの存在だ）

　リュカオンにあって、ギルにないものは「かわいげ」だ。才さい知ちにあふれていながらも、リュカオンには妙みような隙すきというべきものがあった。その隙にこそ、人は強きよう烈れつに惹ひかれる。自分がいなければこの人は駄だ目めなのだと、そう思わせられる。だからこそ、この人の信用を誰だれよりも得えたいと、通常備そなわっている以上の才さい覚かくを発はつ揮きしもするのだ。

（しかし、おそらくギルにそれほどの余よ裕ゆうはない）

　たとえ味み方かたであっても、あの目で見つめられれば落ち着かない。何を企たくらんでいるかわからぬ風ふうである。強きよう烈れつに人を惹きつけるほどのカリスマ性せいはないが、敵てきにまわしたくないとは思う。敵であるよりはいっそ内部に吞のまれたほうがいいとも感じるのだ。

（おれとて、ちらりとそう思わぬではない。が、戦せん国ごく乱らん世せ、いつまでメフィウスと協きよう調ちよう路ろ線せんを歩あゆめるかはわからん。せいぜい、お味方でいるうちに、奴やつの器き量りようをとっくりと測はからせてもらうとしよう）

　いまのノウェにとっては、それが何よりの楽しみのようでもあった。




　同じ頃ころ合あい、メフィウス領りようをアプターめがけて駆けていく一団があった。

　五〇〇の兵へいを率ひきいるのは、オーバリー・ビランである。奴ど隷れいの乱らんを鎮ちん圧あつするのに成功した彼は、帝てい都とからの命令で、ほとんど休む間もなくアプター城じよう砦さいへ向かわされることとなった。

　タウーリアとの間に同どう盟めいが成なった、と知らされたのは、アプターまであと一日の距きよ離りにまで迫せまったときだ。

「汚けがらわしきバズガンと手を結んだだと？」

　宿しゆく場ば町まちのなかでも豪ごう勢せいな宿を借りきっていたオーバリーは、「はっ」と鼻であざ笑った。床ゆかには、キルロ近辺で買った女奴隷数名をはべらしている。

「いよいよ調ちよう子しに乗って、皇こう帝てい陛へい下かの不ふ興きようを買わねばよいがな」

　ガーベラと一〇年以上つづいた戦争は政せい略りやく結けつ婚こんで幕まくが下り、では次はいよいよ宿しゆく敵てきバズガン家かと思っていたら、こちらとも同盟が成立したという。戦いくさでのみ名を挙あげ、戦でのみ欲よく望ぼうを満たすことのできるオーバリーのような人じん種しゆには、

「これでますます、世よのなかが面おも白しろくなくなってきおるわ」

　そういう実感がある。




　そして、帝てい都とソロン。

　アプターへ赴おもむいたオルバと同どう様ように、フェドム・オーリンも寿じゆ命みようを削けずりかねないほどの忙いそがしさに振りまわされていた。皇おう子じギルを擁よう立りつして、いざ事あらば、皇帝に歯は向むかってでもメフィウス帝てい朝ちようの健けん全ぜんなる未来を守る──そんなお題だい目もくのもとに、ようやくフェドムが満足でき得る数の賛さん同どう者しやが得られた、と思っていた矢や先さきに、伝つたえ聞こえてきたのは、タウーリアとの同盟の話である。

（もう、辛しん抱ぼうならん）

　フェドムは荒あら々あらしく馬を駆かって、ソロン内にあてがわれている居きよ館かんへ向かっていた。

　宮きゆう殿でん中じゆうがこの話で持ちきりであり、そして大おお方かたの人間は、これを『ギルの敗戦』として受け止めていた。

　一度目のアークス襲しゆう撃げきを退しりぞけたのはガーベラ軍の功こう績せきであることはすでに知らされていたし、二度目の戦たたかいにおいては、アプター砦とりでが半はん壊かい状じよう態たいになるまで追い込まれたという。手足が出ないほどやり込められた上で、アークスのほうから同どう盟めいの手を差し伸のべられたのではないか──と、ほとんどの人間が見ていた。

　おそらくアークスには、タウラン諸しよ国こくに目を向けざるを得ない状じよう況きようがあり、メフィウスをいったん抑おさえ込むために寡か兵へいのアプターを攻めて、ギルを脅おどしつけるような形で同盟を強制させたのであろう。アークスにとっては、皇こう位い継けい承しよう者しやのギル・メフィウスが少数の戦力のみでのこのこアプターへやってきたのは、まさに渡わたりに船だったともいえる。

「皇おう子じの神じん通つう力りきもここまでであったか」

　訳わけ知しり顔でうそぶく貴き族ぞくたちも多かったが、敗戦も無む理りからぬことであった、と老ろう将しようローグ・サイアンなどはつぶやいている。

「むしろ、数少ない手て勢ぜいで皇子はよくやられた。くそっ、アークスが本気で侵しん攻こうしてくると知っておれば、陛へい下かのお怒いかりを買う覚かく悟ごで、このローグ、老ろう骨こつに鞭むち打うって駆けつけたものを」

　皇子は防ぼう衛えい戦せんを経けい験けんするのははじめてだ。おまけに、今回はサポートする経験豊かな将しようもいなかった。武将たちの間では、皇子への同情の声も強い。

　当とうのグール・メフィウス皇帝はというと、知らせを受けたとき、

「アークスの首を取るとか抜かしておったがな」せせら笑うような、当とう惑わくするような、おかしな表情になってつぶやいた。「さて、貴き公こうらに問とおう。我わが愚ぐ息そくギルに、いかなる内容の書状を届とどけたものか？　父親らしく労ねぎらいの言こと葉ばをかけるか？　それとも、宿しゆく敵てきバズガン家にみすみすおくれを取った愚おろか者を叱しつ責せきすべきか？」

　一方のフェドム・オーリンは、小こ姓しようのディンを通じて、彼らよりは詳くわしく今回の事情を知らされていた。オルバのほうがアークスを追い詰めたことも、彼の独どく断だんで同盟を決めたことも含ふくめてだ。（辛抱ならん）というのは、すでにもうオルバの行こう為いを見み捨すててはおけなくなったからだ。

（ヘルマンの使う魔ま法ほうに、何か便べん利りな術じゆつはないものか。たとえば、催さい眠みん術のようなもので他人をたやすく操あやつれるものがあるだとか、神しん話わや伝でん承しようでよくある類たぐいのものが）

　怒りに我われを忘れそうになる一方で、しかしフェドムは今回のことで、ある種しゆ、事態が有ゆう利りに傾かたむきかけた手ごたえもある。皇帝の、実の息むし子こに対するあまりの仕打ちに、多くの諸しよ侯こうが眉まゆをひそめているからだ。

（オルバがソロンに帰ってきてからだ。そこで、賛さん同どう者しや一同を彼に引き合わせよう。そこでこそわたしの勝負がはじまる）

　そのためにも、まずはオルバを意いのままに従したがわせねばならない。居きよ館かんに着いたフェドムは馬を乗り捨てる勢いきおいでドアを開き、ヘルマンの名を呼ばわった。

　しかしそこへ小こ姓しようが来て、客きやく人じんを待またせていると言う。「誰だれだ」と不ふ機き嫌げんに言い捨てたフェドムだったが、

「ご機き嫌げんよう、オーリン公こう」

　居い間まで微笑ほほえみかけてきた少女をひと目見て、あわてて慇いん懃ぎんな態度を取り繕つくろった。

「これは、イネーリ姫ひめ。わざわざのお越こし、痛いたみ入りまする」

　イネーリ・メフィウスの顔を見るのは、ザットの謀む反ほん以来久ひさしぶりのことだ。ただでさえ抜けるように白かった肌はだは何やら青ざめていて、すこしやつれたせいか、瞳ひとみばかりが大きく見える。イネーリはしかし、年ねん齢れいに似にない、微笑みの妖あやしさはすこしも損そこなわず、

「オーリン公にお尋たずねしたいことがありまして、待たせていただいていたのよ」

「わたしに？　はて、姫ひめ君ぎみに関心のあるようなことなど、わたしが知っていますかどうか」

「お義に兄いさまのことよ」

　フェドムの愛あい想そ笑いが一いつ瞬しゆんこわばった。イネーリはその反はん応のうを上うわ目め遣づかいでうかがいつつ、

「何だかあなた、お義兄さまと突とつ然ぜん仲なかがよろしくなったのね。宮きゆう廷てい内ないでもいろいろ噂うわさする者があるわ。いままで誰にも顧かえりみられなかった皇おう子じをひとり盛もり立てて、皇こう帝てい陛へい下かに対する勢力をつくり上げるつもりなんじゃないか、って」

「実に、面おも白しろいご冗じよう談だんですな」

「お義兄さまが変わったのも、その辺あたりからかしら」

　イネーリは微び笑しようをやめない。フェドムは汗あせの浮く思いがして、小姓を呼びつけ、茶の準じゆん備びをさせた。

「変わった。……変わられましたか」

「ええ。人が変わったようだと、大おお勢ぜいの方がおっしゃっているでしょう？　聖せい臨りんの谷でビリーナ王女を救すくったり、初うい陣じんでリュカオンを討うったり。この前は、ザットの謀反を見抜いた上で、未然に喰くい止めもしたわね」

「男子というのは、三日も会わなければ別人のように成長しているものでございます。特に、皇族ともなれば、自みずからの尊とうとき血に託たくされた使し命めいや責せき任にん感かん、そうしたものを日々意い識しきするごとに……」

「わたしもそうだと思っていたのだけれど」イネーリはフェドムの言こと葉ばをやんわりと遮さえぎった。「だけど、あまりにも変わりようが激はげしいと思わなくて？　特に、わたしがあのザットに連れ去さられそうになったときのことよ。お義兄さまは飛ひ空くう艇ていで追いかけていらして、そしてザットに銃じゆう弾だんを撃うたれてなお、彼を成せい敗ばいした。聖臨の谷でのことも、リュカオンと戦たたかったときのことも、わたしは話に聞いていただけだったけれど、あのとき、はじめて『変わった』皇おう子じを目まの当たりにしたのだわ」

「ですから、それは」

　フェドムが笑い飛ばそうとしたとき、

「そう。なら、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言わせていただくわ」

　小こ姓しようの運んできたカップをイネーリは優ゆう雅がに持ち上げ、わざと唇くちびるを突つき出すようにしてひと口飲んでから、

「いまのギル・メフィウス──偽にせ者ものじゃないかしら」

　囁ささやくように言った。










　あとがき




『烙らく印いんの紋もん章しよう』も、何とか三冊目にこぎつけることができました。

　それもこれも、作者本人の、二日働はたらいては三日休やすむというたゆまぬ努ど力りよくと、辣らつ腕わん編集氏のアメとムチ、そして物もの好ずき（失礼）な読者諸しよ兄けいのご声援のおかげでしょう。

　むろん、挿さし絵え師し３氏の多大なるご貢こう献けんも忘れてはなりません。とかく地じ味みで暗くなりがちなこの物語を、華か美びかつ重じゆう厚こうさをも漂ただよわせるイラストの数々で毎回盛り立てていただいております。特に、二巻の口絵イラストにおけるビリーナ王女とイネーリの対比などはさすがです。胸もとが無む防ぼう備びな服を双方に着せることによって、ある一点の差異を目立たせるのは（ビリーナにとって）何の嫌いや味みかと疑ってしまうほど。

　これからも期待しております。




　小説家としては致ち命めい的てきでしょうが、実はわたくし、本を読むスピードが相当に遅かったりします。

　ちょっとでも気に入った表現や台詞せりふがあったりすると、そこに至いたるまでの過程をもう一度味わいたくなって、わざわざ数ページ前まで遡さかのぼっては、何べんも読みなおしてしまうからなのです。

　プロになってからも同じ、というより、むしろプロデビューしてからのほうが遅くなったかもしれません。ただ気に入っておしまい、というのでなく、「ちっくしょういいなあ、自分もこういうの書きたいなあ」などと、舐なめるように一字一句読んでしまうから。よく言えば先せん達だつの技術を少しでも盗もうとする涙ぐましい努力、悪く言えばただの嫉しつ妬と心しんから来る歪ゆがんだ愛情ゆえに。




　もちろんこういうケースも希まれでしょうが、どのような理由でも構わないので、もしこの本を手に取ってくださったあなたが、一度といわず、二度、三度と楽しんでくれたら──、

　うれしいなあ。


杉すぎ原はら智とも則のり
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杉すぎ原はら智とも則のり

３月生まれ。鹿児島県出身。

勇者に「ああああ」って名前をつける人が信じられない。そういう人はきっと人生も楽しめない。煙草の煙を目で追いかけながら、そんなことを思ったある昼下がり。
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イラスト／３

炊きたてご飯に梅納豆が最近のお気に入り。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「杉原智則先生」係

「３先生」係
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烙らく印いんの紋もん章しょうIII




竜りゅうの翼つばさに天てんは翳かげろう








杉すぎ原はら智とも則のり
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